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保 元 平 治 物語 解題 

保 元 物語、 平 治 物語 は、 各 一 部三卷 あり。 參考保 元 物語 凡例に； K く、 

保 元 物語 者、 世不， 知-何人 所 著、 酷 翻 報恩 院 ^^.'"l 舊記 云、 紫 室 時 長 作、 大外「^^中10^師*所->手©- 

上，： 保 元 物 lii?- 状！ IT 故師梁 所：. 鈔、 師香乃 師梁子 也、 

n! 平 治 物 F= 凡例に 云く、 

平 治 物語 者、 世 不：， 知- -1^ 人 所 7 撰、 醍醐 報恩 院 所い 蔵藿記 云、 紫 室 時 長 作、 

の 作者の 何人なる や は 出 小だ詳 なら ざれ ど、 或は 是れ 同一人の 所 撰なる か。 羣書ー に は、 參考本 

の 凡例に 依りて、 

保 元 物語 三卷 葉 室 大納言 時 長 

又 

平 治 物語 三卷 同上 

と 載せた るが、 なほ 確證を 得る にあら ざれば、 據には 定め 難 かるべし r> 新績 古事 談卷ー に は、 旅 宿 間 

. 答 とい ふに 依りて、 

保 元 平 治 物語 解 E  一 


保 元 平 治 物語 解題  一一 

大和 國多武 峯に公 1  恥 僭 正 (一本に は 源^ 僧正と 有) とい ふ 者 あり、 保 元 平 治 物語 を 作り出す、 其 後 勘 

解 曲 小路 烏 丸 k& 若と いふ 因緣 舞の 上手、 かの 二 書 を こ ひもとめ 曲節 をつ けて、 大納言 藤 原 經實鄉 

の 許に て 申け る を、 經寶ニ 條院に 奏聞せられ ければ、 久兒若 を權大 夫と あらためさせ 給へ ると なり、 

( 一 說に保 元 平 治 物語 は 盛衰 記の 作者 葉 室 時 長が 作と あれ ども、 盛衰 記と は 文法 犬に 異なれば、 此說 

是 ならん か)、 

と 記し たれ ど、 此說の 信憑し 難き よし は 先人 も旣に 云へ り。 然るに 保 元 平 治 物語 は、 世に 所謂： 傘 記 物 

のいで き 始めの 親と た-ふべき ものにして、 其 製作 時代の 鎌 倉 幕府の 初期なる こと は 異論な かるべし。 

兩窖の 梗概 は、 羣 S ー覽 に、 ， 

此書 (〇 保 元 物語) ヒ 十七 代 後白河 院保 元元 年 七月 兵亂の 始末 を 記せり、 兵亂の 根元 は 後白河 院と崇 

德 おと 御兄弟 不和に より、 宇治の 惡左 府鎮長 公、 崇德院 を勸め 奉り、 後白河 院を 亡し、 崇德院 の 御 

子贯仁 親王 を 天子に 立て 頼 長權柄 を恣に 執るべし との 謀より 起れ り、 崇德院 は 七十 五代の 天子に て、 

後白河の 御 兄な り、 後に 新院 とい ふこれ なり、 後白河 院 方の 人々 下野 守義 朝、 安藝 守平淸 盛、 安 S 

判官 平 基 盛 (淸盛 次男〕 等な り、 崇德院 の 方へ は六條 判官 源 爲義、 右馬助 平忠正 (.淸 盛 伯父」、 忠 正が 

• 乎 四 人、 爲義 の子義 朝の 外 は殘ら ず新院 方に 參る、 崇德院 の 軍兵 討 負、 崇德 院は讃 is へ琉 され 給 ひ、 


^仁 親王 は 出家した まへ り、 左 府頼長 は 流 矢に 中り て 命を隕 さる、 此時義 朝 勅命 を 奉じて 父 E:^ 義を 

斬り、 淸盛は 伯父の 忠正、 其 子 四 人 を 斬れり、 今度の 勸赏に 義朝は 左 馬頭に なり、 淸盛 は播磨 守に 

なれり、 そ も/、 保 元の 兵 亂實は 鳥 羽 院美福 門院の 容色に 迷 ひた まふに 起れ り、 ま づ鳥羽 院の御 位 

を S: 小德院 つぎ 給 ふ、 崇德院 は 鳥 羽院 第一 の 皇子な り、 時に 崇德院 永 治 年中に 美 福 門院 皇子 をう みた 

まへ り、 これ 鳥 羽院！ 9 八の 皇子な り、 此 皇子 三 歳の 時 崇箱院 の 位 を 推お ろし、 三 歳の 皇子 を 立てら 

る、 七十 六 代 近衞院 これな り、 これによ りて 崇德院 御 憤 K しくして、 父子の 御中 快から ず、 しかる 

に 近衞院 在位 十四 年 許 ありて 崩 じた まへ り、 此時崇 德院の 皇子 贯 仁 親王 卽位 これ あるべし との 公！！ 

あり、 され ども 美 福 門院の 私 計に て 鳥 羽 法皇 をす V め 奉り、 鳥 羽 院第四 皇子 雅仁 近衞院 に^ぎ たま 

へり、 後白河 院 これな り、 すな はち 新 院と御 一 腹に て 美 福 門院の 爲には §1 子な り、 これらの 趣意に 

より 新-おの 御 そね み 多くして この 亂起 りたる ものな り， 

；平治 物 に 就きて 同 窗に、 

ヒ十人 代 二 條院ー 一條 院平治 元年 惡 右衛門 督藤 原信賴 と前少 納言廉 原通憲 入道 信 西と 威勢 を靜 ひて 丘； 

亂 起り 信 两も 信頓も 共に 亡びた る 事の 始末 を 記せり、 信賴 叛逆の 事 も 有る によりて、 太宰 大^ 清 盛 

に 命じて 返 治せり、 淸盛： 傘 功 ありて 平家 威 を 振へ り、 左 馬頭 義朝 信敏 方に 加 はりて 敗 死せ り、 義朝 

Sit 元 治^ Igi お E  1.  i  .  Ife  It 


久記 解題  S 

の 一味 嫡子 惡源 太義 平、 次男 朝 長、 三男 賴朝、 鎌 田 政淸、 後藤 兵衛眞 基、 佐々 木 秀義、 三 浦？^ 澄、 

須藤俊 通、 i::- 子 俊 綱、 齋藤實 盛、 岡部忠 澄、 猪俣範 綱、 熊 谷 直資、 平 山 末 sar 金-十 家忠 等な り、 

と 云へ り。 今 本 全力； に收 むる に當 りて は、 流布本 保 元 物語、 同 平 治 物語 を 底本と し、 參考保 元 平 治 物 

誇 を 以て 較訂 したり。 


承久記 解題  、 

承久記 は 一 部 上下 ニ卷 あり。 作者 幷に 製作 年代 詳 ならず。 承久 三年 後鳥羽院 天皇の 討幕の 始末 を 記述 

せる ものな り。 羣書 一覧に 云く、 

承久記 ニ卷、 北 條義時 鎌 倉の 執權 たりし 時、 後鳥羽院の 仰 を そむく 事 ありて 承久 三年 義時を 亡 さる 

べしと て 官軍 を あつめさせた まふに、 義 時が 子 北條泰 時が 弟 時 房 等 を大將 として 東： ま 十九 萬餘 w 上 

洛し、 宇治 勢 田に て 官軍 を 敗り 洛中へ 亂れ 入る、 泰時が子時氏院12:へ參り後.：1-羽^1を隱岐國へ、 御 

子 土 御 門院 を 阿波 國へ、 順 德院を 佐 渡國へ 流し 奉る 始末 を 記す、 此« に 一 院と：f^は後.：：？羽院p御寧 


なり、 又 本院と も 申 奉る、 中 院と云 ふ は 土 御 門院、 新院 とい ふ は 順 德院の 御 事な り、 

一部の 内容 は、 吾妻 鏡 (第二 十五 卷、 本 會本第 六 册四九 頁 以下) と 其 資料 を 異にし、 然 かも 事 實の 最も 

よく 吻合せ る を兑れ ば、 史料と して 價値 ある ものなる を 知るべく、 殊に 京都の 動靜に 至りて は、 此箐 

以外に 詳細 を徵 する に 足る ものな し。 

本書の 板 本に は、 慶長 活字本、 元 和 活字本、 及び 慶活本 を 本と して 刊行した る もの、 應仁 記、 明德記 

と 合せて 三代 記と 題して 刊行した る もの 等 少なからず。 又寫 本に は、 内閣 文庫に 藏 せる 舊 昌平 校藏の 

もの あり。 之 を 板 本と 比 校す るに、 大饈は 一致 すれ ども、 文句 幷に 文字 等の 相違 頗る 多し。 是 等の 諸 

本の 中に て、 元 和 活字本 は、 諸 本 を 以て 校合した る もの なれば、 最も 善 本な りと 謂 ふこと を 得べ し。 

此他 異本に は、 內閣 文庫に 藏 せる 舊和 S 講談 所 藏寫本 幷に羣 書類 從所收 承久軍 物語 六卷、 前 田 侯爵 家 

藏寫本 承久記 ニ卷、 續羣 書類 從所收 承 久兵亂 記 ニ卷、 水 戶彰考 館 藏寫本 承久記 ニ卷等 あり。 

今 本 全集に 收め たる 承久託 は、 帝 國阖書 館 藏の元 和 活字本 を 底本と し、 內閣 文庫 藏の寫 本 幷に琉 布 板 

本 を 以て 校訂したり。 
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保 元 物語 目錄 
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後白河 院御卽 位 事 
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法皇 崩御 事 

斩院 御？； t 叛 被-: 思 召 立， 事 

官軍 方々 手 分 事 
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白 河 殿 攻落事 

新院 左大臣 殿 落 給 事 

新院御 出家 事 

朝敵 宿所 燒拂事 

關 白殿歸 na! 本官， 事 

左府御 最後 *4< 相 國御歎 事  - 

奉 成新院 奉. 一守 護， 事 

謀叛 人 各 召 捕 事 

貢 仁 親王 御 事 

爲義 降參事 
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無鹽君 事 

左府 君達 ひ 謀^ 人 各 遠 流 事 
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保 元 物語 卷第 一 

後白河 院御 即位 事  ， 

爱に Kili. ぉ皇と 申し 奉る は、 天 照， お « 四 十六 世の 御 末、 #武 天皇より 七十 四 代の 帝な り。 堀 河？^ 

皇 第一 皇子、 御 母 は i 皇太后 宮 iifl^ 、閑院 大納言 i& 鄉の御 娘な り。 康和五 年 正月 十六 日に 御 誕生， 

i じ.. 年の 八月 十六 日 〔〇 十七 日 力〕 皇太子に 立た せ 給 ふ- 嘉承 f 一年 七月 十九 U 堀 河 院隱れ させ 給 ひし か 

ば、 太子 五 歳に て踐祚 あり" 御 在位 十六 箇 年が 間、 海内 靜 にして 天下 13- なり、 寒暑も節を^|^」ず、 

民屋も 誠に 豐 なり" 11^ ん四年 正月 二十 八日 御 歳 二十 一 にして 御 位 を遁れ て. 第 一宮 崇德院 に讓り 奉り 

給 ふ。 治 四 年 七月 七日 白 河 院隱れ させ 給 ひて より 後 は、 鳥羽院 天下の 事 を 1 食して 政 を 行 ひ 給 

ふ。 忠 ある 者 を 賞 じお はします 事、 聖代 聖 主の！？ &に違 はず、 罪せる 者 を も i じ 給 ふ 事、 大慈 ナ悲の 

お I ブート ひ，； P まします、 >  されば 恩 照され 德澤に 潤 ひて、 國も 富み 民 も 安 かりき。 保 元 〔〇 保延ノ 

誤， J 五 年 五月 十八 日 idi く ん i の 御腹に 皇子 御 誕生ん H りし かば、 おう 皇 殊に 悅び思 食して、 何し か 東 

g に 立て 給 ふ。 水い 治 元年 十二月 七日 三 歳に て 御卽位 有り U 依って 先帝 をば 新 院とぞ 申しけ る。 先帝 異 

なる 渡らせ 紛は ぬに、 お m?- し 給 ひける こそ 淺ま しけれ。 依って 一 院新院 父子の 御中 快から ずと 

保 元 物 ほ =-卷 第 一  五 


保 元 物語 卷第 一  六 

ぞ聞 えし。 誠に I； 心ならず 御 位 を 去らせ 給へ り。 歸卽 かせ 給 ふべき 御 志に や、 又一宮贯仁親王を^^- 

に卽け 奉らん とや 思 食し けん、 叙 慮 計り 難し、 永 治 元年 七月 〔〇 三月 ノ誤〕 十日 鳥羽院 御^ 下させ 給 

ふ。 御 年 三 十九、 御斷 も. I だ 盛なる に、 玉體も 恙なく おはし ませ ども、 宿 善內に 催し、 善緣 外に 顯れ 

て、 眞實 報恩の 道に 入らせ 給 ふぞ目 出た き。 然るに 久 }| 二 年の 夏の 比より 近衞 院御惱 おはせ しが、 七 

卜-つみ  ひさし ま 

月： ト 句に は 早 憑 少なき 御 事に て、 淸凉 殿の 庇の 間に 遷し 奉る。 されば 御 心細く や 思 食し けん、 御製に 

かく、 

蟲の 音の 弱る のみ か は 過ぐ る 秋 を 惜しむ 我 身 ぞまづ 消えぬべき 

終に 七月 二十 三日に 隱れ させ 給 ふ、 御 年 十七、 近 衞院是 なり。 尤 惜しき 御 齢な り" 法皇 女 院の御 歎 

こと. re  しげ ひと  いちぢ ゃフ 

理 にも 過ぎたり。 新 院此時 を 得て、 我 身 こそ 位に 歸卽 かずとも、 霜 仁 親王 は 一 定 今度 は 位に 卽 かせ 給 

はんと、 待 請けさせ おはし ませり C 天下の 諸人 も 皆 かく 存じけ る處 に、 思の 外に 美 福 門院の 御 計 ひ 

J の^や 

にて、 後白河 院其時 は四宫 とて 打 籠め られ てお はせ し を、 御 位に 卽け 奉り 給 ひし かば、 高き も賤し 

こ たいすん もん 

きも 思の 外の 事に 思 ひけり。 此四宮 も 故 待 賢 門院の 御腹に て、 新 院と御 一 腹 なれば、 女 院の御 £ ^に は 

けいし  しげ > と  * ね 

共に 御繼子 なれ ども、 美 福 門院の 御 心に は、 重 仁 親王の 位に 卽 かせ 給 はん 事 を 潜嫉み 1#ら せ 給 ひて 

此 を女院 もてなし 進ら せ 給 ひて、 法皇に も 内々 % させ 給 ひけるな り。 其 故 は 近 衞院世 を 早くせ させ 


給 ふ 事 は、 新院咒 ゅ咀し 奉り 給 ふとなん 思 食し けり。 是に 依って 新 院の御 恨 一入 まさらせ 給 ふ も 理 

なり。 . 

法皇 熊 野 御 參詣幷 詫 宣之事 

ほ e ぐ - しょ -r^ ゃラ でん  げん. U  ？ 

爱に 久壽ニ 年の 冬の 比、 法皇 熊 野へ 御參詣 あり。 本 宮證誠 殿の 御前に て、 現當 二世の 御 祈念 ありし に、 

夢 gij も あらず、 御寶 殿の i. より 童子の 御手 を 指 出 だして、 打 返しく せ させ 給 ふし 法皇 大きに 驚き 

思 食して vi^i 幷に i^l. の 人々 を 召して、 不思議の 瑞相 有り- 權 現を勸 請し 奉らば やと 思 食して、 正し 

キ^11-有ると仰せければ、 の を 召 出 だす。 御 不審の 事 あり 占 ひ 申せと 仰せければ、 朝より 

權现を ろし ^〕ら する に、 I. まの 時まで 下りさせ 給 はねば、 古老の 山伏 八十 餘人、 般若 妙 典を讀 誦して 祈 

臂^ 久し。 1^ も 五體を 地に 投げ、 £ 瞻を碎 きければ、 諸人 目 をす まして 見る 處に、 權現旣 に 下りさせ 

給 ひける にや、 種々 の ii^ を 現じて 後、 か 1I& 皇に向 ひ 進ら せて、 右の 手 を 指 上げて、 打 返しく、 是 

は^^にと 申す 誠に 權 現の 御詫宣 なりと 思 食して、 御座 を すべらせ 給 ひて、 御手 を 合せ 申す 所是な 

り。 さて 如何すべく 候と 申させ 給へば、 明年の 秋の 比 必 崩御なる べし、 其 後世 中手の 裏 を 返す 如 

くな らんず るぞ と、 御詫宣 有りければ、 法皇 を 始め 參ら せ、 供奉の 人々 皆淚を 流して、 さて 如何なる 
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ぢ やう- V!- か？ C 

事 有りて か、 御 命 延びさせ 給 ふべき と 問 ひ 奉れば、 定業 限 有れば 力に 及ばと て、 權現は 上らせ 給 ひ 

*、 んり あつま  か- フべ  J^r^I^O 

ぬ。 參 集 りたる 貴踐 上下、 各 頭 を 地に 付けて 拜み 奉りけ り，) 法皇の 御 心の中 何， 計 か 御 心細く 思 貪し 

今-, りめ  な ギ-  も た ゾ も か ヤー 

けん、 日 比の 御參詣 に は 天長地久に 事寄せて、 切目 王子 の^の 紫 を、 百度 千度 繁 さんと こそ 思 盆し 

しんごん め フ でん  h 'ん？ ,3 しゃ.？. C5 ん 

に、 今 は 三つの 山の 御 奉幣 も是を 限と 御 心細く、 眞言 妙 典の 御法樂 にも、 臨終 fir 念 往生 極樂 との みぞ 

御祈念^？りける" 都べ て 還 御の 體哀 なりし 御有樣 なり。 

お 白ギー IR^:^ 事 

かくて 今年 は 暮れに なり、 明くる 四月 二十 七日 改元 有って 保 元と ぞ 申しけ る。 此 比より 法皇 御； 小 像の 

事 J;? り、 偏に 去年の 秋 近衞院 先立た せ 給 ひし 御 歎の 積に やと 世の 人 申し けれども、 dn! や i けさせ 給 

ひけるな り。 R に隨 つて 雷 一ら せ 給へば、 月 を 追うて 憑， 少なく 見えさせ おはし ませば、 おな^ *- 六月 十二 

リぶ： たい  ご しょ  かャ 6-  _T 'んぜ ごしゃ ラ たつ 

日、 美 福 門院、 鳥；^ の 成 菩提 院の 御所に て、 御 IS 下させ 給 ひ、 現世 後生 をき み 進ら さ せ^ふ。 近衞 

院も 先立ち 給 ひぬ" 又 偕老同穴の 御契淺 から ざり し 法皇 も、 御惱 重らせ 給 ふ、 御 歎の，. りこ 立 

ご かい  みつ c.l!*o  くわん く.，.'  ， 

つと ぞ聞 えし。 御 戒の師 に は 三 髓 上人 觀 ぞ 參られ ける、 哀 なりし 事 どもな り - 法皇 は 描现御 宣 

め 事 なれば、 御 祈 も 無く 御 療治 も 無し、 只.. 一 向 御 菩提の 御 勤の みなり。 七月 二： n 終に 一 院隱 しさせ 絵 


ひぬ、 御 年 五十 四。 未だ 六十に も滿 たせ 給 はねば、 齒 惜し かるべき 御 命 かり。 有爲 無常の 習， 生者必滅 

の投、 始めて 驚くべき に 有らね ども、 一 天 暮れて 月日の 光 を 失へ るが 如く、 麄人 歎きて 父母の 喪に 逢 

ふに 過ぎたり。 釋 迦如來 生者必滅の 理を 示さん とて、 裟羅 雙樹の 下にて 假に 滅度 を 唱へ給 ひし かば、 

にんで. 、  >  さ ら ぎ な か  に ,c つ 

人 天 共に 悲しみき。 彼 二月 中の 五日 入滅に は、 五十二 類愁の 色を顯 し、 此 七月 二日の 崩御に は、 九 霜の 

くさき  A- しごろ  いか.！ チぃ 

上下 悲を 含めり、 心無き 草木 も愁 へたる 色 有り。 ゃ年來 近く 召使 はれし 人々、 何 計りの 事 を か 思 ひ 

けん、 滑して 女 院の御 歎、 申す も 中々 愚な り。 玉 簾の 內に龍 顔に 向 ひ 奉り、 金臺の 上に 玉 體に雙 び 給 

ヒ.. 0 しゾ  h ご  いにし へ 

ひしに、 今 は 燈 の 本に は 伴 ふ 影 もお はし まさず、 枕の 本に は 古 を戀 ふる 御！：^ の みぞ 積り ける。 古 

き 御 衾 {-1- しき ii^ に殘 りて、 御 心 を碎く 種と 成り、 古 の 面影 は 常に 御身に 立 添 ひて， 忘れ 給へ る 御 

事ぞ なき〕 待の 御身 は ijx 賤も 高卑も 異なる 事な く、 無常の i 界は 刹 利 も 首 .陀 も替ら ねば、 妙覺 

、-ん 、わ マ 1-ヽ，リ  だいち し， リ ほつ せん-ごん  ぽん げ  二 

の 如 來；^ WEi- の 理 を 示し、 大智舍 利 弗 又 先 業 を 顯す事 なれば、 凡 下の 驚くべき に は あらね ども、 去 

年の 御 歎に 今年の 御悲の 重りけ る を、 如何せんと ぞ思 食し ける。 

新院御 謀叛 思 食 立 事 

せんと J 

か >f る 御愁の 折節、 新 院の御 心中 覺束 なしと ぞ人 申しけ る。 されば 仙 洞 も がしく 禁裏 も靜 かな 
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ら ざるに、 新 院の御 方の 武士 東 三條に 籠り 居て、 或は 山の 上に 登り 木の 枝に 居て、 i 小^ 1|院§ 内 

り  しもつ. t:C かみよしても  る す  せラ けんもつ 

裏 高 松 殿 を 窺 見る 由 聞え しかば、 保 元元 年 七月 三日、 下^ 守義 朝に 仰せて len ニ條の 主に 候 少監物 藤 

原 光貞 幷に 武士  二人 召 捕って 子細 を 問 はる" ー院御 不豫の 間， 去ん ぬる 比より 御 謀叛の Sg えお るの 

みならず、 軍兵 西より 參 集り、 兵 具 を 馬に 負せ 車に 積んで 持 蓮び、 其 外 怪しき isk 々かり。 新 院日來 

ち， く-てん  うつ はも Q  ぐ わい ザき 

思 食し ける は、 昔より 位 を繼ぎ 讓を受 くる 事必 嫡孫に は 由ら ね ども、 其 器 を 撰び、 外戚の 否 S 

卑カ〕 を も 尋ねら る X にて こそ あれ、 是 は只當 腹の 寵愛と 云 ふば かり を 以て、 近 衞院に 位 を 押联ら 

れて、 恨 深くて 過ぎし 處に、 先帝 體仁 親王 〔〇 以上 四字衍 力〕 隱れ給 ひぬ る 上 は、 重 仁 親王 こそ 帝位に 備 

はり 給 ふべき に、 思の 外に 又 四宮に 越えられ ぬる こそ 口惜し けれと 御 慎 有りければ、 御 心の 行かせ 給 

ふ 事と て は、 近習の 人々 に 如何に せんず るぞと 常に 御 談合 有りけ り。 宇治 左大臣 頓 長と 申す は、 知 足 

ぜんか ふ てんが Jur ざね こ- フ  きん V ち 

院禪閣 殿下 忠實 公の 三 〔〇 ニノ 誤〕 男に てお はします。 入道 殿の 公達の 御中に 殊更 愛子に てお はし まし 

けり。 人が らも 左 に 及ばぬ 上、 和漢 共に 人に すぐれ、 縵義を 調へ、 自他の 記錄に 暗から ず、 文才 世 

に 知られ、 諸道に 5^ 深 を 採る、 朝家の 攝 嫁の 器量な り。 されば 御 兄の の!^ ^ に て、 

そし  のしみ  もても そゾ 

御手 跡の 美しく おはします をば * 貶り 申させ 給 ひて、 詩 敬 は 樂 の 中の 弄 なり、 朝家の 耍 事に 非ず、 

t リ  ？ 1; んき a. ら  しぶ-, 

なり、 賢臣必 しも 是を 好むべからず とて、 我 身 はむ ねと 全經を 舉 び、 信 西を師 として 


とこし なへ  ：li 

鎭 に 舉窻に 籠りて、 仁義 禮智信 を 正しくし、 賞罰 勵功を 別ち、 政務 をき りと ほしに して、 上- 个の善 

.  あく  しょ にん わ、 つ  おんこ、 ろむ け 

悪を糾 されければ、 時の 人惡 左大臣と ぞ 申しけ る。 諸人 か樣に 恐れ 奉りし かど も、 眞實の 御 心 向 は 極 

めて 麗 はしく おはしまして、 怪しの 舍人牛 飼 なれ ども、 御 勘當を 蒙る 時、 道理 を 立て 申せば、 細々 と 

ぢん とう  くじ  げ きくわん し  いさ 

問 食して、 罪なければ 御 後悔 有りき。 又 禁中 陣頭に て 公事 を 行 はせ 給 ふ 時、 外 記 官史等 を 諫めさせ 給 

ふに、 過たぬ 次第 を辨へ 申せば、 我 fe- と 思 食す 時 は、 忽に 折れさせ 給 ひて、 御 怠狀を 遊ばして 彼 

等に 給ぶ" 恐 をな して 給 はらざる 時 は、 我 能く 思 食す 怠狀 なり、 只 給 はり 候へ， 一の 上の 怠狀を 

い び  めんぼく 

以下の 臣下-取 傳 ふる 事" 家の 面目に あらず やと 仰せられければ、 UK りて 給 はりけ ると かや，」 誠に 是非 

>b 一ん. ちゃ フ てんが 

叨 察に 善惡 無二に おはします 故な り。 世 も是を もてなし 奉り、 &下も 大切の 人に 思 食し けり。 久 

うぢつ す. 一 やう， ぶャ ふ  お 二 じき  ないらん せんじ 

壽 〔〇 安ノ 誤〕 六 年 九月 二. H ハ：： n、 氏 長者に 補し、 同 七 年 正月 十九 日 〔〇 十： U ノ 誤〕， 内 覽の宣 旨 蒙 

さしお さんこう ないらん せん ノ  かた ふ 

らせ給 ふ。 攝政關 白を閣 いて 三 公 内 覽の宣 旨 是ぞ始 なると、 人々 傾き 申され けれども、 父の 殿下の 

御 計 ひの 上 は、 君 も强 ちに 仰せら る X 子細 もな し。 此 大臣 とても 必 しも 世 を 知 食す まじき にもな けれ 

ま しゃう じ  よ そ 

ば、 諸 臣も是 を 許し 給 ひけり。 ^性 寺 殿 は只關 白の 御名ば かりにて、 餘 所の 事の 如く， 天下の 事に 

^  いろ  た. フぞん  よじ ゆん そ 

於て、 綺 はせ 給 ふ 事 もなかり しかば、 殊に 御 憤 深くて、 當今 位に 卽 かせ 給 ひて、 世淳 素に 歸 るべ 

く は、 關 もの 辭表 納まる か、 又 内覽氏 長者 關白 につけら る. - か、 兩樣 共に 天 裁に ありと、 頻に 申さ 
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よろ づ 

せ 給 ひけり。 此關白 殿 は 萬 なだらかに おはし ませば、 人 皆 ほめ 用 ひ窣れ り。 關白 殿と 左大臣 殿と は 御 

兄 m の 上、 父子の 御 契約に て瞪儀 深く おはし まし けれども、 後に は 御中 惡 しく ぞ 聞え し。 されば 左大 

し _K;S  V しんわ -フ 

臣殿思 食し ける は、 一 院隱れ させ 給 ひぬ、 今 新院の 一 宫篇仁 親王 を 位に 卽け 奉りて、 天下 を 我 $i に 奴 

おん. ごつ ゐ  しゃ 5 くわう お ほと fco 

行 は e やと 思 立ち 給 ひければ、 常に 新 院へ參 り 御殿 居 有りければ、 上皇 も此 大臣 を 深く 御 憑み 有りて、 

おん ごろ  てん ぢ じょ 

仰 合 は せらる >t 事懇 なり。 或 夜新院 左大臣 殿に 仰せられ ける は、 抑 昔 を 以て 今 を 思 ふに、 天 智は舒 

めい  f  <  にんみ や. r-  5 が 

明の 太子な り、 孝德 天皇の 王子 其數 おはし まし k かど も、 位に 卽き給 ひき、 仁 明 は隨哦 第二の 皇子、 

じゅん わ  み こ  5 しお モ ふ  くわ ざん  ごし ゅミ. く 

淳和 天皇の 御子 達を閣 きて 祚を踐 み 給 ひき、 花 山 は 一 條に 先立ち、 三條は 後朱^に 進み 給 ひき、 我 身德 

行 無しと 雖も、 十 善の 餘薰 にこた へて 先帝の 太子と 生れ、 世澆 薄な りと 雖も、 蓖乘の 资位を 忝く す、 上 

皇 の！^ 號 につら なるべく は、 重 仁 こそ 人數に 入るべき 處に、 文に も あらず 武 にも あらぬ 四 宮に位 を 越え 

ラれヽ  ふ.； U せ はる. r き 

られ て、 父 • 十 共に 憂に 沈む、 然 りと 雖 も故院 おはし ましつ る 程 は 力無く 二 年の 春秋 を经れ り、 今^ 院 

，か  は 1- かり  にんもう 

登 遐の後 は、 我れ 天下 を 奪 はん 事 何の！ g: か 有るべき、 定めて 神慮に も 叶 ひ 人^にも^ かじ もの をと 仰せ 

S ふ  < つろ く  もっとも 

られ ければ、 左府 元より 此君代 を 取らせ 給 は ど、 我 身攝^ に 於て は 疑 無しと 悅 びて、 尤思食 立 

っ處 然るべ しと ぞ勸め 申されけ る。 新 院此御 企 なりければ、 鳥 羽の 田 中毆を 出で させ 給 ふべき 由 を 

、-か i  ^Tf 

仰せられけ るに、 何と 聞 分けた る 事 はな けれども、 何樣 事の 出で 來 べきに こそと て、 10- 中の 貴賤 


し 5 いざ *? ぐ  もんこ  ひや ラぐ 

上下、 資財 雜具を 西 東へ 運び 隱す、 門戶 を閉ぢ 人々 は 兵 具 を 集めければ、 こ は 如何に 縱ひ新 院國を 

奪 はせ 給 ふと も、 仙院晏 篤の 後、， 樓に十 箇日ひ 中に 此 £1 企、 宗 CO 廟字 脱〕 の 御 計 ひも 計り 難く、 凡慮 

の 推す 所 然るべ からず、 此 Slil は 雲の上に は 星の 位靜 かに、 境の 中には 波風 も收 まりた る 御代に、 かく 

切って 績 いだる 樣に 騒ぎ 亂る. - 事の 悲し さよと、 人々 歎 合へ り。 

宵 軍 方々 手 分 事 

よしとも  よし 5女 

内裏に も此由 聞え ければ、 同 五日、 召されて 參る 武士 は 誰々 ぞ、 先づ 下野 守義 朝、 陸 奥 新 判官 義康、 

安藝 判 {Gt^"i- 周 防 判官 季實、 隱岐 判官 惟 i  〔〇 又維繁 -1 作ル〕 平 判官 實俊、 新 藤 判 {R 助. 軍 

び や. フ  なんてい 

兵 雲霞の如く 召 具して、 高 松 殿に 參じ けり。 彼等 を 南 庭に 召されて、 少納言 入道 を 以て、 去ん ぬる 二 

tnl 院 崩御の 後、 武士 共 ひ 丘 ゃハ 具 を 調へ て 東西より 都へ 入 集る 事 道 も 去り あへ ず、 以ての外の 狼藉な り、 

き -rv さん  .？0^^ら  ひざ *A づ 

弓箭 を帶 せん 輩 をば、 一 々召 捕って 參 上すべき 由 仰 下さる。 各 庭 上に 跪 いて 是 を^る。 義朝義 

康は、 ，z: 裏に 候 ひて 君 を 守護 し 奉れ、 其 外の 撿 非違 使 は、 皆關々 へ 向 ふべ しとて、 宇治 路へは 安藝 

bj--*?:  fo?- ね あ tn! ケ -V  -】れし*？  く- * めぢ  へい  5 つて し 

判官 基 盛、 淀 路へは 周 防 判官 季實、 粟田口へ は隱岐 判官 惟重、 久々 目 路へは 平 判官 實俊、 大 江山へ 

しんとう  すナ つね  J つ ほみ や  これみち い げ  IT 

は 新 藤 判官 助 i 承って 向 ひけり。 今夜 關白 殿幷 に大宮 大納言 伊通 鄉 以下 公卿 參 じて 議定 有って、 謀 
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叛の ら皆召 捕って ill すべき^ 宣下 せらる 春 宮大夫 宗能卿 は 鳥 羽 殿に 候 はれけ る を 召 され けれ 

ば、 £|^とて^^^ぃせられず。 明 くれば 六日、 檢非 i 逢 使 共關々 へ 越えけ るに、 お 盛 宇治 路へ向 ふに、 

Sim の^ « に、 糸の 錄に、 お « したる 烏帽子の 上に、 白星の 齊を 蒲、 切符の 矢に、 二 所 藤の C 持 

ち、 iuls 鞍 置いて ぞ乘 つたり ける) 其 &百 騎 ばかりにて、 基 盛大 和路を 南へ 發向 すろ に、 法 eli- 

の 一 の 誇の 4Ti て、 is 十騎 ばかり 1fc£.LL て 物 4 したる 兵 上下 二十 餘人、 都へ 打って ぞ 上りけ る。 

紫 盛是は 何れの 國 より i おへ 參 ずる 人 ぞと問 はせ ければ、 此程京 中 物 やわの 由 承る 問、 其 子細 を 承らん 

とて、 近 國に候 者の 上洛 仕る にて 候と 答 ふ。 基 盛 打 向って 申しけ る は、 ー院 崩御の 後 武士 共 入洛の 

由. ii に 及ぶ 問、 關々 を 固めに 罷向 ふなり * 内裏へ 參る 人なら ば、 宣 a 曰の 御 使に 打迪 つて 參じ $3 

へ、 然らずんば 得 こそ 通し 申す まじ けれ、 かく 申す は桓武 天皇 十三 代の 御 末 刑 部 § ^忠 盛が 孫、 安藝 

守淸 盛が 次男 安藝 判官 基 盛、 し 生年ん 十七 歳と ぞ名乘 つたる J 大將と 思しき 者、 掲 の直垂 に、 萨 地 を 

ぬ-' ご 0. ごう  き ./ ら テ  か； S くら 

黄に 返した る 鎧 着て、 熱 羽の 矢 負 ひ、 塗 籠 藤の 弓 を 持ち、 黄河 原毛なる 馬に、 貝 鞍 E はいて 1_ 来ったり け 

るが 進 i て、 か 1^1? に 候へ ども 形の 如く 采阖 無き にし も 候 はず、 淸和 天皇 九 代の 御 末、 六 孫 王 七 代の 

r^i  U  t りみ つ しゃてい  よりち、 い  こ-.. ん  >: かっかき， じょ ラ t り はる ， 5 し f つけ r つな， C 《つ" il い-ひ"、 1 - - ドニ 

^0, 攝 渾守鎮 4^ が舍弟 大和 守 頼 親が 四 代の 後 3r 中 務 丞頓治が孫、下|^^21;?薪弘カ了に宇野七 

郞 sfci とて、 大和 國«^12 久しく 住して、 未だ li&es 名 を 落さず、 左大臣 殿の 召に 依って 新院の 


§1^ たこ 參 ずるな り、 源氏 は 二人の 主取る 事 無ければ、 宣旨 なりと も 得 こそ 内裏へ は參る まじ けれと て 

^  ちか る  さ/へに、 

打 ぎ けれ ざ，、 基 盛 百 餘騎の 中に 取 籠め て 討たん としけ る を、 親 治ち とも^ 力ず 弓 取 直して 散々 に 

射る に、 i^is の SF^ilL 射 落されて ひるむ 處を、 得たり やお、 とて、 十 騎の兵 鏺 を雙べ て^けた 

りければ、 平家の つ 1$" 叶 はじと や 思 ひけん、 法 性 寺 力 北のば つれまで ぞ 引いたり ける。 

、  親 治 等 被-生 捕， 事 

さる 程に 高 松 殿に は、 ^盛旣 に §き と然 i すと 聞え ければ、 兵 我 もくと 馳來 る」 基 盛 高き 所に 打 上 

つて y きせられ ける は、 敵 は 只 其 1 にて 續く者 もな し、 御 方 多勢 なれば、 各 組んで 一 々に搦 捕って 貝 

に 入れよ、 ^賀 伊勢の 者 共と 申されければ.' 伊藤 齋藤 弓手 馬 手より 馳 寄って、 一騎が 上に 五六 騎七 

八騎落 重れば、 il^ls  く 思へ ども 力なく、 自害に も 及ばず 生 捕られに けり。 誠に 王事 暨ぃ事 無き いは 

れ にや、 if& の 者 共 十 人六搦 捕って、 基 盛 i 向の 袖に 立ちた る 矢 共 折 懸け、 郞等數 多 手 を 負 ふせ、 我 

身 も に 成って 參内 仕り、 此由を 奏聞して 又 宇治 路へぞ 向 はれけ る〕 親 治 をば 北の 陣を 渡して. 西 

の 獄にぞ 入れられ ける。 主上 御 感の餘 りに 其 夜 除 目 行 はれて、 正 下 四 位に 成されけ り」 問 に は 宇 野 

七郞 1 治以ド 十六 人の 凶徒、 嫋 進ら する 赏 なりと ぞ 注されけ る。 
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新院御 謀叛 露顯幷 調伏 事內府 異見 事 

ほさ  これみち  とうぐう 乃 .U いふむ ねよ し  •  る XJ い 

さる 程に 同 八日、 關白 殿下、 大宮 大納言 伊通 卿， 春宮 大夫宗 能鄉參 内して、 来る 十一 日 左大ほ 流罪 

の 由 定め 申さる、 謀叛の 事旣に 露顯に 依ってな り、) 其 故 は 左 府東三 條に或 僭 を 籠め て 秘法 を 行 はせ、 

內裏を 咒咀し 奉らる X 由 聞え て、 下野 守義 朝に 仰せて 其 身 を 召されければ、 東三條 殿に 行 向って 見る 

pi  あ  にし n?b て  こ もん  ^ot はやぶさ やしろ 

に、 門 戶を閉 ぢて敲 けど も 開けず、 依って 西 表の 南の 小 門 を 打破って 入りぬ。 角 振、 隼 の 社の 前 を 

ち まき  5 がみ" あ じめ. ho よう 4 ん  ぢ 5 りよ  せんじ 

過ぎて、 千卷の 泉の 前に 壇 を 立て 行ふ佾 有り、 相 摸 阿 闍梨勝 5$ とて、 三 井寺の 住 侶な り。 宣皆 ぞ參れ 

つ はもの  S  5  ひつ  ひぢ か I*  きし 

と 云へ ども 音 もせず、 兵 二人 寄って 左右の 手 を 引 立 つれ ども、 肘 を 屈めて 延べず、 恰も 力士の 如く 

つ はもの  ほん IV ん 

なり。 其 儀なら ば 法に 任せよ と 云 ふ 程 こそ あれ、 兵數多 寄り、 联 つて 伏せて 是を 招め、 本尊 幷に左 

大臣の 書状 等 相 具して 將て參 る。 蔵人 治 部 大夫雅 頓>  一 藤 判官 俊 成 承って、 子細 を 問 ふに、 別の 義 

なし。 關 .H 殿と 左大臣 殿との 御中 和平の 由 を祈禱 申す と 云々。 され ども 左府書 狀顯然 なり」 其 状に 曰 

く- 

御撫 i 事 誓 ひ i-, 曜宿良 辰； 於-, 賞 IS 嚴重、 冥 衆 影 向 地つ 被 無雙深 秘法-事、 

6 て く. フ  もりやう けば 4- へ  をに  U  を ふ  言、 さた-に 

尤以 神妙 之 由、 御氣色 所.， 候 也、 我聞惠 碎-- 頭腦？ 備-- 淸和帝 詐【 尊意 振- -智劍 〔 加 二 刑罰 將 


不る. 及.： 人力に-所、 &? 抓. や £f パ猛 きき & 丁寧。 懇志" 何； 不き就 素 意-哉、 爱以 

0$. 相 J 群 奈何 ぞ 謹に-乎、 nK-_14 此時 也、 再 光 *禪房- 事、 更チ 可.. 有 

ド疑者 也、 恐々 謹言。 

七：：：： 二日  輯 長 

明 王 院相摸 阿 闍梨御 房  御？ 15 す！， 

£ 一ん の 法 は isl&SA、 金剛 童子、 ITHT 鲰とぞ 聞え し。 さて こそ 新院御 謀叛の 事顯れ けれ。 其 上 平 馬助忠 

，正さ、 SS: 佐 f  fehfl: 行國 力〕 が 子、 ^1  ら. 等 を ^^將軍の爲 に 左 i ら はる、 I 

し もろつ ね  仁*- まさ 

えければ、 ：§i 治大夫 〔〇 輔カ〕 雅賴に 仰せて、 彼等 を 召されければ、 卽ち大 夫 史師經 やがて 忠正賴 

i が 許に 行 向って 召す に、 此程は 宇治 殿に 候と て參ら ず。 鳥 羽 殿に は 今 B 故 院の七 H に 當り給 ひけれ 

ば、 大夫史 師經に 仰 付けて、 田 中 殿に て 御 怫事行 はる。 新院は 一 所に 渡らせ 給 ひながら 御 % も 無 けれ 

ば- 人い きく IT ビ なす 所に 、あ 1" ぎへ 御 出 有るべき 由 仰 下されければ、 i& 允， 4<敎 長 卿 申されけ る 

は、 舊院 あ^ k の を だに 過ぎさせ 給 はで 御 出の 條， 世 以て 怪 をな すべし、 且は 冥の 照覽 

を も か 御 。ゆな かるべき と 諫め 申され けれども、 叶 ふま じき 御氣 色な りし かば， 敎 1$ 卿 思 ふば かり 

なくて、 兄 〔〇 兄ト有 ルハ誤 力〕 德く. 寺內 大臣 實能 公の 許に 行き、 か. -る街 i こそ 候 へと 聞え し 
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かば、 内府 大きに 驚かせ 給 ひて、 左府 の申勸 めら る X 由れ、々 聞え しか ども、 誠し からず 侍りし に、 

せん  ま „n- い  ぼんぶ 

あはれ 設 なき 御 企 かな、 末代と ひながら、 さすが 天- ナの御 運 は 凡夫の 思ふ處 にあらず、 天 照 太 神 正 

八幡宮の 御 計な り、 吾 國邊地 粟 散の 驟 といへ ども、 神國 たるに 依って、 惣 じて は 七千餘 座の 神、 

はんじん てう か  せん 一」、 つ おとうと おひ いや 

殊に は 三十 番祌、 朝家 を 守り 奉り 給 ふ、 歷 代の 先 朝 皆 弟 甥 を 卑しと 思 食せ ども、 位 は 越えられ 世 を 

1^ られ給 ふ 事、 今に 始めぬ 例な り、 御 運 をば 天に 任せて 御覽 ぜんに、 齒御 心行かせ 給 はず は、 恐ら 

く は 御 出家な ども 有りて こそ 傍に 引 籠らせ 給 はめ、 & 一  院 崩御の 御中 陰 を だに 過ぎさせ 給 はずして 

しゅつぎょ  そい  ごき しどく  そ- 「もん 

出御な らん 事 素 意 及び難し、 定めて 御 後悔 有るべし と、 內々 御 氣色を 伺 ひて、 洩らし 奏聞 仕らるべき 

由 申されければ、 敎 長歸參 して 此旨 披露 りければ、 院、 夫 はさる 事 なれ ども、 ^此 所に 在りて は 事 

ひやう も C すナ  ベち い しゅ 

に 逢 ふべき 由、 女房 兵衞 佐が 告知ら する 子細 有る 間、 其 難を遁 れん 爲に 出づ るな り、 全く 別の 意趣に 

た \.キ さ  より？ 

あらず とて 敢て御 承引 も 無ければ、 重ねて 申す に 及ばず、 七月 十日 大夫 史師 ir 平忠 正、 源 顿憲ニ 入 

召 進ずべき 由の 院宣 を官 使に 持たせて、 宇治へ 行 向って 左大臣 殿に 吿げ 奉れば、 卽 時に 召 具して lj_.yj 

によ ほふ  5 き ゥ さいん-, レ .1 しょ ご 

べき 山、 御 返事 申され 給 ひけり。 新 院は十 一 日の 如法 夜更けて、 田屮 殿より 白 河の 前 齋 院の 御所へ 御 

かう  ，やうけ い  *、 せ ゃラの VI いぶつり なが  さ ** ごんつ かみ XJ わきよ や "しろの ぜんじより 

幸なる。 依って 齋院の 行啓と ぞ 披露 有りけ る。 御供に は 左 京. 1^ 夫敎長 卿、 左 馬權頤 實淸、 山城 前 司 頼 

ナけ さ *5 もん いふ. U;S ら^いへ ひ， つ  みつひろ 

輔、 左 ii 門大夫 平家 其 子に は 光弘な どぞ候 ひける。 


新 院被レ 召-一 爲義， 事 付 鵜 丸事 

ためよし  ろく そん わう  い よ C に^だうよ りよし  ま- ん  t レ いへ 

其 比 六^ 判 {：2 爲義と 中す は、 六 孫 王より 五代の 後胤、 伊豫 人道 賴義が 孫、 八幡 太郞義 家が 四 男な 

しょうく ゎラ めし 

り。 内裏より 召され けれども、 如何が 思 ひけん 參ら ざり しかば、 壻 して 上皇の 召に も從 はずして 有 

りしが、 餘 りに 白 河 殿より 度々 召されければ、 參 るべき. しながら 未だ 參ら ず、 依って 敎長 卿、 

-3，，3 ぜ，， *  お き  、- か、 

六條堀 河の 家に 行 向 ひて、 院宣の 趣 を宣 ひければ、 忽に變 ぼして 申しけ る は、 爲義義 家が 跡 を！ 1 い 

で、 朝家の 御 守に て 候へば、 君 心に く. 1 思 食 さる は 理 にて 侍れ ども、 我と 手 を 下した る 合 戰朱だ 

！ I み のの fe じ よしつ かき t たてこ b  はつ 

仕らず、 し 十四の 年、 叔父 美 濃 前司義 綱が 謀叛 を 起し、 li 江國 3. 賀 山に 榍 籠り 候 ひし を， 承って^ 

かう  らう ど 3  よしつな しゅっけ 

向し 侍りし かば、 子 共 は if" 自齊 し、 郎等 共 は 落 失せて、 義綱は 出家 仕りし を 嫋進じ 候 ひき、 又 十八 歳 

の 時、 南都の 大衆 朝家 を 恨み 奉る 事 有りて、 都へ 攻 上る 由 聞え しかば、 罷，： 1： つて 防げと 仰 下さる. -問、 

^ 事に て 侍る 上， 折節 無勢に て 僕に 十七 騎 にて、 lit 山に 馳 向って、 數萬騎 の 大衆 を 追 返し 候 ひき、 

かう め やう  かっせん 

其 後 は i»I 然の事 出来る 時 も、 冠者 ばら を 差遣 はして 靜め候 ひき、 是れ 爲義が 高名に 非ず、 されば 合戰 _9 

道 li 調鍊 なる 上、 齢 七 J# んに 及び 候 間、 物の ffl にも 立ち 難く 候、 依って 此程 内裏より 頻に 召され 候 ひ 

しょら- す  い； u  いさ. 'かし^く ぐわん 

つれ ども- 所 勞の出 を 偽り 申して 參ぜ ず、 都べ て 今度の 大將軍 痛み 存 ずる 子細 多く 侍り、 聊 宿^の 
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さんら. フ  1  ぢ. いさう でん  つき か *• ひ i や 

事.；^ りて 八幡に 參籠 仕りて 候に さとし 侍りき。 又 過ぐ る 夜の 夢に、 重 £： 相傳 仕って 候、 月數、 Bar 

5 ぶ？ りう おも r  、か うずが Q た 匸 なし ひざ？ 0  り や- フ  つじ ；】 

太が 達 衣、 八 龍、 澤蕩、 薄 金、 栀無、 膝 丸と 申して、 八 領の鐸 候が、 辻 風に 吹かれて 四方へ 散ろ と 

見て 侍る 間、 旁 IE り 存じ 候、 枉げて 今度の 大將 をば 餘 人に 仰 付けられ 候へ とぞ 申されけ る.〕 敎長 5^ ね 

によむ f んは うや-. >  --ん "うはん にや みやう もん 

て宣 ひける は、 如 夢幻 泡 影 は 金剛 般若の 名文 なれば、 夢 はは かなき 事な り、 其 上 武將の 身と して、 夢見 

物 忌な ど餘 りに おめたり、 披露に 付いても！ £ 有り、 爭か 參られ ざらん と 申されければ、 さ 候 は 義 

f ん どうそ だち  かっせん てう れん  つきし にが  つ は. OP 

が 子 共の 中には、 義朝 こそ 坂 束 生 立の 者に て、 合戰に 調練 仕り、 其 道 賢く 候 上、 附從ふ 處の兵 共 皆 然るべ 

き 者 共に て 候へ ども、 夫 は 内 裏へ 召されて 參り 候、 其 外の 奴 ばら は、 5! など も 候 はぬ 上、 大將 など 仰 

X- め ごも  ぶ f 

付けら るべき 者と も 覺ぇ候 はず、 八 郞爲朝 冠者 こそ、 力 も 人に 勝れ、 弓 も 普通に 越えて、 餘 りに 武 に 

候 ひし かば、 幼少より 西國の 方へ 追 下して 候が、 此程罷 上りて 候、 是を 召されて 軍の i を も 仰 下され 

T  ゐん „S>J ん 

候へ と 申されけ る を、 其樣 をも參 じて こそ 申 上げら るべき に、 居ながら 院宣の 御 返事 は 如何が 有らん、 

5  a  b んょ 0,4- に  もんの すけよ. -な 5- 

然るべ からず と宣 ひければ、 誠に 其義 有りと て 打 立ちければ、 四郞左 衞 門 鎮賢、 五郎 掃 部 助 頼； 5:、 

V  fco  ため むね  K.^f ちん >1. 一い つ t-OJ-lb  た 6-< かい ォ 

賀 茂六郎 爲宗、 七郞爲 成、 Si 西 八郞爲 朝、 源 九 郞爲仲 以下 六 人の子 共 相 具して、 白 河 殿へ ぞ參 りけ 

る。 新院御 % の餘 りに、 近江國 伊庭 美濃國 靑柳庄 二箇所 を 賜 はって、 卽ち 判官!： に 補して 上 北 

こ. フ  の .V のかみ いへ T が  る  M ょナん  おん ij^*  5C^«- る 

面に 候すべき 由 能 登 守 家長して 仰せられ、 鶴 丸と 云 ふ 御 劎をぞ 下されけ る。 此御& を 鵜 丸と 名 付 


けらる X 事 は、 白 河院神 泉苑に 御幸 成って、 御遊の 次で に 鵜 を 使 はせ て御覽 じけ るに、 殊に 逸物と 聞 

かづ  あやしみ 

えし 鵜が、 二三 尺ば かりなる 物 を 潜き 擧げて は 落し、 潜き 上げて は 落し、 度々 しければ、 人々 怪を 

なしけ るに、 四 五 度に 終に 喰 ひて りたる を 見れば、 長 覆輪の 太刀な り。 諸人 奇異の 思 をな し、 上皇 

れい ナ-, -  5 の ヰる 

も 不思議に 思 食し、 定めて 靈劎 なるべし、 是れ 天下の 珍寶 たるべし とて、 鵜 丸と 付けられて、 御 祕 

蔵 有りけ り。 鳥 羽院傳 へさせ 給 ひける を、 故院又 新院へ 進ら せられた りし を、 今爲義 にぞ賜 はり 

ける。 誠に 面目の 至な り。 爲義 今度 は 最後の 合 戰と思 ひければ、 重代の 鎧 を 一 領づ つ、 五 人の子 共に 

•rvr がね  げん だ うぶ ギ-ぬ ひ る  くく  しき は/ざ は 

藩せ、 我 身 は 薄 金 をぞ蒲 たりけ る。 源 太が 達 衣と 膝 丸と は、 嫡々 に傳 ふる 事 なれば、 難色 花澤 して T 

野 守の 許へ ぞ遣 はしける" 爲朝 冠者 は 器量人に すぐれて、 常の 鎧 は 身に 合 は ざり ければ 着 ざり けり。 

此膝 丸と. E. す は、 牛 千 頭が 膝の 皮 を 取り 威したり ければ、 牛の 精 や 入り けん、 常に 現じて 主 を 嫌 ひけ 

るな り。 されば 塵な どを拂 はんとても、 精進 潔齋 して 取 出 だしけ ると なり。 か X る 希代の 熏賓を 敵と 

なる 子の 許へ 遣 はしける 親の 心ぞ哀 なる。 

左大臣 殿 上洛 事 付着 到 事 

さる 程に 左大 s 殿 は、 御與 にて 醒醐 路を經 て、 白 河 殿へ 入らせ 給 ふ。 御供に は 式部 大 5! 盛憲、 弟の 癖 
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んど Qr いふつ わつ り つ y きぐち は fcp すけ？'  $ しろの ぜんじし サ つよ くわん きふれ- ？ス" のぶ  ，-t しゅつ 

人大夫 經憲、 前 瀧 口 秦助安 等な り。 御 車に は 山城 前 司 雷 綱、 菅 給料 業 宣 二人 を乘 せられて、 御 出 

てい  や はん  やひ  しげつよ ？；； 'つぶ 

の體 にて 宇治より 入り 給へば、 夜半ば かりに 基 盛が 陣の前 をぞ遣 通しけ る。 重 綱， 業宣、 白 河 殿に 參 

着して、 あな 恐ろし 鬼のう ち 飼に 成りたり つると て、 悸 いて ぞ 居たり ける。 渎紀 信、 鸯車 〔〇 高 肌の 

車 FJ に乘 つて 敵陣へ 入りたり し 心に は、 似 も 似 ざり けりと ぞ入々 申しけ る- 去ん ぬる 九 屮殿 

r しょ  む しゃど ころ ち ひさ  れいじん ちか }^仁  *?. み 

より ig: 裏へ 御 書 有り、 御 使 は 武者 所の Hi! 尙 なり。 是は 伶人の 近 方が 子な り。 其 御文に 曰く、 

御 晏駕之 後者、 抛-, 萬 事， 致 U 追善 孝 志； 改 U 舊儀 陵廢ハ ！ ^vl;p,> 政道， 之處、 路次 傲々 鬪戰、 

とし1*ひ、^-  から たり るに  を  くの ふ をに  にして か く し匸 

騷爭 競、 彼 併 似， 不 feu 存 □〔〇 尊意 s〕： 潜 歎 一-燕 # 幕 上； 如何 早 t ヤー 折伏 攝 g:〇 拆 伏攝受 力〕 

を れょ さな  にして  なら ほち  きる 

之 新義ハ 被. 致 -一 仁德- 天下 靜謐 而無爲 無事。 就冥顯 可， 有 M 加護， 敷、 不宣 謹言、 

七月 九日 

卽ち內 裏より 御 返事 有り。 

禪札以 令， 拜見， 之處、 1? 事 之 濫觴； 侫人 不敵 之 結 搆歟、 古人 云、 德尊時 者 治 二 天下， 亂時者 1^ レ之、 

はす  を  し 一」 も  C に ふる 

接 者 亡- -國 利， 也、 如何 非 n 筆 所 Ml 且、 謹言、 

七月 九日 

此御 返事 を 今夜 左大臣 に 見せ 申し 給 ふと 云々。 psi 方へ 參り ける 人々 に は、 左大臣 ssr 左 


京大 夫敎長 卿、 近 江 中 將成雅 、四 位 少納言 成 高 〔〇 膳 力〕、 山城 前 司 親资、 美 濃 前司泰 〔〇 保 m〕 成、 

レ しみち  もろみつ  5 わ 今一よ  もり r り  つり r り  のりち か 

備後權 守 俊 通、 皇后宮 櫳 大夫師 光、 右 馬 櫳頭實 ir 式部 大夫 盛憲、 藏 人大輔 經憲、 皇后 {a 亮憲 親、 

能 登 守 家長、 信 濃 守 行 通、 左 衞門佐 宗康、 勘 解 由 次官 助憲、 桃園 藏人敏 綱、 下野 判 {R 代 正弘、 其 

い へ ひろ  より ひろ  のり ひろ  と きひろ もんじ やうの しやう やすひろ  じち や- フ みつひろ 

子 左 衞門大 夫 家弘、 右 衞門大 夫 鎮弘、 大炊助 度弘、 右兵衞 尉 時弘、 文章 生 安弘、 中 is 侍 長 光弘、 

もりひろ  た 4* まさ  な \- もり 

左 衞門尉 ほ h 弘、 平 馬助忠 正、 其 子 院藏人 長 盛、 次男 皇后 宮 侍長忠 綱、 三男 左大 Si 勾當正 綱、 四 男 

みち まさ  もとく に  た-^ よし  よ， りかに 

平 九郞； 迎正、 村 上 判官 代 基國、 六條 判官 爲義、 左 衞門尉 紐 賢を始 として 父子 七 人、 都合 其 勢 一千 餘 

騎とぞ 註し ける。 

官軍 被 11 召 築-事 

T^oo  みつより  からす まる 

さる 程に ：2： 裏より 左大將 公教 卿、 藤 宰相 光 頼 卿 二人 御 使に て、 八 條烏丸 美， iS:: 院へ參 り、 權 右少辨 

これ かに  ご ゆ，： A い  ひやう らん  しろしめ 

惟 方 を 以て 故 院の御 遣 誠 を 申出 ださる。 此兵亂 の出來 らんず る 事 をば、 かねて 知 食し ける にや、 

けうみ フ し 0  よし. V も t しゃ 广 よ，.： さ r§^. しげ...^ リ --れ しげ X4S.V し 

,2 裏へ 召 さるべき 武士の 交 名 を 註し 置かせ 給へ るな り。 義朝、 義康、 紐 政、 季實、 重 成、 維繁、 實俊、 

f * 「お 「ぶかね みつ つぶ  キーよ. 3 り  し b6 と 

信， 兼、 光信 等な り。 安藝 守 淸盛は 多勢の 者 なれば、 尤 召さる ベ けれども、 一宮 llaj 仁 親玉 は、 

故邢1卿忠^の|^^.ゎにてましませば、 淸 1^ は 御 乳母 子 なれば、 故 院御心 を 置かせ 給 ひて、 御 P にも 
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人れ 給 は ざり し を、 女 院御は i." が以 て 故 院の御 遺 i, に 任せて 內裏を 守護し 奉るべし と 御 使 有り けれ 

ン elj-  X 一い り  しょさい  ひや ラぢキ 

ば、 盛 あ l^f ナ共引 具して 參り けり。 諸國 の宰史 c〇 吏 力〕、 諸衞官 人、 六府 判官、 各 兵 を帶 して 

； i じけ り。 公け 家に は關白 殿下 大臣 實船、 左 衞門督 基實、 伏 見 源 中將師 仲な どぞ參 られ ける。 

新院 御所 各 門々 固 事 付 軍 評定 事 

新院は 齋院の 御所より 北 殿へ 遷らせ 給 ふ、 左府は 車に て參り 給 ふ。 白 河 殿より 北、 河原より^、 赛日 

ヤー J- どつ  お */ゐ つみ . ^どお もて  ， へい * つ.^ に *• 

の 末に. 一? りければ、 北 殿と ぞ申 しける。 南の 大炊 御門 面に、 東西に 門 二つ 有り、 1^ の 門 をば 平 馬 助忠 

1;^_承って、 父子 五 人 幷に多 田 藏人大 夫輯憲 都合 二百 餘騎 にて 固めたり。 西の 門 をば 六， ぽ判 つ 

て、 父子 六 入して 固めたり。 其 勢百騎 ばかりに は 過ぎ ざり けり。 是 こそ lil 勢なる べき か、 梳子穀 朝 

に 付いて、 4 グ射は 内裏へ 參り けり。 爰に鎮 西 八 郞爲朝 は、 我 は 親に も述れ まじ、 兄に も 具す まじ、 

11^2 や 覺も 紛れぬ 樣に、 只 一 人 如何にも k からん 方へ 差 向け 給へ、 縱ひ千^^もぁれ范騎もぁれ、 一 方 

は射拂 はんず るな りと ぞ 申しけ る。 依って 西 河原 あの 門をぞ 固めけ る。 北の 春 日 表の 門 をば 左 衞門大 

夫 承って、 子 共 具して 固めたり。 其 勢 百 五十 騎とぞ 聞え し。 抑爲朝 一人と して 殊更 大事の 門 を 

固めた る 事、 i&if 天下に 許されし 故な り。 く 件の 男 器量人に 越え、 心 飽くまで 剛 にして、 大力の 强弓、 


, 矢 次ぎ 早の 手き >- なり。 弓手の 肘 馬 手に 四寸 延びて、 矢 束 を 引く 事 世に 超えたり。 幼少より 不敵に し 

て 兄に も 所 を 置かず、 傍若無人 なりし かば、 身に 添へ て 都に 置きな ば惡 しかり なんとて、 父 不孝して 

を はり ごん C かみい へと ほ めの 上  ひ ご あ その 

十三の 歳より 鎮 西の方へ 追 下す に、 豐後國 に 居住し、 尾 張 權守家 遠 を 乳母と し、 肥後國 阿曾 平 四郞忠 ％ 

が 子 三 郎忠國 が IR に 成って、 君よりも 給 はらぬ 九國の SI 追 補 使と 號 して 筑 紫を隨 へんと しければ、 菊 

池 原 田を始 として、 所々 に 城を搆 へて 桐 籠れば、 其 儀なら ばいで 落いて 見せん とて、 未だ 勢も附 かざ 

るに、 忠國 ばかり を案內 者と して、 十三の 歳の 三月の 末より 十五の 歳の 十月まで 大事の 軍 をす る 事 二 

十餘 度、 城 を 落す 事 数十 箇所な り。 城を攻 むる 謀、 敵 を 伐つ 術、 人に すぐれて、 三年が 内に 九國を 

みづか そ- フ つ ，0 ぶ し  あくで やう  s しひ t:- みや じ にん  の？ K 

皆攻 落して、 自ら 總追補 使に 押 成って、 惡行多 かりけ るに や、 香 椎宫の 神人 等 都に 上り 訴へ 申す 間、 

キ-ん よし  し A> フ寸ぃ  げ き  せん？ ン 

古へ 久壽 元年 十 一 月 二十 六日、 德大寺 中 納言公 能 卿 を 上 卿と して、 ， 外 記に 仰せて 宣 旨 を 下さる」 

源 爲朝久 住し， 宰府ハ 忽 -i 緒 朝憲つ 咸，， 綸言； 梟 惡頻" il、 狼藉1^甚、 早 可：，， 禁 其 ij^;  i^isH 執 

達 如. >  件、 

さんらく  げく わん  プ ゐし 

然れ ども 爲朝齒 參洛せ ざり ければ、 同 二 年 四月 三日、 父爲義 を解官 せられて、 前換 非違 使に 成され 

けり。 £1 朝是を 聞きて、 親の 科に 當り給 ふらん こそ！ 5£ ま しけれ、 其 儀なら ば 我 こそ 如何なる 罪科に 

も 行 はれん ず とて 急ぎ 上 りければ、 國 人 共 も 上洛すべき 由 申し けれども、 大勢に て罷 上らん 事 上 
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、バん  つ はし め ^ と ご ^  5 き- iOiS  、へ 1>  も 

聞穩 便なら ずと て、 形の 如くに 附從ふ 兵 ばかり 召 具し けり，^ 母子の 箭 前^の V ぬ 藤九郞 家季、 其 兄 

*» キ ま  あくし ち V っヒぅ て ど， りつよ リ  さ.， ちゃうつ ぶての き へいじ •  たいふ お * や f;.'  二し 乃-^,，， た セっ *，「 

隙問數 への 惡七 別當、 手取與 次、 同與 三郞、 三 町 櫟 紀 平次大 夫、 大矢新 三郎、 越 矢 源 太、 松 浦 

二 郞左屮 次、 吉田 兵衞、 打手紀 八、 高 間 三郞、 同 四 郞を始 として、 二十 八騎ぞ A したりけ る C 

依って 去年より 在京した りし を、 父 不孝 を 許して 今度の 御大 事に 召 具し けるな り。 爲朝は 七 尺ば かり 

めかど  こん ぢ  y る  ひ，： 仁れ  はちり う 

なる 男の： ：！ 角 二つ 切れた るが、 鉗地に色々の糸を以て獅子の丸を縫ぅたる^^衣に、 八 龍と 云 ふ 鍵 を 

.A ヽゎ TV  おど  お ほ ちらめ  か-  <ら つ 

似せて、 白き 綾 を 以て 威した る大荒 目の 鎧、 同 獅子の 金物 打った る を 着る ま. -に、 三尺 五 寸の太 

し りざや  ... ，リ  つく  くろ Tc 

刀に 熊の 皮の 尻 鞘 入れ、 五 人 張の 弓 長さ 七 尺五寸 にて 銑 打った るに、 三十 六 差した る黑 羽の 矢戲 ひ、 

かぶと  てい はんく わい  ゆ V-  はか りごと 

冑 をば 郎等に 持たせて 歩 出で たる 體、 樊， IT も かく やと 覺 えて. 5 々しかりき。 謀 は 張 22{ にも 劣ら 

-ご し そんし  わ -T- いう 

ざれば、 堅き 陣を 破る 事、 吳子 孫子が 難しと する 處を 得、 弓 は 養 由 を も恥ぢ ざれば、 天 を 翔る 鳥 

地 を 走る 獸 恐れず と；； ムふ 事無し" 上皇 を 始め 進ら せて 有らゆる 入々、 昔に 聞 ゆる 爲朝 1:1^ ん とて 擧り 

かっせん  ちんせい 

給 ふ。 左 府卽ち 合 戰の趣 計 ひ 申せと 宣 ひければ、 畏 つて、 爲朝久しく^函に居^^：仕っ て九 國の者 

共從へ 候に 付いて、 大小の 合 戰數を 知らず、 中に も 折角の 合戰 二十 餘筒 度な り、 或は 敵に 園 まれて 强 

ちん  よ 5 ち 

It を 破り、 或は 城 を 攻めて 敵 を 亡す にも.， 皆 利 を 得る 事 夜 討に 如く こと 侍らず、 然れば 只今 高 松 殿に 

押 寄せ、 三方に 火 を 懸け、 一 方に て 支へ 候 はんに、 火を遁 れん 者 は 矢 を 免 るべ からず、 矢 を 恐れん 


者 は 火 を 遊るべからず、 主上の 御 方 心に く >- も 候 はず、 但し 兄に て候義 朝な どこ そ 1^ 出 でん ずらめ、 

夫も眞 中指して 射通し 候 ひなん、 まして 淸盛 などが へろ 矢 何程の 事 か 候べき、 鎖の 袖に て拂 ひ、 蹴 散 

らして 捨てなん、 行幸 他所へ 成らば、 御 許され を 蒙って、 御供の 者少々 射ん ずる 程なら ば、 定めて 駕- 

輿 T ミ御與 を 捨て &逃 去り 候 はんず らん、 其 時 爲朝參 向 ひ、 Is. 幸 ^」此 御所へ 成し 奉り、 君 を 御 位に 卽 

け 進ら せんこと 掌 を 反す 如くに 候べ し、 主上 を迎 進ら せん 事、 爲朝矢 二つ 三つ 放さん ずるば かりにて 

未だ 天の 明け ざらん 前に 勝負 を 決せん 條 何の 疑 か 候べき と、 惲る所 も 無く 申したり けれ ぼ、 左府、 爲 

あ、 フ  ちら？  よ ラち  さラ しいく さ 

朝が 申す 樣 以ての外の 荒 儀な り、 歳の 若き が 致す 所 か、 夜 討な ど 云 ふ 事、 汝 等が 同士 軍、 十騎 二十 騎 

わ. ：7 、し-，) ご  む f 

の 私 事な り、 さすが 主上 上皇の 御國爭 に、 源平 數を盡 して 兩 方に 有って 勝負 を 決せん に、 無 T に然 

こうぶく じ しみ じつ げ， じつ  よしの と つ か は  さし 

るべ からず、 其 上 南都の 衆徒 を 召さる X 事 有り、 與輻 寺の 信實、 玄實 等、 吉 野十津 河の 指 矢 三 

町、 f お 矢 八 町と 云 ふ 者 共 を 召 具して、 千餘騎 にて 參 るが、 今夜 は 宇治に 着き 富家 殿の 見參に 人り、 曉 

是へ參 るべ し、 彼等 を 待 調へ て合戰 をば 致すべし、 又 明日 院 司の 公 殿上人 を 催さん に、 參ら ざる 者 

共 をば 死罪に 行 ふべ し、 首 を 刎ぬ る こと 雨 三人に 及ば- 1、 殘り はな どか 參ら ざるべき と 仰せられけ 

れば、 爲朝 上に は 承 伏 申して、 御前 を罷 立ちて 眩き ける は、 和漢の 先蹤 朝廷の 禮 節に は 似 も 似ぬ 事 

なれば、 合 戰の道 をば 武士に こそ 任せら るべき に、 道に も 有らぬ 御 計 ひ 如何 あらん、 義朝は 武略の 

保 元 物語 卷第 一  二 七 


保 元 物語 卷 第一  二八 

やる 

奥義 を 究めた る 者 なれば、 定めて 今夜 寄せん とぞ 仕り 候らん、 明日まで も 延べば こそ、 吉野 法師 も奈 

良 大衆.^ 入る ベ けれ、 只今 押 寄せて 風上に 火 を 懸けた らんに は、 戰ふ とも 爭か利 有らん や、 敵 に 

乘る 程なら ば、 誰か 一 人安穩 なるべき、 口惜しき 事 かなと ぞ 申しけ る。 

將軍塚 鳴動 幷 彗星 出 事 

さる に 鳥 羽 殿に は、 故 院の舊 臣左大 將公敎 4- 藤 宰相 光賴 m. 右 大辩顯 時 朝 ぼな ど i 居し 給 ひけ 

るが、 去ん ぬる 八日より 彗星 東方に 出で、 將 軍；^" 頻りに 鳴動す。 天變 地妖， 占 文の 指す 所、 愼 更に 輕 

からず。 新院の 御所に は 軍兵 數千 騎參り 集りて、 公卿 殿上人 を 召す に、 參ら ざる 者 をば 死罪に 行 ふべ 

しと 左府籙 せらる なれば、 我等 とても 其 難を遁 るべ からず、 其 上京中 を燒拂 ひ、 内裏に も 火 を 一! けて 

攻めん に、 行幸 他所へ 成らば 御輿に も 矢を參 らせんな どと、 爲 朝と かやが 申す なれば、 ！；； ； とても 安穩 

に 渡らせ 給 はんや、 一 院隱れ させ 給 ひて 十箇 日の 内に、 か \ る 不思議の 出来ぬ る こそ 5^ まし けれ、 內 

裏に も 仙 洞に も、 御 追善の 營の外 は 他事お はします まじき に、 こ は 如何にな りぬ る 世の中 ぞゃ、 1K 照 

太 祌は百 王 を 守らん との 御 誓も盡 きぬる やらん と 申されければ、 光 頼 卿 情事の 心 を 思 ふに、 日本 は是 

み もすそが は  あ * 一つ ひつ *H  r じん 

祌國 なり、 されば 御 裳 河の 琉絕 えずして、 旣に 七十 四 〔〇 七ノ 誤〕 代の 天津日嗣 を 受け 給 ふ、 昔崇神 


あ * つ やしろ くに つ やしろ  このかた 、 み わざ 

天皇の 御 時、 天津 社、 國津社 を 定め 置かれて より 以来、 祌事 繁き國 の營、 只賓祥 長久の 爲 なり、 七 

4 ぼり i ぼり  かん-つくす ゐ こ 

千餘 座の 神祇、 夜の 守晝の 守、 なじ か は 怠り 給 ふべき、 就 中 推 古 天皇 〔〇 以下 七 字 S- 一  ヨリ テ補 フ〕 

リ や- フ> ：フ  i-or  ほろぼ  し ひ 

の 御 時、 上宮 太子 世に出で て、 守 ii の 逆臣 を 亡して 佛 法を弘 め、 四天王 寺 を 建てて 國家を 祈り、 聖武 

y ほんち  ていうん  き やう ギー  か し 5 いし  > は 

天皇 は 柬大寺 を 建てて、 太祌宮 の 御 本 地を顯 して、 帝お を 祈誓し 給 ふ、 行^ 菩薩 は 河 州 石 河 郡に 四十 

ちんご  でんげ- フ； I) いし  かいき  ぃ1に>ょ-rめ、r^ごん あ-； - 

九院を 建て 初め 給 ひて、 資；^^を鎮護し給ひしょり、 傳敎 大師 は 比 « 山 を 開基して、 一 乘妙典 を 崇め、 

弘法 大師 は 高野山 を 建立して、 眞言の 秘法 を 修行して、 專に 天下の 護持 を 致す、 殊に 白 河、 鳥！^ の兩 

こくぐん ん Mi  ぶっし" ミ  さんばう 

院佛 法に 歸 しお はしまして 國郡數 神に 裁いたり^ 田園 多く 佛聖に 寄せら る、 依って 三 寳も國 家 を 守り 

しんめい ていそ  くわん-:"  I.y えんり やく  .-ぷ を か 

給ぶべし、 神明 も 帝^ を 捨て 給 はんや、 其 上此京 は桓武 天皇の 御宇 延曆 十三 年 十月 二十 一 日、 長 岡の 

京より 遷られ て 後弘仁 元年 九月 十日、 平 城の 先帝 世 を 亂り給 ひし かど も、 此京 は無爲 なり、 其 後 帝 玉 

はるあき  しゅ？ やく  »  X. 

二十 五一： ：〇 七/誤 一代、 星霜 三百 四十 七 〔〇 八ノ 誤： 一年の 春秋 を； 5^ れり、 其 間に も 朱 雀院の 御宇に は、 將 

門、 純 東西に 亂逆 をな し、 御 冷泉の 御世に は、 貞任、 宗任 兄弟 謀叛 を 企て、 或は 八箇 國を從 へて、 

みち C くこ ささ  , わう くわ 

八简 年合戰 し、 或は 陸 奥に 支へ て、 十二 年まで 防戰 ひし かど も、 敢て 都の 亂 にならず、 終に 皇 化に 隨 

？ ろぼ  ，v どこ；！  *< 

ひき。 されば 今 も 訛 人か此 京を滅 し、 何者か 我 君 を 傾けん、 南に は 正 A 幡大 菩薩、 男 山に 隊を 垂れて 

てん i ん  t つの 4- お ほ はら j  なら 

京都 を 守り、 北に は 賀茂大 明 神、 天滿 天神、 東西に は稻 荷、 祇園、 松 尾、 大 原野 等、 光を雙 ベて 日 杏 
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に： し、 SS を 守り 給 ふ、 縱ひ 逆臣 亂を なすと も、 爭か靈 神の 助な かるべき と、 憑 もしげ に ぞ宣ひ 

ける C  • 

上皇 〔〇 主上 ノ誤〕 三條殿 行幸 事 付 官軍 勢汰事 

さる 程に 内裏 は 高 松 殿な りし かば、 £1? 狭くて I ん&惡 しかり なんとて、 俄に 東三條 殿へ 行幸 成る。 主 

上 は 御 ^§ し 衣に て ii に 召さる。 寶劍 を. 取りて 御輿に 入れ 進ら せらる。 御供の 人々 に は關白 殿、 

內 大臣 凝、 |& 觀、 S 門靈 i、  msm§.  00f0Msi0 

slfe  、右 少將實 宣、 Co 定ノ誤 u 少 納言 入道， i^l、¥i£?4r 俊憲、 M 人 治 部大輔 雅賴、 大外 m 師季 s 業 力，」 

等な り。 武士の"^ & すに 及ばず。 其 時義朝 御前に 召さる。 I, 地の 錦の 直 眠に、 折 烏^子 引き立 

て， M おば かりに 太刀 帶 いたり 0 少納言 入道 を 以て 軍の 樣を召 問 はる 義 つて 申しけ る は、 A "戰の 

Iti 々に 候へ ども、 卽 時に 敵 を 從へハ Tgli 利 を 得る 事、 。に 過ぎた る 事 候 はず、 就^ 南都より 衆徒 大 

勢に て、 古 gAlkl の 者 共 を 召 具して. 千餘騎 にて 今夜 宇治 に^き、 明朝 人洛 仕る 由 聞え 候、 敵に 勢の 

かぬ i に 押 寄せ 候 はん、 内裏を ば淸 盛な どに 守護せ させられ 候へ、 義 朝は罷 向って 忽に を决し 

候 はんと ぞ 進みけ るふ ^|?&|んの1|12候ひけるが、 殿下の 御 氣色を 承って 申しけ る は、 此儀 尤も 然る 


V  .A  く b ん f--" しん ァ  <ら  ひ iir- ら  は らひ 

べし、 Slg 歌 管 紘は臣 家の 弄ぶ 所な りと 雖も、 それ 齒昧 し、 况ゃ 武藝の 道に 於て を や、 一 向汝が 計 た 

るべ し、 誠に 先んずる 時 は 人 を 制す、 後に する 時 は 人に 制せら ると 云へば、 今夜の 發向尤 なり、 然ら 

ば 淸盛を 留めん 事 も 然るべ からず、 武士 は 皆々 罷 向ぶべし、 朝 威を輕 しめ 奉る 者、 豈 天命に 背か ざら 

つ， 0-1- う  ク」. り， i  ひ ごろ  しょうでん 

んゃ、 早く 凶徒 を 追討して、 ii- を 休め 奉らば、 先 づ日來 申す 所の 昇殿に 於て は 疑 有るべからず と 

こよ  しょう マん  めい 

申されければ、 義朝 合戥の 場に 罷出 でて 何ぞ餘 命を存 ぜん、 只今昇殹仕って冥^？^の思出にせんとて、 

しきい  I* 一に ふ-,. よ. つ 

押して 階上へ 昇りければ、 信 西 こ は 如何と 制しけ り。 主上 是を 御覧 じて 御 入 興 有りけ ると なり" 十一 

日の 寅の _ 刻に、 官軍 旣に院 の 御所へ 押 寄す る。 折節 柬國 より 軍勢 上 合 ひて、 義 朝に 相 從ふ兵 多 かりけ 

、に. キーよ  さ G もと  干 ざ- c\  あ-し チっ 

り。 先 づ鎌田 次 郞正淸 を始 として、 後藤 兵衞實 基、 近 江 國には 佐々 木 源 三、 八 鳴 冠者、 美 濃阈に 

少らっ C  しう と --ゥ つ； - ：；! いぐ S じ  し た ら 「もうで 

は 1-^ 大夫、 吉 野太 郞、 尾 張 國には 嵐 熱 田の 大宮司が 奉る 家の 子 郎等、 三 河 國には 志 多 良 中條、 

ケ， 5 か ョ 二-  いりえつ う tr:?- つ r か はし ゥ  おきつつ  かん . I ら の- 

遠江國 には橫 地、 勝 5K,、 井の 八郞、 駿河國 に は 入江 右馬允、 高 階 十郞、 息津 四郞、 神 原 五郞、 

>  r  7Z.  -vr-  ち-" みソ  1〕 v^s- さがみ  「ふ ゴ  . ^げ よし  か！： ちか  hJ ご-.' 

伊豆には狩^5ェ藤四郞親光、 同 五郎 親 成、 相 摸に は 大庭平 太景吉 〔〇 義ノ 誤〕 同 三郞景 薪、 山 内須藤 

き？ フ；， つ.：， ごつ ごしみ ち  .UM ち. V しご  <  えく  --, げん す. 0- さ. li  つの  つ" か * プぞ Q0  一-一 ゆン  あ-ひ 一い k 

刑 部， ^一俊？^. 其 子 瀧 口 俊 網、 海老 名 源 八 季定、 秦 野次 郞 延景、 荻 野四郞 忠義、 安房に は 安西、 

ttj  ひ さし  ちう- 5 しんご  スリ X5  はこ.；！  か； かみ 

が. 餘、 沼 平 太、 丸太 郎、 武 蔵に は豐嶋 四郞、 中條新 五、 新 六、 成 田 太郞、 箱 田 次郞、 1^ 上 一二 

y:v> つ  ゐの  ベつ i-5 さね.？  さ.？：" や よ、) c*<  .? じ 

郞， 別脉 次郞、 奈良 三郞、 玉 井 四郞、 長 井齋藤 別當實 盛、 同 三郞實 員、 橫山、 惡次： 惡五、 
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ひ. ク こ だ *<t しやう ね rti- を かく 0  むら t**  *^ぉこの  いへ. せんば の  tr か は 

平が に 相 i^、 兒 玉に 庄太郞 猪 侯に 岡 部六彌 太、 村 山に 金子 十郞 家忠、 山 口 六郞、 仙 波 七郞、 til 家に k 

ごえ ，メノ5.* か ち- "ぶ む しゃ たっさ  十け の  つ. C: たね かう-つす  せ しもめ  L- のい の  V^.J^-^ 

越、 師岡、 秩父 武者、 上 總には 介 八郞、 下 總には 千 紫 介 常 上野に は 灝ド. k 郞， 物 射 _九郎>  岡 本 

すサ な よの  はつ. ：- 乃  あしぶ.， Q  ひたち  ^.?f^  せき P  しほみ つ 

-. <s、 名^ 太郞、 下野に は 八 田 四郞、 足 利 太郞、 常 陸に は 中宮 三郞， 關 ニ郞、 B- 斐に は鹽兑 五郞、 同 六 

-フん r  -J*:-- っキ』 r 丄 ま-.: く.，」 -. でり かん f き そのち、 ス！  ね J ゐ r お-に  ね .Tc しんへ い しづ， 乃 

J 郞、 信 濃に は 海 野、 月， 訪識、 蒔、 桑原、 安藤、 木 曾 中 太、 彌中 太、 根 井大彌 太、 根 祌 平， 靜妻 

^ 小 次郞、 桐 „ 小八郞 夫， 熊！ &四 郞を始 として、 三百^ 騎とぞ 註した る。 淸 盛に 相從ふ 人々 に は、 m 

ょリ リ  のり-:,. f にい ふ つお-.. り ちゃくし- * かっか さの せ- rol;>s, ひ  も .V  -リ 

の 常 陸 守 〔〇 介ノ 誤〕 賴盛、 淡路 守敎 盛、 大夫經 盛、 i 子 中 務少輔 重 盛、 次男 安藝 判官 茶 盛、 郎等に 

は!^ &#&i:"MS:,、 其 子 左 兵 衞尉貞 能、 與三 兵衞景 安、 民 部 大輔爲 長、 其 太郎 ST  内^に は 

」  くさ. A  -  ^  にい 二 ♦  たきぐち のい 、つよ たきぐち。 いへ つぐ  ふるいち  む しゃかげ つ r<  た r きょ 

^ 草 刈 部 十郞、 大夫定 直、 瀧 口 家 i、 同 瀧 口 太郞家 次、 伊勢 國には 故 市 伊藤 武者 景綱、 同 伊藤 五 忠淸、 

伊藤 六，^ i ！^、 伊賀に は 山 田 小三郞 i-:〇 伊 トモ 書 ケル處 ァリ〕 行 >  備前國 の 住人 難 波 三 郞！， j 房、 備中 

I  v.i  ^of  しる  ひや 5 ご^. A み roi  つ はりの 

國の 住人 瀬 2§ 太郎兼 を始 として、 六百餘 騎とぞ 註した る〕 も 庫 頭源鎮 政に 相從ふ 兵 誰々 ぞ、 先づ 

b に-二 ヽ； --ラ  よお くつ ic*^  さづ くの さつ i  つ 4"  くの  も； i ふのう ま 「じょう へ. ほ- W のた きグ t ちゃ 5  A- な ふ 

渡遂黨 に 省 ^磨 次郞、 授 薩糜 兵衞、 逑 源 太、 與 右馬允、 競 瀧 口、  丁 七 唱を始 として、 二 

さ th しきぶ のた い； し V なり  t しです  みつのぶ  ナ 

百騎 ばかりな り。 佐 渡 式部 大輔^ IS 百騎、 陸 奥 新 判 {R 義康 百騎、 出 羽 判官 光信 百騎、 周 防 判お 季赏ん 十 

騎、 隱 岐 判官 七十 餘騎、 平 判官 實俊 六十 餘騎、 進 藤^ 官助經 五十 餘騎、 和 泉 左 衞門尉 信 兼 八十 餘 

歸、 都合 一 千 七 百 餘騎と 註した る。 
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白 河 殿 義朝夜 討 被 寄 事 

白 河 殿に はかくと も 知 食 さどり しかば、 左大臣 殿武 の ik を 召されて、 內 裏の 樣 見て 參れと 仰 

せければ、 親久卽 ち馳歸 り、 官軍 旣に 寄せ 候と 申し もて 果てねば、 先陣 旣に 馳來 る。 其時鑷 八郎申 

しける は、 爲 朝が ぢ たい 申しつ るは爱 候/、 と、 1^ り けれども 力及ばず。 爲朝を IS ません 爲 にや、 成 

に 除 目 行 はれて、 安弘 藏人 たるべき 由 仰せけ り。 八 郞是は 何と 云 ふ 事ぞ、 敵旣 に寄來 るに > 方々 か 手 分 

ぢょ もく  "つ さ- フ 

け を こそ せられん ずれ、 只今の 除 目 物騒な り、 人々 は 何にも 成り 給へ、 爲朝は 今日の 藏 人と 呼ばれて 

も 何 かせん、 只 本の 鑼 西八郞 にて 候 はんと ぞ 申しけ る.。 さる 程に 下野 守義朝 は、 ニ條を 東へ 發 向す J 

ひがし ふさがり  おそれ 

安藝 守 淸盛も 同じく 續 いて 寄せけ るが、 明 くれば 十 一日 東 塞 なる 上、 朝日に 向って 弓 fJE- かん 事 恐 

有りと て、 三 條へ打 下り、 河原 を馳 渡して、 束の 堤 〔〇 以下 三 字 「：？」 二 ヨリ テ補 フ〕 を 上りに、 北へ. lir 

ズぞ步 ませけ る。 下野 守 は大炊 ik: 河原に、 前に 馬の 驅場 を殘 して、 河より 西に 頭に 控 へたり。 

新院の 御所に も、 敵旣に 西南の 河原に 鲵 波 を 作って 攻 来れば、 爲義 以下の 武士 各 固めた る 門々 より 

驅 出で けり。 判官が 手に は、 四郞左 衞門輟 賢と 八郎爲 朝と 先陣 を爭 ひて、 旣に珍 寧に 及ばん とす、」 輯 
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1^ 思 ひける は、 今 子 共の 中には、 我 こそ 兄 なれば、 今日の 先陣 をば 誰か は驟 けんと 云 ふ、 爲朝は 又 恐 

らく は： ID 矢 取っても 打 物 取っても. 我 こそ あらめ、 其 上 判官 も 軍の 奉 £ を 仕らせら る V 上 は、 我 こそ 

な、 しろ  Af^  T  たえ/^ 

有らめ と 論じけ るが、 暫く 思案して、 兄 達 を も ，蓖 にす るえ せ 者と て、 親に 不孝せられ しが、 適 勘 常 許 

さキ-  しょせん 

された る 身の 父の 前にて 兄と を 論ぜん 事惡 しかり なんと 思 ひければ、 所詮 誰々 も驟 けさせ 給へ、 

强 からん 所 をば 幾度 も 承って 支へ 窣 らんと ぞ 申しけ る。 四 郞左衞 門是を 聞き も^めず、 卽ち 西の 河 

原へ 出向 ふ， - 紺 紫 濃の 直垂 に、 月 數と云 ふ 鎧の 朽葉 色の 唐 綾に て咸 したる を 藩、 二十 四 差した る 

大中黑 の 矢 頭 高に 負 ひなし、 重籐の 弓眞中 瑕って、 月 毛なる 馬に §i 置いて ぞ乘 つたり ける。 大炊 

御門 を 西へ 向って 防ぎけ るが、 爰を 寄す る は 源氏 か 平家 か、 名乘れ 聞かん， かく 申す は六條 判官 爲 

さキ のさ ゑ S ん  リょ 5t り^に  み 

義が四 男前 左衞門 尉 镇 賢と ぞ名乘 りけ る。 河 向 ひに 答へ て 云く、 下野 守 殿の 郎等 相 摸國の 住人 

f なう き や-? かつじよ-？ M しみち  と しつな せんち」  け 

須藤刑 部丞俊 通が 子息 瀧 口 俊 綱、 前陣を 承って 候と 申せば、 さて は 一 家の 郎等 ごさん なれ、 汝を 

射る にあらず、 大將軍 を 射るな りと て、 川越しに 矢 二つ 放つ。 夜中 なれば 誰と は 知らず、 矢面に 進んだ 

る 者 二 騎射 落されぬ。 四 郞左衞 門 も 內胄を 射させて 引退く。 下野 守 は 矢 合せに 郞等を 射させて、 安 

44 さォ よくつ & 

からず 思 はれければ、 旣に驩 けんとし 給へば、 綠田次 郞正淸 樓 に 取 付いて、 爱 は大將 軍の 驩 けさせ 

給 ふ 所に て 候 はず、 千騎が 百騎、 百騎 が十騎 になり てこ そ、 打ち も 出で させ 耠 はめと 申し けれども、 


か 4^** ち  つ *♦ も 3 

潜驅 けんとし 給 ふ 間、 步 立の 兵 八十 餘人 有りけ る を 招 寄せて、 此由を 云 ひ 含め、 大將軍 を 守護 

せ させ、 ISli 馬に 打乘 つて、 にこ そ 進み けれ。 安藝 守 はニ條 河原の 東 堤の 西に 向って 控 へたり。 

其 勢の より 五十 騎 ばかり 先陣に 進んで 押 寄せたり。 爱を 固め 給 ふ は 誰 人ぞ名 乘らせ 給へ、 かく 申す 

は 安藝 守 殿の 郎等に 伊勢 國の 住人 5k 市 伊藤 者者景 縦、 同 伊藤 五、 伊藤 六と ぞ名乘 りけ る。 八 郞是を 

聞き、 汝が 主の 淸盛を だに 合 はぬ 敵と 思 ふなり、 平家 は 柏 原 天皇の 御 末 なれ ども、 時代 久しく 成 下 

れり、 源氏 は 誰か は 知らぬ、 HI 天皇より 爲 朝まで は 九 代な り、 六 孫 王より 七 代、 八幡 殿の 孫、 六條 

判 {I:n£- 義が八 男鎭西 八郎爲 朝ぞ、 i 綱なら ば 引返け とぞ宣 ひける C 景綱 昔より 源平；.！ 家 1K 下の 武將 

として、 遠 勅の らを 討つ に、 兩 家の 郎等 大將を 射る 事 互に 是 あり、 同じ 郎等ながら、 公家に も 知 

られ 進ら せた る 身なり、 其 故 は 伊勢 國 山の 强盜の 張 本 小 野 七 郞を榻 めて、 副將 軍の 宣旨を 蒙り 

し 景綱ぞ かし、 l^f の 射る 矢 立つ か 立たぬ か 御覽ぜ よと て、 よつ 引いて 射 たれ ども 爲朝是 を 車と もせ 

. こき  こんじ やう  ごしゃう 

ず、 合 はぬ &,, と 思へ ども、 汝が詞 の やさしき に 矢 一 つ 給 はらん、 請けて 見よ、 且は 今生の 面 R 又は 後生 

の 思 出に もせよ とて、 三 の，^ 近なる を 少し 押 磨いて、 山鳥の 尾 を 以て 作いだ るに、 七寸五分の^< 

& の^.^ 過ぎて Ism の 有る を 打 も 食 はせ、 暫し 保って ひやう と 射る。 眞 先に 進んだ る 伊藤 六が 胸板 かけ 

ず 射通し、 餘る 矢が、 伊藤 五が き I： の 袖に 裏返して ぞ 立ったり ける。 六郞 はか 場に 落ちて 死にに けり- 
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伊藤 五 此矢を 折り かけて、 大將 軍の 前に 參 つて、 八郎 御曹司の 矢御覽 候へ、 凡夫の 所爲 とも 覺ぇ候 

はず、 六 郞旣に 死に 候 ひぬ と 申せば、 安藝 守 を 始めて 此矢を 見る 兵 共、 ij^l^^l を 振って ぞ 恐れけ る〕 

つちみ と. 3」  .ui  no 

景綱 申しけ る は、 彼 先祖 八幡 殿 後三年の 合 戰の時 出 羽 國金澤 の： M にて 武 則が 中し ける は、 の 御 矢 

に 中る 者 鏜胄を 射通され ずと 云 ふ 事な し、 抑 君の 御 弓勢 を^に 拜み 奉らば やと 菌 みければ、 義家 本能 

よろ ク  む さお  き じん へん f 

き 鏜三領 霜ね、 木の 枝に 懸けて、 六 重 を 射通し 給 ひければ、 鬼神の 變 化と ぞ 恐れけ る。 是 よりいよ 

つ i もつ  ゆん ビぃ  おそろ  お》 あ 

いよ 1^ハ 共歸 伏しけ りと 申傳 へて 聞く ばかりな り、 眼前に か- -る 弓勢 も 侍る にや、 あな 恐し とそ 怖 合へ 

る。 かく 口々 に； ぶ はれて 大將宣 ひける は、 必ず 淸 盛が 此門を 承って 向 ひたる にも あらず、 何となく 押 

寄せた るに てこ そ 有れ、 何方へ も 寄せよ かし、 さらば ヌ" の 門 かと あれば 兵 皆 夫 も此門 近く 候へば 

g 同じ 人 や 固めて 候らん、 只 北の 門へ 向 はせ 給へ と 云へば、 さも 云 はれたり、 今 は なく 夜 も 明けな 

こ V  、- ぉーク^、<  なかつ かさの * ラ し ♦^-fi' しわ 54? ん 

んず、 然れば 小勢に 太 勢驅 立てられん も 見苦し かりなん とて 引退く 處に、 嫡子 中 務少輔 fef 盛 生 年 十 

； si- たれ  おもに かお-どし  しら し  なかぐろ  ふ.： iAi ころさ ラ 

九 歳、 赤地の 錦の 直垂 に、 澤瀉 威の 鎧に、 白星の 胄を 着、 二十 四 差いた る 中 黑の矢 ひ、 二 所籐の 弓 

持って、 黃！： 原毛なる 馬に 乘り 進， メ出 でて、 勅命 を 蒙って 罷向 ひたる 者が、 敵陣 强 しとて 引返す 樣ゃ 

有るべき、 續けゃ 若者 共と て驅 出で ける を、 淸盛是 を 見て、 有る ベう もな し、 あれ 制せよ 者 共、 爲朝 

んさ、  つ はちの  キ- やう-ごく 

が 弓 i ^，は！ y に 見えた る事ぞ かし. 過ちすな と宣 ひければ、 兵 共 前に 馳塞 がりければ、 力無く 京 極 を 上 


りに 春， & 1% の 門へ ぞ 寄せられ ける。 爱に 安藝 守の 郎等に、 伊賀 國の 住人 山 田 小三郞 伊行と 云 ふ は、 

又な き 剛の者、 か たかは 破りの 猪武者な るが、 大將 軍の 引き 給 ふ を 見て、 されば とて 矢 一筋に 恐れて、 

向 ひたる 陣を 引く こと や 有る、 縱ひ筑 紫の 八郞 殿の 矢な りと も、 伊行が 鎧 はよ も 通ら じ、 五代 傳へ 

て 軍に Jgl ふ 事 十 五箇 度、 我 手に 取っても 度々 多くの 矢 共 を 請けし かど、 未だ 裏 をば か &ぬ物 を 人々 見 

給へ、 八郎 殿の 矢 一 つ 請けて 物語に せんとて 驅 出づれ ば、 烏 許の 高名 はせ ぬに 如かず 無益な りと、 同 

僚 共 制すれ ども、 本より 云 ひつる 言葉 を 返さぬ 男に て、 夜明けて 後に 傍輩の 八郞 のいで 矢 ほ 見ん と 

云 はんに は、 何とか 其 時 答 ふべき、 然れば 日 來の高 名 も 失せなん 事の 無念 なれば、 よしく 人は續 

/ にん  くろ か はお. どし  ゐ くび 

かずとも、 己れ 證 人に 立つべし とて、 下人 一人 相 具して、 黑革 威の 鎧に 同じ 毛の 五 枚 胄を猪 頸に 

ぬり ご めさう  か げ 

着 十八 差した る染 羽の 矢 負 ひ、 塗 籠 籐の弓 持ち、 鹿 毛なる 馬に 黑鞍 置いて 乘 つたり けり。 門前に 馬 

yf  これ ^ 

を驅居 ゑ、 物 其 物に は 有らね ども、 安藝 守の 郎等 伊賀 國の 住人 山 田 小三郎 伊行 生年 二十 八、 堀河院 

の 御 宇嘉 承 三年 正月 二十 六日 〔〇 六日 ノ誤〕 對馬 守義親 追討の 時、 故 備前守 殿の 眞先驅 けて、 公家 

にも知られ奉りし山田^&司行^！^が孫なり、 山賊 强盜 を搦め 1^ る 事 は數を 知らず、 合戰の 場に は 度々 

に 及んで， 高名 仕った る者ぞ かし、 承り 及ぶ 八郞 御曹司 を 一目 見 奉らば やと 率し ければ、 爲别ー 

ぢゃ、 フォー や，^  つが 

定 彼奴 は 引 設けて ぞ云 ふらん、 一の矢 をば 射させん ず、 二の矢 を番 はん 所 を 射 落さん ず、 同く は 矢 
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やん ir,  しろ, C しげ  -^^^ぷくりん 

の 溜らん 所 を、 我 弓勢 を 敵に 見せん と宣 ひて、 白 置 毛なる 馬に、 お 覆輪の 鞍 置いて 乘 つたり ける が、 

驩 出で て鎮西 八郞是 にあり と 名 乘り给 ふ 所 を、 本より 引 設けた る箭 なれば、 弦 一 m」 高く 切って 放つ。 御 

曹司の 弓手の 草 i を錢 ひさ まに ぞ射 切った る。 一の矢 を 射 損じて、 二の矢 を 番ふ所 を、 爲朝 よつ 引 

いて ひやう と 射る。 山 田 小 三郞が 鞍の 前輪より、 鎧の 草摺 尻^ 懸けて、 矢先 三寸 餘りぞ 射通した る。 

ゆんで  まつ- や り 

暫しは 矢に かせがれて 溜る 樣にぞ 見えし、 卽ち 弓手の 方へ 眞 倒さまに 落 つれば、 矢 尻 は 鞍に 留 つて、 

馬 は 河原へ 馳 行けば、 下人つ と馳 寄り、 主 を 肩に 引 懸けて、 御 方の 陣へ ぞ歸 りけ る。 寄 手の つ isT 是を 

見て、 i, 、此 門へ 向 ふ 者 こそ 無 かり けれ。 

白 河 殿 攻落事 

さる 程に 夜 も け 行く に、 主 もな き 放れ 馬 源氏の 陣へ驅 入ったり。 鎌 田 次 郞是を 取らせて 見る に、 

くらつ -*  i へ. わ わ  しりし  やじりと ま 

鞍 壺に血 溜り、 前輪 は 破れて 尻 輪に 鑿の 如くなる 矢 尻留れ り。 是 を大將 軍に 見せ 奉りて、 今夜 筑 紫の 

御曹司の 遊ばされて 有りげ に 候、 あな いかめしの 御 弓勢 やと 申しければ、 義朝、 八郞は 今年 十八 九の 

ぉぞ  それ 

者に てこ そ 有れ， 未だ 力 も 固ら じ、 夫 は 敵 を 威さん とて 作りて こそ 放しけ め、 夫に は隨 すべから ず、 

ひ， M も：  令』 よ 

汝 向って ー當當 てて 見よ と宣 へば、 さ 承り 候と て、 正 淸百騎 ばかりにて 押 寄せて、 下野 守の 郎等に 相 


摸國の 住人 鎌 田次郞 正さ 淸と 名乘 りければ、 さて は 一 家の 郞從 ごさん なれ、 大將 軍の 矢面 をば 引返け 

vr-c- く  かう み r フ  ， 

と宣 へば、 本 は 一 家の 主君 なれ ども、 今 は 八 逆 の 凶徒な り、 違 勅の 人々 討 取って 高 名せ よ や 者 共と 

云 ひも さず、 よつ 引いて 放す 矢が、 御曹司の あ 頭にから りと 中って、 胄の鞴 に 射 付けたり。 爲朝餘 

りに 腹 を 立てて 此矢を かいかな ぐって 投 捨て、 己， 程の 者 をば 矢 だうな に 、手取りに せんとて 驅け 給へば 

九郞家 末、 惡 七別當 以下、 例の 二十 八騎續 きたる。 正淸叶 はじと や 思 ひけん、 百騎の1«^を引具し 

て、 河原 を 下りに 五町ば かり 振 ひく^げ たりけ り C 御曹司 は 弓 をば 脇に 搔狹 み、 大手 を廣げ て何處 

までく と 追 はれけ るが、 さの み 長 追 ひなせ そ、 判官 殿 は 心 こそ 猛く おはし ませ ども 年老い 給 ひぬ、 

殘の 人々 は 口 はき >- 給 へど もさの み 心に くから ず、 小勢に て 門.^ ら るな、 返せ やとて 引返す" 鎌 田 

は 河原の 西へ 引けば、 大將 軍の 陣の 前、 敵の 追 懸けん も惡 しかり なんと 思 ひて、 眞 下りに^ げたり け 

るが、 敵 引返す と 見て ければ、 河 を i^li に馳 渡して、 遁れ參 つて 候、 坂 東に て 多くの 軍に 逢うて 候 

へど も、 《 ^程 軍 立 烈しき 敵に 未だ 逢 はず 候、 雷電な どの 落ち か.^ らん は、 事の 數 にも 候 はじと 申し 

ければ、 義朝夫 は 聞 ゆる 者と 思 ひて 怖 づれば こそ さ 有らめ、 八 郞は筑 紫 生 立に て、 舟の i. にて 遠矢 

を 射、 よど は 知らず、 馬上の 業 は 坂 東 武者に は爭で 及ばん、 馳雙 ベて 組め や 者 共と 下知せられ 

としみ ち  v しつな  すゑ さ \2 はた C  つぶ か：^ 

ければ、 相 摸國の 住人 須藤刑 部丞俊 通、 其 子 瀧 口 俊 綱、 海老 名 源八季 {1^、 秦鮮次 郞延景 等 を始と 
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ようしゃ ラ ごん ゐん 

して、 二百 餘騎 にて 追 懸けたり。 爲朝赘 莊嚴院 の 西 裏にて 返 合せて、 火 出づる 程ぞ戰 うたる。 大 

將は 赤地の 錦の 直垂 に、 黑糸 威の 鎧に、 緻形 打った る胄を 着、 黑 馬に 黑鞍 置いて 乘っ たりけ り。 鏺踏 

り 突立ち 上り- Sim 揚げて、 i 称 B< 皇九 代の 後胤 下野 守源義 朝、 大將 ：.^ の 勅命 を 蒙って 龍 向 ふ、 

し 一家の 氏族 だ らば、 速に 陣を 開いて 退散す べしと ぞ宣 ひける C 爲朝 聞き も敢 へず、 嚴親 判お 殿院 

宣を 蒙り 給 ひて、 御 方の 大將 軍た る 其 御 代官と して、 鎭西八 郞爲朝 一陣 を 承って 同め たりと ぞ答 へけ 

る C 義朝 重ねて、 さて は 遙の弟 ごさん なれ、 汝 兄に 向って 弓 引かん こと 冥加な きに あらず や、 HI は宣 

旨の 御 使な り、 禮儀を 存ぜば 弓 を 伏せて 降參 仕れと ぞ 申されけ る。 爲朝又 兄に 向って 弓 引かん が 〔：：^、 加 

なしと は _理 なり、 正しく 院宣 を 蒙った る 父に 向って、 弓 引き 給 ふ は 何に と 申されければ、 義朝 道理 

にや 詰められ けん、 其 後 は 昔 もせず。 武藏相 摸の はやり 男の 者 共が， 驀地に 打って 懸かる を、 爲朝暫 

し 支へ て 防ぎけ るが、 敵 は 大勢な り、 驅 隔てられて は 判官の 爲惡 しかり なんと 思 ひて、 門の 中へ 引. 退 

く。 敵是を 見て 防ぎ 兼て 引く とや 思 ひけん、 勝に 乘 つて 門の 際まで 攻 付けて、 入替 へく 揉う だり 

けり。 爱に爲 朝敵の i, 越しに 見れば、 大將義 朝大の 男の 大きなる 馬に は乘 つたり、 人に. すぐれて 軍の 

f  XT  -フ ちかぶ と  さい 二 ひ  ^-だん 

下知 せんとて、 突立ち 上りた る 內胄、 誠に 射 よげ に 見えければ、 願 ふ 所の 幸 得たり と悅 うで、 件の 

大矢を 55； 番ひ、 只 一矢に 射 落さん と 打 上げけ るが、 待て 暫し、 弓矢 取る 身の 謀、 汝は 内の 御 方へ 參 


れ、 我 は勞ヘ 管ん、 汝 負けば i め、 助けん、 我 負けば 汝を 響ん など 約束して、 1  , 

おはす らんと I して、 rlit  |の程 こそ i なれ。 すべて 八郞 む；；； 

力る 者 そな かりけ る。 . ^れば 罪作りと や 思 はれ けん、 名乘？ 出づる 者なら では、 <  . 

井 、弟の 一一 進 〔〇 &、 鎮八郞 大き、 菌| で i 

徒" 兵 攻 入り/、 戰 ひけれ は、 惡七 別當、 0i  i 一一郎、 同 四郞、 吉田 I  ；ミ 

I 途と 防ぎけ り。 片桐小 八郞大 夫に 5の與？驅合 ひける。 與次は 若武者な り、 0i 

なる 上 戟ひ 疲れて 旣に危 く f ける 所 を、 srf せて、 よつ 引いて 放つ 矢 こ、 #^52 

"Jf は 11! て 引退けば、 蒙に 乘 つて i りけ る。 冒、 ph"" 

io 奠薦 きて 打 物に ならば 一騎が 星に 向 ふと も、 終に は 叶 ふま じ 

還の 前にて は、 親 死に 子 討た るぶ も 顧みず、 P が 上 こ ま， s、  >1HS ブ 

F  -el  力 上に 歹に 軍って 戰 ふと ぞ く、 いざさら： „ 大 

將に矢 風 g せて 引返 けんと 思 ふ は i かにと 宣 へば、 い i 然るべ く 候、 但し 御 誤り 候まん とおし U 

" 何 管 If べき、 爲 朝が 手き i る 物 をと て、 例の 大矢を i ひ、 堅めて ひやう と fr 

f  i を 誤らず、 下野 守の 涛の星 を 射 削りて、 餘る 矢が gwi の 門の TI 

つたり ける。 S 霧 手綱 震り 打 向 ひ、 汝は 聞き及ぶ にも 似ず、 II 下に 手 こそ 荒 けれと 宣へ， よ、 ^ 
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朝 兄に て 渡らせ 給 ふ 上、 存 ずる 旨 有りて かくは 仕り 候へ ども、 誠に 御 許 を 蒙らば、 二つ 矢 を 仕らん、 

i つ か. フ  せんだん ジ るば しり  まん ま 

眞向^：胄は恐も候、 障子の 板 か、 栴檀弦 走 か、 胸板の 眞中 か、 草摺なら ば 一の 板と も 二の 板と も、 

矢壺を 健に 承って： らんと て、 旣に矢 取って 番 はれけ る 所に、 上野 國の 住人 深巢七 郞淸國 つと 驅害 

せければ、 爲潮是 を 弓手に 相 請けて はたと 射る。 淸國 が冑の 三の 板より 直 違に、 左の 小耳の 根へ 篦 

ばかり 射 込まれ たれば、 暫 しもた まらず 死にに けり" 須藤九 郞落合 ひて、 深 i が 首 をば； つてけ 

われ ャ -キ>  なか  ほ かげよ し  かげち か I 

り。 是をも 事と もせず、 我先にと 驅 ける 中に、 相 摸國の 住人 大庭平 太 景義、 同 三郎景 親、 虞 先に 

進んで 申しけ る は、 八幡 殿 後三年の^ 戰に、 出 羽 國金澤 の 城 を 攻め 給 ひし 時、 十六 歳に して：.^ の 

先驅 け、 鳥 三郎に 左の 眼 を 胄の鉢 付の 板に 射 付けられながら、 答の 矢 を 射返して" 其 敵 を 1^ 

りし 錢倉權 五郞景 正が 末葉、 大庭平 太 〔〇 以下 七 字^- ヨリ テ補 フ〕 義、 同 三郞" 景 親と ぞ名难 つた 

る。 御曹司 是を 聞き 給 ひ、 西 國の者 共に は 皆 手な みの 程 を 見せ たれ ども、 東國の 兵 に は 今日 始の軍 

そ や  かぶらや  め  V ぶら 、けしら  かさ 

なり、 征矢 をば 度々 射たり しが、 鎮矢 にて 射ば やと 思 ひて、 目 九つ 指した る鐄 の、 目 tt- に は 角 Kv」 立て、 

かざが へ  やじり i き  ひ *J め  しの T に 

風 返し 厚く くらせて、 釦卷に 朱 差した るが、 普通の 蟇 目 程なる に、 手先 六 寸鎬を 立てて、 前 一 寸には 

かぶら かふ  そく  つが  ご 

峰に も^ をぞ 付けたり ける。 錶 より 上 十五 束 有りけ る を 取って 番ひ、 ぐ さと 引いて 放され たれば、 御 

所 中， に 響いて 長嗚 りし、 五六 段ば かりに 控 へたる 大庭平 太が 左の 接 を、 片手 切りに ふっと 射 切り、 


馬のお 腹 かけず 通れば、 銪は碎 けて 散りに けり。 馬 は 薛風を 倒す 如く かばと 倒 るれば、 主 は 前へ ぞ 

餘 されけ る」 敵に 首 を 取られ じと、 弟の 三郞 馬より 飛 下り、 兄 を 肩に 引 懸けて、 四 五町ば かり ぞ 引い 

ど し ♦*  ゆんで  とも-  おに 

たりけ る。 武蔵國 の 住人 豐嶋 四郞 も、 須藤 九郞に 弓手の 太股 を 射させ、 安房 國の 人 丸の 太 郞も鬼 

だ  わきだて  ちう で、 ゥ  なり だの  はこ だの  ならの  いは かみ r 

田の 與 三に 脇 立 射させて 引返く。 中條新 五、 新 六、 成 田 太郞- 箱 田 次郞、 奈良 三郞、 岩. H 太郞、 

y つ ふの  ゐの  い げ  ぶん t  くろ. A は，！. 4- し 

別府 次郞、 玉 井三郞 以下、 入替 へく 攻戰 ふ。 各々 分捕りし、 皆 手 負 ひて 引退く 處に、 黒 革 威の 

た かづの  かす -ぇぴ なの 

鎧 高角 打った る胄を 藩、 糟 毛なる 馬に 乘り、 惡 七別當 と名乘 つて 驅出 でたり。 海老 名 源八馳 合せて 

戰 ひける が、 草 措の はずれ を 射させて ひるむ 所 を、 齋藤 別當透 間も無く 驅 寄せ たれば、 惡 七別當 太刀 

さわ  -, り  *- つ さき あが 

を拔 いて、 齋 藤が 胄の鉢 をち やうと 打つ。 打 たれながら 眞 1,0 實」 盛 内 胄へ切 先 上りに 打 込みければ、 諷 

さね  10  つらぬ  とし ひと 

たず 惡七別 當が首 は 前に ぞ 落ちたり ける 眞 广、〇 實〕 盛 此首を 取つ て 太刀の 先に 賞き 指擧げ て、 利 仁將軍 

九 代の 後胤、 武藏國 の 住人 齋藤別 當眞ー ：〇 實 J 盛 生年 三十 一 、 軍 をば かく こそ すれ、 我と 思 はん 人々 は 

寄 合へ やくと ぞ 呼ば はりけ る」 金子 十 郞は滋 目 結の 直垂 に、 捃繩 目の 鎧 着て、 鹿 毛なる 馬に 黑鞍罱 

<- リ か-?  かね こ  いへ た、 

いて 乘 つたる が、 矢種 は 皆射盡 して、 太刀 を拔 いて 眞 向に 當て、 武藏國 の 住人 金子 十 郞家忠 十九 歳、 

箪は 今日 ぞ始 なる、 御曹司の 御内に 我と 思 はん 兵 は 合へ やと ぞ名乘 つたる。 八郞宣 ひける は、 悪 

や  一一 J ろ 

い 剛の者 かな、 我 矢 比に 寄せて 控 へたり、 只 一矢に 射 落さん と 思へ ども、 餘り にやさし ければ、 誰か 
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* 'ク X-  もく らん ぢ ひたたれ  く h- げ  たか 

ある あれ 5^ げて 參れ、 一 目 見ん と 有りし かば、 木 蘭 地の 直 i に 紫 革の 腹卷 着、 栗毛なる 馬に 乘り、 高 

si 四郞 とお 乘 つて、 押雙 ベて 組んで 落つ。 高 間 は 兄弟 共に 聞 ゆる 大力なる を、 家忠 上に 成って 押へ て 

xi/*,- ゥ  かわ こ  あ をの 

首 を か 、ん とする 處に、 メ高間 三郞落 重って、 弟 を 討た せじと 金子が 胄を引 仰け、 首 を か、 ん としけ 

る を、 下なる 敵の 左右の 手 を 膝に て 敷 詰め、 上なる 敵の 弓手の 草 招 引上げさ 返して、 抦も拳 も 徹れ微 

れと t 一 1 ガ 刺して ひるむ 處に、 下なる 敵の 首 を 取り、 太刀の 先に 差 上げて、 此比 鬼神と 聞え 給 ふ、 筑紫 

の 御曹司の 御前に て 高 間四郞 兄弟 をば、 家 忠が討 取ったり とぞ 呼ば はりけ る。 家末是を見て{;^=-から 

ず 思 ひければ、 射 落さん とて 追 懸けけ る處 を、 八 郞% ：に須 藤、 あたら 兵 を 助けて 慮け、 今度の？ * に 

打 勝ちな ば、 爲 朝が 郎等に せんず るぞ とこ そ宣 ひけれ。 金子 餘 りに 剛 なれば、 軍神に や 守られ けん、 

又な き 高名 仕り、 究めて 不思議の 命 助り て、 大將 まで ぞ ほめられ ける】 常 陸國の 住人 中宮 三郎、 同 

ネき 0  むらき i-. フ  せ..^ ic  くつ.? t み なら  さんち フ つ-ぶて 

國の 住人 關 郞、 ； 15 山 黨には 山 口 六郞？ 仙 波 七郞、 轡 を雙 ベて 驅 入れば、 三 町 碟 の紀 平次大 夫、 

？ <!< 新 三 郞ぃ以 防ぎけ るが、 新 三 郞は仙 鼓 七郞に 弓手の 肩 を 切られ、 耙平次 大夫は 山 口 六郞に 右の 

i を 射ー洛 されて 引返す。 美濃國 住人 平野 平 太、 同國の 住人 吉 野太 郞と 名乘 つて 願 入りけ る 所 を、 御 

曹司 おんの? fiv- 以て ひやう と 射 給 ふが、 高 紐に 弦 やせ かれ けん、 思 ふ 矢壺に 下りつ & 平野 平 太が 

左の i 當を射 切られて、 馬の 太 腹 彼方へ つと 射通さ るれば、 眞 倒に 倒れたり。 甲斐 國の住 入 接 


見 五郞も 射殺され 奉りければ、 大將も 此等を 見 給 ひて、 少し 攻め あぐんて ぞ思 はれけ る。 其 時 信 

おの ゐの だい や た  あつおり ひ；！ たれ  まし じろ  さ め 

濃 閥の 住人 根 井大彌 太、 藍摺の 直垂に 卯の花 威の 鎧に、 白の 胄を 着、 佐 目なる 馬に 乘 つたる が 

進出で て 申しけ る は、 軍に 人の 討た る、 とて 敵に 息を繼 がせん に は、 何時か 勝負 を 決すべき。 其 上 

我等 は 餌 を 求む る 瞬の 如し、 凶徒 は騰に 恐る X 雉に 非ず や、 いざや 驅 けん 殿 ばらとて、 に 進め 

つ は つ  もちづき  r  i  し，. くよ *^ らおに と-, ご S ん お-.,' 

ば、 綾く 兵 誰々 ぞ、 同 同の 住人 宇 野太 郎、 望月 三郞、 § 平 五、 進 藤 武者、 桑 安藤， w、 安藤 三、 

ち う； 1;  お づ^ じんへ い しづ まの  くま さか C- 

木曾屮 太、 彌中 太、 棂津神 平、 志 妻 小 次郞、 熊 坂 四 郎を始 として、 二十 七 騎ぞ驅 けたり ける。 門 

うち  て ウレり  おに. ur よ V5  t つらの 

の 中へ 攻 入って 散々 に戰 ひければ、 手 联の與 次、 鬼田與 三、 松 浦 小 次 郞も討 たれに けり、」 すべて 

e:t 朝の 憑み 思 はれた る 二十 八騎の 兵、 二十 三人 討 たれて、 大略 手 をぞ負 ひたりけ る」 is 手 もく^ 

つ はもの  liv- よ- み . ^；- かくよ Z ジらぶ 

の 兵 五十 三騎討 たれて、 七十 餘 入手 負うたり C 敵 魚鱗に 驅 破らん とすれば、 御 力， 鶴 翼に 逑， つて 射し 

らま かす、 御 方 陽に 開いて 園まん とすれ ども、 敵 陰に 閉ぢて 園 まれず、 黄 石 公が 傳ふ る處、 吳 子孫 千 

が秘 する 處、 互に 知った る 道 なれば、 敵 も 散らず、 御 方 も 引かず、 されば 千騎 が十歸 になる まで も、 

.  いくさ  ひや 5 ごつ かみ， に-: 'まさ  . ぶく さづく つ I*  くの  キ. ほふの 

つべき 軍と も 見え ざり けり。 兵 庫頭賴 政の 手に も、 渡 邊黨に 省" 授、 0 源 太、 競 瀧 ロを始 とし 

て！^ の 門へ 押 寄せて、 揉みに 揉う で攻 入れば、 平 馬助忠 正、 多 W 蔵人 大夫頓 憲爱を 4- 途と 防戰ふ C 西 

の 門 をば 六條 判な 義張絹 〔〇 原本 ハリ キヌ ト訓 ス〕 の直垂 に、 ぼ 金と： K ふ緋 威の 鎧に 敏形 打った る £2： 
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れん ザん あしげ  しろ-. fir  くりん  tj  ,J 

を着、；：^1錢魇毛なる馬に、白覆輪の鞍置ぃてぞ乘られたる。 五 人の子 共 前後に 立って 驅 出で たる 接、 あ 

じ よ i つん/、 

はれた 將軍 やと ぞ 見えたり ける- 其 外自餘 の陣々 にも、 互に 入 亂れて 追 ひつ 返しつ 戰 ひけれ ども、 未 

だ 勝負 ぞ なかり ける C 其 時義朝 使者 を內 裏へ 進ら せて、 夜中に 勝負 を 決せん と 操み に 揉う で 攻め 候へ 

ども、 敵 も 堅く 防いで 破り 難く 候、 今 は 火 を 懸け ざらん 外 は、 利 有るべし とも 覺ぇ候 はず、 但しお 断 

じ  か vt も  が ら  にんち. K  ： ぶう 

寺な とも 風下に て 候へば、 伽藍の 滅亡に や 及び 候 はんず らん、 其 段 勅 定に隨 ふべ しと 申 上げられた 

しんべ う  つし よ -Tfc 

りし かば、 少納言 入道 承って、 義朝 誠に 神妙な り、 但し 君の 君に て 渡らせ 給 は 1-、 法 勝 寺 Sii の 伽藍 を 

ば卽 時に 建立 せらるべし、 努々 其に 恐るべからず、 只 急速に 凶徒 誅戮の 謀 を 廻らす べしと 仰 下さ 

れ ければ、 御所より 西なる 藤 中 納言家 成 卿の 宿所に 火 を 懸けし かば、 西風 烈しき 折節に て は 有り、 卽 

ご しょ や 5 くわお < 'に 1*  ス 〔ん ぢ； しゃう らふ  わら は はう かく 

ち院の 御所へ 猛火 夥 しく 吹 懸け たれば、 院 中の 上 藤、 女房、 乳母、 童 は 方角 を 失うて、 呼ば はり 

叫んで 迷 合へ るに、 武士 も 是が足 手 纏 ひに て， 進？ S 更に 自在なら ず、 落 行く 人の 有様 は、 峯の 嵐に 誘 

はる、 冬の 木の 紫に 異ならず。 

新院 左大臣 殿 落 給 

さる 程に 右 衞門大 夫 家弘、 其 子 中宮 侍 1! 光弘 馬に 乘 りながら、 春 日 表の 小 門より 馳參 り、 官軍 雲！ S 


の 如く 攻來り 候 上、 猛火 旣に 御所に 掩ひ 候、 今 は 叶 はせ 給 ふべ からず、 急ぎ § おへ も ii き 候べ しと 

？フ  ごギ -CJ フ てん 

申せば、 只今 出來る 事の 樣に 上皇 は 東西 を 失うて 御 仰天 あれば、 左府は 前後に 迷 ひて、 只汝 今度の 命 

助けよ とば かり ぞ宣 ひける〕 卽ち四 位 少納言 を 召して 御 劎を給 はる。 成隆 朝臣 是を給 はって 帶 かれた 

り >  上皇 も 早 御馬に 召された りけ るが、 あまりに 危く 見えさせ 給へば、 藏 人信實 御馬のお に乘 つて き 

進ら す。 左大臣 殿の 御馬の 尻に は 四 位 少將乘 つて 抱き 奉りけ り。 東の 門より is ゆ 好って 北 白 河 を 指し 

て 落ちさせ 給ふ處 に、 何處 よりか 射たり けん、 流 矢 一筋 來 つて 左大臣 殿の 御 頸の 骨に 立つ。 成 &是を 

拔 いて 捨てたり けれども、 血の 走る 事 水彈を 以て 水を彈 くに 異ならず。 然れば 鍵 i 踏み 得ず 、手練 を も 

まつさん さ <H  まり ii か  しきぶ リ. J-  *  <^6J? > 

取り得 給 はずして、 眞 倒に 落ち 給へば、 成隆 朝臣 も 落ちて けり。 式部 大輔盛 憲左府 の 御 頸 を 膝に 搔戟 

さん "ほ  づね C り  い ソ  り -r-> 

せ、 袖 を 御 面に 掩 うて 泣き 居たり。 藏人大 夫經憲 も馳來 つて、 抱 £ き 奉り けれども 甲斐 もな し。 延^ 

は 松が 崎の 方へ 落 行きけ るが、 是を見 奉って 甲胄 を脫 捨て、 經憲 と共に 小 家の 有りけ るに!： 人れ 進ら 

せて、 先 づ疵の 口 を灸し 奉り けれども 叶 はず、 次第に 弱り 給 ひけり。 矢 目 を 見れば 御 喉 卜より 左の 

御 耳の 上. へぞ 通りけ る。 逆さまに 矢の 立ちけ る こそ 不思議 なれ。 神 矢なる かと ぞ覺 えし」 血 も 更に 留 

しら. C を  あけ 

ら ずして、 白 靑の御 狩 衣 朱に 染まる ばかりな り。 御 目 は 未だ はたらけ ども 物 を も 更に 宣 はず。 さらば 

暫く 休め 奉らん と 思 へど も 判官の 領圓覺 寺へ 「〇 下ノ  二字 S  二 ヨリ テ補 フ〕 官軍 發向 する. S 聞え ければ 
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かくて は 如何と て、 ili^ 車联 寄せて 摄乘せ 進ら せ、 嗟峨の 方へ ぞ 赴きけ る。 i 、瞎峨 に 至って、 M 

i が l^ii の 住 僭を尋 ぬれ どもな かりければ、 荒れた る坊に 入れ 奉りて、 此夜は 爱にぞ 明かしけ る。 

新院御 出家 事  . 

いへ ひろ みつひろ むしゃ さ ころす ゑよ し  にょい ざん 

さる 程に 新院 は、 爲 義を始 として 家弘、 光弘、 武者 所 季能等 を 御供に て、 如意 山へ 入らせ 給 ふ、」 山路 

i しくして 難所 多ければ、 御馬 を 止めて 御步 行に てぞ 登られ 給 ひける" 御供の 人々、， 御手 を 引き 御 腰 

、 つ  も. 5, み わ づら 

を 押し 奉り けれども、 g: 時習 はしの 御 事 なれば、 御 足より 血琉 れて步 煩 ひ 給 ひけり" 只 夢路 を迪ろ 

御 心地して、 卽ち絕 入らせ 給 ひけり。 人々： 151 居て 守り 奉りけ るに、 早 御 目昏れ ける にや、 人 や 有る と 

召されければ、 皆聲々 に名乘 りけ り。 水 や 有る と 召されければ、 我 もくと 求 むれ ども 無 かりけ り。 

t  ^  、. へ ひろ  ご キ しょく 

然るに^- 師の 水瓶 を 持ちて 寺の 方へ 通りけ る を 家弘乞 請けて 進ら せけ り。 是に 少し 御： 色 直りて 兑、 ズ 

させ 給へば、 各 官軍 定めて 追 来り 候 はん、 何にも 急がせ 給へ と 申せば、 武士 共 は 皆 地へ も 落 行く ベ 

し、 丸 は にも 叶 はねば、 先づ爰 にて 休むべし、 若し 兵 追ひ來 らば、 手 を 合せて 降 を 乞 ひても 命ば か 

いづか； i 

り は 助かり なんと 仰せな り けれども、 判官 を始 として、 各 命 を 君に 進ら せぬ る 上 は、 何方へ 力 罷り^べ 

き、 東國 などへ il;*Ifeaiv、  まで も 御 伴 仕り、 御行 末 を 見果て 進ら せんと 申しければ、 我 もさ 


こそ は 思 ひし かど も、 今 は 何とも 叶 ひ 難し、 汝 等は疾 くく 退散して 命 を 助かるべし、 各 かくて 侍ら 

ば、 御 命 を も 敵に 鸾 はれなん と、 再三 强 ひて 仰せければ、 此上は 却って 恐 有りと て、 諸將皆 鐘の 袖 を 

ぞ 餚 らしけ る。 かくて 叶 ふべき ならねば、 皆散り-^になりにけり。 爲義、 忠正は 三 井寺の 方へ ぞ落 

いへ ひ-つ みつひろ  のこりと l*t 

行きけ る。 家弘、 光弘ば かり 殘留 つて、 谷の 方へ 引下し 進ら せて、 御上に 柴折 懸け 奉り、 日の 暮る 

る をぞ相 待ちけ る" 御 出家 有りた き 由 仰せな り けれと も、 此 山中に て は 叶 ひ 難き 由 申 上 ぐれば、 御 11^ 

いへ ひろ  ほ-.' しょう， M  う,、 わ.？ 一) 

に 咽ば せ 給 ふぞ恭 き。 日暮れければ、 弘 父子して 肩に 引 懸け 進ら せて、 法 勝 寺の 北 を 過ぎ、 ず、 光寺 

としな ろ  こし  いづく  つばね 

の邊 にて、 年来 知りた る 所に 行きて、 輿 を 借って 乘せ 奉りて、 何處へ 仕るべき と 申しければ、 阿波 & 

いへ ひろ  お ほみ，  もんこ 

の 許へ と 仰 有りし かば、 家弘習 はぬ 業に、 ニ條を 西へ 大宮 まで 入れ 奉れ ども、 門 戶を閉 ぢて人 昔 も 無 

し。 さらば 左 京大 夫の 許へ と 仰せら るれば、 大宮を 1^ りに 三條！ 門まで 舁き 奉れば、 敎 ^は 此嘵白 

河 毆の烟 の 中 を 迷 出で 給 ひて 後 は、 其 行方 を 知ら ざり ければ、 殘留る 者 共 も 皆 逃 失せて 人 も 無し。 

f  :Tfv マ. し  モれ  ょ<:^，，<か 

さらば 少輔內 侍が 許へ と 入れ 進ら せ けれども、 其 も 昨日 今日の 世間 なれば、 諸事に むづ かしく や^り 

けん、 敲け ども 昔 もせず。 世界 廣 しと 雖も立 入らせ 給 ふべき 所 も 無し。 五畿 七道 も 道 狭くて、 御身 を 

f  ,v  r かう  みつひろ  よも TV ノ らおん こし 

寄すべき 蔭 も 無く、 東西南北 塞って、 御幸 成るべき 所 も 無し。 光弘 等 も 習 はぬ 身に 終夜 御與を 仕り、 

明けな ば 捕へ 搦 めら れて、 如何なる 憂目 を か 見ん ずらん と 心細く 思へ ども、 山中に て 水 聞 食し つる 
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ばかり なれば、 兎角して 知 足院の 方へ 淘幸 なし 奉り、 怪しげなる 憧坊に 入れ 進ら せて、 1,1 など を 

ぞ 進め 奉りけ る。 上皇 是 にて やがて 御髮 下させ 給 ひければ、 光弘 も ir 切りて けり。 かくて は 終に 惡 

いづく  .M ぎよ  にん わ じ  それ 

しかりなん、 何 處へか 渡御 有るべき と 申せば、 仁 和 寺へ こそ 行かめ、 其 もよ も 入れられ じ、 只 押へ て 

輿を舁 入れよ と 有りし かば、 御室へ こそな し 奉る。 門 主 は故院 の御佛 事の 爲に島 羽投へ gc§ 有 リナ 

いへ ひろ 

り。 家 弘は是 より 御 暇 申して、 北山の 方へ 罷りけ り。 道に て 修行者に 行 逢 ひし かば、 是を 語ら ひ 

ちな どして、 出家の 形に ぞ 成りに ける。 

朝敵 宿所 燒拂事 

さる 程に 七月 十 一 HI 寅の刻に 合戰始 り、 辰の 時に 白 河 殿 1^ れて、 新院も 左大臣^も！： き^た 知らず 落ち 

ひつじ  C 、か - 

させ 給 ひければ、 未の 刻に 義朝淸 盛 内裏へ 歸參 つて 此由を 奏聞す、 其體 々しかりけ り。 人 右 

すけな が  さっそく  えいかんわん-ごろ 

少辩資 長 を 以て 朝敵 追， 到 早速 にげ： (功 を 致す 由 ® 感懇 なり。 卽ち周 防 判官 承って、 三 條烏丸 新院の 

御所へ 馳 向って 燒拂 ふ" 左 府の壬 牛： 亭 をば 助經 判官 承って 向して 火 を 懸けけ り。 同じく 謀叛 人の 

宿所 共 十二 箇所、 各檢 非違 使 共 行 向って 追 捕して 燒拂 ふ。 南都の?^ i~ 未だ 鑕ら ざれば、 狼 c 曰 もやお る 

さる  す ざね  ,  一 -ノ チ., ^  , 

とて 申の 刻に 宇治橋の 守護の 爲に、 周 防 判官 季實を 差遣 はさる。 今度の 御！^ 戰/ に ilfe なく 打 勝た ま洽 


し みづ  ひよ しの やしろ 

ふ 事、 すべて は 伊勢 太 神宮、 石， 淸水 八幡 大 菩薩の 御 加護と ぞ覺 えし。 殊に は日吉 社に 祈り 申させ 給 

ひけり。 されば S 筆の 御 願書 を七條 座主 宮へ 進ら せまし- (- ければ、 座主 此御 願書 を 大宮の 神殿に 

ご もんと だいし ゆ  しょとく 

籠め て、 肝 膽を碎 きて 祈り 申させ 給 ひし かば、 御門 徒の 大衆 は 申す に 及ばず、 滿 山の 諸 德皆寶 長 

さん. Q う  ii ちか- <  Hh- か 

久 凶徒 退散の 由の 祈誓 をぞ 致しけ る。 されば 山 王 七 社 も、 官軍の 方に 立 懸らせ 給 ひける に、 賴^、 

爲朝、 一^へ ^ ろ： ^p- の ハゃ リ爱を il と防戰 ひし かど も、 程無く 攻 落されて、 朝敵 は 風の 前の 塵の 

如く、  ifS" は 月と 共に ぞ 開きけ る。 昔 朱 雀院の 御宇 承 平年 中に 平 將門八 箇國を 打 靡け て、 下總國 

P 郡に 都 を 建てて、 我 身 を 平 親王と 號 して、 百官 をな し 諸 司 を 召使 ひける が、 剩へ 都へ 攻 上り、 

C5.  ぶっしん お うご たの 

朝 一が を 傾け 奉らん とする 由 聞え ければ、 防戰 ふに カ盡 き、 追討に 謀 無し、 依って 佛 神の 擁護 を 憑んで、 

諸 寺 諸 社に 仰せて、 111 の. - 政をぞ 仰がれけ る。 殊に 山門 其 i# 、を抽 でけ り" 其 時の 天台 座主 尊意 

僭！^ は、 不動の 法 を § せられけ るに、 將門 弓箭 を帶 して 壇上に 現じけ るが、 程なく 討 たれけ るな り。 

i 僧正 は 其け ftr とぞ 聞え し、 總持院 をば 鎭護國 家の 道場と 號 して、 不退に 天下の 護持 を 致す。 されば 

今 も 法 驗何ぞ 昔に 替 るべき とぞ覺 えけ る。 

關 白殿歸 --復 本官 _ 事 付 武士 被 卜 勸賞 - 事 - 
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か、 る處に 宇治の 大相國 は、 新院打 負け 給 ふと 聞え ければ、 橋 を 引かせ 左府の 公達 三人 相 具し 給 ひ 

ぜん W 'や- フ そ うづ じん i4 ん と- フぽ くゐん りっし . ^く こうぶく じ じ やうす レん じつ  ごん 0 じしゅび んじノ 

て 南都へ 落ち、 禪定院 の 僧都 尋範、 東北 院の 律師 千&、 興 福 寺の 上座 信實、 同權 寺. Hi 玄實、 彼等が 兄 

くわん じ や t りかね 

加賀 冠者 源鎮憲 〔〇 兼ノ 誤〕 に 仰せて、 寺 中の 惡 a? 幷 びに 國民等 を 相 語ら ひて、 官軍 を 防ぐべし、 忠ぁ 

ふ し  あまつ さ こうぶく じ  し.^ ふいん 

らん 者に は 不次の 赏を行 ふべ しと 披露 せらる.」 剩へ與 福 寺の 權別 當忠 〔〇 惠ノ 誤〕 信 法 at は、 關白 殿の 

御 息な りし を、 打牵 らんな ど 議 せられければ、 忍び 給 ひて 都 へ^げて 上り 給 ふ。 是は 如何なる 御企ぞ 

しつ  と しごろ  な いら」 うぢの 

や、 此 入道 殿 をば 君 も 策き 事に 思 食し、 世 以て 心に く. - 執し 奉る 處に、 年來關 白に 付けた る內覽 

ちゃ. r じ や  けっし  ほふし や、 フじ 

長者 をば 押へ て、 末子の 左府に 付け 奉って、 法 性 寺 殿御 中 違 ひ、 天下の 大亂 引出で 給へ ども、 關 {Z 殿 

さてお はし まさば、 御身に 於て は 何の 御 怖 か 有るべき に、 君に 立 合 ひ 奉らん と 御 仕度、 以ての外の 

し -く  t ん みあ-. フ  じふ ぜん かい ギー あ. シ 

御 誤りな り」 其 上 今度 源平 公家の 氏族 院宣 を 承って、 身命 を 捨て X 勵み戰 ふと 雖も、 十 ま， i の戒行 ts? き 

に 依って 打 勝ち 給ふ處 に、 少しも 違 はぬ 二の舞 かな、 天魔の 魅 し 奉る か、 知らず 社の 御 咎め を 蒙り 

給 ふかと、 人 唇 を 反して K り 進ら せけ り。 同 十一 日夜に 入って、 關白殿 本の 如く 氏 長者に 成らせ 給 

ふ け  はから ひ  .？ 

ふ。 去ん ぬる 久 安の 頃、 富家 殿の 御 計 として 左大臣に 成り 給 ひしが、 今 本に 復 せし ぞ：： I 出度 かり 

し。 子の刻ば かりに 及んで 武士の 動 賞 行 はる。 安藝 守淸盛 をば 播磨 守に 任じ、 下野 守 義朝は 左 sllwa 出 

權頭〕 になる」 陸 奥 新 判官 義康は 蔵人に 成されて、 卽ち 昇殿 を 許さる。 義朝 申しけ る は、 此官は 先祖 


*4 ん Xn う？ し  A う *M  i^t,,  ごん r か&  <J  く，, ： い 

多 田滿仲 55 師 始めて 成りたり しかば、 其 跡 芳しく 候へ ども 本 は 左 馬 助な り、 今權 頭に 任ずる 條、 莫大 

H ん ごく 

の勵 功に； 5- に 面目と も覺 えず、 朝敵 を 討つ 者 は 半 國を賜 はる、 其の 功 世々 に絕 えずと こそ 承れ、 其 上 

げんしん  み かに  じ X  七 b メら 

今度 は 嚴親を 背き 兄弟 を 捨て、 一 身 御 方に 參 つて 合戰を 致す 事、 自餘の 輩 に 超えたり、 是 勅命の 重 

きに 依って、 ^き 難き 父に 向って 弓 を 引き 矢 を 放つ、 全く 希 の 珍事な り" 然れ ども 身の 不義 を 忘れ 

なかつ みかさ 

君命に 從ふ上 は、 人に 勝る- - 恩賞 何 ぞ無 からん やと ぞ 申しけ る。 此條尤 道理な りと て、 中 御門 藤 中 

納言家 成 卿の 子息 隆季 朝臣、 左 馬頭たり し を 左 京大 夫に 移されて、 義朝を 左 馬頭に ぞ 成されけ る。 

左府御 最後 付 大和 國御歎 事 

さる 程に 明れば 十二 日、 左大臣 未だ 目の はたらき 給 ひければ、 富家 殿に 見せ 奉らん とて、 奈 良へ ド. し 

進ら せんとて、 棺渾の 方へ 赴き、 小舟 を 借りて 柴木を 上に 联掩 ひ、 桂 川 を 下りに 落し 進ら す。 日 れ 

ければ、 其 夜 は 賀茂河 尻に 留 りて、 明る 十三 日に 木 St へ 人り 給 ふ。 御 心地 も 次第に りて、 今 は 限に 

はう そ C もリ ？ *と り  づ しょの じ、， racers  - 一う ぶ,、 じ 

見え 給へば、 昨 森の 邊 より 阖書 允俊 成 を 以て 興 福 寺の 禪定院 にお はします 入道^に 此山 したり 

ければ、 卽ち迎 へ 進ら せた く は 思 食し けれども、 餘 りの 御 心 憂さに や 有り けん、 何とか 入道 を も 兑ん 

と 思 ふべき、 我 も 見えん とも 思 はず、 やそ 〔を a:- れ俊 成よ、 思うても 見よ、 氏 長者た る 程の 者の 兵 
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杖の 前 〔さき 01 に 懸る事 や 有る、 左樣に 不運の 者に 對 面せん 事由な し、 音に も 聞かず、 滑して HI にも 

見 ざらん 方に、 行けと 云 ふしべ しと、 仰せ も 果てず、 御 涙に 咽ば せ 給 ひける こそ、 御 心の中 推 傲られ 

て、 誠に さ こそ 田 食 すらめ と あはれ なれ， - 俊 成歸參 つて 此由 申しければ、 左 府打額 かせ 給 ひて、 やがて 

m 氣色替 らせ給 ふが、 御 の 先 を 暖 ひ 切りて、 吐出 ださせ ましく けり。 如何なる 事と も 心得難し。 

かくて は 如何し 奉らん と覺 えければ、 玄顯得 Ijif の 輿に かき 乘せ 進ら せて、 十四日に 奈 良へ 入れ 申しけ 

れ ども、 我 坊は寺 中に て 人目 も愼 しとて、 近き あたりの 小屋に 休め 奉り、 樣々、 に 痛 はり 進ら せ けれど 

も、 終に 其 曰の 午の 刻ば かりに 御 事 5! れに けり。 其夜ゃがて般^^！？の五三昧に納め奉る。 蔵人 大夫^ 

憲载 後の 御 宮 使 懇 に 仕って 卽ち 出家 入道し、 入道 殿の 渡らせ 給 ふ禪定 院に參 りて、 有りつ る 御行 

跡 共 委しく 語りければ、 北 政 所 公達 皆 泣 悲しみ 給 ふこと 斜 ならず。 殿下 は 御手 を 顔に 押當 てて、 良 

久しく 泣き 給 ひける が、 さる にても 云 ひ 置きつ る 事 は 無 かりつ るか、 如何に 此 世に 執心の 留る事 多 か 

りけん、 我 身の はか.. ぐくなる に 付けても、 子 共の 行末 さ こそ 覺朿 なく 思 ひけめ * 攝政關 白 を もせ させ 

. お- ii び  ながら  „^-^ん ザ しゅく ごふ 

て、 今 一 度 天下の 事 執行 はん を 見ば やと こそ 思 ひつる に、 命存 へて か  る 事 を 見る も 前世の 宿樂 か、 

リは もの  かう ぶ  t.0 がら 

合戰に 出で て 命 を 惜しまぬ 兵 も、 必ずしも 疵を 被る 事無し、 其 上 今度 は 源平 兩 氏の 輩 も、 然るべき 者 

は 一人 も 討 たれず とこ そ 聞け、 其 外 月 卿 雲 客 北面まで、 參 籠れる 者 多 かりけ るに、 何 なれば 左府 一 


人 p やに. つて 命 を 失 ふらん、 1? なる 者の 放し けん 矢に か I- るらん うたて さよ、 但し 蠻祖 は資 

の劍を i.. げて 天下 を 治めし かど も、 11  んの i か を 討ちし 時、 流 矢に 中って 命 を 失 ふ • 彼 を 以て 是 

を 思 ふに、 定めて； f ^や 1 世の 事に 非 じ、 I ん  1! の 宿業なる べし、 竊 に國史 を. 勘 ふるに、 大臣 誅を 

くる 事 其 例 多し、 SIS をば 暫く 舍く、 曰 本 我朝 に は、 圓 大臣より 始 つめて 霞な ほ、 圓 はわ 臣 f 

ri に 討 たれ 奉りて より P に、 S 大臣、 1. ま 大臣、 とき 大臣、 I んぽ 大臣、 爵；§、 金 村 

大臣、 ifi 、大臣に 至る まで、 旣に八 人に 及べり、 され ども 氏 長者た る 者、 弓箭の 先に 懸る樣 未だ 聞 

かず、 あはれ 取り も& はる ものなら ば、 が が 命に 替へ てまし、 悲しき かな、 蘇^^が^國に赴きしも、 

誘 i の 月に 歸り、 か It に 入りし も、 議 I の ss りき、 II 度 去って 再寫 れ 

の 時 を か 待たん、 かひな き 命 だに 有らば、 縱 ひね んの 流罪に 行 はると も、 忽ちに 失 はる、 事び よも 有 

らじ、 i& 國に iSV は、 Ife や の 奥まで も、 遠路 I ぎて 駒に 鞭 を も 打ちて まし、 i 海に 左 

遷 せられば、 &t が 嶋の果 まで も、 船に 竿 を も 指すべき に、 行きて 歸らぬ 別れ 程、 悲しき 事 は 無き 

ぞ とよ、 計ら ざり t 種に 老いの 心を惱 ますべし と はとて、 覆せき 敢 へさせ f はぬ If も おれ 

なり。 左大| 失せ 給 ひて 後 は、 薦 if が i を 失 ひ、 も S 洞 も 朝 I, れ なんとす、 世 以て 

憎しみ f  。 誠に SMi くの 家に 生れて、 裏 內覽の 宣旨 を 蒙り、 器量人に 超え、 才藝 世に S え 給 
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ひしが、 如何 有り けん 氏 長者たり ながら、 して I を 募れば 戎伴 はざる 由、 春 曰大明 神の 

御 託宣 ありせ、. S の 末 こそ 恐し けれ。 此 左府 未だ, の 御 時、 i にて ■ 入道と 御 t のつ い 

しゅ 一、 入 S 家の は I の 御 鏡に てお はし ませば、 有るべき § め, しけり， 是 i つて 

信 西を師 として 讀書 有りて、 螢雪の 功 をぞ勵 まし 給 ひける。 其 後 左 府御病 氣の由 えし かば、 入道が ぶが 

の爲 宇 ff-li:;^ りけ る。 聊か 御 心地 宜しくお はし ませし かば、 臥しながら； P 給 ひける に、 

龜のト i の 卜との 議を 論じ 給 ひけり.」 左府龜 の： T 深し と宣 へば、、 卜？ と 申す に 依って、 

御 問答 事廣く 1 て 良久し、 互に 多くの 文 を 引き、 數 多の 文 を 開 I へり。 入 I に 負け f て、 今 

は 御才學 旣に戟 に餘ら せお はします、 此上 はき IJ;^ ん 有るべからず、 ^^缝せさせ給はば、 御，^ の ^：; りと 

成るべし： て 出， でに 1。 御 心に も此 事い み じと i しける にや、 自ら f^i ばした る f 

に を 曰パ、 先年 ゅ院？ 學文 -I 事、 予 lTi、 今 病 あ 論 llsl、 屮 I 四 I 中、 才 I に 蒙る J 許 

可 「lf 年髮 問、 書卷 毎に レ聞： i パ 無-き" 今 £感淚ノ 記 tsiu き。 誠に St の 申されけ る詞 

は、 掌 を 指す が 如 ひ。 才 に， 御 心 まし ませば こそ、 御 兄 を t は樂 みの 中 〔〇 上ノ 

！ 中-一作 ル〕 の 弄、 あ， は 賢才の 好む 所に 非ず などと て、 1 と曼 されけ め、 srr」f  S に 

タ 力ず と 云 ふ 事 誠に 明けし。 是御^ 文 を 止め 申す に 非 じ、 才智に 誇り 給 ふ 處をぞ 戒め 參ら せけん。 先 


す  さん 今ん う 

づ御心 誠に 心 有りて、 麗 はしき 御 心ば せの 上の 御學文 こそ 然るべ けれ。 何 か 都べ て 内外の 鑽仰只 一 

で 5 たつ  まん vr? そらん  な らく  ii  ャゐ やう： li い 

心の 爲 なり。 調達が 八 蓠藏を 請ず る 終に 奈落の底に 墮す。 隋の煬 帝の 才能 人に 勝れたり しも、 國を滅 

もとね 

す 基たり。 學 者の 心 を ffl ふること 只此處 にあるべし。 されば 孔子の 詞 にも、 占の 學は 己が 爲 にす 今の 

か けついんち -フ  にく  > 一 も メら ちんじよ そし  の ラナい いう もやう 

學は 人の 爲に すと 宣 へり。 夏 桀股紂 は 儒道に 惡む 文書に^る 處 なり" 然れ ども 能藝 優長に して 才 

智 人に 勝れたり。 依って 是を戒 むる 言 紫に、 智は 能く 諌を距 ぐに 足り、 辭は 則ち 非 を 飾る に 足れり、 

人臣に 誇る に 能 を 以てし、 天下に 尊びら る- f に 名 を 以てすと 云へ り。 加 樣の先 言 を 思 ふに、 俊才に お 

そ じん .0 いりよ 

はし ませし かど も、 其 御 心 极に違 ふ 所の 有れば こそ、 祖 神の 冥 慮に も 違 ひて 身 を 滅し給 ひけれ。 

奉 レ勒重 成 新院奉 n 守護， 事 

K むろ  もん ザケ  くわん へん； <v やむ 

さる 程に 新院は 御室 を 憑み 進ら せられて 入らせ 給 ひし かど も 門跡に は 置き 申されず、 寬遍 法務が 坊へ 

でろ マの みや 

ぞ 人れ 進ら せられけ る」 御室 は 五宮に て 渡らせ 給へば、 主上に も 仙 洞に も 御 兄 〔〇 弟 ra〕 にて おはし ま 

しけり-」 此由 五宮より 内裏へ 申された りければ、 佐 渡 式部 大輔重 成 を 進ら せられて、 院を 守護し 奉ら 

れ けり。 餘 りの 御 心 憂さに や、 御 心の 留る事 はまし ます まじ けれども、 かく こそ 思 食し 續け ける。 

思 ひき や A? を 浮き雲と なし 果てて 鼠の 風に まかす べしと は 
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憂き 事の まどろむ 程 は 忘られて 覺れば 夢の 心地 こそ すれ 

謀叛 人 各 召 捕 事 

新院 §g の 人々、 或は!! 國へ落 行き 或は 深山に， 处隱れ て、 其 行方 を 知ら ざれば、 謀 にや 少納！ In 人 

道 陣頭に 於て、 其 人 は 其國、 彼 人 は 彼國と 定めら る、 由 披露 有りければ、 さて は 命ば かり は 

助からん とや 思 ひけん、 皆 出家の, に 成りて、 此 彼より 出來 る" 左 京大 夫敎長 卿と 近 江 巾 將成雅 

と 二人 は、 ，i，.i なる 所に 出家して 有りければ、 周 防 判官 季實を 差遣 はして パ门 捕らる。 四 位 少納言 

is と 左 馬權頭 實淸と 二人 は、 天 合 山淨土 谷に て樣替 へて、 座主の 宮 へぞ參 りけ る. - 此等 を始と 

if  ん のた-いふ b,c,f つ 

して、 心 も 起らぬ 僧^ 肺に 成り つれて， 我 劣ら じと 出で ける こそ はかな けれ。 皇后 {!t 權大 夫師光 

入道、 備後權 守 人道、 能 登 守 t41 入道、 式部 大輔 盛憲 入道、 弟の 蔵人 大.^ is 人道 をば 東 三 

條に てお i せらる。 内裏より 藏 人 右 少辩資 % 欐 右少辨 大外 記師菜 三人 承って 奉行せ り。. 5. 

にも 兄弟、 mi 口 や i をば、 &ir 磨に て せられけ り。 是等は 左大臣の 外戚に て、 寧 

め 起り を 知りた るらん、 又 11 院幷に 美 福 門院 を 咒咀し 奉り、 德大寺 を燒拂 ひたりし 故 を 問 はる. - 

に、 .ト 部先づ 衣裳 を剝 取りて、 頸に 繩を 付けければ、 下部に 向って 手 を 合 はせ、 こ は 何事 ぞゃ、 


我 を 助けよ と！ K ひければ、 座に I ら なる 官人 共、 目も當 てられず 覺ぇ けり" 然れ ども 刑法 限り有る 事 

なれば、 七十 五 i の を 致す に、 始は li を 揚げて 叫び けれども、 後に は息絕 えて 物言 はず、 日 こそ 

多き に 七月 十五 日、 今日し も か. -る 罪に 行 はる k 事 こそ 無慚 なれ。 其 上 五位 以上の 者 拷器に 寄せら 

る、 事 先例え なり。 お i 天皇の 御 時、 觀 八年閏 三月 十日の 夜、 應天 門の 燒 けたり ける を、 大納 

言 俘 5fi 卿 li- の" lis りければ、 |& にて _1 訊せられ ける 例と ぞ簡 ゆる。 彼 大納言 は赏 犯に て、 同 

そ"  .U ム .  なさに 

九月 二十 二日、 終に 伊豆 國へぞ 流されけ る。 夫 は 昔の事な り、 近き 世に は 例 無し 情なし とそ 

申しけ る。 

重 仁 親王 御 出家 (〇 上 ノー 一字 ® 二 ヨリ テ補フ ) 事 

さる に 新院の 一宮 isSk 王のお はします 所 聞えず して、 人々 承って 彼方此方 尋ね まゐら する 處に、 

今月 十五 曰 女房 車に 乘 つて、 朱 雀院、 門 5E0 の 前 を 西へ 過ぎさせ 給 ふ を、 平 判官 實俊 見付け 奉って 留め 

申せば、 御 出家 有るべき にて、 寺の 方樣へ 渡らせ 給 ふと ぞ 御供の 人 申しけ る-〕 依って 此由 奏聞し 

ければ、 iii を 遂げさせ 進ら すべき 由 仰 下されけ り。 華 藏院： Is 正定嘵 〔〇 寬嘵 力〕 參 つて ゆ さる、 子細 

有って、 t&l! 東洞院 なる 所へ ぞ遷し 奉りけ る- 卽ち實 俊 ri^ つて 守護し 進ら せけ り。 
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爲義 降參事 

さる 程に 六條 判官 幷に子 共 尋ね 參ら すべき 由、 播 磨 守に 仰 付けら る。 十六 日淸盛 三百 餘騎 にて 如意 

山 を 越えて、 三 井寺 を 求 むれ ども 無し-」 東 坂 本に 有る 由 聞え て、 大和 庄 泉 辻と 云 ふ 所 を 追 補す。 

是は 無" i 寺領 なれば、 ^衆起って寺領を追^!の〔〇追捕する©^條無念なり、 子細 有らば 山門に 相稱れ 

てこ そ 沙汰 を 致さめ、 なく 亂 入の 條 狼藉な りと て、 軍勢に 向って 散々 に相戰 ふ。 官： 永 神威に 恐れ 

て 引退く 間、 大衆 勝に 乘 つて、 淸 盛が 郞等兩 三人 搦 捕る。 又 大津の 東 浦 を燒拂 ふ。 是は 山門 領 たる 

上、 昨日 爲義を 舟に て 東 近 江へ 着けたり とてして けれども、 跡形 無き 虚說 なりけ り。 爲義は 直 河と 云 

ふ 所より、 vf^i 主が 許に か隱 居たり ける が、 官軍 向 ふと 聞いて、 三 河 三 郞大夫 近 末と 云 ふ 者の 家に 

行きて、 それより 1^ 國へ 下らん としけ るが、 蓮ゃ盡 きたり けん、 忽ちに 重病 を 請けて 心身 苦痛せられ 

ければ、 氏神 八幡 大 菩薩に も 離され 給 ひけり とて、 郎等 共 も 落 失せて、 縫に 子 共の 外 十八 人ば かり ぞ 

、 --  みの.？ ：- か ij.  つ はもの 

殘り ける。 兎角して 馬に 痛 はり 乘 せて、 簑 浦の 方へ 行きて 船に 乘 らんと する 處に、 誰と は 知らず、 兵 

三十 騎 ばかり 追 来り 討たん としければ、 賴賢 以下 身命 を 捨てて 防戰 うて、 追 散らしけ り。 其 時 殘る兵 

も £ 方 知らず なりに けり。 より i、 賴み少 になり 果てて、 心細き のみならず、 判官 は 雷 病に ひ 給 


ふ、 其 上海 道 も 塞がり、 關々、 も 堅く 守る と 聞え ければ、 中々 東國へ 下らん 事 も 叶 ひ 難しと て、 又三郎 

大 夫が 家に 立歸 りて、 日暮れし かば 山上に 上り、 其 夜 は 中堂に 通夜して、 殊に 重病 失 〔〇 悉カ〕 除の 

ひぐ わん  上. fc ず ら  くい. U  二  /-.U だ *」 く-二！ に  さんず，、. 

悲願 を 憑み て、 終夜 祈誓せられ たり。 明 くれば 十七 日、 西 塔の 北谷黑 谷と 云 ふ 所に， 二十 五 三昧 行 ふ 

ほト々 みやう ぞ ほふ さフ  ぐ わち， りんぼう 

所に 行きて、 出家 を 遂げ、 法名 を義法 房と ぞっかれ ける。 月輪 房の 竪 者の 許より、 墨 染の衣 袈裟 をう 

けて、 沙彌の 形に 成り 給 ふ」 此爲義 は 十四 歳に て！？ I 父 美 濃 前司義 綱、 其 子 美 濃 三 郞義明 を 討って、 其 

時の 勸赏に 左兵衞 尉に 成されけ り。 本 は 陸 奥 四 郞とぞ 申しけ る。 十八 歳、 r 久 i 兀年四 n:, 淸水寺 別 常の 

事に 付いて、 南都の 大衆 朝 一 I を 恨み 奉りて、 國民を 催し、 春 日の 神木 を 先と して， 栗栖 山まで 来り 

たりし を、 馳 向って 追 返しき。 其勸 賞に 左衞門 尉になる、 二十 八 歳に て擒 非違 使 五位 尉になる リ 

日 比 中 御門 中 納言家 成 卿に 付いて、 f.il 奥 守 を 望み 申しけ るに、 祖父伊豫入道鎮^！此受^に任じて、 

任、 宗 任が 亂に 依って、 i に 九 年の 合戰 有りき。 八幡 太 郎義家 又 彼國の 守に 成りて、 €f 、！ li 。を 

攻 むる とて、 後三年の 兵亂 有りき。 然 れば嬉 意趣 殘る國 なれば、 今 爲義陸 奥 守に 成りたら まし かば、 

定めて 签衡を 亡 さんと 云 ふ 志：； C るべき か、 旁 不吉の 例な りと て、 御 許され 無 かりし か， ば. 爲 義然ら 

ば自 餘の國 守に 任じて 何 か はせんと て、 今年」 ハ 十三 ：〇 一 力〕 まで 終に 受領 もせ ざり けり。 日來 より， # 

下の 嫁 非違 使に て 有りけ るが、 由な き 新 院の御 謀叛に くみし 奉り、 年来の 本望 を も 達せず して、 出家 
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人道して ける こそ 無念 なれ。 義法房 子 共に 向って 宜 ひける は、 我 身が 合 期したら ば こそ. 各 引 具し 

て 山！ 一! にも 立隱れ め、 我 は 只 義朝を 憑んで 都へ， 3 でんと 思 ふなり- さても 今度の， 功に 申替 へ-て 

ほしい ま. - 。が 仁 

も、 命ば かり は 助け こそ せん ずらめ、 但し 恣 に院 方の 大將軍 を 承り たれば、 勅命？^ く. して 助かり 難 

からん か、 それ 又 力無き 事な り、 i 旣に七 旬に 及び、 惜しむべき 身に 非ず、 葸ー かひ 無き 命 助かりた 

らば、 何にもして 汝等を も 助くべし、 面々、 は先づ 何な らん 木の 陰 岩の 間に も隱 居て、 事靜 まらん 程 を 

待つべし と宣 へば、 爲朝 聞き も敢 へず、 此儀 然るべ からず 候、 縱ひ 下野 守 殿 こそ 親子の 間 なれば 助 

け 申さん とし 給 ふと も、 天氣 よも 御免し 候 はじ、 其 故 は 新院は 正しく 主上の 御 兄に て 渡らせ 給 はず 

や、 左府又 關 白 殿の 御弟ぞ かし、 豈親 とて 罪科な からん や、 義朝 に 申さる 》 とも、 立ち 難く こ 

そ覺ぇ 侍れ、 御所 勞 直りお はし まさば、 只 何ともして 關 東に 赴き、 今度の 合 戰に上 合 はぬ 三 浦介義 

明、 畠 山 庄司 能、 小山 田 別 當有霜 等 を 相 語ら ひて、 攻八 筒國を |h 領 して 暫 しもお はします べし、 

若 市、 都より kHf- 下らば、 爲朝 一方 承って、 思 ふ 儘に 合戰 して， 叶 はずば 其 時 討死に すべし、 など か 

>i  ：£； ちゃく  おち- - e 

暫く 支へ ざらん と 申しければ. - それ も 國へ 下着しての 事ぞ かし • 落人と なり ぬれば、 何事 も 思 ふに 

叶 はぬ 者 なれば、 降參 せんと 宣 ひて、 旣に 山より 出で 給へば、 子 共 も 泣く く 供し つ. -、 西 坂 本 下 松 

お  しの- * め  よこぐも  い-つ *,ヒ 

を 下りし かば、 東雲 やうく 明 行きて、 鳥の 聲々 告げ 渡り， 峯の橫 雲 晴れければ、 入道 疾 くく 何方 


< も 落 行くべし と宣 ひて、 都の 方へ 赴き 給 ふ を、 暫く 御 待ち 候へ、 申すべき 事 候と 11^ 々に 申せば、 何 

事に やとて 立歸り 給へば、 前後左右に 立圍 みて、 泣く より 外の 事ぞ 無き。 誠に 只今 を 限に て、 又 逢 ふ 

べき ことならねば、 き 波 を 惜しむ も 理 なり： 入道 今度 老の 頭に 胄を 戴きて 合戰を 致す 事、 全く 我 身 

の榮花 を 期す るに 非ず， 若 打 勝って 蓮 を 開かば、 汝等を 世に あらせん と 思ふ爲 なり、 今義 朝を賴 みて 

出づる も- 我 若 安穏なら ば、 其 蔭に て 各 を も 助けば やと 思 ふ 故な り、 汝等を 捨てて 我 一 人 助からん と 

や 思 ふらん、 齢旣に 致仕に 餘れ ば、 身の 幾 の 後 til を か 期せん、 何な らん 所に も、 深く 隱れて 侍る ベ 

し、 疾くく とて 下られけ るが、 かくて 心強く は宣 ひし かど も、 さすが 餘波ゃ 惜し かり けん、 又 立歸 

りて、 賴 賢よ 賴 仲よ、 ふべき 事 有り 歸れ と宣 へば、 各 喚 ばれて 立歸 る. d 誠に は 異なる 事な けれど 

も、 飽かぬ 別の 悲し さに、 又 喚 下し 給 ひける、 恩愛の 程 こそ 哀 なれ。 此の 如くに 互に 別 を $Ci へど も、 

さて 有るべき にも あら ざれば， 面々 は 散り ふ \ に こそ 別行く。 落つ る淚に 道昏れ て、 行 先 更に 冥々 た 

にん メぃ しゃ r-  し て-つ  くわう ごふ ち-: り 

り- 悲しき かな 人 舁に生 を 受けながら、 鳥に 有らね ども 四 鳥の 別 を 致し、 哀な るかな 曠 劫の 契 {r^, しくし 

てフぎ よ  なん だ らんかん  たましい ひ クフ 

て、 魚に はな けれども、 釣魚の 恨 を 含む、 淚觸 干と して 魂 飛揚す と 見えて、 哀 なりし 有様な り。 子 共 

は 小原靜 生の 里、 鞍馬の 奥、 貴 i の方樣 へ、 思 ひくに 落 行けば、 深山 隱れの 秋の Mr 露 も 時雨 

4* し *j  やちち  は ろ 了 i 

も爭 ひて、 我 袖の 淚も 更に 眞柴联 る 山路の 奥 を たどりつ 丄、 人里 遠く 分 入れば、 峯の巴 猿 一度 叫び、 
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、ゥ じん も 一-そ  ,1- し A  .In- す <^ 

行人の 裳 を 潤せば、 谷の 牡鹿の 妻戀 に、 旅客の 夢も覺 めぬべし。 さて 入道 は 賀茂河 を 渡り、 只洲 森よ 

り 雜色花 澤を義 朝の 許へ 遣 はして、 是 まで 遁 来れる 由 を 申されければ、 左 馬頭 夜に 入って 輿 を 奉り、 

竊に 判官 殿 を 迎联り 給 ひけり- 

忠 fi=* 正 弘等被 4^ 事 

へい **カ すけ さ じ や.，. に 

さる 程に 平 馬 助忠正 は、 淨土 谷と 云 ふ 所に て 出家して、 深く 隱れて ありけ るが、 爲 義人^も 降參 した 

りと ゃ閒 きて ける。 子 共 四 入相 具して、 竊に 甥の 播磨守 を 憑み てぞ來 りけ る。 左 衞門大 夫 1311、 其 子 

い ： ひろ  も 4 じ や、 つのし や ：- やすひろ  よ. リ ひ-つ  みつ ひ-つ  、しめ ナ 

右 衞門大 夫 家弘、 其 子 文 章 生 安弘、 次男 右兵衞 尉 鎮弘、 三男 光弘， 以上 五 人、 蔵人 判官 義 搦捕 

りて、 卽ち大 江山に て是を 斬る。 家弘が 弟大炊 助度弘 をば、 和 泉 左 衞門尉 信 ^ 承って、 六條 河原に て 

斬って けり。 平 馬助忠 正嫡 子 新 院藏入 長 盛  >  次男 皇后 宮侍 忠綱、 三男 左大臣 勾當正 綱、 四 男 平九郞 

通 正 五 人 をば、 淸盛 朝臣 承って、 申の 刻ば かりに 六條 河原に て 是を蘄 る" 平 馬ぎ をば、 北 (時の 別當花 

さ タ 5 みやう  .ur か H* かに T  iV んァ  くわん：！^ 

山 院中納 言 忠雅と 同名 惡 しかりな りと て、 忠 員と 改名せられ てけ り。 此忠 a; と 申す は、 桓武 天皇 十 一 

さ-た. S さ. PC  いくさ 

代の 御 末、 平 將軍貞 盛が 六 代の 孫、 讚 蛟守正 盛が 次男な り。 此人軍 散 じて 後、 出家 入道して 深く 隱れ 

て あり：^ るが、 清^ を^み て. i.t き， f<! らん i^、 さり 之 も 命！ り.^ 助 打ぬ 事お よも あら じと 思で て、 0 


た|4 まさ 

參 せられたり けり。 誠に 助けん と 思 は i -、 さ こそ 有るべき に、 叔父 甥 内々 不快なる 上、 我 忠正を 斬り 

い- 「ぢょ  さ. *  はらぐろ 

たらば、 定めて 義 朝に 父 を 斬らせら るべ し、 縱ひ宥 恕の儀 有りと も、 此旨を 以て 支へ 申さん と、 腹黑 

に 思 はれけ る こそ 恐ろし けれ。 

爲義 最後 事 

さる 程に 爲義 法師が 首 を 綱ぬべき 由、 左 馬頭に 宣下せられ ければ、 宥 置くべき 旨 5i 々に兩 度まで 奏聞 

せられ けれども、 主上 逆鱗 有りて、 淸盛旣 に 叔父 を誅 す、 何ぞ 緩怠せ しめん、 甥 は 適し 子の 如しと 云 

へり、 叔父 豈 父に 異ならん や、 速に iii くすべし、 若^ 違背せ しめば、 淸盛以 T の 武士に 仰 付けら るべ 

き 由 勅定？ i かりし かば、 力無く 淚を 抑へ て、 鎌 田 次 郞に宣 ひける は、 綸言 此の 如し、 是に 依って 判官 

ーピ ぎ， く ざい  せん》) 

殿 を 討 奉らば、 五 逆 罪の 其 一 を 犯すべし、 罪に 恐れて 宣旨を 背かば、 忽ちに 違 勅の 者と 成りぬべし、 

t さすよ  おそれ  おろか  ちゃ 5 

如何が すべきと 有りし かば、 正淸 畏まって 申す に、 恐 候へ ども 愚なる 事 を 御； 候 もの かな、 私の 合戰 

，ゝわ ノー： ン i 一つし よ  この か - 

に 討ち 奉らせ 給 はんこ そ 其 罪 も 候 はん ずれ、 其 上 觀經に は 劫 初より 以來、 父 を 殺す 惡王ー 萬 八 千 人な 

りと 雖も、 未だ 母 を 殺す 者 無しと 說 かれて 候、 夫 は 諸の 惡王國 位を鸾 はんとての 2! なり、 是は 朝敵と 成 

り 給へば、 終に は 逸る まじき 御身な り、 縱ひ御 承りに て 候 はずと も、 時日 を II ら すべき 御 命なら ぬに 
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取て は、 御が に 侍 はせ 給 ひながら、 人手に 懸けて 御覽候 はんより、 11 じく は 御手に 懸け 進ら せ 給 ひて、 

後の 御 孝養 を こそ 能くせ させ 給 はん ずれ、 何 か 苦しく 候べき と 申せば、 さらば 汝 計らへ とて 泣く く 

內へ 入り 給 ふ。 卽ち鎌 田、 入道の 方に 參り、 當時 都に は 平氏の 輩 權咸を 執って、 頭 は 石の 中の^と 

やらん の 機に てお はし ませば、 東國へ 下らせ 洽ひ 候な り、 判官 殿 は 先立て 奉らん とて、 御迎に 進ら せ 

られて 候と て、 車 差 寄せ たれば、 さらば 今一度 八幡へ 參 りて、 御 暇 乞 申す ベ かりし 物 をと て- 南の 方 

を伏拜 みて、 やがて 車に 乘り拾 ふ。 七條朱 雀に 白木の 輿 を舁居 ゑたり。 是は 輿より 乘 移り 給 はん 處を 

討ち 奉らん 支度な り" 其 時秦野 郞 延景、 鎌 田に 向って 申しけ る は、 御 邊の計 ひ 誤れり、 入の 身に 

は 一 期の 終 を 以て 一 大事と せり、 其 を 闇々 と 殺し 奉らん 事淸 なく 侍り、 只 有の 儘に 知らせ 奉りて、 最 

後の 御念 佛をも 勸め申 し、^ 义は仰 置かる ベ き 御 事 もな ど か 無 かる ベ き と 云 へ ば 、 正淸尤 然る ベ し 、 

物 を 思 はせ 進ら せじと 存じて、 加樣 「に 計 ひたれ ども、 誠に 我 誤 なりと 申しければ、 延 r ま參 りて、 誠 

fvTG さの  * さ くよ  "り 

に は 關東御 下向に て は 候 はず、 1^ 殿 宣旨を 奉って、 正淸 太刀 取に て、 失 ひ 進ら すべきに て 候、 Iw 三 

歎き 御 申し 候 ひし かど も、 勅 l^r 重く 候 間、 力無く 申 付けられ 候、 心 閑 かに 御念 佛候 べしと 申した 

りし かば、 口惜しき 事 かな、 爲義 程の 者 を 騙らず とも 討た せよ かし、 縱ひ 綸言 重く して、 助く る亊こ 

そ 叶 はずと も、 など 有の 儘に は 知らせぬ ぞ、 又 誠に 助けん と 思 は ど、 我 身に 替 へても など か 申 狩め ざる 


べき、 義 朝が 入道 を 憑み て來 たらん をば、 爲義が 命に 替 へても 助けてん、 されば iis,、 教!？ 

.ft、 わん、 ぶつ ぶ もじ やうわん し し ふ .？：： んふ も  c.,7 

不 念怫， 父母 常 念 子、 子不念 父母と 說 かれ たれば、 親の^&に子を思はぬ習なれば、 義朝ー 人が 罪に あ 

らず、 只 恨し きは此 事を始 よりな ど 知らせぬ ぞ とて. 念佛 百： 遍 ばかり 唱 へつ >r 更に 命 を 惜しむ 氣色も 

無く、 程經ば 定めて 爲義が 首 斬る 見ん とて、 雜 人な ども 立 込むべし、 疾 くく 斬れと 宣 へば、 鎌 田 

次郞 太刀 を拔 いて 後へ 廻りけ るが、 相傳の 主の 首 斬らん 事 心 憂くて、 涙に 昏れて 太刀の も覺ぇ 

*  -C  -  」  ぐわん ：- よな、.、； V は V しゃ りん， ごうしゃう ねんぶつ けん，、 だ らいが、 つ わ-つ. t でつ あんらく こく い 

おは 持ちた る 太刀 を 人に 與ふ。 其 時 願 諸 同 法 者、 臨終 正 念 怫、 見 彌陀來 迎. 往生 安樂 國と唱 へて、 

終に 斬られ 給 ひけり d 首赏へ II の 後、 義 朝に 賜 はりて 孝 妻すべき S 仰 下されければ、 正 淸是を 請 取りて 

圓 K 寺に 納め、 墓 を 建て 壇 を 築き、 率 都 婆な ど を 造 立せられ て、 樣々 の 孝藥、 ^,」ぞ 致されけ る" 此爲 

せ ふ  なんに よ  よめ 

義は妾 多 かりければ、 腹々 に 男女の 子 共 四 〔〇 二 力〕 十二 人ぞ 有りけ る。 或は 熊 野 別 當の婦 になし、 

或は 住吉の 神主に 莠 はせ などして、 此 彼に ぞ 置きけ る。 昨日. ん使 能景に 仰せて- 多 田 藏人大 夫 Iglfi が 

おは f  ナ. ；, J のこ うぢ  つ ふ  よりのり  ？ V/., , 

正 親 町 富 小路の 家 を 追 補せられ ける に、 頓 ル郞等 四 五 人 未だ 家に ありし かば、 命 も 惜しまず 散々 に 

戰 ひける 間、 能景が 兵 多く 討 たれ、 疵を 被って 引退く，。 其 間に 凌に 火 を 懸け、 の 中に て 皆 自害し 

てけ り。 今日 二十 九！： IT 源平 七十 餘人首 を 斬られけ る こそ 淺ま しけれ。 中院左L-〇右ノ誤>K臣雅ji^< 

こ, A ち  む. よし  あぶて.. ぶ 

0. 大宮 大納言 伊通 卿、 東宮 大夫宗 能 卿、 左大辨 宰相 顯時 卿な ど 申されけ る は、 昔嗟峨 天皇の 御 時、 
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左 兵 衞督仲 成を誅 せられし より 以来、 久しく 死罪 を 停めら る。 依って 一 條院の 御宇 1^ 德に、 内大臣 伊 

周 公 幷に權 〔〇 衍カ〕 中納言 高 〔〇 隆ノ 誤〕 家 卿、 花 山 院を射 奉りし かば、 罪 旣に斬 刑に 當る 由、 法 家 

のケ i ら i がへ 申せし かど も、 死罪 一等 を 減じて、 遠 流の 罪に 宥めら る、 今 改めて 死刑 を 行 はるべき に 

-:|«?."っ く  お.，？ ち. フ、 .f 一ん、 f さ 一  しん ビぃ 

非ず、 就 中故院 御中 陰な り、 旁 {|?^/ られば 宜し かるべき 由 各 申され けれども、 少納言 入菹信 西內々 

申しけ る は、 此儀 然るべ からず、 多くの 凶徒 を 諸國へ 分遣 はされば、 定めて 既兵亂 の 基 たるべし、 其 

ことわり じんしゅ もつ まら  .  じんしゅ めい  - - k 

上 非常の 斷 は 人 主 專， にせよ と 云 ふ 文 あり， 世 中に 常に 有らざる 事 は、 人、 王の 命に 從 ふと 見えたり 

若 重ねて 僻事 出來 りなば、 後悔 何の 益 有らん と 申しければ、 皆 斬られに けり。 誠に 國に 死罪 を 行へば 

かい マい  ♦* さ  こ.' にん  なか 

海内に 謀叛の 者絕 えずと こそ 申す！ r 多くの 人を誅 せられけ る こそ 淺ま しけれ。 正しく 弘仁 元年に 仲 

成を誅 せられて より、 帝王 二十 六 代、 年紀 三百 四十 七 年、 絕 えたる 死刑 を 申 行 ひける こそうた て けれ。 

み もん  匸 うか おん あやまり 

中に も義 朝に 父 を 斬らせられし 事、 前代未聞の 儀に 有らず や、 且は 朝家の 御 誤、 且は其 身の 不^な 

り。 背き 難き 勅命に 依って 是を誅 せば、 忠と やせん 信と やせん、 若忠 なりと iK はた、 忠臣 は 孝子の 門 

に 求む と 云へ り-、 若 又 信と 云 は 父、 信 をば 義に 近くせ よと 云へ り。 義を 背いて 何ぞ 忠信に 從 はん。 さ 

れば 本文に 曰く、 君 は 至って 尊 けれども、 至って 親しから ず、 母 は 至って 親し けれども、 至って：^ 

からず、 父の み 尊 親の 義を 兼ねたり と、 知ん ぬ、 母よりも 尊く、 君よりも 親しき は 只 父な り、 如何 ぞ 


是を 殺さん や、 孝 をば 父に 資り、 忠 をば 君に 資る、 若忠を 面に して 父 を 殺さん は、 不孝の 大逆 不義の 

至極な り、 されば 百行の 中には、 孝行 を 以て 先と すと 云 ふ" 又 三千の 刑 は 不孝より 大 なる は 莫 しと 

たいけ" まン たどへ  . ^しゅん  こ lc、,> 

云へ り。 其 上 大賢の 孟、 喩を つて 曰く、  a 舜の 天子たり し 時、 其 父 詧暖人 を 殺害す る 事 有らん に.. 

時の 大理 なれば 皐陶是 を 捕へ て 罪 を 奏せん 時- 舜は 如何し 給 ふべき.、 孝行 fes なる を 以て 天下 を 保 

てり、 政道 正直なる を 舜の德 と 云 ふ、 然るに 正しく 大犯を 致せる 者 を 父と て 助けば、 Mil を錢 さん、 

天下 は是 一人の 天下に 非ず、 若政迫を正しくして刑を行は^.、 又 忽ちに 孝行の 道 に^かん、 は 

孝 を 以て； 大下を 治む、 然れば 只 父 を 負 ひて 位 を 捨て ざら ましと ぞ判ぜ ける" 況ゃ義 朝の 身に 於て を 

おん r£ 

や。 誠に 助けん と 思 はんに、 など か 其 道 無 かるべき U 恩給に 申替 ふると も、 縱ひ我 身 を捨 つると も- 

爭か是 を 救 は ざらん。 他人に 仰 付けら れんに は 力なき 次第な り。 誠に 義に 背ける 故に や、 き：： ぎの S 

ちう  こご  けんじゃ. フ  けっく いく 飞 i ろぼ 

忠 なりし かど も、 異なる 勸賞も 無く、 結句 幾程な くして 身 を 亡し ける こそ 淺 ましけ れゲ 

義朝弟 共 被.， t 事 

さる 程に 左 馬頭に 電 ねて 宣旨 下りけ る は、 汝が弟 共 皆尋出 だし 進ら すべし、 殊に 爲朝 とやらん は、 1 

iij に 矢 を 放さん など ゆしけ る 奇怪の 者な り、 搦 捕りて 誅 すべし となり。 義朝畏 つて 方々 へ 兵 を 差遣 
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はして 尋ねられければ、 此 彼より 尋出 だしてけ り。 爲朝は 敵 寄す ると 見ければ、 ^1- ともなく 失せに 

けり d 四 郎左衞 門 輯^、 掃 部 助 P 、仲、 六郞 爲宗、 七郞爲 成、 九郞爲 1、 以上 五 人の 人々、 都へ は 入る 

ベから ずと 仰 下されければ、 直に 舟 岡 山へ 將て 行きけ る。 五 人ながら 馬より 下りて！ 一 処 居たり。 最後の 

水を與 ふるに 1 各疊 紙.， にて 是を 受けけ る 中に、 部 助； S 仲此 水を联 つて、 唇 を 押 拭 ひて 申しけ る は、 

我 幼少より して 入の 首 を 斬る 事數 多し、 左樣の 罪の 報に や、 今日 旣に我 身の上に なりに けり、 兄 

にて おはし ませば、 左 衞門尉 毆にぞ 先立た せ 給 ひて 御供 仕る ベ けれども、 軍門に 君の 命な く、 戟^ 

に 兄の 禮 なしと 申せば、 死 を 先にす る道强 ひて 禮を 守らざる にや、 其 上存 ずる 子細 候、 日 i| 皇 后宮 

みうち  r  V ん  げんざん 

の 徒 一 £ に 申し 通 はす 女 あり" 夜 も來 つて 見參 すべき 由 申 侍りし を、 叶 ふま じき 由 心强く 申して 返し 

候 ひき、 定めて 只今 も尋來 らんと 覺ぇ 侍り、 最後の 有樣を 見えても 設 なし、 又 If 覺の淚 の 先立たん も 

本意な く 思 ひ 侍れば、 先立ち 申し 候、 六道の 衝 にて 必ず 參會ひ 奉るべく 候と て、 .^1^ 万 紐 を 解き、 

頸 を 延べて ぞ 斬られけ る" 其 後 四 人ながら 斬られけ り」 皆 能く ぞ 見えたり ける， - 次の 日 陣頭へ 持たせ 

C ぶ If  _'7>b  w  こく さ？ つ、 

て參 る。 左 I ぼ 門 尉 信忠是 を實撿 す。 獄門に は驟 けられず.. 穀倉 院の 南なる 池の 端へ ぞ 捨てられ ける。 

是は 故院の 御中 陰た る 故と ぞ皆人 申しけ る。 


保 元 物語 卷 第三 

義朝 幼少 弟悉 被.， 失 事 

さる 程に 內 裏より 卽ち義 朝 を 召され、 蔵人 右 小 ゾ辨資 長 朝臣 を 以て 仰 下されけ る は、 汝が弟 共の 未だ 多 

く 有るな る を、 縱ひ 幼く とも 女子の 外 は、 皆 尋ねて 失 ふべ しとな り 宿所に 歸 つて 秦 野次 郞を 召して 宣 

ひける は. 餘 りに ふ 不便 なれ ども. 勅定 なれば 力なし、 母 か g ぼか |g きて 山林に si れ たらん は 如何せん、 

六條堀 河の 宿所に 在る 當 腹の 四 人 をば すかし 出 だして、 相撬 へて 道の 程 わびしめ ずして、 舟 岡に て 失 

のぶ かげ 

へと ぞ 聞え ける 延景 難儀の 御 使 かな， 心 憂く 思へ ども， 主命 なれば 力なし、 淚を 袖に 收 めつ、 泣く 

泣く 輿を舁 かせて、 彼 宿所へ ぞ 赴きけ る， - 母上 は 折節 物詣の 間な り。 君 || は 皆お はしけり。 兄 をば 

乙 若と て 十三、 次 は 龜若ピ て 十一、 isf 若 は 九つ、 天 王 は 七つな り 此人々 を 見付けて 5i しげに 

は の Q  おんさ ま 

こそ 有り けれ、 泰野 .pt- 郎、 入道 殿の 御 使に 參 つて 候、 殿 は 十七 日に 比 叙 山に て 御樣を 替 へさせ 給 ひ 

かの. どの  よの な？ 1  ケ i- や 1 う-,. - り. ^に 

て、 頭 殿の 御 許へ 入らせ 給 ひし を、 世間 も 未た 慎まし とて、 北山 雲 林院と 申す 所に 忍びて 渡らせ 給 ひ 

候が、 君達の 御 事覺朿 なく 思 食し 候 間、 御 見參に 入れ 奉らん 爲に、 具し 奉って 參 らんと て、 御迎に 

つて 候と 申せば、 乙 出合 ひて、 誠に 樣替 へて おはし ま， r とは簡 きたれ ども、 軍の 後 は 未だ 御. を 
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見 奉らねば、 誰々 も皆戀 ひしく こそ 思 ひ 侍れと て、 我先にと 舆に爭 ひ 乘られ ける こそ 哀 なれ。 是を L ぁ途 

の 使と も 知らず して、 各舆 共に 向 ひつ 急げ や げと 進みけ る。 羊の 歩み 近付く を 知ら ざり ける こ 

そ はかな けれ" 大宮を 上りに 舟 岡 山へ ぞ 行きたり ける」 峰より 東なる 所に 舆异居 ゑて 如何せ ましと 思 

ふ處 に、 七つになる 天 王 走り出で て、 父 は何處 にお はします ぞと問 ひ 給へば、 5^ 景淚を 流して 暫しは 

物 も 申さ ビ りしが、 良あって 今 は 何 を か隱し 進ら すべき、 大殿は 頭 毆の御 承りに て、 昨日の 嘵 斬られ さ 

せ 給 ひ 候 ひき、 御き 弟た ち も八郞 御曹司の 外 は、 四！？ 左衞門 殿より 九郞 殿まで 五 人ながら 夜べ 此 表に 

見えて 候 山 本に て 斬り 奉り 候 ひぬ、 君達 を も 失 ひ 申すべき にて 候、 相 溝へ てす かし 出 だし 進ら せて、 

わびしめ 奉ら ぬきにと 仰 付けられ 候 間、 入道 殿の 御 使と は 申し 侍るな り、 思 食す 事 候 は V、  5! 景に仰 

置かせ 給 ひて、 皆 御念 佛候 べしと 申せば、 四 人の 人々 是を 聞き、 皆 輿より 下り 給 ふ 九つになる 鶴？ 1^ 

殿下 野 殿へ 使 を 遣 はして、 何に 我等 をば 失 ひ 給 ふぞ、 四 人 を 助 置き 給 は t 郎等 百騎 にも 勝りなん ずる 

物 を、 此 M 申さば やと 宣 へば、 十一 歳になる 龜 若.. 誠に 今一度 人 を 遣 はして、 に 聞かば やと 申され 

ける 處に、 乙 若殿 年 十三なる が、 あな 心 憂の 者 共の 云 ひが ひな さや、 我等が 家に 生まる-者 は、 幼 

けれども 心 は 武しと こそ 申す に、 かく 不覺 なる 事 を 宣ふ物 かな、 世の 理 をも辨 へ、 身の 行末 を も 思 

ひ耠は r、 七十に 成り 給 ふ 父の 病氣に 依って 出家遁世して 憑み て 来り 給 ふだに 斬る 程の f^€ 人の！^ し 


て 我々 を 助け 給 ふ 事 有ら じ、 あはれ はかなき 事し 給 ふ 頭 i かな、 是は淸 盛が 和識 にて ぞ有 るらん、 多 

くの 弟 を 失 ひ 果てて、 只 一人に なして 後、 事の 次に 亡さん とぞ 計ら ふらん を 陰らず、 P 、今 我 身 を 失 は 

せ 給 はんこ そ 悲し けれ、 二 三年 を も 過し 給 は 幼 かりし かど も 乙 若が- 舟 岡に て 能く 云 ひし 物 をと、 

汝等も 思 合せん ずる ぞ とよ、 さても 下野 殿 討 たれ 給 ひて 後、 忽ちに 源氏の 世絕 えなん ことこ そ 口惜し 

けれと て、 三人の 弟た ちに も、 な 歎き 給 ひそ. 父 も 討 たれ 給 ひぬ、 誰か 助けお はし まさん、 兄 達 も 皆 

斬られ 給 ひぬ、 情 を も 懸け 給 ふべき 頭 殿 は 敵 なれば * 今 は 定めて 一 所 懸命の 領地 もよ も あら じ、 然 

こつ じ キーる ら .>  こ >- かしこ  あれ 

れば命 助かりたり とも、 乞食 流浪の 身と 成りて、 此 彼に 迷 ひ 行かば、 彼 こそ 爲義 入道の 子 共よ と、 人 

人に 指 をさ& れん は 家の 爲 にも 耻辱 なり、 父戀 ひしく ば、 只 西に 向って 南無 阿彌陀 佛と唱 へて、 西方 

わう じ やう  はちす  お な 

極樂に 往生し、 父御 前と 一 つ 蓮に 生れ 合 ひ 奉らん と 思 ふべ しと、 長し やかに 宣 へば、 三人の 君達 各 西 

らいはい  つ はもの  き 人に ち 

に 向って 手 を 合せ、 鱧拜 しける ぞ哀 なる。 是を 見て 五十 餘 人の 兵 も、 皆 袖 をぞ濡 しける。 此 君達に 

各 一人 づっ a 母 共 付きたり けり。 內記平 太 は 天 王 殿の a 母、 吉田次 郞は龜 若、 佐 野 源 八 は 鶴 若、 原 後 

めのと  としごろ ひ ごろ-; fx?.- つかへ あさ S ふ 

藤 次 は 乙 若殿の 乳母な り。 差 寄って 髮結 上げ、 汗 拭 ひな どし ける が、 年 _ ^日 來宮 仕、 旦暮に 撫で はだ 

け 奉りて、 只今 を 限と 思 ひける 心 ども こそ 悲し けれ。 されば 聲 を 擧げて 叫ぶ ばかりに 有り けれども、 

幼き 人々 を 泣かせ じと 抑 ふる 袖の 間よりも、 餘る淚 の 色 if く 包む 氣色 も顯れ て、 思 遣る さへ 哀 なり。 

保 元 物 卷第三  七 111 


保 元 物語 卷 第三  七 四 

I： のぶ か； t  .^;^ら おさなごころ  む ざん 

乙 若 延景に 向って、 我 こそ 先にと 思へ ども.， 彼等が 幼 心 にお ぢ 恐れん も無慙 なり、 又 云 ふべき 事 も 

侍れば、 彼等 を 先に 立てば やと 宣 ひければ、 秦野 ff^ 郞太 刀を拔 いて あへ 廻りければ、 母 共 御：：： を 塞 

がせ 給へ と 申して 皆 退きに けり。 卽ち 三人の 苢 前に ぞ 落ちに ける。 乙 若 是を見 給 ひて 少しも 驟 がず、 

いしう 仕りつ る 物 かな、 我 を もさ こそ 斬らん ずらめ、 さて 彼 は i: にと 宣 へば、 ほかい を 持たせて 參り 

おしの |*)  ひ y ん  か "t>>J 

たり。 手づ から 此首 共の 血の 付きた る を 押 拭 ひ. 髮搔 撫で、 あはれ 無 li^ る 者 共 や、 加 a& に 果報 少なく 

生れ けん、 只今 死ぬ る 命より、 母御 前の 聞 食し 歎き 給 はん 其 事 を、 兼ねて 思 ふぞ譬 へな き、 乙 若 は 命 

を 惜しみて や、 後に 斬られけ ると 人 云 はんず らん、 全く 其 銭に て は 無し、 加 の 事 を 云 はんに 付けて 

も、 又 我 駒ら れん を 見ん に 付けても 〔泣き 一有〕 留 りたる 幼き 者の 又 泣かん も 心苦しくて 云 はぬな 

ご ビ~  や は ii 

り、 母御 前の 今朝 八幡へ 詣で給 ふに、 我も參 らんと 申せば、 皆參 らんと 云へば、 具せば 皆 こそ 具せ 

か うらみ  げ か- フ 

め、 具せ ずば 一人 も 具せ じ * 片 恨に とて、 我等が 寢 たる 間に 詣で給 ひしが、 F 向に てこ そ 尋ね 給 ふ 

らめ、 我等 か- -る べしと も 知ら ざり しかば、 思 ふ 事 を も 申 置かず 形見 を も 進ら せず、 只 入道 殿の 呼 

び 給 ふと 問き つる 嬉し さに、 急ぎ 輿に 乘 りつる ばかりな り、 されば 是を 形見に 奉れと て、 弟 共の 額 

髮を 切りつ &、 我髮を 具して、 若 ipi ひも やせんず ると て、 別々 に 包 分けて、 各 其 名 を 書付け て、 秦 

薪 次 郞に貽 びに けり。 又詞 にて 申さん ずる 樣は よな、 今朝 御供に 參 りなば、 終に は 斬られ 候と も、 最 


後の 有樣 をば 互に 見 もし 見え 進ら せ 候 はん ずれ ども、 中々 互に 心苦しき 方 も 侍らん、 御 留守に 別れ 奉 

もも 一つの 幸に てこ そ 侍れ、 此 十年餘 りの 間 は、 假 初に 立 離れ 進ら する 事 も 侍らぬ に、 最後の 時し 

も 御： nl- 參に 入らねば、 さ こそ 御 心に 懸り侍 るら め なれ ども、 旦は 幡の御 計 ひかと 思 食して、 痛くな 

歎 かせお はし まし 候 ひそ  >  親子 は 一世の 契と 申せ ども、 來世は 必ず 一 つ 蓮に 參逢 ふやう に. 御念 佛 候べ 

しとて、 今 は： f 等が 待 遠なる らん 疾く くと て、 三人の 死骸の 中へ 分 入って、 西に 向 ひ念佛 三十；？ r は 

かり 申されければ、 首 は 前へ ぞ 落ちに ける。 四 人の 現 母 共 急ぎ 走 害り、 首 も 無き 身 を 抱きつ 、、 天に 

わめ  こ-わり  あ ひく わ  かなしみ  ひ たれ 

仰ぎ 地に 伏して 喚き 叫ぶ も 理 なり。 誠に 淚と 血と 相 和して 流る」 を 見る 悲 なり】 内 記 平 太 はま 港 

てん わ r>  は"；  へんし 

の 紐 を 解いて、 天 王 殿の 身 を 我 膚に當 てて 申しけ る は、 此君を 手 馴れ 奉りし より 後、 一日片時 も 離 

れ 進ら する 事無し、 我 身の 年の 積る 事 をば 思 はず、 早く 人と 成らせ 仏 ねへ かしと、 明暮思 ひて 育み 進ら 

せ、 月日の 如く 仰ぎつ るに、 只今 か 、る H を 見る 事の 心 憂さよ、 常 は 我 膝の 上に： S 給 ひて 5^ を 撫でて 

, しゃ、 ゥ  うた-お お ざ め  ないき 

何時か 人と 成りて、 國をも 庄をも 一れ けて 知らせん ずらん と宣 ひし 物 を、 假寢 の寢覺 にも 内 內記と 

まぼろし 

呼ぶ 御 IT 耳の 底に 留り、 只今の 御 姿 幻 にかげ ろへば、 更に 忘るべし とも 覺ぇず 、 是 より 歸 りて 命 

生きたら ば、 千年^£2年を經べきゃ、 死 出の 山 三 途の河 をば 誰か は 介錯. S. すべき、 恐ろしく 思 食さん に 

# けても、 先 づ我を こそ 尋ね 給 はめ、 生きて 思 ふ も 苦しき に、 主の 御供 仕らん と； K ひも 架て ず、 腰の 
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力 を拔く 儘に、 腹搔 切って 失せに ける。 格 勤の 二人 有りけ る も、 幼く おはし ませし かど も、 情深く お 

はしつ る 物 を- 今 は 誰 を か 主と 憑むべき とて、 剌違 へて 二人ながら 死にけ り。 此等六 人が 志， 新な しと 

ぞ 申しけ る。 同じく 死す る 道 なれ ども、 合戰の 場に 出で て、 主君と 共に 討死し 腹 を 切る は 常の 習 なれ 

1- めし 

ども、 か X る 例 は 未だ 無しと て、 ほめぬ 人 こそ 無 かり けれ- 此首 ども 渡す に 及ばず、 餘 りに 父 を戀ひ 

しがり ければ とて、 圓覺 寺へ； 5^ 一り て 入道の 墓の 傍に ぞ 埋めけ る。 

北方 身 投給事 

の 0  ^ か .2  や t に  あか 

さる 程に， 秦 野次 郞は卽 ち 六條堀 河へ 參 りたれば、 母 は 未だ 下向 もな し。 依って 八幡の 方へ 馳行 くに、 赤 

^  G ぶ ながえ 

井河 原の 邊 にて 參逢 ひたり。 延 ^馬より 飛 下りて、 輿の 緩に 取 付けば、 やがて 輿 をぞ： 居 ゑけ る。 判官 

かラ のさの 

殿 は比戰 山に て 御 出家 候 ひて、 十七 日の 嘵 頭 殿の 御 許へ 渡らせ 給 ひ 候 ひし を、 隱 置き 進ら せて 樣々 に 

てんき  し^；ざか 

申させ 給 ひ 候 ひし かど も、 天氣 終に 許させ 給 はで、 昨日の 曉七條 朱 雀に て 失 ひ 進ら せ 候 ひぬ、 五 人の 

き. ふな を か 

御曹司た ち を も、 昨日の 暮 程に 北山 舟！； と 申す 所に て 皆翱り 奉り 候 ひぬ、 六條 殿に 渡らせ^ ひつる 

四 人の 君達 を も、 i^i 山に て 只今 失 ひ 申し 候、 是は乙 若 御前の 最後の 御 形見 を 進ら せられ 候と て、 件 

の 髮を联 出 だし、 御 有樣を 委しく 語 申せし かば、 母上 是を 聞き 給 ひ、 夢 か 現 か 如何せん とて、 卽も消 


人り 給 ひしが、 良 暫く 有って、 少し 心地 出で 来て、 今朝 八幡へ 參 りつる も、 判官 や 子 共の 爲ぞ かし、 

._'v.^;>  ヒ のみ 

氏神に てお はし ませば と 憑 を 懸けて ぞ參 りしに、 皆々 失せぬ らん、 神なら ぬ 身の 悲し さよ- か、 るべ 

しと 思 ひなば、 何 か は 物へ 參 るべき * 今朝し も 彼等に 添 はずして、 最後の.. 、を 今一 目 見 ざり し 事の 悔 

しさよ、 夜べ 此 等が 面々 に 我も參 らんと 云 ひし を、 樣々、 にす かして 寢 入りた る 間に iloIiLS で たれば、 

定めて |L 向したら ば 口々 に 恨みん を • 如何 答へ ましと 今まで も 案じた るに、 何に 大 菩薩の を かしく S 

食し つらん、 せめて は 一 人な りと も 具したら ば、 終に は 失 はる とも- 今まで は 身に 添へ てまし、 夢 

にも かくと 知るならば、 何し に 八幡へ 參 るべき- 妾 子 共に 打 連れて 舟 岡と かやへ 行き- 失せに し 一 

所に て 兎にも角にも 成るならば、 加 程に 物 は 思 じと、 あこがれ 給 ふぞ痛 はしき。 其 儘旣絕 人り 給 ひ 

ぢゃ t-- ふ  やかた  h.b.i 

しが、 定禁 ならぬ 命に て、 又 生 出で 給 ひけり。 今 は 館に 歸 りても- 誰 を 友に か 侍らん、 只 お^も 

判 {n 殿の 斬られ 給 ひし 所へ 具し て 行き、 同じ 野原の 露と も 消 果てさせ よと かこち 給 ひ、 旣に 輿より 

走 出で、 身 を 投げん とこ そし 給 ひけれ。 延 ast に 介錯の 女房な ど樣ん に 申しけ る は、 御 歎 はさる 御 

事に て 候へ ども >  御身の 一人の 事なら ず、 大殿幷 に 君達の 御. ゆ 思 食さん に 付けても.' 御 i など 替へ 

させ 給 ひて、 一筋に 無き 御 跡 を 弔 ひ 進ら せらるべき なり、 御身 を さへ 失 はせ 給 ひなば、 無き 人の 御 E:!! 

觀 罪深かるべき御事なり、されば左大臣殿の北^1^^御樣を替へさせ給ふ、 平 馬 助 輿の 女房 も、 五 人の 
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子 共に 後れて、 さ こそ 心 憂く 思 食し けめ ども、 樣替 へて こそお はし ませ、 縱ひ御 命 を 失 ふと も、 六道 

しゃ 5  きんだち  か J- ち  ま^ちし ii より 

四 生の 問に， 入道 殿に も 君達に も 逢 ひ 進ら せらる- -事難 かるべし- 香の 烟に形 を 見、 ^ の 便に を 

聞きし も、 皆 身 を 全くした りし 故な りな ど 慰め 奉れば、 妾 もさ こそ は 思へ ども、 今日明日 樣を替 へん 

に は、 落人の 方樣の 者と 思 はぬ 人 は 有ら じ、 さらば 名 乖 らずは 左. S? なく 許す まじ、 あかさん に 付けて 

は、 爲義 入道の 妻の 兎 有りて 角 有りて と 云 はれん 事も耻 かし、 其 上人 は 一 日 一 夜 を， f るに も， 八^^四 

千の思有りと；！^ふ、 異なる 思な き 人 も、 さ 程の 罪の 有るな るに、 縱ひ 出家と なりたり とも、 月日の 立 

つに 隨 ひて、 年老いた る 人 を 見ん 時 は、 入道 殿 も あの 齢に あらんと 思 ひ、 幼き 者 を 見ん をり は、 我 子 

共 も是 程に は 成りなん と 思 はん 次 の 度 I 母に、. 斬らせし 人 も 恨めしく、 斬り けん 者 も 情なく 思 はん 事 

も 心 憂し、 されば 凡夫の 習に て、 我 身の 物 を 思 ふ i に、 人 も 歎の 有れ かしと 思 はん 心 も 罪？ 比し、 か 1 

る愁に 沈みて は、 念佛も 更に 申され じ、 只 同じ 道に と 歎き 給 ふ を 色々 に 慰め 奉れば、 さらばせ めて 

七條 朱^ を兒ば ゃと宣 へば、 各悅 びて 彼に 輿 を； ゑ たれ ども、 何の 餘波も 見え 分かず、 さらば 舟 岡 

かつらが K のば 

へと て、 桂 河 を 上りに 北山 を 差して 行く 程に、 五條が 末の si- に？ ま € く 水深げ なる 所に て、 輿 を 立てさ 

せ、 石に て 塔 を 組み、 入道より 始め 四 人の 君達の 爲と 廻向して、 懷 快に 石 を 入れ、 さらぬ 體 にもて 

なし、 入道の 失せ 給 ひし 所へ 行き たれ ども、 聲 する 事 も 無く、 目に 見 ゆる 物 無し、 又 舟 岡へ 行きたり 


七 し-ごろ  1,- の  1:- もん ぼん  みや-? が ラ 

とも 同じ 事に てこ そ 有らん ずれ、 妾 年 來觀音 を 憑み 進ら せて、 毎日 普 門 品 三十 三卷、 彌陀の 名號ー 

萬 遶唱へ 申す が、 今日 物詣に 未だ 終らず、 館に 歸 りたら ば、 幼き 者 共の 弄 物 を 見ん に 付けても、 

爱 にて は 鬼 有りし 角 有りし など 思 はんに、 心 亂れて 勤 もせら る まじければ、 爱 にて 滿 じて 聖靈 たち 

にも 廻向 せんとて、 ^お 塔 を 組みぬ ふかと こそ 思 ひしに、 岸より 下へ 身 を 投げて 絡に はかなく 成り 給 

めのと  あわ  ♦* しりい 

ふ。 乳母の 女房 是を W 一て、 續 いて 河へ ぞ 入りに ける C 供の 者 共是を 見て 遠て 騷ぎ、 走 入って ぬれ 

ども、 石 を 多く 袂に 入れ 給 ひける 故に や、 やがて 沈みて 見え 給 はず。 程 經て遙 の 下より 联 上げて、 

二人ながら 卽ち其 夜鳥 部 山の 烟 となし 奉りて、 遣 骨 をば 圓！？ 寺に ぞ收 めけ る。 今朝 舟 岡に て 主從十 

人、 朝の 露と 消 行けば、 今夜 は 桂 河に て 二人の 女房 暮 〔〇 夕べ a- の 烟と立 登る。 生死 無常， の理、 哀な 

りし 事 どもな り。 

左大臣 殿御 死骸 實撿事 

さる 3^ に 二十 一 日 午の 刻ば かりに、 瀧 口 三人 官使 一人 南都へ 赴き、 左府の 死骸 を實檢 す。 瀧 ロは资 俊、 

f.^ み-つ，、 わ A し. ，々 しし J.5 な. i はら も. つのぶ  そふつ か か は， U  はんにゃの ご さん-てい 

師光 能 盛な り 官使は 左史生 中原 師信 なり、」 其 所 は 大和 1： 添 上 郡 河 上 村、 般若 野の 五 三昧な り。 道 

より 東へ 一 町ば かり 入りて、 實成 iiri 墓の 東に 新しき 墓 有りけ る を、 掘 起して 兑れ ば、 骨 は 未だ 相 
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3 い-て 肉 少しお しけれ ども、 其 形と も 見え 分かず、 其 儘 道の 邊に打 捨てて 歸 りに ける。 二 4 '二日、 左大 

臣 のお だち 四 人、 嫡男 右 大將兼 長、 次男 中納言 師長 "同 年に て 共に 十九 哉な り。 三男 左中將 is- 六 一 ：o 

八. 2 歳、 S 男 SIf 禪師 十五に ぞ 成り 給 ふ。 各 心 を 一 つに して 祖父. Islfe に 申されけ る は、 が もお は 

しまさず、 何の 憑 有って かかくて 侍らん、 今度の 罪 聊 も 宥めら るべ からず と 承る、 殊に 大臣 も 罪.： ji- 

くまし ませば >  其 子 共 皆 死罪に こそ 行 はれん ずらめ、 命の 有らん 事 も 何時 を 限と も 知らね ども- 身の 

暇を紛 はって 出家 を 遂げ、 若 露の命 消え や-しずば、 rili^sf の 道に 入って、 ^^%の御菩提を弔ひ宇り 

ん、 昨日 勅使 大臣の 御 墓に 向って、 死骸 を 掘 起して 路 のほとりに 捨置 くと 云々、 心 憂し とも 申す： H か 

りなし、 亡父 是 程の 目 を 見 給 ふに、 其子士 として 人に 二度 面 を 合 はすべし とも^えず と." へ f、  \ 

道 殿 は 明日の 事 をば 知らね ども、 只今まで も 斯くてお はし ませば、 夫 を 憑み てこ そ 侍る に、 ij::々4^* 樣 

に 成り^ はく 何に 心 を 慰めん、 世に は 不思議の 事 もこ そ 有れ- 何なる 有様 にても、 今 一 度 朝廷に 仕 

へて、 父の 跡を纖 がんと は 思さぬ か、 斜 ならず 此 世に 執 傑 かりし 人 なれば、 無き g まで もさ こそ は 思 

はめ、 さすが 死罪まで はよ も 有ら じ、 縱ひ遠 is の 嶋に遷 されたり とも、 運侖 有らば 計らざる が" の 事 

も 有りなん、 漢 の孝宣 皇帝 は 禁獄せられ L かど も、 帝 運 有れば 獄 より 出で て 位に 卽 きに けり。 右大 Ri^ 

成 太 宰；^ に遷 されたり けれども、 歸京を 許されて 再び 攝政 〔〇 丞相 11^:〕 の 位に 至れり、 か  る 列， J 有る 


ぞ かし、 春 日 大明神 捨てさせ 給 はずば、 など か 憑 も 無 からん と、 仰せられ も あへ ず 泣き 給 ふこ そ哀な 

る、 然れば 此御心 を 1^ らん-," 不孝と や 思し けん、 左右な く 出家 もし 給 はず。 

新院御 遷幸 幷重仁 親王 御 事 

さる に 今日 藏入右 少辨& 長  1i 言 を 承りて 仁 和 寺へ， 參り、 明くる日 二十 三日 新院を 讃岐國 へ遷し 奉る 

べき 由を奏 EM す。 院も都 を 出で させ 給 ふべき 由 をば、 内々 聞 食し けれどべ，、 今日明日と は 思 食 さいる 

處に、 正しく 勅使 參 りて isif 定り しかば. 御 心細く 思 食し ける 餘 りに、 かく ぞ 口ずさみ 紛 ひける、 

都に は 今 t おば かり ぞ 住の 江の きし 道 下りぬ いかで 罪 見し 

新院ぃ rl^t ど 父のお はします 時、 何樣 にもな し 奉れと、 花藏院 僧正 $sir か坊へ 渡し 奉る。 御供に は 右 

あ  >.も り  じょ. 「みっし： t  ちょくち や、 つ 

衞門大 夫 f 一 31. 盛、 左 兵 衞尉光 霜な り。 僭 正 頻に辭 し 申され けれども、 勅定 背き 難く して 請 1^ り 奉らる， - 

旣に御 出家 有りし かば、 年来 日來宮 〔〇 東宮 一：^〕 にも 立ち 位に も卽 かせ 給 はんと こそ 待ち 率る に、 かく 

思の 外に 御 飾 下す 事の 悲し さよと， 付き 進ら せた る 女房た ち 泣 悲しむ ぞ哀 なる。 此宮は 故 刑 部 卿忠盛 

、-り もり 

朝ぉ御^^母にてぉりしかば、 淸盛 * 賴盛は 見放し 奉る まじ けれども、 餘 所になる こそ 哀 なれ。 明 くれ 

にん，； じ  やすなり  さ さ  しれ 

ば 二十 三日、 未だ 夜 深き に 仁 和 寺 を 出で させ 絵 ふ。 美 濃 前 司 保 成 朝臣の 率 を 召さる」 佐 渡 式部 大輔重 
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？  iJ んんん 

成が 郎等 共、 御 車 を 差 寄せて、 先づ 女房た ち 三人 を 御 車に 乘せ 奉る。 其 後仙院 召されければ、 女房 

ちゃ. フく わん  く  Jr.  to. ミ 

たち餘 を 調へ て 泣 悲しみ 給 ふ〕 誠に 日 比の 御幸に は、 廂の 車を廳 官 などの 寄せし かば、 公卿 殿上人 

庭 上に 下 立ち、 御隨身 左右に k り、 官人 番長、 後に 從 ひしに、 是は 怪しげなる 男、 或は 甲 ST を 鎧う 

つ はもの  こセ わり  と it  0JO 

たる 兵 なれば、 = も昏れ 心 も 迷 ひて 泣 悲しむ も理 なり 夜 も ほの-^ と叨 行けば い 鳥 羽 殿 を 過ぎさせ 

』  し； t なり  ，】 な， 5,タ の  おん： j か. どころ 

給 ふとて、 11£t 成 を 召されて.' 田 中 殿へ 參 りて 故 院の御 墓所 を "み、， 今 を 限の 暇 を も 申さん と 思 ふ は 何 

にと 仰 下されければ、 軍成畏 つて、 安き 御 事に て 候へ ども、 宣匕 曰の 刻限 移り 候 ひなば 後 勘 如何と 恐れ 

こ <  わ：'  あんらくじ ゆ つん 

申しければ、 誠に 汝が 痛み 申す も理 なり、 さらば 安樂 壽院の 方へ 御 車 を 向けて、 懸け はづ すべし と 仰 

せければ、 卽ち牛 をはづ し" 西の方へ 神 向け 奉れば、 只 御 涙に 咽ば せ 給 ふよ そ ほひの みぞ えけ る〕 

是を 承る 警 固の 武士 共 も、 皆 鎧の 袖 をぞ濡 しける C 暫く 有って 鳥 羽の 南の 門へ 造 出 だす- 國司季 む 朝 

くさつ  ♦  し： 

臣 御舟 幷に 武士 兩 三人 を 設けて、 草津 にて 御舟に 乘せ 奉る、 軍， 成 も讚岐 まで 御供 仕る ベ かりし を！： く 

辭し 申して 罷歸れ ば. 汝が此 程 情 有りつ るに、 卽ち 罷留れ ば、 今日より 1、 御 心細く こそ 思 〈れ せ、 光?^ 

法師 未だ あらば 事の. S を 申して 追って 參る べしと 申せ、 返す.. *\此 程の 情 こそ 忘れ^く £ (食せ と， 御 

定 有りけ る こそ 忝な け わ。 勅 定 なれば にや 御舟に 召されて 後、 御屋 形の 戶には 外. -リ 差して け 

りじ 是を見 奉る 者 は 申す に 及ばず、 怪しの 賤の女- 猛き 武士まで も、 袖 を 絞らぬ は 無 かりけ り。 道す 


ご ビん  ぎよし A 

がら も はか-.^ しく 御 膳 も參ら ず、 打 解けて 御寢 もなら ず、 御 歎に 沈み 給へば、 御 命 を 保た せ 給 ふべ 

しと も覺 えず、 月日の 光 を も 御覽ぜ ず、 只 烈しき 風、 荒き 波の音ば かり 御 耳の 底に g りけ る。 爱は 

須 磨の 關と 申せば、 行 平 中 納言近 流せられ て、 藻鹽 垂れつ X と 詠 じけん 所に こそと S 食し、 I しが i,^ 

お ほ-. sf はい r- い 

國と聞 食せば、 大炊廢 帝の 遷 されて 思に 堪 へず、 幾程な く 失せ 給 ひけん 嶋に こそと、 昔は餘 所に 聞 食 

し X かど も、 今 は 御身の 上に 思 食す こそ 哀 なわ。 急がぬ 日數の 積らぬ にも * 都の 遠ざかり 行く 呈も 

思 食 知られて、 一宮の 御行く へ も 如何が 有らん と覺 束な く、 又 合戰の 日白 河 殿の 烟の 中より， 迷 出で し 

に、 女房た ち も 何 慮に 在る とも 聞 食さねば、 只 生きて 生 を 隔てたり とも、 是 なるな らんと ぞ思 貧す- 

異國を 聞けば、 昌邑王 賀は故 國に歸 り、 玄宗 皇帝 は蜀 山に 遷 さる) 我國を 思へば、 天-お- trilf に 

殺され、 崇神 〔〇 峻ノ 誤〕 天皇 は 逆臣に 犯され 給 ひき。 十 善の 君萬乘 の 主、 ，^ん|1 の 宿業 をば 週れ 給 は 

ずと 思 食し、 慰む 端と ぞ 成りに ける。 讃岐に 着かせ 給 ひし かど も、 國司 未だ 御所 を 造 出 だされ ざれ 

y いちや-，？^ さ 一 か" ほ  いち .3 

は、 當國の 在廳散 位高 季 〔〇 遠^〕 と 云 ふ 者の 造りた る 一 宇の 堂、 松 山と 云 ふ 所に あるに ぞ 人れ 進ら せ 

ける、 されば 事に 觸れて 都を戀 ひしく 思 食し ければ かくなん。 

濱 千鳥 跡 は 都に 通へ ども 身 は 松 山に 音 をのみ ぞ啼く 

に  < わじ  あご 

新^ 仁 和 寺 を 出で させ 粉 ふ 御迹に 不思議の 事 有りけ り。 清 盛、 義朝 洛中に て 八"。 すへ しとて、 源平 兩 
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家の 郞等 白旗 赤旗 を 差して、 束 西南 北へ 馳違 ふ。 今度の 合戰 思の 外 早速に 落 居して、 諸人 安堵の 思 を 

なして、 隱し 置きけ る 物 ども 運び 返す 處に、 又此 物^ 出で 來れ ば、 今日 こそ 誠に 世の 失 Bi- てなん よ 

と、 て驟 ぐ" 大臣 公 iss- にて 內 裏へ 馳參り 給へば、 主上 驚き 思 食して、 兩 方へ 勅使 を 立てら 

れて 云く" 各存 ずる 所有ら ば、 奏聞 を經て 聖斷を 仰ぐべき 慮に、 兩人 忽ちに 合戰に 及ば/いずる 條天 

il に 及ぶ、 子細 何事 ぞ 早く 狼 f 仏お を 止むべし と 云々。 兩人 共に 琉形 無き 由をぞ 勅答 申さる。 其 日 新院の 

な.！， み P  y しょ  ぶんこ  す. - つな ふとも^ね  けんち ，  なか .a こいちが ふ 

中 御門 東 洞院の 御所に 建てられ たる 文庫 共 を 出納 知 兼 を 以て 逾知 せらる" 或 文庫の 中に 手箱  一 ？ n あ 

り。 を 付けられて 御祕 藏と覺 えたり" よって 知 兼是を 持ちて 參 内す。 卽 ち叙覽 有る に、 御^ 想 

うち  ぢ よ- rt  y び  ごり ふぐわん  じんじん :•  しる 

の 記な り 其 中に 度々 重祥 の^ あり。 其& 毎に 御 立願 あり，" 總 じて 甚 奇異の If 共 を 註し fra かせ 給 

い ^  ちょうそ  r. い 

へり。 然る を 今 披露 あり、 何ば かり 口惜しく 思 食す らんと 覺 えたり。 贯 称の 御 事 は、 我 朝に は齊 

り、 '7f  ん しれ  し 5 じゃく しら か は り や フゐん  ご そ い  _rr- よい 

明い 稱 德ニ 代の 先蹤 有る が、 朱 雀、 白 河の 兩 院 も！^ に 御 素 意 を 遂げ 給 はず、 御意に 深く 懸けられた 

し A じゃく. -ん ぼ こ. リ おんす、 め  r- ん りゃくの み v;. さ 

れば にや、 御 夢にも 常に 御覽 じけん、 朱 雀院は 母后の 御勸に 伎って、 御 弟 犬疆& に^り 奉られ 

しが、 御 後悔 有りて、 復り卽 かせ 給 はん 由、 方々 へ 御 祈 ども 有りけ り。 伊勢へ 公卿 勒使 など 立てられ 

ほふみ やう  チ よ.. fis-b の  * ん 

けり： 白 河 院も其 志 ましまして、 御 出家 は 有りし かど も、 法名 をば つかせ 給 はず、 淨見原 天 の 先 

rt  ちょ、 riv  ひ；^ すら 

蹤 など を 思 食し ける にや、 白 河院重 5^ の 御 志 深 かりけ る 故、 院 中の 御 政務 は 一 向此 御代より 始れ り。 


後 三 條の御 時まで は、 讓國 の後院 中に て 正しく 御 政務 は 無 かりし なり。 されば 院中 のせき 例に、 白 

河 鳥 羽 を 申すな り。 脫展 と旣に 申す 上 は、 古き 纏の 足に 懸 りて： 括て まほし きを 捨 つる 如くに 思 食す ベ 

きに、 ：ili 句 新 帝に 讓り給 ひて 後；？ sis の 御望 あり、 それ 叶 はねば 院中 にて 御 政務 有る 事、 都べ て 道理 

にも 背き、 王者の 法に も 違へ り- 加樣に 朝儀廢 るれば、 か る亂も 出で 來る なり。 すべて 今 ぼの 合戰 

は 前代未聞と 申す にや.' 主上 上皇 御 連枝な り、 關白 左府も 御兄弟、 武士の 大將 爲義、 義朝 父子な 

り、 此丘 t 亂の 源 も、 只故院 后の 御勸 めに 依って、 不義の 御受？ t ども ありし 故な り。 先づ の 後 15 

i- ラ ぎん  び やぐ こつう 

其 末まで 御 計ら ひ あらんに は、 《"£ 今 は 誰に 讓り まし まさん、 帝王と 申す に 付けても、 白 虎 通に は、 

ムな  しゃう ぼ ふねん ぞ やう  は- だいち フ 

天地に お ふ 人 をば 帝と 稱し、 仁義に 合 ふ 人 をば 王と 云へ り- 正 法 念. 1 に は、 始め 胎 中に 宿り 給 ふ 時 

より 諸， fk 是を 守護す、 三十 三 天 其德を 別って 與へ給 ふ 故に 天子と 稱 すと 云へ り，^ 彼 經には 三十 七 法具 

めぐみ ま-ごこし  にう わ  しゃ うぢ f-l こてね  へん > 

足せる を國 王と す、 常に 惠 施 を 行 ひて 惜しまず、 柔和に して 怒らず、 id 直に 理 りて 偏頗な し、 4Q 

.A う を  かんが  さんよく 

き 道 を 正しくして 捨てず、 能く 入の 好惡を 知り、 能く 世の 理胤 を鑒 み、 S 愁 なく 邪見な く 一切 を憐 

V, やう  XI 仁く し  しょ 

み 十 善 を 行す 此說 あり。 されば 聊か も 御 私 無く 天下 を 治め 給 ふべき に、 愛子に 溺れて 庶を 立て、 

11^ &に迷 ひて 弟 を 用 ふる、 國の亂 る \ 基 なり。 此を 以て 書に 云く、 聖人の 禮 をな す、 其 嫡を续 みて 

しょし  ャ. ばう  でん 

世 を 握が しむる にあり、 太子 踐 しくして 庶子 を 尊ぶ は 亂の始 なり、 必ず 危 亡に 至る と。 又 傅に 云 
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？  t-  r-r-  も-一ね  きさき 

く、  Ite:!^ んで嫡 を 等しう する は 國の亂 る. - 墓と 云々." されば 后 多くして 同年の 太子 數多 おはし まさば 

そし  しょ  て つ ふ  ャ さま 

天下 必ず るべき にや、 Jl;^ に は 艷女を り、 書に は婦哲 を 諫めたり、 王者の 后 を 立て 給 ふ 道 故 有る ベ 

きなり" 后と. S. す 位 を-お B に 正しくして、 體を君 王に 等しく す。 されば 三 夫人. 燈ニ 十七 世^ 八十 一 

UH ご  くわん/  V しょきう くんし  やにら  しょ？ リ 

女御 有りて、 內君を 助け 奉る。 依って 詩に 云く、 關々 たる 睢 君子の 德を 助く と、 和 かなる 帷蟋の 

河の 洲に 在りて 樂 める 體、 幽深 として 其 品 有る が 如し-』 后妃各關唯の德有りて幽閑^：！：專なる君子の好 

き 類な り、 此を 以て 天下 を 化し、 夫婦 を 別ち、 父子 を 親しん じ、 君臣に 纔 有りて 朝廷 正しと ぞ 中し 傅 

へけ る、 し 

無 君 事 

ャ いこく  ぶ えん なづ たち  じ 

爱に 國に 婦人 あり、 無 ii と號 く。 形魏 くして 色黑し 喉 結 ほれ 肥えたり。 腰 は 折れた るが 如く、 

胸 は 突き出 だせる が 如し) 蓬 亂の髮 は i- 徒が 妻に すぐれ、 鑑縝の 上の 51 董咸が 蒙 に 超えたり。 折 頸 

はた ひサ  かう やや. つ ** かぶら だ ノ  けん ふ おと-. ^ ひ^， V  ぐうもく  すが  み, 

と 鼻 塞に、 高 匡と 暇 高に、 と 頓 細に、 隅 目と 目眇 みたり。 されば 三十になる まで 敢て娶 る 者 

なし j 或時宣 王の 宮へ詣 でて 申さく、  § 君 王の 聖德 有る 事 を 聞く に、 后妃の 數に 速らん 事 を 願うて 詣 

で 来れり、。 宣王 卽ち漸 1#; に 酒^ を 設けて 是を 召す。 時に 左右の 見る 入、 口 を 掩ひ目 を 引き 笑 ふ。 皇 


未だ 言葉 を 出 だし 給 はず、 婦人^ 眄と目 見張りて、 胸 を 打ちて、 危 いかな くと 四 度 申せば、 宣王 

何事 を宣 へる か. 願 はく は 其 故 を 聞かん、 女 答へ て 云く、 大王 は 今 天 T に 君 たれ ども、 西に 衞秦の 

愁 あり、 南に^, 楚の敵 あり、 外に は 三 國の難 あり、 内に は 1^ 臣聚れ り、 旣に 今春 秋 四十 七に 至る ま 

ナ、 し  i しい ま、  |1 の 

で 太子 立ち 給 はず、 只, 嗣を 忘れて 婦人 をのみ 集む、 好む 處を 恣 にして 憑むべき 處を 緩く せり、 若 

一 旦に事 出で 來 らば、 稷 靜ら じ、 是 一 . つ、 五重の 漸辜ー を 造りて、 金 を 敷き }n を 鏤めて、 國 中の 寳 

を盡し • 萬 民 悉く 疲れたり、 是 二つ、 賢者 は 山林に 隱れ、 臣は 左右に 在り、 僞り 曲る 者の み 進みて 

諫め s;M す 者 無し、 是 三つ、 酒 を嗜み 女に 溺れ、 夙夜に 思 ひ を縵し 志を恣 にして、 前に は國 家の 治 を 思 

はず、 後に は 諸侯 禮を收 めず、 是 四つ、 危 いかな くと 申せば， 宣王 聞き 給 ひて、 今 寡 人が 云 ふ所是 

い. U  こ 七 わり  あや i. リ  1! ち どころ ビん にい 、>» 

至れる 理 なり >  誠に 我 誤 の _ ^しきな り、 身の 全から ざらん こと 近き に 在りと て、 立 所に 漸棄を 壌 

捨て、 彫琢 をが め、 k へる 臣を 退け、 賢者 を 招き、 女樂を 遠ざけ、 沈醉を 禁じ、 終に 太子 を 撰び、 此 

iiil を拜 して * 后と 定めし かば、 Is 犬に 安し、 是 醜女の 功な りと 云へ り。 然る を 今 は只紘 色に 耽 

さぞ 一  こうき、 フ  しう ぃラ わう は- Tfc  もと キ さ マ しんこ フ 

り、 龍 愛 を 前と して 後宮 多き 故に 國亂る i なり。 されば 周の 幽王は 褒姒を 愛して、 本の 115 申 后 幷に 

其 腹の 太子 を 捨て、 褒姒を 后と して 當， 腹の 伯 服 を 以て 太子と せし かば、 申 后 怒 をな して、 1^ 綵を西 

射に 與 へて、 ilT の 都 を 攻めし かば、 1  ガを擧 ぐれ ど 兵 も參ら ずして、 幽王討 たれ 給 ひて、 
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周 k 亡びて けり。 すべて 天下の 亂 政道の 違 ふ 事、 後宮より 出づ るな り。 依って 詩に； K く、 婦人 長 舌 

わざ 丄ひ  くビ  ちで, V ビっ 

ある、 是 禍 の始 〔〇 階ノ 訛〕 なり、 天より 降す に 非ず. 婦人より 成る と 云へ り。 .11*? 舌と は：： ムふ翁 多 

くして わ 1 をな すなり。 是强 ひて 君を敎 へて 惡を なさし むる にも あらず、 亂の道 を 語る にも あら ざれ 

, 、わらん  まつ，.： ごと  まじ は 

ども. 婦人 を 近付け 其詞を 用 ふれば、 必ず IS 亂 起るな り. - されば 婦人 は 政 に 交る 事な し、 政に 交れば 

亂是 より 成る と 云へ り。 史 記に は 牝鶏 朝す る 時 は、 其 昆 必ず 亡ぶ と 云へ り。 めんどりの 時 を 作る は 

所の 怪異に て、 其鄕 亡ぶ るが 如く、 婦人 政 を 綺ふ事 有れば， 國亂 ると 云へ り" 然る を 鳥 羽 院の御 計 

つ、 が  おろ  この ゑ G  ん  ちゃく セん さしお 

ひに 任せて、 御恙 もまし まさぬ 新院を 押下し 進ら せて、 近 衞院を 御 位に 卽 け 奉り， 麻 孫を閣 きて、 

第 四 宮當今 御 禪 有りし： r:i に此亂 出 來 せり C 嫡 々を閣 きお はします は 故 院の御 誤に や、 然れ ども 

ikei; 日 Si は、 掛け まく も なく 天 照 太 神より 始めて、. 今に 絕 えざる 御 事 なれば、 昔より 此御 り 

し 君、 一 人 も 御 本 を 遂げられ たる 事無し」 され ども 御 計 ひ 違 ふ 故に や、 是 より 世亂れ 初めて、 公家 

忽ちに 衰へ • 朝 儀 彌廢れ たり、 洛中の 兵 亂は是 を始と 申すな り。 

左府 君達 幷 謀叛 人 各 遠 流 事 

同 二十 五日、 人々 遠 流の 由 宣下 せらる、 左 京大 夫 入道 は 常 陸國、 近 江 中 將成雅 は 越後 國、 盛憲 入道 は 


♦* さ ひ ろ  .* ろな が 

佐 渡國、 正弘 人道 は 陸 奥 國とぞ 聞え ける レ 左大臣の 二 男 中納言 師長、 日數經 ばさりと もと 思 食し ける 

はいる  いちぢ や ラ 

處に、 配流の 事 一定と 聞き 給 ひて、 今 を 限の. a 入道 殿へ 御 消息 を 進ら せられけ り。 

1 日乍レ 抑-一別 淚， 罷ー 出御 所， 之 後 不審 端 〔0 彌， <^：〕 多、 雖. 謝-一 〔〇 上ノ 一  字？ B-1 據リテ 補フ〕 有 i ゾ 

如-, 蒙 レ^ 向 壁 、殿下 及， 八 旬 之 暮年ハ 錄留， 九贯之 花洛； 師長 提：， 一 而之 琵琶： 遙 去，； 萬 之雲路 T 近；; 

嚴 顔-事 又 何 曰、 非， 暗 夢， 不』 其 期， 候、 淸每. 思此 事； 落淚{1^.千行、 f :£雜之陰&^^改\戀慕 

之 情 蔽：， 休、 手 振 心 迷、 不レ能 J^Jlr 而己， 師長 自-, 幼少， 致 n 于今； 携， 紘歌 文筆 之藝； 是牵 ：^-,帝 

邊-爲 致..」 忠節， 也、 而忽逢 n 此狭 「 長斷 、思， 畢、 雖.知，；宿運令^.然.' 不.. 耐， 愁難 P 抑、 悲哉 ^ 難 

,,盡. 紙上； 只可，.令，拳：賢察，御鈿、 又4^-,雲外淵底，之後、 無 1 不審， 之 程 可 ハ¥, 給， 之 山、 可，， <^,, 

言上， 耠， 、書状 狼藉、 莫. 及 二 高覽； 私 一 見 之 後、 早 破 早 破、 不. 可， 及.： 外 E?; 恐惶 ir 

七月 晦日  山寺 隱士 師長 上 

進上 ！i 人大夫 殿へ 

とぞ 書かれけ る。 八月 二日 左大臣 殿 息 右 大將兼 長を始 として 四 入、 南都 を 出で て 山城 國稻八 間と；： ムふ 

** いしょ  よ-二  1 ぞんる  ょズ， こ ¥"〕 

所へ 移りて、 是 より 各 配所へ 赴かる。 死罪 を 宥められて、 遠 流に 成りぬ る は 悅 なれ ども、 ^行末 も 

甓束 なかり けり。 检 非違 使き 繁資能 二人 追 立の 使に て、 兄弟 四 人 各 重 i の裝朿 にて、 御馬 をば；.， も § お 
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りて ければ、 押联 りに したる 鞍 なれ ども、 うた てげ に ぞ乘り 給 ひける 見る 人、 H: も當 てられ さりけ 

ナベ 政官符  左 京 職 

應&： 位記-事 

正 二位 藤 原 朝臣 兼 長  出 雲國 

從ニ 位藤 原 朝臣 師長  土佐网 

正三位 藤 原 朝 ほ敎長  常陸國 

右 正 二位 權中 納言兼左兵衞 督藤原 朝臣 忠雅 宣、 奉に feo 件 I 人 坐 cir 配，， 流す 件 ぼ々. - {^,彼：„ 

レ 追-お 記， 者， ms^^y 仍. k 行：， 之、 符到 奉行、 

保 元元 年 八月 三日 

修理 左 宮城 使 正 五位 下行 左. 大史 兼算！ s-i 

左 t. 官正 五位 下 藤 原 朝臣 

太 政官符 治 部 省 

應.， 令 Ji,> 俗 大法 師範 長， 事 


す する に 1*  てに  すのに  rrJL! つ 

右 正三位 行 權中納 言 左 兵 衞督藤 原 朝臣 忠雅、 宣奉 レ勅、 範長坐 k 事 配-一流 安藝 國： 宜，. 仰，： 彼 省， 先 令 * 還 

省宜 承知、 依』 旦行レ 之、 符到 奉行、 

保 元元 年 八月 三日 

修理 〔〇 上 1 1 字 a  -ー  據リ テ 補フ〕 左 宮城 使 正 五位 下行 左大 史兼算 博士 

左 辨官正 五位 下 蘑 原 朝臣 

• 此1^|蹿師は配所安藝國とぞ聞ぇし。 各故擗 をば 今日 を 限と 立 別れ、 東西南北へ 左遷に 赴き 給 ふ 心の 

中 こそ 哀 なれ C  illlk, は. 1^ い 物と 云 ふ 所に 留り給 ふに、 源 I 守と 云 ふ 者、 此程 琵琶 を 習 ひ 奉りて 常に 參り 

よもす -A ら  、づく 

ける が、 最後の 御经 とて 是 まで 參 つて、 終夜 秘曲 を 調べ、 何處の 浦まで も參 るべ く 候へ ども、 武士 許 

し 侍らねば 罷歸り 候、 御 i 波 惜しく 候と 申せば、 汝情 有りて 是 まで 来る 事 こそ 有難 けれと て、 靑海鼓 

の 秘曲 を 授け 給 ひて、 其譜の 奥に かく ぞ 遊ばされ ける。 

敎へ 置く 其 言の 紫 を 忘るな よ 身は靑 海の 波に 沈む と 

ま 守 袖 を 廣げて 是を給 ひつ- -、 涙に 咽び て 立ちに けり。 此#國 々へ 流さる i 人 十四 人と ぞ聞 えし) 0 

t ふ  み x*" . .  * へゥ るな  た.^ 

閻は左 府の御 形見の 君達に も 皆々 別れ 給へば、 別淚 押へ 難くて、 か. 1 る 物 思に 消え やらぬ 露の命 も 中 

中 恨めしく、 生きて 物 を 思 はんより は、 只 春 日 大明神 命 を 召せと 申させ 給 ふぞ、 せめての 御 事と 哀 
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なる。 

大 相！： 御 上洛 事  、 

う ザち-二、 しゃう こくふ け ぞの  てんぜ  あ 

さる 程に 八月 八日 * 宇治 大相國 富家 殿に 歸 住ませ 給 ふべき 由、 内々 申させ 給へ ども、 夭氣 ゆりず、 顯 

せん： t  しん ビぃ 

へ 南都に て 惡黧を 催し 給 ひける とて、 配所へ 遣 はさるべき 由宣 f せられければ、 信 西關白 殿へ 此由申 

せつろ く  しん い 

せば、 殿下 父 を 配所へ 遣 はして、 其 子 攝錄を 仕らん 事 面 n! 無き 由 仰せければ、 信 西 此由を 奏聞す。 

關白 左様に 申されば >  さながら こそ 有らめ と 仰な りければ， 禪閤此 由 を 聞 食して、 關白入 泣が SIf を 

是 程に 思 ひける 物 を、 何の 故に 日 比 快から ず 思 ひつらん とて、 御 後悔 有りけ り。 然れ ども^ 世 を 恐 

もし  r. ん じん ぢ ざ みや T まつ  た. <• 

, れ させ 給 ひて、 内裏へ 申させ 給 ひける は、 若 朝家の 御爲 野心 を存ぜ ば、 天神地祇の Isa^ を 蒙り、 當 

來には三世^1€佛の利益に洩るべしとぞ書かせ給；： けろ。 南都に 御座 有りて は S い： しかり なんとて、 關白 

殿より 御 に 入 を 進ら せられければ、 御所 勞 とて 出で 給 はず、 騎 世を危 ませ 給 ふ 故な り。 依って 殿 

下より § 子 左 銜門督 ^實 を 御 使と して、 委しく 申させ 給 ひければ、 其 時 入道 殿 南都 を 出で 給 ひて、 知 

足院に 住ませ 給 ふ。 御 年 八十 四と ぞ 聞え ける。 


新 院御經 沈 事 付 崩御 事 

I ご ：！； ちゃく  おんう けぶ & 

さる 程に 新院は 八月 十日に 御 下着の 由、 國 より 御請 文到來 す。 此程は 松 山に 御座 有りけ るが、 國司旣 

に 直 鳴と 云 ふ 所に 御所 を 造 出 だされければ • 其に 遷ら せお はします。 四方の 築 垣つ き、 只 口 一  つ 開け 

て、 曰に 三度の 供御 進ら する 外 は、 事 問 ひ 奉る 人 も 無し。 さらで だに 習 はぬ 鄙の 御 住 ひ は 悲しき に、 

や-?, ゝ  よろ り 

秋も^ 闘け 行く ま. -に、 松 を拂ふ 嵐の 音、 叢に よわる 蟲の聲 も 心細く、 夜の 雁の 遼に海 を 過ぐ る も、 

ふ tO さ  ナ さ ざ さわ 

故鄕 に言傳 てせ ま 欲しく、 曉の 千鳥の 洲崎 に噪ぐ も、 御 心 を碎く となる。 我 身の 御 歎より は- 傲に 

付き 奉り 給へ る 女お たちの 伏 沈み 給 ふに、^ .1 心苦し かりけ る. - 我遙に 神裔を 受けて 天子の 位を踐 み、 

太 上 天皇の 尊號を 蒙って •  . ^檢の 居 を 占めき、 先院御 在世の 間な りし かば、 萬 機の 政 を 心に 任せず 

と雖 も、 久しく 仙 洞の 樂に 誇りき、 思 出 無き に 有らず、 或は 金 谷に 花 を 弄び、 或は 南摟の 月に 吟じ、 

い 「い  ビん. 1.; し 5 くご ふ 

旣に 三十 八 年 を经れ り、 過ぎに し 方 を 思へば、 昨日の 夢の. g し， 何なる 前世の 宿 if にか. -る 歎に 沈む 

かしら  ご  うき や 5  ご ぜ 

らん、 縱ひ 烏の 頭 白くな ろと も、 歸 京の 期 を 知らず、 定めて 望鄉の 鬼と ぞ ならん ずらん、 11 に 後 の 

御爲 とて、 五部の 大 乘 經を 三年が 程に 御 自筆に 遊ばして、 貝 鐘の音 も 聞えぬ 所に 镫き 奉らん も， 便 

や はたや- V フゃ さん  お e ゆるし  と ^ あんらくじ a- ゐん 

なり。 八幡 山 か 高野山 か、 若 御免 あらば、 鳥 羽の 安樂 壽院の 御 墓に 奉り 置きた き 由、 平 治 元年の 春の 

保元物，^^卷5&三  九 三 
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比、 寺の 御室へ 申させ 給 ひし かば、 五宮よりも 關白 殿へ 此由傳 へ 申させ 給 ふ。 殿下より 能き やう 

に 1 申させ 給へ ども、 主上 終に 御 許され も 無くして、 彼 御 經を卽 ち 返 遣 はさる。 御室より 御尤 lie? く 

おはします 故、 御 4. 跡な りと も 都 近く 置かれ 難き 由 承り 候 間、 力に 及ばず と 御 返事 有りければ、 法 

わ •；^rr つ  しんたん  あら モ  ゾ 

皇此由 聞 食して、 口惜しき 事 かな、 我 朝に も 限らず、 天竺 震旦に も國を 論じ 位 を 諍うて * 伯父 謀 

を 起し、 兄弟 合戰を 致す 事 無き にあらず、 貌此事 を悔思 ひ、 惡心截 侮の 爲に 此經を 害き 奉る 所な り、 

然るに 筆跡 を だに 都に 置かざる 程の 儀に 至って は 力なし、 此經を 魔道に 廻向して、 魔緣と 成って 造 恨 

を 散 ぜんと 仰せければ、 此由 都へ 聞え て、 御有樣 見て 參れ とて、 泰 〔〇 康カ〕 ^を 御 使に 下されけ る 

かキ J おん- J ろ も  ちゃう づき.^  だいじよ- フき やう  ご せいじやう 

が、 參 りて 見 奉れば、 柿の 御衣の 煤けた るに、 ！^頭巾を卷きて、 大 乘 經の 奥に 御 誓狀を 遊ばして 

千尋の 底に 沈め 給 ふ。 其 後 爪 を も 生さず、 御 髮をも 剃らせ 給 はで、 御 姿 を やつし、 惡 念に 沈み 給 ひけ 

ちゃうく わん 

る こそ 恐ろし けれ。 かくて 八 〔〇 九 力〕 年お はしまして、 長 寬 二 年 八月 二十 六日に 御 歳 四十 六に て、 

し タ  しらみね  1y ん；： ん 

志 戶と云 ふ 所に て隱れ させ 給 ひける を、 白峯とー！^ふ所にて烟に成し奉る。 此君 怨念に 依って、 生きな 

なか  のぶ. 

がら 天狗の 姿に ならせ 給 ひける が、 其 故に や 中二 年 有りて、 平 治 元年 十二月 日、 信敏 卿に 語ら はれて 

お ほ- 「ち  しん ビぃ  しん *- い 

義朝大 内に 榍 籠り、 三條殿 を燒拂 ひ、 院内 を も 押 籠め 奉り、 信 西 入道の 一 類を滅 し、 掘 埋まれし 信 西 

が 死骸 を 掘 起し、 首 をば 大路 を 渡しけ り。 絕 えて 久しき 死罪 を 申 行 ひ、 左 府の死 を耻 しめな ど、 餘 


と- rv^.p- 

りなる 事 申 行 ひしが 巣す 處 なり。 去ん ぬる 保 元三 年 八月 二十 三日に 御 位 春宮に 譲り 給 ふ、 二 條院是 な 

ーゴ しらかば  のぶより  へいじ 

り。 院と 申す は 先帝 御白 河の 御 事な り。 信賴も 忽ち 滅びぬ、 義朝も 平氏に 打 負けて 落 行きけ るが、 尾 張 

さう でん け に.， 0 〔さ：； いのし やう じ；！ ごむね  ，つ けい 

國 にて 相傳の 家人 長田庄 司忠宗 〔〇 致.； J に 討 たれて、 子 共 皆 死罪 流刑に 行 はる。 誠に 乙若宣 ひける 如く 

なり。 栴檀は 二葉より 香ばしく、 迦陵頻 は 卵の 中に 妙なる 音 有る が 如く、 乙 若 幼 けれども、 武士の 家に 

つ はも Q  ご .V ん.； X 

生れて、 兵の 道 を 知りけ る 事 こそ 哀 なれ，」 此亂は 讃岐院 未だ 御 在世の 間に まのあたり 御 怨念の 致す 處 

にん あん  さいぎ ゃラ ほふし  しらみね 

と 人 申しけ り。 仁 安三 年の 冬の 比、 西 行 法師 諸國 修行の 次に、 白 峯の御 墓に 參 りて、 つく- と 見 進 

らせ、 昔の 御 事 思 出 だし 奉りて、 かく ぞ 詠み 侍りけ る。 

よしや 看 昔の 玉の 床 とても か  >- らん 後 は 何に か はせん 

しょ- コ  ついが. つ  しゅごく -S メ. J  な だ 

洽承 元年 六月 二十 九日、 追號 ありて 崇德 院とぞ 申しけ る。 加樣に 宥め 進ら せられ けれども、 筒 御 憤 

て、 つか  だしゃ 5  WC ほ 

散ぜ ざり ける にや、 同 三年 十一月 十四日に 淸盛 朝家 を 恨み 奉り， 大上 天皇 を 鳥 1^ の 離宮に 押 籠め 奉 

い け  ビざ いの ごんの そつ  た ご-!  し^-？-^？ん 

り、 太 政 大臣 以下 三 四十 人 官職 を 止め、 關白殿 を 太宰權 帥に 遷し 進ら す。 是直 事に 非ず。 崇德院 の 

V-..,  の-ち  へい ，の 

% 祟とぞ 申しけ る。 其 後人の 夢に、 讃岐院 を 與に乘 せ 奉り、 爲義 判官 子 共 相 具して 先陣 仕り， 平 馬 

すけた U ま さ  ほ ふぢ、 つじ ^5 と ザ-よ 

助忠正 後陣に て、 法 住 寺 殿へ 渡御 あるに、 西の 門より 入れ 奉らん とする に、 爲義 申しけ る は、 門々 

をば 不動明王 大威 擦の 固め 給 ひて 入り 難しと 申せば、 さらば 淸感が 許へ 入れ 進ら せよ と 仰せければ、 
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西 八條へ 成し 奉る に、 左右な く： s: へ 御幸な りぬ とぞ 見たり ける〕 誠に 幾程 無くて、 淸盛公 物 狂 はしく 

成り 給 ふ。 是讚 院の 御霊な りと て 宥め 進ら せん 爲に、 昔 御合戰 ありし?？ が 末の 御所の 跳 lisS 

し， ゆ  一-く  、 ん いは  み、 フ, わん ぞうつ  こ.；：： も V,  fe  しょ 

を 造りて、 崇德院 と祀ひ 奉り、 幷に 左大臣 贈官 贈位 行 はる C 少納言 惟. fk" 勅使に て、 彼^ g お 所に 向 ひ 

7 つ キー  まラ こん 

て 太 政 大臣 正 一 位の 位記 を 讚 懸けけ り。 亡魂 もさ こそ 嬉しと 思 食し けめ と 皆 入 申 合へ り。 

爲朝生 捕 被 レ處， - 流罪， 事 

さる 程に 爲朝 を搦 めて 參 りたらん 者に は、 不次の 賞 有るべき と 宣下 くだりけ るに、 八郞 近江國 き^と 

r で し  こつじき  したく 

云 ふ 所に 隱れ 居て， 郎等 一人 法師に なして、 乞食 させて 日 を. 没 一り けり。 筑 紫へ 下るべき 支度し ける 

さ ぶら ひ  いへ さ だ  よる 

が、 平家の 侍 筑後 守家貞 大勢に て 上りければ、 其 程晝は 深山に 入って 身を隱 し、 夜 は 里に 出で て 食 

事を營 みける が、 漏の 身 なれば 病 出 だして 灸治な ど 多くして、 溫疾 大切の 間、 古き 湯 I® を^り て、 

お  • し f: さ だ  せんじ 

常に， 卜り 揚をぞ しける。 爱に佐 渡 兵衞重 貞と云 ふ 者、 宣旨を 蒙りて 國 中を尋 求めけ る處 に、 或 者 申 

しける は- 此程此 湯屋に 居る 者 こそ 怪しき 入 なれ、 尤男の 怖ろ しげなる が、 さすがに He. 常氣 なり、 

一 ひ 

-歳は 二十ば かりなる が 額に 有り、 由々 しく 人に 忍ぶ と覺 えたり と 語れば、 九月 二日 湯屋に 下りた る 

時、 三十 餘騎 にて 押 寄せて けり。 爲朝眞 裸に て、 合 木 を 以て 數 多の 者 をば 打 伏せ たれ ども、 大勢に 


联籠 めら れて、 云 ひが ひなく 搦 めら れ にけ り。 季實 判官 請 取りて ニ條を 西へ 渡す" 白き 水 干 に 赤き 

gj: を 着せ" ITliss をぞ 指したり ける。 北の 陣に て敦覽 あり。 公卿 殿上人 は 申す に 及ばず、 見^^の 

者 市 をな しけり" 面の は 合 戟の日 正淸に 射られた りと ぞ 聞え ける。 旣に誅 せらる ベ かりし が、 以前 

の 事 は 合戰の 時節 なれば 力なし、 事旣に i 一期せ り、 未だ 御覽ぜ られぬ 者の 體 なり、 且は 末代に 有り難 

き M 士な り、 暫く 侖を 助けて 11 せらるべし と！ 1& ，がりし かば、 琉 罪に 定 りぬ。 但し 息災に て は後惡 

ゥ くろ 

しかり なんとて、 拔 きて 伊豆の 大 嶋へ琉 されけ り。 かくて 五十 餘 日して、 肩 を 繕 ひて 後に 少し 弱 

くな りたれ ども、 を 引く 事 今 二つ かせ 引壻 したれば、 物の 切る. - こと 昔に 劣らず。 爲朝宣 ひける 

ま、 iPI 天皇の 後 散と して、 八幡 太郞の 孫な り、 爭か 先祖 をば 失 ふべき、 是 こそ 公家より 賜 はりた 

，  ゥ U  p  、， 'つし t  A の C すけ もち 

る領 な， しとて、 大鳴を るの みならず、 すべて 五嶋 を打從 へたり。 是は 伊豆 國の 住人 狩 野 介 茂 

i-r しャ  もち みつ Di 

が領 なれ ども、 聊も f& を も 出 ださず、 嶋の 代官 三 郞大夫 ゆ I 萬と 云 ふ 者の 聲に 成りて けり。 茂 光 は 

^iis りて 突 を 我と もせず と 恨みければ、 隱 して 蓮 一 をな す を 爲朝聞 付けて、 舅 忠重を 呼 寄せて、 

此條 lit なりと 云 ふ 上、 勇士 なれば 始終 我爲惡 しかりなん とや 思 ひけん、 左右の 指 を 三 つづつ 切り 捨 

I  kf  つ はも 0  くだ 

"て. t けり。 ^：；：外弓矢を联りて燒捨て、 すべて 鳴 中に 我 郎等の 外 弓矢 を 置 かざりけり C 昔の 兵 共 まつ 下 

りて 付從 ひし かば、 威勢 く 盛に して 過 行く 程に、 十 年に ぞ 成りに ける。 
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爲 朝鬼嶋 渡事幷 最後 事 

えい ♦* ん  しらさぎ  かに 

さる に永菓 元年 三月に 機に 出で て 遊びけ るに、 白 鷥靑鷺 二つ 連れて 沖の 方へ 飛行く を て、 鷲 だに 

1 羽に 千里 を 飛ぶ と 云 ふに、 況ゃ鷺 は 一 二 里に はよ も 過ぎし、 此 鳥の 飛ぶ 樣は 定めて 嶋ぞ 有る らん、 

追って 見ん と 云 ふ^に、 早 舟に 乘 つて はせ て 行く に、 日 も 暮れ 夜に もな りければ、 月 を簿に 潜行け 

いはけ は  や 5 

ば、 曙に 旣に嶋 影 見えければ、 漕 寄せ たれ ども、 荒磯に て 波高く 岩蛆 しくて、 舟 を 寄すべき 樣 もな 

いなね  さいこく 

し。 押 廻らして 見 給 ふに、 戌 亥の 方より 小河ぞ 流出で たりけ る C 御曹司 は 西 儒に て 舟に は 能く  練 

た け  おゆわら ii  そら 

せられたり。 船 を も 損せず 押上げて 見 給へば、 長 一 丈餘り 有る 大 童 の髮は { み に 1^ 上げた るが、 身 

に は 毛 ひしと 生 ひて 色黑く 牛の 如くなる が、 刀 を 右に 指して 多く 出で たり。 怖ろ しな ども；； ムふ ばかり 

なし 0 申す 詞も 聞知ら ざれば、 大方 & して あへ しらふ。 日本の 人 爱に嶋 有りと は 知らねば、 態とよ 

も 渡ら じ、 風に 放された るな らん、 昔より 惡 風に 過うて 此嶋に 來る者 生きて 歸る W も 無し、 荒 礫な 

れば STS^來 る 舟 は f 奴に 碎 かる、 此嶋に は 舟 も 無ければ、 乘 りて 歸る 事無し、 食物 無ければ 忽ちに 命 

ちし  .J-c  ささ 

盡 きぬ、 若 舟 有らば、 粮盡 きざる 前に、 早く 本 國に歸 るべ しと ぞ 申しけ るし 郞等共 は 皆 與を醒 して 

思 ひけれ ども、 爲朝は 少しも 騒がず、 礎に 船 を 置き たれば こそ 波に も碎 かるれ， 高く 引上げよ とて、 


^  はに 

遙の 上に ぞ 引上げけ る。 さて 嶋を 廻りて 見 給 ふに、 田 も 無し 畠 も 無し、 菓子 も 無く 絹綿 も 無し、 汝等何 

、プ を 七り  u い  よ！ 5；  もち £ょ 

を 以て 食事と すると 問へば、 魚 鳥と 答 ふ。 網 引く 體 見えず、 釣りす る 船 も 無し〕 又， 横 も 立てず、 點 i 

も 引かず、 何に して 魚 鳥 を 联るぞ と 問へば、 我等が 果報に や、 魚 は 自然と 打 寄せら る  >- を拾联 り、 鳥 

り わ 、，ち 

をば 穴 を 掘りて、 領知 別ちて 其 穴に 入り、 身 を 隱し聲 を まねび て 呼べば、 其 難に 付きて 鳥 多く 飛 人る 

を、 穴の 口 を 塞ぎて 閽联 りするな りと 云 ふ。 實 にも 見れば 鳥 穴 多し C 其 鳥の 勢 は ひま 程な り。 爲朝是 

を！ 11^ 給 ひて、 i の. K 鎖に て 木に 在る を 射 落し、 {. ^を 翔る を 射殺しな どし 給へば- 嶋の若 共 を 振うて 

怖ぢ 恐る。 汝等も 我に 從は ざれば、 かくの 如く 射殺す べしと 宣 へば、 皆 平伏して 從 ひけり-」 身に 藩る 

ふ どぬ の  め"/、 

物 は 網の 如くなる 太 布な り。 此ぉを 面々 の 家々 より 多く 持 出で て 前に 積 置きけ り。 嶋 のお を 問 ひ 給へ 

ば、 鬼が 鳴と 申す。 然れば 汝等は 鬼の 子孫 か、 さん 候 ふ、 さて は 聞 ゆる 賽 有らば 联出 だせよ んと宣 

まさ  き じん  かくれみの かくれが さ 5 きぐつけ" 

へば、 昔 正しく 鬼神な りし 時 は、 隱 養隱 笠 浮履劎 など 云ふ寳 有りけ り、 其 比 は 船 無 けれども 他國へ 

にっしょく  いけに へ  か. U ち  "- 

も 渡りて、 u 食 人の 贄 を も 取りけ り、 今 は 果報 盡 きて 贅も 失せ 形 も 人に 成りて、 他國へ 行く 窜も叶 

はずと； K ふ。 さらば 嶋の名 を 改めん とて、 太き 葦嶋 多く 生 ひたれば、 葦 嶋とぞ 名け ける。. 此嶋 供し 

. な-し a ちギ- やう  わ.？；  んぐ 

て七嶋 知行ず。 是を八 丈 鳴の 脇嶋と 定めて、 年貢 を 運；^ すべき 由 を 申す に、 船 無くして. S 何が すべき 

と 歎く 間、 毎年 一度 船 を 遣 はすべき 由 約束して けり。 但し 今 渡りた る しるしに とて-がの 大 人 具 
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して 歸り給 ふ。 大嶋の 者餘り に 物 荒く ♦ 動 ひ 給へば、 龍神ん 部に 捕られて 失せつ らんと 悅び 思ふ竭 

こ A ふ -0!  あまつ さ  おに わらに  く jlU みい. * /\ 

に、 事故な く 歸り給 ふの みならず、 剩へ 恐ろしげ なる 鬼 童 を 相 具して 来り たれば、 國人 彌 怖ぢ恐 

3 ニ丄ら i  /J く、 1  1? 一  しノ 

る。 此， iPjM の氣 色を國 人に せんと や、 常に 伊豆の 國府へ 其 事と なく 遣 はしけり。 然れ ば國入 鬼神の 

ぉぢ  た-め 

鳴へ 渡って、 鬼 を 捕らへ て郞 等と し， 人 を 喰 殺させら るべ しと、 怖 合 f る こと 斜 ならず。 されば 爲 

朝 も錄^ る 心 や 出で 來 けん、 然れば 國人も かくて は 何なる 謀叛 を か 起し 給 はんず らんな ど 申しけ る 

を、 "お^ きて、 jng き院の E 宇 二 年の 春の 頃、 京 上りして 此由を 奏聞し、 茂 光が 領地 を 悉く 

^g. い、 あ 剰 や 鬼が 崂へ浪 り、 を 奴と して 召 仕 ひ、 人民 を虐 ぐる. S を訟へ 申しければ、 後白河 院驚 

せい  はっか 5  せんじ  もちみ つ  つ はもの 

き 聞 食して- 當國 幷に武 藏 相 摸の 勢 を 催し、 發 向すべき 由宣 匕 曰 を 成されければ、 茂 光に？^ 從ふ 兵 誰 

え- フでフ うさ ふ  か とうに  さはの  にった  とうないと： -* か i; 

誰ぞ、 伊 IST  條、 宇佐美 平 太、 同 平 加 藤 太、 同加蘑 次、 澤 六郞、 新田 四郞、 藤 内？ 一 せ 景を始 として 

五百^ 騎、 si. ぎ 二十 餘艘 にて、 嘉應ニ 年 四月 下旬に、 大嶋の 館へ 押 寄せたり。 御曹司 も 寄らず、 

沖の 方に 舟の 音の しける は！： 舟ぞ 見て 參れ と宣 ふ。 商人 |g やらん 多く 述り 候と 申せば、 よも さは おら 

じ、 我に 討 手の 向 ふやらん と宣 へば、 案の 如く 兵船な り。 さて は 定めて 大勢なる らん、 縱ひ 一 萬騎な 

りと も、 打.^ つて 落ちん と 思 は ^r、 一 先 は 鬼神が 向うたり とも 射拂 ふべ けれども * 多く 軍兵 を 損じ 人 

ふ 《- ん  & よくかん  &  y い 

民を惱 まさん も 不便な り、 勅命 を 背きて 終に は 何の 設か 有らん、 去んぬる保元に^^勘を蒙りて琉罪の 


iif^ と 成りし かど も、 此十餘 年は當 所の 主と 成って、 心ば かり は樂 めり、 其 以前 も 九國を 管領し き， 

きくち はらに  さいこく  C がら 

思 出な きに 非ず、 筑紫 にて 菊 池 原 田を始 として、 西 國の者 共 は 皆 我 手柄の 程 は 知りぬ らん、 都に て 

は 源平の 軍兵、 殊に 武藏相 摸の 郎等 共、 我 弓勢 をば 知りぬ らん 物 を、 其 外の 者 共 甲胄 を鏜 ひ、 It 箭を 

帶 したる ばかりにて こそ 有らん ずれ、 爲 朝に 向って 弓 引かん 者は覺 えぬ 物 を、 今 都よりの 大將 なら 

ば、 曲み 平氏な どこ そ 下 るら め、 一 々、に 射殺して 侮に はめんと 思へ ども、 終に 叶 はぬ 身に 無益の 罪 

作りて 何 かせん、 今まで 命 を惜む も、 自然 世 も 立直ら ば、 父の 意趣 を も 遂げ、 我 本， らポを も 達せば や 

その，1>みせジ^^ふ 

と 思へば こそ 有れ、 又 昔年 設法を 聞きし に、 欲 知 過去 因、 見 其 現在 果， 欲 知 未 來果、 見 其 現在 SI と 

iK へり、 されば 罪 を 作らば 必ず 惡 道に 落つべし、 然れ ども 武士た る 者 殺 なくて は 叶 はず、 夫に Is- つ 

て は 武の道 非 分の 者 を 殺さ^る なり、 依って 爲 朝合戰 する 事 二十 餘度、 人の 命 を斷っ 事數を 知らず、 

され どもぶ 分の 敵 を 討って 非 分の 者 を 討たず、 鹿 を 殺さず、 鱗 を 漁らず、 一心に 地藏 菩薩 を 念じ 奉る 

ごふ いん  あくしん  こんじ 4* フ  く  くわ 

こと 二十 餘年 なり、 過去の 第 K に 依って、 今 加 樣の惡 心 を 受け、 今生の 惡^ に 依って、 來 45! の苦果 

3 ん it  つ はもの 

思 ひ 知られたり、 されば 今此罪 悉く 據 悔しつ、 偏に 佛道を 願 ひて 念佛を 申すな り、 此上は 兵 一人 

も殘 るべ からず、 皆 落 行くべし、 物 具 も 皆 龍神に 奉れと て、 落 行く 者に 各 形見 を與 へ、 嶋の 冠者 爲 

頼と て、 九 歳に 成りけ る を 喚 寄せて 刺殺す。 是を 見て 五つになる 男子、 二つになる 女子 をば、 母 抱 
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きて 失せに ければ 力なし。 さりながら 矢 一つ 射て こそ、 腹 を も 切らめ とて 立 向 ひ 給 ふが、 最後の 矢 

つ 41 もの 

を 手淺く 射た らん も、 無念な りと 田 (案し 給ふ處 に、 一陣の 舟に 兵 三百 餘人、 射 向けの 袖 を 差 かざし、 

なぞ さ  お rhc  ソが 

舟 を 乘り烦 けて、 三 町ば かり 渚 近く 押 寄せたり。 御曹司 矢 比 少し 遠 けれども、 大鐄を 1^ つて 番ひ、 

— ひぢ  -r つぎに  だいせん  あなた 

小 肘の 廻る？ お 引 詰めて ひょうと 放つ、」 九. 際五寸 ばかり 置いて、 大船の 腹 を 彼方へ つと 射： S せば、 兩 

や め  つぼ もの  1 パぃ. I- て  ろ $ 

方の 矢 目より 水入りて、 舟 は 底へ ぞ卷 入りけ る。 水心 ある 兵 は、 揭搔 循に乘 つて 漂 ふ 所 を、 蹐 i 

ゆみ は x でい び  いにしへ 

弓の に 1^ 付きて、 ：！^ の 铅へ乘 移りて ぞ 助かりけ る。 爲朝是 を見耠 ひて、 保 元の 古 は 矢 一 筋に て 

二人の 武者 を 射殺しき、 嘉應の 八 「は 一 矢に 多くの 兵 を 殺し 畢ん ぬ、 南無 阿 彌陀^ とぞ 申されけ る。 今 

5 しろ 

は 思 ふ 事無しと て、 內に 入り 家の 柱に 後を當 て-"、 腹搔 切って ぞ 居たり ける」 其 後 は 船 共 遙に漕 屍 

して 申しけ る は、 八郞 殿の 弓勢 は 今に 始めぬ 事 なれ ども、 如何が すべき 我等が 鎧を脫 ぎて、 船に や， 蒲 

するな ど、 色々 の 支度に て 程經れ ども、 差 出 づる敵 も 無ければ、 又 懼づく 船 を 漕ぎ 寄せ けれども、 

敢て手 向 ひする 者 も 無し" 是に 付けても 謀りて 陸に 上げて ぞ 討たん ずらん と、 心に 鬼 を 作りて 左右な 

く 近づかず C され ども 波の 上に 日 を； るべき かとて、 思 切って 馬の足 立つ 程に も 成りし かば、 馬 共 

皆 追 下して、 ひた/、 と打乘 つて、 呼いて 驅 入れ ども、 立 合 ふ 者の ill 見え、 無 けれども 太刀 を 持 

* がん ビ いこと-; i ら  てい  まっさき 

っ樣 に覺 え、 眼 勢 事 1^ 敵 打 入らん を 差 親く 體にぞ 有りけ る。 されば 兼ねて 我 眞先驩 けて 討-取 らんと 申 


せし つ I!"!: 是を 見て、 入る 者 一 人 も 無し。 全く 官軍の 噫 病なる にも あらず、 只 比 人 毎に 懼ぢ習 ひたる い 

はれな り。 加 樣に隨 分の 勇： H 共 も、 惡 びれ て 進み 得ず、 只 外 取 回せる ばかりな り。 爱に I 藤 次景薪 

自害した りと 見お ふせて や 有り けん、 長刀 を 以て 後より 狙 寄って、 御曹司の 首 をぞ打 落しけ る。 依つ 

て 其 日の の 一 の 筆に ぞ 付きたり ける。 首 をば 同 五月に 都へ 登せ ければ、 院は ニ條京 極に 御 車 を 立 

て、 叙覽 ある。？ 貴賤 li^ml す。 此爲朝 は 十三に て筑 紫へ 下り、 九國を 三年に 打從 へ. 六 年 治 

.  き じん やっこ 

めて 十八 歳に て 都へ 上り、 保 元の 合戥に 名を顯 し、 二十 九 歳に て 鬼が 嶋へ 渡り、 鬼神 を 奴と し、 一 國 

の 者 g1 ぢ怖 ると 雖も、 身 なれば 終に 本意 を 遂げず、 ニー 一十三に して 名 を 1 天に 廣め けり。 古 よ 

り 今に 至る まで、 此爲朝 程の 血氣の 勇者な しと ぞ人 申しけ る。 


保 元 物語 終 
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平 治 物語 卷第 一 

信 額 信 西 不快 事 

ひそか |<*.0 ん  し がくはち ゆん  うつ はもの 

竊に惟 みれば、 三皇五 帝の 國を 治め、 四 岳 八 元の 民 を撫づ る、 皆是 器 を 見て 官に 任じ、 身 を 顧みて 

.?  ^のれ  せ、， 

祿を 請く る！ なり、 君臣 を 撰びて 官を 授け、 臣己を 計りて 職を受 くる 時 は、 任を委 うし 成を責 むる 事 

くわ  し フ かう  p>y^  か  こうく  C  く 

勞せ ずして 化すと 一 K へり。 故に 舟航の 船 海 を 渡る に、 必ず 撓揖の 功を假 り、 鶴 雲 を 凌ぐ に、 必ず 

5 かく  キー C  5 ひつ  き や. 1*1 

羽- 1 の 用に 由る。 帝王の 國を 治む る こと、 必ず！ M 弼の 助に 由る と 云々。 國の IM 輔は 必ず 忠良 を 待つ、 

んし  おつづか  いにしへ  わ-しゃ じんしん 

住 使 其 入 を 得る 時 は、 天ド 自 ら治 ると 見えたり。 より 今に 至る まで、 王者の 人臣 を 賞す る、 和 

漢兩朝 同じく 文武 二道 を 以て 先と す。 文 を 以て は蓖 磯の 政 を 助け、 武を 以て は 四 夷の 亂を 治む。 天下 

を 保ち 國土を 治む る 謀 は、 文 を 左に し武を 右に すと 見えたり。 譬 へば 二つの 手の 如し、 一 つも 闕 けて 

それ f -r き 

は 叶 ひ 難し。 兩端 以て 叶 ふ 時 は、 四海に 風波の 恐な く、 八 簑民廣 〔〇 八荒 民庶ノ 訛〕 の愁 なし。 夫 1|§季 に 

5^  ii サ  さし は 5  *?っ しゃ. フ 

犮 びて は、 人 奢って 朝 威 を 蔑 如し、 民武 くして 野心 を 挟 む、 能く 用意すべし〕 尤も 抽赏 せらるべき 

は 勇士な り。 されば 唐の 太宗文 皇帝 は、 髭を燒 いて 功臣に 賜 ひ、 血 を 含み 瘡を 吠うて 戰士を 撫でし か 

ば、 心 は 恩の 爲に 仕へ、 命 は義に 依って 輕 かりければ、 身 を 殺さん 事 を 痛まず、 只 死 を 致さん 事 をの 

平 治 物 卷第 一  I 〇 九 
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み 思へ りけ りと なん。 1& から 手 を 下し 我と 能く 戰 はね ども、 人に 志 を 施せば、 人皆歸 しけり。 又讒 is 

ヒ IV く  ^r^s  らそ  ^；; 9 し C う き ほ  VJ ん ゆ  ^ob  n 

の 徒は國 の蠹賊 なり、 榮華を B1 ダに諍 ひ、 勢 利 を 市 朝に 競 ふ、 顏諛の 姿 〔質 を 以て、 忠 賢の 己が 

1| に 有る 事 を-毀み、 其& 邪の 志 を 抱いて、 富貴の 我 先たら ざる 事 を 恨む、 是皆 愚者の 習な り。 用捨 

すべき は此 事な り。 爱に近 來權中 ii.yT 權大夫 右衞門 m 藤 原 朝臣 信 緩 卿と； K ふ 人 有りき。 < ^臣の 

祖、 の衝ぉ s,、 中關白 mi 八 代の 後 撒、 播 i 一位 季 1:0 基ノ 誤、 一隆が 孫、 伊 係 三位 中 〔0 

忠ノ 誤〕 が 子な り。 然れ ども 文に も あらず 武 にも あらず 能 も 無く 藝も 無し、 只 朝恩に のみ 誇って、 

昇進に 拘ら ず、 15： &は 諸國の sf^1,^」 のみ 經て、 年闌け 齢^き て 後、 僅に 從 三位まで こそ 至りし が、 

是は _l!^im"、 藏 人， 膨、 皇后 宫 宮司、 宰相 中將、 衞府 lr、 撿 非違 使 別當、 此等を 6 に 二三 箇 年の S3 

に! 1 昇りて、 年 二十 七に して 中 納言右 衞門督 に 至れり。 一 の 人の 家。 I など こそ 加樣の 昇進 は し 給 ふ 

に、 に 於て は^だ かくの 如くの 例 を 聞かず。 又 官途の みに 非ず、 俸fs^>^、^心の儘なりっ かくの み 

くつ， あ"  5- いしゃう  およ モ  ふろ， ひ 

過が なりし かど も、 ^不足して、 家に 絕 えて 久しき 大臣 大將に 望 を 懸けて、 凡お ほけ なき 擧動を 

ゾ レ か  .0 ん ろく  V ん 

のみし けり。 されば 見る 人目 を 塞ぎ、 聞く 者 耳 を 驚かす。 徴子 瑕に も 過ぎ、 安祿 山に も 超えたり。 

た 二う  ころ  しん^い  itc ねの み た Sk より 

餘 桃の 罪 を も 恐れず、 只榮 華の 恩に ぞ 誇りけ る。 其 比 少納言 入道 信 西と 云 ふ 者 あり。 山 井 三位 永鑌 

す £ つよ £ ご  しんじ  さわ かね  じゅいん  じゅ bt】 

卿 八 代の 後胤、 越後 守季 綱が 孫、 烏 羽院の 御宇、 進士 藏人實 兼が 子な り。 儒 を 受けて 儒 を傳へ 


ずと^^^> 諸道 tisf< して、 諸事に 暗から ず、 九琉百 家に 至る、 當 世無雙 の宏才 博覽 なり。 後白河 上 

皇の 御. お i、  一^の-お ピ るに 依って、 保 元元 年より ib 來は、 天 F の 1< 小事 を 心の 儘に 執行つ 

すに  えん^う  だいにい き ろくしょ  か. 

て、 絕 えたる 跡 を 1： ぎ、 廢れ たる 道 を 起し、 延久の 例に 任せて 大內に 記 錄所を 置き、 理非 を勘决 

す。 聖^ IT 無 かり しん は、 人の 恨 も殘ら ず、 世を淳 素に 歸し、 君を堯 1 に 致し 奉る。 延喜天 -ii の 

.M し 5 十二 ュ> 二り  お ほうち  でんしゃ， ：. き 

二 朝に も耻ぢ ず、 義 澳"， が 三年に も 超えたり。 大内は 久しく 修 #3 せられ ざり しかば、 殿舍 傾危 

ミ、？ f<  ミく  ち と >f ^しさ ころ  ヤー， ひつ  ヰ- んノフ 

し、 樓 閒荒廢 して、 牛馬の 牧、 雉 鬼の 伏 所と 成りたり し を、 一雨 年の 內に 造畢 して、 遷幸 成し 牽 

ぐ わ、. 二く *- よラ さ、 i -、， ごく  V- ん ぶ らく  ん  あいたん ごころ  たる ォ 

る。 外 1!- 重鑒， たる 力 極！： r 豐 樂院、 諸 司、 八 省、 大學 寮、 朝 所に 至る まで、 花の 樣 雲 のか 

if  ゎづら ひ  ついえ 

た、 大廈 の^ 成跌の 功、 年を經 ずして 不日に 成りし かど も、 民の 镇 もな く、 國の費 も 無 かりけ 

り。 ぽ§ 相撲の 節、 久しく 絕 えたる 迹を 起し、 詩い! as 紘の 遊、 折に 觸れて 相 催す、 九重の 鎮式昔 を 

胼ぢ ず、 賓，事の^|法古きが如し。 去ん ぬる 保 元三 年 八月 十一 日、 、王 上 御 位 を 退ら せ 給 ひて、 御子の 宮 

しん Z ヌ  いよ/ \ 

に讓り 申させ 給へ り、」 二 條院是 なり。 然れ ども 信 西が 權位も 1. 咸を奮 ひて、 飛ぶ 鳥 も 落ち 草木 も 

魔く ばかりな り。 又 信 1- 鄉の 寵愛 も 翁 彌、^ ら かにして、 肩を雙 ぶる 人え し-」 されば 兩雄は 必ず 

i& ジ習 なろ 上、 如何なる 天魔 か 二人の 心に 入り 替 りけん、 其中惡 しくして、 事に 鷓れて 不快の 由 聞 

えけ り。 信- S は 信 i$ を 見て、 ぽ樣 に."、 此者 天下 を も 危め、 國家 をも甄 らんず る 仁よ と 思 ひければ、 

1^ 殆物 平； 卷 第一  一 1 1 
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^ にもして 失 はば やと 思へ ど.. -、 當 時無雙 の 寵臣なる 上、 人の 心 も 知り 難ければ、 打 解けて 申 合す 

べき""" % も 無し C ついで 有らば とた めら ひ 居たり。 信 賴も又 何事 も 心の 儘なる に、 此入 我 を祀ん 

で、 恨 を 結ばん 者 彼た るべ しと 思 ひて ければ、 何な ろ 謀 を 廻らして、 失 はんと ぞェ みける。 或る時 

信 西に 向って 上皇 仰せな りけ る は、 信賴が 大將を If み. S す は 何に、 必ずしも m_ 代 ，華の 家に 非 ざれ ど 

も、 時に 依つ て^さる. おりけ ると ぞ傳へ 問 食す と 仰せられければ、 信 西、 す は 世の中 今 はさ 

てと、 歎 か はしくて 申しけ る は、 信輯 などが 大將に 成りな ば、 誰か 望 を 驟け候 は ざらん、 君の 御 

？っ f) ご つ A さめし  i,- ょゐ ダ もく  かみてん タ *  V-  しも  そしり 

政 は！^召を以て先と十、 叙位 除 目に 僻事 出で 來 ぬれば、 上天の 巍々 に^き、 下人の 貶 を 受けて、 

i し  んん 1^  はんに  あ こ まろ  .0 わみ ち 

世の 虱る &端 なり、 其 例、 湊家 本朝に 繁多な り、 されば にや 阿古 大納言 宗通卿 を 白 河 院大將 に 成 

くわん ぢ  こ たかの み とう  いへ 二り  今- ラ ん 

さんと 思 食したり しか ども、 宥， 治の sir: 主 御 許されな かりき、 故 中 御門 藤 中： i 言 家 成 卿 を、 舊院大 

納 言に 成さば やと 仰せられ しか ども、 諸大 夫の 大納言に 成る 事は絕 えて 久しく 候、 中納 言に 至り 候 だ 

に 過分に 候 もの を， • ^諸 卿 传諌め 申されし かば 思 食し 止みぬ、 せめての 御 志に や、 歳の 始の勅 S: の薪窗 

に、 中 御門 新 大納言 殿へ と游 ばされ たりけ る、 是を拜 見して、 誠に 成され 進ら せた るに も 潜 過ぎた 

る 面目 かな、 御 志の 程 なしと て、 老の淚 を 拭 ひかね ける とぞ 承り 候、 大納言^ 以て 君 も 執し m{ 食 

^ろ がせ  こんる i の fc いし ャ 5  さんこう  . 

し、 臣も 緩 にせ じと こ rVlli め 申し. 1 か、 況ゃ 衛大將 を や、 111 一公に は 列 すれ ども、 大將を は^ざる 


臣の みあり、 |_っ# の^ 英カ〕 才の 輩 も、 此職を 先途と す、 信輯 などが 身 を 以て 大將を 汚さば 

離く 奢り を 1 めて i-ST の臣 となり、 天の 爲に 亡され 候 はん 事、 爭か 不便に 思 食され で 候べき と 諫め 

中し け， d ども、 賢に もと 思 食した る 御 氣色も 無し。 信西餘 りの 勿 堕な きに、 唐の 安祿 山が 奢れる 昔 を 

*  てんき 

捨に 書きて、 卷物 三卷を 作りて、 院へ 進ら せ けれども、 君 は錄實 にもと 思 食した る 御 事 もな く、 天氣 

u-^^^)  xiAi  しょら う 

他に 異なり、 言賴卿 は通憲 入道が 散々 に 申しけ る 事 を 漏 聞きて、 安から ぬ 事に 思 ひけれ は， 常に 所勞 

一， S-J ゾ  、lv しみつ テん  もろ， 二 A  ざいしょ  はや 

と號 し、 dii もせず、 ^見 源 中 納言師 化 卿 を 相 語らうて、 彼 在所に 籠居て、 馬に 乘り、 馳 引き、 早 

持が ど、 偏に 武藝 をぞ 稽古せられ ける。 是 併しながら 信 西 を 失 はん 爲とぞ 聞え ける。 

信 賴卿信 西 被レ亡 議事 

さる 程に 信頓卿 は、 子息 新侍從 Ik を大 lk 淸 盛の 鸷に 成して 近付き 寄り、 平家の 武威 や 以て 本意 を遂 

げんと E: 〔ひける が、 难：盛は^4|¥:1たる上、 大國數 多 給 はりて、 一 、皆：^ 恩 を 蒙り、 恨 有る まじ けれ 

ば、 よも 同意せ じと 思 ひ 止る。 左 馬 If 義朝 こそ、 保 元の 亂 より 以後、 平家に 覺ぇ 劣りて 安から ず存 

ずる 者と 思 はれ、 近付きて 懇 に 志 をぞ通 はしける。 常に 見參の 度に は、 信鎮 かくて 候 は ど、 國を 

も P も 望み、 mti を も 申されん に、 _|^ん| よも 子細 有ら じと 宣 \"。 加樣に 御意に 懸けられ 候條、 身 
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に 取りて 大慶な り、 何なる 御大 事 を も 承りて、 一方 は 固め 申さん とぞ宣 ひける。 しかの みならず 常 帝 

の 御 外戚、 新 大納言 經宗を も 語ら ひ、 中 御門 藤 中 納言家 成躑の 三男 越後 中將 ill 朝臣 は. の %氣 

色 能き 者な りと 語ら ひ、 御 乳 人の 別當 惟れ 方 を も 憑 まれけ り。 中にも此別當は1|,|^:にの叔父なりし に、 

C ぶと し  し； -.,  、- i 

我 弟 尾 張 少將信 俊を聲 になし、 殊更 深く ぞ 契られけ る， - 加樣に 認め 廻らして、 燎を伺 はれけ る呈 

に、 平 治 元年 十二月 四日、 大 15^淸 盛 宿願 有りと て、 I 子 左衞門 佐重感 相 具して、 熊 野 詣の事 あり、 

ひへ ェ  を つ と 

其^ を 以て 信頼 卿 義朝を 招き、 信 西に 紀伊 二位の 夫た るに 依って、 天下の 大小 事 を 心の 儘に 申 行 ひ、 

子 共に は 官1 階 fi;:- になし 與へ、 信 賴が方 樣の事 をば、 火 を も 水に 申しな す、 至極の 僻 者な り、 此 

入道 久しく 天下に 在りて は、 國も银 き 世も亂 るべき ！ g の 基 なり、 君 もさ は 思 食し たれ ども、 させ 

る 次 も 無ければ、 御誡 もな し、 いざと ょ御邊 始終 如何 あらん、 大 t^as 盛 も 彼が 緣と 成りて、 源氏の 

人々 をば 申し 沈めん とするな どこ そ 承れ、 能き 樣に 計ら はるべき 物 をと 語れば、 義朝 申されけ る は、 

六 孫 王より 七 代 nfk の藝を 以て 今に & 逆の 輩を誡 め、 武略の 術を傳 へて、 凶徒 を 退け 1^、 然るに 去ん 

ぬる 保 元に 門 の W 多く 朝敵と 成りて、 親類 皆 梟せられ、 巳 上義朝 一 人に 罷 成り 候へ ば、 淸感も 々、さ 

ぞ計ひ 候らん、 此等は 本より 覺 悟の 前にて 侍れば、 あながちに 驚くべき にて 候 は.；： ども、 加 3g に み 

仰せ 候 上 は、 便宜 候 は 當 家の 沈 を も 試むべし とこ そ 存じ 候へ と 申されければ、 信賴 大いに 宜： んで 


に かも "つ 7  みづか  よろこび 1<  じ め 

嚴 物作りの 太刀 1 腰 自ら 取 出 だし、 旦は 悅 の 初と て 引かれたり。 義朝 謹んで 請 りて 出 でられけ る 

に、 白く 黑 くさる 體 なる 馬ニ 匹、 鏡 鞍 置いて 引立てたり。 の 事 なれば、 teif 振 上げさせて 此馬を 

合戥の 出立ち に 馬 程の 大事 は 候 はず、 近頃の 御馬に て 候、 此 を 以て、 船なる" 船 1 なりと も、 

など か 破らで 候べき、 合戰は 1 に は 因らず、 謀 を 以てすと 雖も、 小 を 以て 大に 敵せ ずと も 申せば、 

t り さ みつち トー す- C4 ヤー. P  ない， k 

賴政、 光基、 季實等 を も 召され 候へ、 其 上 此等を 始めて、 源氏 共 1^ 々申す 11 曰 有りと 承り 候と 申して 出 

-ジ きごろ ひ つ) ろ  おさ  f 

でられければ、 信頼 卿 月 来日 比 持へ 置かれた る 武具 なれば、 威し 立てた る 鎧 五十 領、 追 ひ 樣に遣 はさ 

れ けり。 信頓 やがて 此人々 を 喚んで、 憑むべき 由宣 へば、 一門の 中の 大將旣 に從ひ 奉る 上 は、 お 

に 能 はずと てぞ歸 りけ る。 

三 條殿發 向 幷信西 宿所 燒拂事 

さる 一:?.: に 信頓卿 は、 同 九日の 夜 子の刻ば かりに、 左 馬頭 義朝 を大將 として、 其 勢 五 百 餘騎、 院の御 

»n ん / ヽ  . ^み  v し-ご， 3 

三^ 殿へ 押 寄せ、 四方の 門々 を 打 固め、 右衞 門督乘 りながら、 年来 御い とほし み を 蒙りつ るに、 信 

西が 讒に 依って、 信頼 討 たれ 進ら すべき 由 承り 候 間、 暫 しの 命 助からん 爲に、 帘ハ國 の 方へ こそ 罷下 

り 候へ と 申せば、 上皇 大いに 驚かせ 給 ひて、 何者が 信 賴を失 ふべ かなる ぞ とて、 あきれさせ 給へば、 
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ザん  もろ A-.f' み 

伏 見 源 中 納言肺 仲 卿 御 車 を 差 寄せ、 急ぎ 召さるべき 由 申されければ、 早 火 を 懸けよ. V 聲々 にぞ 中し け 

る。 上皇 擄 て- -御审 に 召 さるれば、 御 妹の 上 西 門院 も 一つ 御所に 渡らせ 給 ひける が、 一! じ 御せ- i ぞ 

みつもす みつ， 5!  4，-05 一：. つ  い： ん r マし t.. 一  こ-つ 

奉りけ る。 信頼、 義朝、 光保、 光基、 季實 等、 前後左右に 打圜 みて、 大內へ 人れ 進ら せ、 一 本 御 f-*! 所 

し- KH:;' す フっ はん *.、 わん r も r ね  二. フ 

に 押 籠め 鬼. る。 やがて 佐 渡 式部 大輔重 成、 周 防 判官 季實 近く 候して、 君 をば 守護し 奉る。 さても 

此贯成 は、 保 元の 亂の時 も、 讃岐院 の 仁 和 寺の 法務が 坊に 渡らせ 給 ひし を 守護し 奉りて、 ？ 5^ 州 

へ 御 流 有りし 時 も、 鳥 羽まで 參 りし 者な り、 何なる 故に や 二 代の 君 を 守護し 進ら すらん と 人々 屮合 

おろ <?-  もん/、  つ はもの  しょしょ  やうく わ 

へり。 三條 殿の 有樣 申す も a- なり。 門々 をば 兵 共 固めた るに、 所々 に.^ を m ，けたり。 猛火 { や： に 充 

ミ. ん うん  -vyc う  つ ね 

ちて、 暴風 烟雲 を揚 ぐ。 公卿 殿上人、 局の 女房た ちに 至る まで、 是も信 西が 一族に て や 有る らんと 

て、 射 代せ 斬殺せば、 火に 燒け じと 出 づれば 矢に 中り、 矢に 中ら じと 返れば 火に 燒け、 矢 に^れ 火 

を 惲る類 は、 井に こそ 多く 飛 入り けれ。 それ も 暫くの 事に て、 下なる は 水に 溺れ、 中なる は 供に 押 

されて 死し、 上 は 火に こそ 燒 けに けれ。 造り 重ねた る 殿舍の 烈しき 風に 吹 立てられて、 &、 51 地に ほと 

ばし りければ、 何たる 者 か 助かるべき *  -ぉ 阿房の 炎上に は、 后妃采女の身を滅す^5^無かりしに、 此 

くわいろく  おほえの いへ な. -  や ri--- 

仙 洞の 冋祿に は、 月卿雲客の侖を落すこ^vf:ましけれ。 左兵衞 大江家 仲、 右衞門 尉平 忠、 5?355 を最 

後と t?t^ ひける が、 に 討 たれて ければ、 家 仲 康忠が 首 を 鉢に 貧き、 大内 へ馳參 り、 待 賢 門に fl- 上げ 


5^  し 、，5-  A ね 5k こ うぢに し. つん 

て、 喚、 き 叫びた ろ I 外 は、 仕^した る事ぞ 無き。 同 丑の刻に 信 西が 宿所、 姉 小路 西 洞 院へ押 寄せて、 火 を 

懸け たれば、 女 童 の遽 て. -迷ひ 出で ける を も、 信 西が 姿を替 へて や？^ ぐらん とて、 多くの 者 を 斬 伏 

せけ り。 保 元の 亂 以後 は、 り理世 安樂に-して、 都鄙；！ を 忘れ 欽 〔〇 歡カ〕 娘 遊 宴して、 ^^下の屋を雙べし 

に、 火災の 餘烟に 民 Is 多く 亡びし かば、 ご は 何に 成りぬ る 世の中 ぞ、 此 二三 箇年は 洛中 殊更 靜 にし 

て、 甲 SI を錯ひ 弓箭 を帶 する 者 もなかり しかば、 適 持 行く 人 も 襌 なる 體に こそお りしに、 今 は 

つ 兵 共 京， 臼 河に 充 てり、 行末 如何が 有るべき と 歎かぬ 人 も 無 かりけ り。 

信 西 子息 闕 官事 付 除 ni: 事 幷惡源 太 上洛 事 

すつ くわ./ *  ち やくし  お-しつ c-  し-び つり マん  さ" C り 

さる 程に 少納言 入道 信 西が 子息 五人^ せらる ^ 嫡子 新 宰相 俊憲、 次男 播磨 中將 成き r 櫂 右中辨 g 憲， 

美澳 少將、 |〔〇 俯ノ 誤〕 ir 信 s# 惟 〔〇 是ノ 誤〕 寧 り。 上 卿 は 花山院 大納言 忠雅、 轍 事 は 蔵人 右少辨 

なりより  5、. う  い げ く ギ-? -フ  せん？  ， 

成〕 3 とぞ聞 えし。 さる 程に 太 政 大臣、 左右 大臣、 内大臣 以下 公卿 參 内し 給 ひし かば、 As- 議 おって 信^ 

が 子 共 ねらる に、 潘 11 中 將成憲 は- 太宰 大戴淸 盛の it なれば、 若 や 命 助る とて、 六 波羅へ 落ちら 

れ たりけ るを宜 旨と て 内裏より 頻 1! に 召されければ， 力 及ばで 出 だされけ り。 博士 判官 坂 上 兼 成 行 

向 ひ、 ^1 を 請. 取って 內 裹へ參 りければ、 導ぬべき 子細 有りと て、 1^ 成に 預置 かる。 權右屮 辨贞憲 
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； ち-: さり I  か- -ー はら  f^.  r ぶ やみ 

は 髻 切り 法師に 成りて、 傍 に 忍び；， -り ける を、 宗 判官 信 澄 fsl.- 出 だして 別 富に 申したり しかば、 

： ぶ^み  1 つ もく  rn 、み 

是も信 澄に 預けられ けり。 やがて 除： H を 行 はる。 信 輯卿は 本より 望 を 懸けたり しかば、 大臣 大 を 

兼ねたり き。 左 馬, 義朝は 播磨國 を 賜 はりて 潘磨 守になる。 佐 渡 式部 大輔は 信 濃 守になる。 多 Hii 

人大夫 源賴憲 は攝津 守になる。 源 兼經は 左衞門 尉になる。 康忠は 右 衞門尉 ll なる。 I お 四 郎-^ ぼ サがは 

- じょ. ン  きょ  よう  、v さいへ かいみ フ 

右 馬尤 になる。 ，1 田 次 郞正淸 は兵衞 尉に 成って 正 家と 改名ず。 今度の 合 戰に打 勝ちな ば、 上總^ を 

給 ふべき 由宣 ひけり。 爱に義 朝が 摘 子 鎌倉惡 源太義 平、 母方の i|{ 三 ii^^l 許に 在りけ るが、 都に 

iiT かしき 1$ 有りと 聞きて、 鞭 を 打って 馳 上りけ るが、 今度の 除 目に 參合 ふ。 信頓 大いに 悅ん で、 義 

ぢも、  ， 、 フん Jr ァ . 

平此除 01 に 口 ふこ そ 幸 なれ、 大 國小國 か、 官加階 も 思 ひの 如く 進むべし、 合 戰も又 能く 仕れと 宣へ 

ば、 平 申しけ る は、 保 元に 叔父 鑕西八 郞爲朝 を 宇治 殿の 御前に て藏 入に 成されければ、 Mr 々、なる 

除 目 力なと 辭し 申しけ る は 理 かな、 義 平に 勢 を 給 はり 候へ、 安部 野に 驅向 ひ、 淸盛か ^.g を 待た 

ん 程に、 ^衣ば かりにて 上らん 處を、 眞 中に 联 籠め て 一度に 討つべし、 命 を 助からん と 思 はに、 山 

林へ ぞ^ 籠り 候 はんず らん、 然 らば 追 詰めく 捕へ て、 首 を 剥ね 獄門に 懸けて、 其 後 信 西 を滅 し、 世 

も靜 りて こそ、 大國も 小 國も官 加 階 も 進み 侍らめ、 見えた る 事 もな きに、 兼ねて 成りて 可 かせん、 

  つ はもつ  《p と ちくげ J"!- 

只義平 は東國 にて 兵 共に 喚 付けられて 候へば、 本の 惡源. R に 候 はんと ぞ 申しけ る。 信 s、 義 平が 申 


状 荒 儀な り、 其 上 安部 野まで 馬の足 疲ら かして 何 かせん、 都へ入れて|^2取籠めて討たんずるに、 程 

や 有るべき と宣 ひければ、 皆此 儀に ぞ從 はれけ る。 偏に 運の 盡 くる 故に こそ。 1^ 宮太政 大臣 伊通 公 

い 5ち や- フ 

其 比 は 左大臣に てお はし ましけ るが、 才學 優長に して、 御前 にても 常に を かしき 事 を 申されければ、 

君 も臣も 大きに 笑 はせ 給 ひ、 御遊， も 興 を 催しけ り。 内裏に こそ 武士 共 仕出した る 事 もな けれども、 思 

の 如く 官加階 をなる、 人 を 多く 殺した るば かりにて 官位 をな らんに は、 三條 殿の 井 こそ 多く 人 を 殺し 

たれ、 など 其 井に は官 をな されぬ ぞと笑 はれけ る。 

信 西 出家 由來幷 南都 落 事 付 最後 事 

,* ちの ）-  X  ？け 

さる 程に 通憲入 を 尋ねられ けれども、 行く へ を 更に 知ら ざり けり。 彼 信 西と 申す は、 南 家の 1^ 士 

A-.f' し； 二つ わ" し い .フ じ  たい み  乂ん ぐわん 

長 門 守 高 階 經 敏が鐘 子な り C 大業 も 遂げず 儒官に も 入れられず、 重代に 非ざる なりと て、 辨 にも 

ならず、 n 向 守通憲 とて、 何となく 御前に て 召 仕 はれけ るが、 出家し ける 故 は、 御 听へ參 らんと て 

マん み-つ あんざ- フ  ふ .^SK くび けん  めんさ フ 

髮を かきける に、 K 水に 面 像 を 見れば、 寸の 首劍の 前に 懸 りて {冷， しくなる と ま ふ 面相 あり。 驚き 思 ひ 

^りめ の わ- フじ  さう にん  みちのり  さラ 

ける 比 宿願 有る に 依って 熊 野へ 參り けり。 切目 王子の 御前に て、 相 人に 行 逢 ひたり。 通憲を 見て 相し 

ごへん  くび  さき  さう じ やう 

て 曰く、 御邊は 諸道の 才 入 かな、 但し 寸の首 劎の 先に 懸 つて、 露命 を 草 上に さらす と 云 ふ 相の 有る 
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-.I か  こ  みち つり 

は 何に と 云 ひて、 一 々相し ける が、 行末 は 知らず、 来し方 は 何事 も 違 は ざり ければ、 通憲 もさ 思ふぞ 

とて 歎き かける が、 其 をば 何に して 遁る べきと 云 ふに、 いざ 出家して ゃ遁 れんず らん、 それ も 七 ifl- に餘 

らば 如何が 有らん とぞ云 ふ。 さて こそ 下向して 御前へ 參り、 出家の 志 候が、 日向 入 と 呼ばれん は、 

にう たてしう 覺ぇ 候、 少納言 を 御 許し 蒙り 候 はば やと 申しければ、 少納言 は 一 の 人 も 成りな どし 

て、 左右な く 取 下さぬ 官 なり、 如何 有らん と 仰せられ ける を、 樣々 に 申して 御 許され を おり、 やが 

て 出家して 少納言 入道 信 西と ぞ云 ひける。 子 共 或は 中 I ノ將に 至り、 或は 七辨 に相竝 びて、 由々 しかり 

たのしみ  かなしみ しょ 

しが、 終に 织；{染 の 袖に 身を替 へても、 露命 を 野邊の 草に 置き かねし は、 昨日の 樂 今日の 悲、 諸 

，ゃぅれ じ や 5 もく ぜ"  き-つ は  こと 

行 無常 は 只 EL 前に 顯れ たり. - 吉凶 は 纏れ る 〔〇 糾 へる 〔，^0 醜の 如しと 云ふぞ 理 なる。 信 西 九日 午の 

はく こ 5  つら u  T 

刻に、 白虹 日， ゲ貫 くと 云 ふ 天變を 見て、 <r 夜 御所へ 夜 討 入るべし と は 知りたり ける にや、 此樣屮 人 

れんと て、 院 御所へ 參 りたれば、 折節 御遊に て、 子 共 皆 御前に 词 候したり しかば、 其 與を醒 し 進ら 

せん も 無骨 なれば、 或 女房に 子細 を 申 置きて 罷出 でに けり C 宿所に歸り紀伊ニ位に か>-る^^ぁり子 

共に も 知らせ 給へ、 信 西 は 思 ふ 旨 有って 奈 良の 方へ 行くな りと 云 ひければ、 IHK ムも 同じ 道に と 歎 か 

るれ ども、 樣ハ にこ しらへ 留めて、 侍 四 人相 具し、 秘蔵せられ たる 月 毛の 馬に 打乘 りて、 人 成 棒 

tS はら  だいだ， t6  し *fc- ャフ 

を 召 具し、 南都の 方へ 落ちられけ るが、 宇治 路へ か. -り、 田 原が 奥 大道 寺と 云 ふ 所^に ぞ 行きに け 


、し- 、3 しろ し .A らき  はるか  もくし <U フじ ゆみや、？ 13  たいは v> ^いてん 

る。 の 後、 信 樂の峯 を 過ぎ、 遙 分 入る に、 又天變 あり、 木星 壽命亥 に 在り、 大伯經 典 〔〇 天 

えんげん 

力〕 に 侵せる 時 は、 忠臣 君に 代り 奉る と 云 ふ天變 なり。 信 西 大いに 驚き、 本より 天文 淵源 を 究めたり 

ければ、 £to 是を考 ふるに、 强者 弱く 弱者 强 しと 云 ふ 文な り。 是君 奢る 時は臣 弱く、 臣 奢る 時 はお 弱 

くなる と 云へ り。 今 臣!！ つて 君 弱くなら せ 給 ふべ し。 忠臣 君に 替 ると 云 ふ は、 恐らく は 我なる べしと 

思 ひて、 叨 くる 十日の 朝、 右 衞門尉 成 景と云 ふ 侍 を 召して、 都の 方に 何事 か 有る、 見て 歸れ とて 

差遣 はす。 % ま "il に打乘 つて 馳 行く 程に、 小幡 峠に て 入道の 舍人武 澤と云 ふ 者、 御所に 火 懸けて 後、 

,1 門奈 良へ と 聞きし かば、 此事 申さん とて 走りけ るに 行 逢 ふ。 然々の由を語り婶.^路の 御^5所も 

燒拂 はれ 候 ひぬ、 是は右 衞門督 殿、 左 馬頭 殿 を 語ら ひ、 入道 殿の 御 一門 を 滅し給 はんとの 謀と-」 そ 

承り 候へ、 其 由 を吿げ 進ら せんとて、 奈 良へ 參り 候と 申せば、 下 藤に おはす 所 知らせて は惡 しかり 

O^Ars  * ^りかげ  た はら 

なんと 思へば、 汝 いしく 參 りたり、 春 日 山の 奥然 やの 所な りと 敎 へて、 成景は 京へ 上る. ffl にて 田 1^ 

の 奥に 歸り 入道に 此由を 申せば、 されば こそ 信 西が 見た らん 事 はよ も 違 はじと 覺 えつる ぞ、 忠臣 君 

に 代り 奉る と 有れば、 如か じ 命 を 失うて 御 恩 を 報じ 奉らん に は、 但し 息の 通 はん 程 は佛の 御お を唱 

.U てなら  い 

ベ 進ら せんと 思へば、 其 用意せ よと て、 穴 を く 掘り、 四方に 板 を立雙 ベ、 入道 を納れ 奉り、 四 

人の さ M ひも ir 切って、 最後の 御 恩に は ITill" を 給 はらんと 各 申せば、 左 衞門尉 師光は 西 光， 右 衞 門 
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S 靈 は菌、 0S$  Si 諮 S は 議とぞ 付けられ ける。 其後大 いなる 竹の節 を通 

じて、 入道の 口に 當て X、 も ir を 具して 掘 塊む。 四 人の 侍 墓の 前にて 歎き けれども、 叶 ふべき 事なら 

ねば 泣く/ \ 都へ 歸 りけ り。 

信 西 首 實撿事 付大， 跻渡 被：， 懸ニ 獄門 - 事 

さる 程に In わん 鍵 同じく 都へ 歸り ける が 最後の なり、 紀 伊一 一位に 見せ 奉らん とて、 i を 

引きて 歸る 程に、 8sr 五十 餘騎 にて 信 西が 行く へ を I るに、 木幡 山に て 行逢 ふ。 馬も舍 

人 も 見知り たれば、 打 伏せて 問 ひける に、 始は 知らず と 云 ひけれ ども、 終に は 有の 21 にぞ 申しけ る。 

卽ち此 男 を i に 立てて 行く 程に、 新しく 土 を sv る 所 あり。 あれ こそ それよ と敎 ふれば、 卽ち掘 起 

して 見れば、 未だ 目 ははたら き 息 通 ひける を 首を联 りて ぞ歸 りけ る。 出 雲 前 司 光保 信^ 鄉に此 由 を 申 

せ. ま、 同じき 十 E 日に IP にと 同車して 、みちき 宿所 lit へ 行 向って 此首 SS す。 必定 なれば 

^  t  F  -  き r フぢう じ c.-rv げ  <  , 

やがて 明くる日 i??^ を 渡し、 獄門に 懸けら るべ しと 定められければ、 京 中の 上下 河原に 巿を なして 見 

物す。 信賴、 義朝も 車 を 立て. -是を 見る。 • 十五 日の の 刻の 事なる に、 啧れたる天薛に暗れて21^出 

でたり。 是を 不思議と 見る 處に、 此首 信頼 義朝 車の 前 を 渡る 時、 打 頷いて ぞ 通りけ る。 見る 人 皆 只 


今 f ましてん ず、 布ろ しくと ぞ云 ひける。 S に 非 ざれば、 iir にも 非ず して IP おに 掛けら 

る：： も、 if  S と 云 ひながら、 去ん ぬる 保 元に 絕 えて 久しき 死 f く を 申 行 ひし 報 かと ぞ人々 中し 

ける。 さて § 二位の 蠢 からず、 flE&l かりし 入道に は 後れ 給 ひぬ、 雷の 子 共 十二 人 

ながら 召 籠め られ て、 § ，も 未だ 定まらず、 S 進ら せつる 君 も I めら れ させ 給 ひて、 月 曰の 光 を 

さへ はか，， しく は靈ぜ ず、 a( 霞の 方へ S3 だし 失 はんと 5 なれば、 終に" 

遁れ 難しと ぞ歎 かれけ る。 

唐 僧 來朝事 

I 程に 彼の 紀伊ー 一位と 申す は、 紀伊 i か 孫、. S 匿が 娘な り。 ^ATBJh 

ゃがて從ニ位して紀伊^^位とぞ申しける。 信 西が と 成りて 不暴 多き せに、 S 来りて 生ま- 

響な りと て拜 する 事 あり。 其 IMi 二 年の 冬の 比、 §法蠢野 山に 御 塞 一^:; しに、 ま 

比 P ざ^に 唐 f り、 名 をば irsf と 云 ふ。 彼僧靈 にて f 身を ま 捨てず して、 

み f んと云 ふ PI じ、 夭 を 仰ぎて 一千 日の 間 I をな す。 千日.^ 滿じ ける 夜、 汝 生身の 觀昔を 

拜 まんき は气 1." に 行きて 云 ふ 所に 赴け と 云 ふ 天の 亍ハ現 を 蒙りて、 靈の產 I け 
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て、 彼 山に 參籠 せるな り C 法 白 i 由 聞 食して 唐 IB を 召されければ、 御前へ參りてゎきlil£尙^feす。 

庚 15 なれば 語 を 聞き 知 食す 人 無し。 只 鳥の 導る 如くな りし を、 信 西.. ii^e 坐に 候 ひける が、 

除 じ， 精 にて 来れる かと 問へば、 唐僧 の 曰く さに あらず、 配^菌辩 お r にて 来りに るな りと 答 

ふ。 さて 唐 僭 信 © が詞を 聞きて、 才學の 程 を 計らん とや 思 ひけん、 異^の 事 を 問 懸けたり。 、M お 

の 長 安？ り天& 城へ は 幾 i ぞと 問へば、 十 蓠餘 里と 答 ふ。 云 ふ 寺 は I にか 在 

る、 天 合 山より Ig! へ 去る 事 七 百 里、 白樂 天の 世 を遁れ し所ぞ かしと 答 ふれば、 唐 I- 難 義を問 はんと 

や 思 *1 え ^ん>, 扁鵲が 門に は 何 か あると 云 ふ。 延命 ト云ふ 草を植 ゑたり、 是を 兌る 人 善 を 招き 惡を 避け、 

壽命久 延と云 ふ， ■ 汝 陽が 門に 何 か ある、 亂 i ゆと 云 ふ 木 あり、 三十 年に ilri^f に 花：.^ < き、 片 枝に 

巧 是 I りて 食 ふ入醉 ふこと 百餘 日、 まが 桃に 似たり、 sra.l くと は S ？、 お！？ より 

8^ テへ去 る""11百里 なり、 のま ま 1 の 塔 あり、 I の 本に は 14 きき、 f 

き S の S 開けたり、 S あぎの 難に して、 髮をず 給 ひし 所な り V おきに は醒 わき 云 

ふ 木 あ t、 も I の 葉 を 鼓に 塗-りて、 打つ f 聞く 人 不老不死の 德を 得たり、 I®. に は M 急 ふ 虫 

あり- 首に 諸 の 財 を 戴き、 常に 佛を i^li し 奉る 思 あり。 や は 三 の 瀧 あり、 彼 瀧の 水 を 吞む八 

大いに 怒る 心 あり、 され ども 竹馬に 鞭打ちて、 道心 を 催す と 云へ り、^ 火 〔〇 巴ノ 誤〕 琴 を彈ぜ しか,.、 


illi- の _i く" S に 上り、 Si 笛 を 吹きし かば、 天人 袖 を" i へす、 唐 太 宗は甓 の邊 にして 夭 下 を 治む る 

^ ん ％>n りと、 一々 答へ ければ、 廣 僧我國 より 渡れる 者が 此國 より 來 つて 學せ るかと 問へ，^、 本より 

我此 M の なれ ども、 若 llf にや 渡らん ずらん とて、 天竺、 I* 高麗、 新羅、 百 濟を始 ：！ 

して、 五六 箇 年の 間に、 IfrM ん より- れ。 萬 民り 申し かへ たる 詞 まで、 學び たるな りと 答へ けぐ f;5i、 我 生 

鲈んの 觀音を 拜み窣 らんと、 天の ik§ を， お M りて 是 まで 來れ り、 汝卽ち 生 身の 觀 昔たり. 我 g み-しから 

ずと て、 信 西 を 三度 i し、 種々 の 引出物 をして けり。 其 後 信 四 我 國の詞 を 以て、 此趣を 奏しければ、 

君 を 始め 继ら せて、 の 人々 皆 不思議の 思 を 成されけ り」 

數山 物語 事 

去ん ぬる 保 元元 年の 春の 比. 董 S へ i なる、 山門に は大 師修|の具| あり。 名 一，^ 1 御？ 

りけ るに. 大 s、  <^lki を 計らん とや 思 ひけん、 我 山の 財に て は 候へ ども、 正しく 名字 を 知り 

たる 者 候 はずと 一 同 に^しければ * 法皇 先年 熊 野に て、 信 西 不思議の 才學を 振 ひし かば， 1 を；^^ 

知りた るらん とて 召 出 だされければ • 御前に 參 りて 畏る〕 先づ 一つの 箱修禪 ill の 具足の 中に、 勢 手 

m ばかりにして 音 有る 物 あり、 是は にと 御 尊 有れば * 禪 鞠と 申し 候. 止観の 第 四卷に 見えたり、 
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聲 へば 大師 禪定， の 時、 IT あれば 是を *lr.JT に 置く、  i れ ばお IS から 落つ . 落れば 昔 あり、 故に g おむ 

るな り、 又 二 尺 四五寸 ばかりなる 木の 先に、 £ぉ衝^^ばかりにして和かなる物ぁり， 大師し  11155 ，の 

時. 御身 苦しき 事お はし ませば、 是を 以て 押 ふ、 押 ふれば； M む、 是，^-1|^と云ふ. 二 尺ば かり 有 

る 物 を かせの 如くに 違へ て. 先 毎に 絹 を 懸けて 塗りた る 物 あり、 大師 坐 禪に御 胸痛む 時，. 是を 以て 

押 ふ、 押 ふれば 止む. 助 老と是 を 云 ふ、 又 枕に 似た る 物 あり、 其 名 を l^f; と 云 ふ、 委しく は 

經に 見え、 tirlj 此等を 四 種の 物と 一 K ふなり、 第 十九の 箱 は 下野 國、 宇佐 〔〇 都ノ 誤〕 宮の 御殿に 納 

めら る. 乙 護法 使み I たり、 明祌强 ちに 惜しませ 給へば、 人 は爭か 知るべき なれ ども、 或は 宇 5!;|ん のぶ 

を 籠め、 或は 陀 天の 法 を 籠め. 大師 て 封 せらる と； ミ、 sssi^f^ 

かや、 凡 i 寺 は大雲 初の 伽藍な り、 大 I は 天皇の gf  - 慰 I 院 irrfr 院は. くの 觚 g 

なり、 法 i に は 大§ 一代の I もまし ます， 五 P ん のき， の火， 匿. 「g の 土 も あり、 きん g 院 には大 

肺の 御^ 息 も あり、 香爐も あり、 御影 もお はします、 其 外；^， 5;^ 三年の 春、 大師 九州 £5,^ おに 詣で 

て、 法 華の 眞文を 講じ 給 ひし かば. 大 菩薩 J" ら 齋 殿 を 開き * 手づ から 大師に け 給 ひし 紫の 袈裟に 

は、 光 g きとして • 八 幡三 あ もお はします なり、 i 擊 |讓ま、 翳 g よ 

り i へたる 菌 石も此 山に 在りと こそ 候へ、 しかの みならず 三十 翳の 塞し 51 の 杉の， 


飯 室の 五つ 坊の 谷まで も、 打 鳴らす 鐘の 響の しける にこ そ 人 有りと は 知ら けれと、 三 塔の 秘事 共 を 

1 々に 申しければ、 君 を 始め 進ら せて、 三千の 衆徒 奇與の 思 をな しにけ り。，^ I 御， の 後 もま. Isitfcs 西 

くわう さい  よ も や *u  すごろく さ、  お 

が 宏^ を 感じ 申されけ るに 付きて、 四方 山の 御物 語ぞ 有りけ る。 さても 雙 六の 采の 目に、 一が 二つ 

りたる をば、 疊 f と 云 ひ、 二が 二つ 下りた る をば 重 「一 と 云 ふ、 五六 を も b| 五 I 六と 申す、 是皆 g はる 

し 5 マん しゅじ 

義な るに、 三 四ば かり を 朱 三 朱 四と 云 ふこ そ 心 ね、 是を御 尋ね 候へ かしと 申されければ、 法皇 實に 

もとて、 信 西 を 召されて、 此 S を 仰せ 下されければ、 さん 候、 昔 は 同じく 重 三重 四と 申しけ る を， 唐 

の玄宗 皇帝と 楊 費 妃と雙 六 を 遊ばしけ るに、 重 三の 目が 御^にて、 朕が 思 ふ 如くに 出で たらば、 五位 

うさん お  ちう し  お 

になすべし とて 遊ばしければ、 重 三下り き、 楊 貴 妃又重 四の 目 を 乞うて、 我心の 如くに 下りたら ば、 

俱に 五位に なすべし とて 打ち 給 ふに、 重 四 出で たりき、 依って 天子に 俗 〔戲 ^〕言 なし， 11 じく 五位に 

しろし  し to.  くえ  ぢぅ さん ぢぅレ 

なさん とて 成されけ るに、 何 をか驗 にすべき と 云 ふに、 五位 は 衣 を 藩れば とて， ss^l 一重 四の n に 

朱 を 差されて より 以_^* 朱 三 朱 四と 呼ぶ とこ そ 見えて 候へ と 奏しければ、 ^1^^.卿皆 理 にやと 感合 はれ 

ぼんにん  にっき  えんま 

ける。 されば 凡人なら ぬに や、 死して 後 も * 手に は 日記 を 捧げ、 口に は 筆 を 含み、 炎 魔の 廳 にても、 

第三の 1^ ハ せに 列り ける と. 人の 夢にも 見えたり けり。 か X りし 人の 今 首 を 獄門に 掛けら る X も. 保 

元の 合戰 に、 宇治の！^！^府のき墓、 大和 ぺ iflll! 村 ggl^ の fjjflfg なりし を、 信 SI の， に 
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依って、 勅使 を 立て. -掘 起し、 死骸， や 空しく 耻か しめられ しが、 中二 年 ありて、 平 治 "兀 年に 我と 埋み 

隱 されし かど も、 終に 掘 起されて 首 を 斬られけ る こそ 怖ろ しけれ。 昨日の 他 州の 愁、 今日は 我 身の 責 

とも、 加 様の 事 を や 申すべき。 

從こ六 波羅， 紀州被 レ立ニ 早馬 1 事 

さる 程に 十日の 曉、 六波羅 より 立てし 早馬、 切目の 宿に て 追 付きたり。 淸盛 i に ぞと問 ひ 給へば、 去 

ん ぬる 九日の 夜、 三條 殿へ 夜 討 入って、 御所 皆 燒拂ひ 候 ひぬ、 少納言 入道の 宿所 も燒拂 はれ 候、 是 

は 右 衞門督 殿， 左 馬頭 殿 を 相 語ら ひて、 富家 を滅し 奉らん との 謀と こそ 承り 候へ と 中せば、 淸盛急 

ぎ 下向すべき か、 是 まで 參 つて 參詣を 遂げ ざらん も 無念な り、 如何が すべきと 宣 へば、 左衞 門佐篾 

げん.； i う  ご き 斗い  h.- やくしん 

感、 熊 野 ま 詣も現 當安穩 の 御 祈請に てこ そ 候ら め、 其 上 君 逆臣に 取 籠め られ させ 給へ るな り、 ^か 

武臣と して 是を救 ひ 奉ら ざらん、 神 は 非 睫 を 受けず、 何 か 苦しく 候べき、 急ぎ 御ド向 有るべし と-申 

されければ、 皆此 籙にぞ 同じけ る。 それに りて 敵に 向って 歸洛 せんず か、 物れ の ー領も 無き をば 

如何す べきと 歎き 給ふ處 に、 筑後守 家貞、 長 i を 五十 合 重げ に舁 がせたり しを耿 寄せて， 五十 領の 

ほか  いか  も ふ c な. 4- 

鎪、 1^ 十 腰の 矢、 其 外物 具 共 を联出 だして 奉る。 弓 は 何に と宣 へば、 竹の 枕の 中に 節 を 突いて 入 


いへ さ.：！ し- ォめ ゆ ひ ひ；. i たれ  あら ひが は 

れた りければ、 卽ち 五十 張の 弓を联 出せり. - やがて 家 は滋目 結の 直垂 に、 洗^の 鏜 藩て、 太刀 脇 狭 

さぶ  <:ひ  かう み？： r- 

み. 大將 軍に 仕へ 奉ろ 者 はかく こそ 用意 すれと 申せば、 侍 共 あはれ 高 名 かなと ぞ 感じけ る" 熊 野 

11 ん ぞう た なべ  つ はもの  ^あさごん C か A む げ 

の！？ 當^ 拊が に 在りけ るに 使 を 立て 給へば、 兵 二十 騎 奉る。 揚淺權 守宗篾 三十 騎 にて 馳參れ 

ば. &此百 餘騎に 成りに けり。 爱に惡 源 太 三千 餘騎 にて 安部 野に 待つ と 聞え ければ、 淸盛此 無勢に 

て、 大夢ノ に 合うて 討た れん 事 こそ 無念 なれ、 先づ是 より 四 園へ 渡り、 勢 を 催して 後日に 都へ 入らば 

し f もり  た いぢ 

やと 宣 へば. 盛 雷ね て 申されけ る は、 それ も然 にて 候へ ども. 事 延引せば， 定めて 當家返 治の 山、 

諸國へ 院宣 綸旨を 成し 掛く べし、 却って 朝敵と 成りなん 後 は、 後悔す とも 益ぶ T る まじ、 多！^ を 以て 無 

勢 を 討つ こと 常の 事な り、 敢て 弓箭の 班なら ず、 然れば 無勢な りと も、 驅 向って 卽 時に 討死に したら 

ん こそ 後代の 名 も 勝る ベ けれ、 何とか 思 ふ 家 ほと 宣 へば. 筑後守 * 六 波 羅の御 一門 もさ こそ^ な 

い げ じ やうえ 

く 思 食す らん、 急がせ 給へ と 申せば、 淸盛も 然るべ しとて、 都 を 差して 引返す。 大將 以下 5," 淨 衣の 上 

に錢 を箭， 敬禮 熊野權 現、 今度の 合戰 事故 無く 打ち勝た させ 給へ と 祈請して、 引驟 け/、 打つ 程に、 

和 泉と 紀伊國 との si なる 鬼の 中 山に て、 置 毛なる 馬に 乘 つたる 者、 早馬と 覺 しくて、 揉みに 揉う で 

出で 來 たり。 す は惡源 太が 使 かと 皆 人 色 を 失 ふに、 源氏の 使に は 非ず して、 六波羅 よりの 早馬な り" 

さて は 六 波緇は W にと 問 ひ 給へば、 昨日 夜半ば かりに 出で 候 ひしまで は、 何事 も 候 はず， 播磨 中將 
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殿の if みて 御 渡り 候 ひし を、 内裹 より 宣旨 とて、 頻 1 に 召され 候 ひし 間、 力無く 十日の 暮 程に 出 だ 

し 進ら せ 給 ひて 候と 申しければ、 左 衞門佐 無下に 云 ひ 甲斐な き 事せられ たる 人々 かな、 當家を 憑み 

て 来れる 人 を 敵の 手へ 渡す と 云 ふ 事 や 有る、 かくて は 御 方に 付きなん やとて 怒られけ る。 さても 

惡源 太が 14 &に 待つ と 云 ふ は g にと 問 ひ 給へば、 其 儀 はお" て 候 はず、 伊勢 國 伊藤の 兵 共 こそ、 都 

へ 入ら せ^は t 御供 仕らん とて、 三百 餘騎 にて 待ち 進ら せ 候 ひつれ と 申せば、 敵の 惡源 太に て は あら 

，^ か み- ヌ、 二！  われ  お ほ. vh- 

ずして、 能き 御 方 ござん なれ、 打て や 者 共と て、 皆 人 色 を 直して 我先にと 進む 程に、 和 泉^ 大 鳥の 

宮に 着き 給 ふ。， i^if^j^ せられけ る乘鹿 毛と 云 ふ 馬に 白 鞍 置いて、 神馬に 引き 給へば、 淸盛 一首の 敏 

あり。 

はぐく  おは H 一り 

蠶ぞ よかへ り 果てな ば 飛び かけり 胥み 立てよ 大 鳥の 神 ， 

光 頼 卿 參內事 幷許由 事 付淸盛 六波羅 上着 事 

さる 程に 內 裏に は、 同 十九 日、 公卿 僉議 とて 催されけ り。 勸修寺 左 衞門督 光 賴鄉、 此程は 信 紐 卿 

の ll^ll がな りと て、 不參 にて おはし ましけ る を、 參內 して 承らん と て. 殊に 0 に 束 引 ISi ひ、 

蒔繪の 刀 じ やかに 帶き給 ひ、 か 母-十の か 桂 右馬允 範 能に、 嘆に 腹卷 着せ、 雜 色の 装束に 出立た 


自然の 事 も 有らば 人手に 懸 くな， 汝が 手に 懸けて、 光 賴が首 をば 急ぎ 联れ とて、 御身 近く 置き、 

其 外淸げ なる 雜 kla 五 人 召 具して、 大 軍陣 を 張りて， 所々 門々 を 堅く 守護し ける を 察と もせず、 先 

つよ もの  そば  し しんでん うしろ 

き 高らかに 馳 せて 入り 給へ は •  J* 共 も 大いに 恐れ 奉り、 弓 を 平め 矢を欹 めて 通し 奉る。 紫錢 殿の 後 

を I- て、 殿上 を ® りて 見 給へば * 信賴卿 一座して、 其 座の 上 藤た ち 皆 下に ぞ 着かれた る。 光 賴卿こ は 

不思議の 事 かな， 人 はい i に 1  中 励 ふと も、 あれ は右衞 門督、 我 は 左 衞門督 なれば、 下に は 藩く まじき 

物 をと 思 はれければ、 左大辩 宰相 t ず 卿， 末座の 宰相に てお はし ましけ るに、 今日の 御 鹿 席 こそよ に 

しどけ なう 見え 候へ と 粗 ぼして， 閑々、 と 歩み、 信賴 卿の 上に むず と 着き 給 ふ。 光^^卿 〔〇 下 ノ四字 a 

-I ヨリ テ補 フ〕 は信賴 卿の 爲には 母方の 叔父なる 上、 大力の 剛の人 なれば、 殊に 恐れて 見えられ けり。 

右の 袖の 上に^ 懸けられて、 伏 H! になり て 色 を 失 はれければ、 着 鹿の 公卿 あな 淺 ましと 見 給 ふに、 

1 卿?^ が S の? I 引 直し、 衣 紋繕 ひ i 取 直し 氣 色して、 今日は 衞府督 が  一 M すると 見えて 候、 召に 參ぜ 

ざらん 者 をば 死罪に 行 はるべし とやらん 承りて 參內 する 處 なり， 抑 何 の 御 k ぞと問 ひけれ ども、 信 

賴 物も宣 はず、 着座の も 一言の 返答 無 かりければ、 增 して <S ^議の 沙汰 も 無し リ 程經て 光^ 卿 突 

立ちて、 惡 しう 參 つて 候 ひけり とて、 斷.^と歩出でられけり。 庭 上に 充滿 ちた る 兵 共 是を兑 奉り 

て、 あはれ 此殿は 大剛の 人 かな、 去ん ぬる 十日より 多くの 人出 仕し 給 ひつれ ども、 右衞門 督^の^ 
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上に 藩く 人、 一人 もお はし まさ.. りつる に、 什 出した る 事よ、 門 を 入り 給 ふより、 聊も 臆した る g 

も 見え 給 はず、 あれ は此人 を大將 として 合戰 せば. i ばかり か IT しからん と 申せば， か ^§ら なる 者の、 

昔^ 光、 頓信 とて 源氏の 名將 おはし ましき， 其 頼 光 を 打 返して み fci と 名乘り 給へば、 是も剛 に まし 

ます ぞ かしと 云へば、 又 傍より、 など 其 を 打 返して. 11 と 付き 給 ふ 右衛門 If 殿 は、 隨 

病に はお はします ぞと 云へば、 壁に 耳 天に 口と 云 ふ 事 有り、 怖ろ し/、 聞か じと 云 ひながら、 3 

笑に 咲 ひけり。 光賴卿 かやう に擧動 S へど も， 急いでも 出 でられず、 殿上の- |g の 前、 ^ん^ の 

板 高らかに 踏 鳴らして 立 たれたり ける が、 Igs 子の 北、 萩の 戶& :2、 弟の 別當、 |g のお はし ナ 

く  ii-t や. フ せんぞ I 

る や 招 寄せ 宣 ひけろ は、  <ム 卿 A 处議 とて 催されつ る 問. 參 じたれ ども 承り 定めた る 事 も 無し、 誠 やらん 

I- 頼 も 死罪に 行 はるべき ス數 にて あなる. 傅へ 、る 如き は、 其 人 皆 常時の 然るべき 人 共な り. 其 

內に 入らん 富 其.. だ 面目なるべし、 さても 先 m 右 衞門督 が 車の 尻に 乘 つて、 少納 入道が 首實^ の爲に 

神 爵へ向 はれけ I は i に、 以ての  1! 然るべ からざる li かな *  P 大將 き£ き I は、 他に 

異なる 雷 職な り. 其 職に si- ながら， - ^の 車の 尻に II り耠ふ 事、 も 朱 だ キ^き 及ばず、 常時 も 大いに 

^摩 なり、 l 中 首 實檢は it だ s^e 便なら ずと 宣 へば. 別當 それ は C み, にて 候 ひし かばと て 赤面せられ け 

り r 光 IgsaK て、 こ は j| に 勅定フ なれば，^ て * い I 存 ずる 旨 を 一 儀 申さ るべき、 我等が ilgll,^ 


大臣、 三條 右大臣、 延嘉 〔〇 喜ノ 誤〕 の 聖代に 仕へ てより 以來、 君旣に 十九 代、 臣又 十一 代、 承 

り 行 ふ 事 は 皆是德 政な り、 一度 も惡 事に 從 はず、 當家 はさせる 英雄に は あら ざれ ども、 偏に 有 道の 臣 

に 伴って、 讒俟 の. S にくみせ ざり し 故に、 昔より 今に 至る まで、 人に 差抵 梧る- - 程の 事 は 無 かりし に、 

御邊 始めて 暴惡 の臣に 語ら はれて、 累 家の 佳 名 を 失 はん 事 口惜し かるべし、 大貳淸 盛 は 熊 野參^ を遂 

きりめ し^^く  いづみ  け にん 

げ ずして、 a-N の 宿より 馳 上るな るが、 和 泉. 耙 伊國、 伊賀、 伊勢の 家人 等 待 受けて、 大勢に て 

ジ よ もの そ *>f4  く 

あなる、 信 敏鄉が 語ら ふ 所の 兵 若 干なら じ、 平家の 大勢 押 寄せて 攻めん に は、 時刻 を や 廻らすべき、 

若 又 火な ど を 懸けな ば、 君 も 〔せか 安穏に 渡らせ 給 ふべき、 灰燼の 地と 成りた らんだに も、 朝家の 御 歎 

なるべし、 何に 況ゃ 君臣 共に 自然の 事 も 有らば、 天下の 珍事、 王道の 滅亡 此 時に 在るべし、 右衞門 

ご /ん  ぞ よくたい  クフ 

督は御^？ぉに大小事を申合へるこそ聞ゅれ、 相 溝へ てく 隙 を 伺 ひ、 玉體 恙なく おはします 樣に 思案 

いづく  くろ さ  いつ んの ごしょ & ころ  ないし さこつ うん 

せらるべし、 さて 主上 は何處 にお はします ぞ * 黑戶の 御所に、 上皇 は、 一本 御 書 所に， 内侍 所、 溫 

めい でん  けんじ  いづ、  トる お， Ms* 

明 殿に、 劍壓 は何處 に、 夜の 殿に と、 左衞 門督， ズ 第に 尋ね 給 ひければ、 別當 かく ぞ答 へられけ る。 

又 朝 穌" の 方に 人 音の し、 髓 形の 穴に 人影の しつる は 何者 ぞと宣 へば、 それに は 右 衞門督 住み 候へば、 

其方 樣の 女房な どぞ かげろ ひ 候らん と 申されければ、 光親 卿 聞き も敢 へず、 世の中 は 今 はかく ござん 

あさが "ひ  くろ さ  ご しょ 

なれ、 主上の 渡らせ 給 ふべき 朝餉に は信賴 住み、 君 をば 黑戶の 御所に 遷し 進ら せたり。 末代 なれ 
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ども さすがに 日月 は 未だ 地に 落ち 給 はぬ 物 を、 天 照 太 神、 正 八幡宮 は 王法 を 何に 守り 給 ひぬ るぞ、 異 

國には 加 樣の例 有りと 雖も、 我 朝に て 未だ 此 くの 如き 先 i を 聞かず、 前代未聞の 不思議 かなと て、 の 

く  th  これ か； i  す さ * 

ろの ろしげ に ej! る 所 無く ロ說き 給へば、 惟 方 は 人 もや 聞く らんと、 よに 冷 じげ にて 立 たれ たれ ども、 

且は 悲しんで、 我 何なる 宿 梨に 依って か. 1 る 世に 生れ 合 ひ、 憂き 事 をのみ 聞く らん、 昔の 許 由に せら 

ね ども、 今の 內 裏の 有 樣を 聞かん ^1^は、 耳 を も 目 をも统 ひぬべく こそ 侍れと て、 上の 衣の 袖 絞る ばか 

り 泣かれけ り。 信？ g の 座 上に 着かせられし 時 は、 さし も 由々 しく 見え 給 ひしが、 君の 御^ を 悲しみ 

て、 打 萎れて ぞ 出で 給 ひける〕 誠に 漢朝の 許. m は、 富貴の 事 を 聞きて だに 心に 厭 ひ 思 ふが 故に、 惡事 

を 聞きたり とて 耳を珠 ひき。 g に 況ゃ此 I- 賴は、 朝家の 譟臣 として、 惡 iil^ の を 見 is き 給 ひて、 

耳目 をも统 ひぬべく 思 ひ 給 ふぞ理 なる。 譬 へば 帝 堯 天子の 位に おはします 事 七十 年、 御 歳旣に 老いて 

へつら  仁ん し A 

誰に か 天下 を 護るべき とて、 ^者 を御尋 有りけ るに、 大臣 皆 譲 ひて、 皇子 幸に おはします、 丹朱に こ 

そ繼 がしめ 給 はめと 申せば、 堯の宣 はく、 天下 は是 一 人の 天下に 非ず、 何 を 以て 太子 なれば とて、 非 

き  ゥ みん  .U ん しゅ  あ t ね 

機に 授けて 朝 民 を 苦しまし むべき、 丹朱 を 始めて 九 人の 皇子、 一人と して 其 器に 足ら とて、 普く 

賢人 を 尋ね 給 ふに、 箕 山の 中に 許 由と 云 ふ 者 身 を 修めて 隱 居たり と 聞 食して、 勅使 を 以て 御 位 を讓る 

きょいう  あ t つ さ  * 

べき 由 仰せられ たりけ るに、 許 由 終に 勅答 を だに 申さず、 剰 貴 尊 榮の事 を 聞きて、 穢れ たりと て 


え、 - せん  き 上さん  さう ほ 

額 川の 水に て 耳 を 洗 ふ 所に、 同じ 山中に 居 山せ る巢 父と 云 ふ 賢人、 牛 を 引きて 此 河に 來り、 水 を.^ ま 

ん としけ るが、 耳 を 濯 ふ を 見て 故 を 問 ふに、 其 趣 を 語る。 巢 父が 曰く、 賢人 世 を 遁る& は 回 生 木の 

け は  ； i より  いけ 

如しと； おへり、 彼 木 は 深き 谷險 しき 所に 立ち たれば、 下よりも 道な し 上よりも 便 なし、 されば 大家 

r  i  にくみ  み やま 

の 梁 にも 至らず、 ェの是 を 計る 事な し、 汝 世を遁 れんと 思 は^、 齒 深山に こそ 籠るべき に、 何ぞ 

すみか まじ は 

牛 iiki の栖に 交りて、 例よりも ：淘 りて 見えつ るか、 錢れ たりけ り、 然れば 牛に も 飼 はじと て、 {t^ しく 引 

Z そで  お， -， <ぐ ち かん； J リこ じ が&  ひとへ  おん ふるま ひ 

きて 歸り けるな り。 信頼 卿 は 小袖に 赤き 大口、 冠に 巾 子 紙入れて、 偏に 天子の 御擧 動の 如くな り。 大 

1^ 淸盛は 先づ稻 荷の 社に 參り、 各 杉の 枝 を 折りて 鎧の 袖に 差して、 六 f^J 維へ ぞ 着きに ける。 大 内に は 

定めて 今夜 や 寄せん ずらん とて、 胃の 緒 をし めて ぞ待 明かしけ る。 

信 西 子息 被 J^n 遠 流， 事 

？/ ヽ  <ギパ ぅせん1^ー  -  W ,: みち 

さる 程に 夜も漸 明けければ， 公鄕八 議 有るべし とて、 大殿、 關白、 太 政 大臣 師 SCO 宗輔 力〕 左大 Hlirp 通 

公 以下、 ；；^ 參 内し 給へ り-) 是は 少納言 入道の 子息 俗 十二 人の si、 各 定め 申されん 爲 なり。 左 大ほ伊 

な^  1>>ん る  ね き  と ー-  、ど えん 

通 公 il? め 申されけ るに 依って. お 罪 一等 を 減じて、 遠 流に 處 せらる、」 俗 は 位記 を 停められ、 僭 は K 緣 

； t ん ぞく  としの リ  し-のり  さ だの 

を 取りて 還俗せ させら る。 先づ新 宰相 俊憲出 雲國、 播磨中 將成憲 下野 國 • 右中辨 貞憲隱 岐國、 美？ &少 
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なが  G リ  こ！ f  のり  は、 r-JtA じ や- フ けん  ほっけ-?.、 わん ぴん 

將長 ー：〇 俯ノ訛 J 憲阿 波國、 信 濃 守 惟 〔〇 是ノ 訛〕 憲は 安房 國、 is- 浮 憲は丹 波國、 法 橋 宽敏は 上 國、 

r いほ ふしし よ- r けん  ナ- よ. フ けん  けんえ、 フ  かくけん  ふやう へん 

大法 師勝憲 は 安藝 國、 澄 憲は信 濃國， 憲耀は 陸 奥國， 覺憲は 伊豫 國、 明遍は 越後 國とぞ 定められけ 

i し 0- リ  はず  G に  んてを  ゆ  じ  hr-  に 

る。 彼 俊憲ぽ 鳥羽院 より 春 生：， 靑花 中， と 云 ふ 勅題 を 賜 はりて、 悲ニ 淸燭， 駒 嘶-干 年風ハ 香 上， 林 花， 風 

る  と  しゅせき めう  ひつ 含  ちょ. 0 けん  じ W. フ 

成-一 肝心 露， と 書かれた る 手跡 又 妙に して、 澆季に 是を傳 へけ り。 澄 憲の說 法に は 龍神 も 感に乘 じ 甘露 

の 雨 を 降らし、 K 遍の 菩提心 を 祈りし 夢の 枕に， 寶蓮花 降りて 現に 在り、 すべて 此 一門に 結 ぼる \入 

は、 怪しの 女房に 至る まで、 才智 人に 超えけ ると ぞ 申しけ る。 

院 御所 仁 和 寺 御幸 事 

さる 程に 同 二十 三日、 大內の 兵 共 六波羅 より 寄 するとて、 謹ぎ けれども 其 鎖 もな し。 すべて 十日よ 

り 日々 夜々 に、 六 波 羅には 内裏より 寄 するとて ひしめき、 大內に は 六波羅 より 寄 するとて、 兵 共が m 

9 わう I  ぐんび やう きャ？ ifcA は わ 5 くわ. €  いとな. * 

左 往に馳 違 ひ、 源平 兩 家の 軍兵 等、 京 白 河に 往還す。 年 は旣に 暮れなん とすれ ども、 歳末 年始の 營 

,  ^ih, いつ- »ん の ごしょ さ ころ 

にも 及ばず、 只 合； の 評定ば かりなり) 二十 六日の 夜更けて、 蔵人 右少辨 成賴、 一本 御 書 所へ <^ りて、 

君 は 如何が 思 食され 候， 世間 は 今夜の 明けぬ 前に 亂 るべき にて 候、 M&&;J は 申入る k 旨 候 はず や、 

いづかた 

行宰も 他所へ 成ら せ^ひぬ、 急ぎ 何方へ も 御幸 成らせお はし ませと 奏せられければ、 上阜： 驚かせ 給 ひ 


て、 仁 和 寺の 方へ こそ 思 食 立 ためとて、 殿上人の 氇に御 姿 を やつれさせ 給 ひて、 紛出 でさせお はし ま 

す。 上 西 門の 前にて、 北 野の 方 を伏拜 ませ 給 ひて、 それより 御馬に 召されけ り。 i 奉の 卿相 雲 客 一人 

い ふし まち  き. U や ♦* おろし 

もなければ、 御馬に 任せて 御幸なる。 未だ 夜半の 事 なれば、 臥 待の 月 もさし 出で ず、 北山 下の 音 さえ 

て、 り 降る 雪に、 御幸の 道 も 見え 分かず C 木 草の 風に そよ ぐ を 聞 食しても、 逆徒の 追 ひ 奉る か 

と 御瞻を 消させ 給 ひける e さて こそ 一年 讃岐院 の 如意 山に 御幸 成りけ る 事まで も、 思 食出で させ 給 ひ 

けれ C それ は 敗軍 なれ ども、 家弘、 光弘 以下 候 ひて、 憑 もしく ぞ思 食し ける。 是は 然るべき 武士 一  入 

も 候 はねば、 御 心細 さの 餘 りに、 一首 はかく ぞ 思食續 けけ る。 

歎に は!： なる 花の 疾 くやらん 資に 成りて こそ 思 ひ 知ら るれ 

f> しんちう  rc6^ 

はかな \ しく 仰 合 は せらるべき 入 も 無き 儘に、 御 心中に 漸 々〔〇 樣々 ノ誤〕 の 御 願をぞ 立てさせ 給 ひけ 

る。 世靜 りて 後、 日吉 社へ 御幸 成りたり しも、 其 時の 御 立願と ぞ聞 えし。 兎角して 仁 和 寺に 着かせ 給 

ひ、 此由 仰せられ しかば、 御悅 有りて 御座し つら ひ 入れ 進ら せて、 供御 御 進めな どか ひ-^ しく もて 

なし 進ら せ 給 ひける。 保 元に 崇德院 の 入らせ 給 ひし をば、 寬遍法 r おが 坊に遷 し 進ら せて、 さまでの 御 

志 もなかり き。 崇德院 は 烏 羽 第一 の 御子、 此 上皇 は 第 四、 御室 は 第五の 宮 にて おはし ませば、 何れも 

同じ 御 兄の 御 事 なれ ども， さばかり 籠き 申させ 給 ふ〕 聊の 御恙も 渡らせ 給 はぬ 御 運の 程 こそ E 出度け 
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れと人 皆 申しけ る。 

主上 六波羅 行幸 事 

かざり  かづら  1! から 

さる 程に 主上 は 北の 陣に御 車 を 立て， 女房の 飾 を 召して 御 を 奉る。 同じく 御 赘物共 を 渡し 奉らん 

ないし *j ころ から ゾっ お ほ ゆ. A 

とて、 内侍 所の 御 唐 » も大 まで 出 だしたり ける を、 鎌 田が 郎等 怪しめ 奉りて 留め 進ら せけ る を、 伏 

見 源 中：， 1 言師仲 卿に 申 合 はせ て， 坊門 局 の 宿所へ ぞ遷し 奉りけ る、 - 中宮 も 主上と 一 つ 車に ぞ；！ ；： さ 

これ か 11  つ. つむつ .！、 ぼし かし はは さ.. i-  さフ へき もん  かね 

れ ける-, - 別當惟 方、 新 大納言 經宗、 直 衣に 柏 狭 して 供奉し、 壁 門より 行幸 成し 奉れば、 此門は 金 

子、 平 k 固めたり。 家忠 如何なる 御 車ぞと 申せば、 別當、 上蹈、 女房た ちの 出で させ 給 ふなり、 惟 方 

が 有る ぞ 別の 子 細 有る まじと 宜へ ども、 金子^ 怪しみて、 弓の 弭 にて 一一 搔き 揚げ、 松明 人れ て 見^ 

れば、 二 條院御 在位の 初め、 御 歳 十七に 成り 給 ふ 上， 龍 より 美しく おはし ますに、 花やかなる 御 

衣 は 召されたり、 誠に 目 を 迷 ふば かりの 女房に 見えさせ 給 ふ。 中宮 はお はします、 爭か見$!;:め9•^^ら 

い と-？ 一 •，〕 しゃか ijr-"*  こ はり  ザ>^,:iき 

ん、 故 無く 落し 進ら せけ り。 淸 盛の ^等， 伊藤 武者 景綱、 黑糸咸 の 腹卷の 上に 小 張 を 着て 雜色 にな 

さ. 1> やす  じで？？. > もん 

る、 太郎 *i 康黑 革の 腹卷の 上に、 牛 飼の 裝 束して 御 車 を 仕る： h 東門 をから りと 遣 出 だす こそ あ 

つちみ P  す. t, し-もり  よりも >  すけつ.；： J.» り 

れ、 土 御門 を 飛ぶ が 如くに 行幸なる。 左 衞門佐 重 盛、 三 河守賴 盛、 常 陸介經 盛、 三百 にて、 


土 御門" Ifii に 待 受け 奉り、 御 車の 前後 を 守護して、 六波羅 へこ そ 入れ 奉り けれ" 事故 無く 行幸 成 

りて ければ、 平家の M と 0、 勇 悅ぶ事 限な し。 やがて 藏人右 少辩- &鎮を 以て 六 波羅を 皇居と 成されたり。 

朝敵なら じと 思 はんと IT は. 急ぎ 馳參 られ よと 觸れ られ ければ、 大殿、 關白、 太 政 大臣 、左右、 -〇a- 一 

ヨリ テ補 フ〕 大臣、 內 大臣お、 公議 上人、 我 もくと 參られ けり、」 内裏へ と 心 ざして 馳參 る；^ ハ共 

此由を 聞て、 我先にと 急ぎ 參 りければ、 六 波羅の 門前に は 馬車の 立 所 もな くせき 合 ひたる に、 色 節の 

下部に 鎧うた" 父り て、 雲|-.^の如くに河原1だで充滿ちたり。 清 盛 は是を 見て、 家門 繁昌 弓箭の 

面 K と ぞ悅び 給 ひける。 

源氏 勢汰事  . 

さる； a に 信賴鄉 は此事 夢にも 知らず、 いつもの 沈醉 なれば、 か X る 一大事 を 思 立ちながら、、 醉 臥し 

て、 女お 共に 爱 打てか^ 1^ れ とて 寢給 ひける に、 越後 中將成 親、 二十 七日の 曙に 走來 り、 何 ケ；； .1 かく 

て はお はする ぞ、 行幸 は 他所へ 成り 候 ひぬ、 今 は" る 卿相 雲 客 一 八 も 候 はず、 偏 に 御 運の 極と こ 

そ覺ぇ 候へ と 告げられければ、 信輯 よも さは 有ら じ 物 を、 1^1、 惟  1^ に 堅く 含め たれば と宣 へば、 其 

人 共の 計ら ひとこ そ 聞え 候へ と 申されければ、 急ぎ 一本 御 書 所へ 參られ たれ ども、 上- M もお はし ま 
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»<さ  おんお とな  ぞょ しゅつ  へい ざ ft* 

さず。 正しく 曉 まで 御 昔 ひの 有りつ る 物 をと 宣へ どもお はし まさず。 上皇 御 出の 時、 北面の 侍 平 左 

もんじょ. フ  やすより  ご しんじょ  お <e まね  たが 

門 尉 L〇 康〕 氣頓は 骨 有る 者 なれば、 召して 御寢 所に 置かせ 給 ひける が、 御 學びを 違 はず 申しけ るな 

ご しんじょ 

り。 遙に 延びさせ 給 ひぬ らんと 覺 えし 時、 御 寢所を 三度 拜 みて 出で けるな り。 か  る 不思議な かりせ 

やすより  ゆ らふ  く-つ さ C 

ば、 泰賴 程の 下 藤の 爭か 御寢 所へ は參 るべき とぞ 申しけ る。 黑戶 御所へ 參られ けれども、 主上 も 渡らせ 

給 はず" 手 を 打ちて 走 歸り、 此事 披露な し 給 ひそと、 中將の 耳に さ. - やき 給 ふぞ哀 なる。 さて 別當を 

だしぬ 

尋ねら る&も なく、 新 大納言 もお はせ ねば， 此者 共に 出抆 かれに けりと て、 大の Ei^ の 太り 責めた るが、 

t り  ，りくり e. う  二れ. 

 上り/ \ 陸 梁せられ けれども、 板 敷の み 響きて 跳 出 だせる 事 もな し。 別 當惟方 は 元 

よ り  しゃき やう  そ 

來信輯 卿の 親しみに て、 契約 深 かりし かど も， 一 日 舍兄左 衞門督 の諌言 肝に 染みて 思 はれければ、 

加樣 に、 If. 上 を盜出 だし 進ら せられけ り。 此人は 生得 脊 小さく おはしければ、 小 別 當とぞ 申しけ る。 そ 

れに 信頼に くみして 院內を 押 籠め 奉る 中媒 をな し、 今 又盜出 だし 奉る 中媒 しければ、 時の 人中 小 別 

4,-5  これみち  ちう .» い ち. つ  f  みつ 

當とぞ 云 ひける r 大宮 左大臣 伊通 公 は、 此中は 中媒の 中に て は あら じ、 忠臣の忠にてぞ^？らん、 光 

之り  あや. W ち  *^,0*-ひ 

緩の 勇 〔E 諌， 一に 依って、 忽ちに 過 を 改め、 賢者の 餘薰を 以て 忠臣の 擧動 をな せば とぞ宜 ひける〕 惡 

よし； si 

源 太 義平賀 茂へ 參 りけ るが、 道に て 此由を 聞き、 急ぎ 馳歸 り、 義 朝に 向って、 行幸 は 六波羅 へ、 御 

隼 は 仁 和 寺へ と 承り SJ^ は 何に と 申されければ、 されば 只今 此由 聞き つれ ども、 右 衞門督 の 方よりも 


； 0  3-  く  、蕩る  をし iS せ やとて、 內 裏の 勢 をぞ 

siii 截 I 

1.1 1、， 郞 ill  .^Bu^0. に は 

I 兵 I 子、 相 i に は、 lift  ^I^i. お a」 、おお ib. 平 山 武者 所 

0 金子 十郞， 足 Isf  ？、 上總介玲 常；，：^ に prsv^pi 

I 甲 観に は liur 人々 り。 惡 右 11、 赤 1 の 

ける。 六 波羅の 官軍 寄す ると え けれ は 人々 物 J せ ォ- 

.  一 四 一 
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直う まべ g、 紫 下 濃 S に、 菊の SS 打った るに、 -I お r の 太刀 を i き、 し 2r に繁 打った る 

を 猪ぎ 着 も d のしぐ、 紫囊の 額の 間に、 尻 を 掛けて ぞ居給 ひける、 a."r 一十 七、 犬の 男の み IfB 好き 

ら美 武具 は着耠 ひたり。 其 心 こそ 知らね ども、 ぁはれ大將ゃとぞI.^Wたりける。 馬 は 奥州の 

4^-1 ぢカ 六の 戶 1 の 馬と て祕藏 しける を、 院へ 進ら せけ るな り。 iifi の. a;, 逞しき が 八寸餘 りなる に、 

沃懸 ^塵 輪の 鞍置 いて、 おき 櫻の 木の P -、 辦 gl- 引立てたり。 讀中將 tg は、 鉗 地の 

錦の 裏に、 s§ ひの 鍵、 つたる に、 の 太刀 を I き、 P しす を I ける。 

白&^ 毛なる 馬に 白 覆輪の 鞍 置いて、 信賴 卿の 馬の 南に、 同じ か に 引立てたり。 成 親 今： キニ 十四 

歳、 { お 儀 事柄 人に 勝れて ぞ見 えられけ る。 武士の 大將左 馬頭 は、 赤地の錦の#111、 ！^糸威の 

l^ji、 鍬 形 打った る 五 枚 冑の緖 を 締め、 鼠 ^作§ 太刀 を帶 き、 ii の 矢 負 ひ、 fclr の 引 持ちて、 i 

5 なる 馬に 禱 置かせて、 がー I 两 んにぞ 引立てた る. 年 三十 七、 こざし つ 頼 だ i ひ、 I の 人に ま替 

りたり。 嫡子 惡源 太擎 はし ％rfi、 練 色の の 厭に、 A 龍と て 胸板に g を 5 打って 付 

1> たる 鎧 を 藩て、 高角の £2 の 緒 を 締め、 eib と 云 ふ 太刀 を帶 き、 g£ ちの 矢 負 ひ、 察， の 「つお ちて、 

鹿 毛なる 馬の 逸り 切った るに 鏡 鞍 置かせて、 父の 馬と 同じ！ 引立てたり。 次ai^t;a大夫進g§ま十 

六 歳、 朽葉の 塵に、 霞と て SIS したる Bfs に、 ii^o 云 ふ 太刀 を f  、 


しろの し *?jU ところ ど 5  bo-^  しろ くりん 

白篦に 白鳥の 羽に て 作いだ る 矢 負 ひ、 U 所 藤の 弓 持ちて， 置 毛なる 馬に 白 覆輪の 鞍 置いて、 兄の 馬 LL 

15; 添へ てこ そ 立ったり けれ。 三男 右兵衞 佐 賴朝は 十三、 紺の 直垂 に、 源 太が 衣と 云 ふ 鎧 を 着. m 

ぽし  ひ f きり  ^  しげな J ジ 

星の 22： の 緒 を 締め、 鬆 切と； K ふ 太刀 を帶き • 十二 差いた る ゆ： 羽の 矢 負 ひ、 重 籐の弓 持ちて. 栗毛なる 馬 

かし は  す  5 ぶ g ぬひけ き. リ  もの f-J, 

_」 柏み、 づく摺 りたる 鞍 置いて、 是も 一 所に 引立てたり。 此薛衣 li 切 は、 源氏 lisf 代の 武具の 中に 殊に 

ひ hM フ  一 f^i  ぇラ みやう 

秘藏の！；^資なり。 八幡 殿の 幼名 を 源 太と ぞ 申しけ る。 二 歳の 時院 より 進ら せよ 御覽 ぜんと 仰 を 蒙り 給 

わざ  おど  げ へだ うお？. d 

ひて、 ？ ：^』. と 鎧 を 威し、 袖に 居 ゑて ぞ見參 に 人れ られ ける。 さて こそ 源 太が 裔 衣と は 付けられ けれ-」 胸 

板に 天 照 太 神、 正 八幡 大 菩薩と 鑄 付け 進ら せ、 左右の 袖に は 藤の 花の^ 掛 りたる 樣を& せるな り。 さ 

て 髭 切と 申す は、 八幡 殿、 ^任、 宗任を 攻められし 時、 度々 に 生 捕る 者 十 人の 首 を 打つ に、 皆 髭 共に 

切れければ、 髭 切と は 名け たり。 奥州の 住人 文麵と 云 ふ 鍛冶が 作な り。 昔より 嫡々 に 相 傅せ しかば、 

しるし 

惡源太 こそ 傳へ給 ふべき に、 三男な れ ども 鎮朝 授かり 給 ひける は、 終に 源氏の 大將と 成り 給 ふべき 驗 

なり" 兵 衞佐義 朝の 方 を 見廻して、 平家 や 早 向 ひ 候らん、 人に 先 を せられん より、 先 づ六波 羅へ寄 

たまご i  て 、ひき やう 

せ 候 はんと 申されけ る は、 拔 群に ぞ^え し。 鳳凰 は 卵の 中に して 超 境の 勢 有り、 龍の 子 は 小さし と 

雖も 能く 雨 を 降らす とも、 加 樣の事 を や 申すべき。 比 は 平 治 元年 十二月 二十 七 P,  の 刻ば かりの 事 

なる に、 昨日の 雪消殘 り、 庭 上 は 王 を 敷く が 如くなる に、 朝日の 光映 徹して、 物 の 金物 線き つ 
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しん ii ん 

て、 殊に 優に ぞ 見えたり ける。 すべて 其 事柄、 天竺 震旦 は そ も 知らず、 日. 14 我 朝に 於て は、 1^ 朝の 

1 類に 勝るべき 武士 は 有るべし とも 見え ざり けり、 然るに^ 政、 あ 光基 も心替 りして 見え けれ 、 

義朝 討た ば やと 思 はれ けれども、 大事の 前の 小事、 敵に 利 を 付く る 端 なれば、 思 留り給 ひけり。 霸 

宣 ひける は、 今度の 合 戰に若 打 負けな ば、 東 國へ馳 下り、 八 箇國の 家人 を 催 集めて、 重ねて 都に 攻上 

り、 平氏の 一類 を滅 さん 事、 何の 子細 か 有るべき と 申されし かば、 此人々 皆 保 元に 多くの m 共を滅 

すの みならず、 正しく 父の 首 を 刎ねし 人 なれば、 知らず 是ゃ 運の 極な らんと、 内々. S. されけ るが、 君 

六 波羅に 行幸 成りぬ と 聞きし 後 は、 朝敵と 成りなん 事 を 悲しみて、 終に は 皆心替 りせられ けるな り。 

よ r さ  あ <;r-  ひお * ゥ-こ かみ 

されば！^ 政 平家に 加 はりて 後、 六波羅 より 新手と て驅 出で ける に 義朝名 をば 源 兵 i:^ 頭と 呼ばれな 

いせへ.， じ  ごへん ふ iVj ころ 

がら、 云 甲斐な く侨勢 平氏に 付き 給 ふ 物 かな、 御 邊が貳 心に 依って、 當 家の 弓矢に 1^ 付きぬ る こそ 口 

惜し けれと、 云 ひ 懸けし 返事に、 累代 弓箭の 藝を失 はじと、 十 善の 君に 付き 奉る、 御 邊が信 賴と云 ふ 

日本一 の不覺 人に 同意して 誤 を 改めぬ こそ 誠に 當 家の 耻辱 なれと ぞ 申されけ る。 


平 治 物語 卷 第一 一 

待 賢 鬥軍付 信 賴落事 

^v.  ひ 仁 仁れ  さ ラ 

さる 程に 六 波羅の 皇居に は 公卿 贪  11 有って 淸盛を 召されけ り。 紺の 直垂 に、 黑絲 威の^ 卷に、 左右 

の. ゲ 差して、 5|3|||?^引立てて、 Sil に畏 る-〕 頭 中 將實國 を 以て 仰ド されけ る は、 王事 pv 事な 

ければ、 逆臣 滅びん 事 疑な し、 但し， if 新， 造の 内裏な り， 若回祿 せらば 朝家の 御大 事 たるべし， 官軍. 

偽りて 引返 かば、 凶徒 定めて 進み出 でんか、 然 らば 官軍 を入替 へて、 內裏を 守護せ させ、 火災な き樣 

♦C  、？リ く  .U なご 二ろ  I 

に 思慮 有るべし と 仰 下されければ、 淸盛畏 つて、 朝敵た る 上 は 逆徒の 誅戮は 掌の 內に候 間、 時刻 

くわしつ  ちょく ぢゃ 5 

を 廻らすべからず、 然れば 定めて 狼藉 出来せん か、 火 失な からん 條 こそ 難 鎖の 勃定 にて 候へ、 さりな 

がら ilk 吳國 をく S へし、 張 良が を滅 せし も、 皆是 智謀の 致す 所 なれば、 涯 S 武略 を II らして • 

Mii; きなる 樣に §lf 仕るべし と 奏して 出 でられけ り。 主上 御 坐 あれば、 皇 IS の 御 固に is? マ. S め 

L-^ath,  よ， リも. リ  の "もり さ 1 ら； S  i  ^ 

ら る。^ 大內へ 向 ふ 人々 に は、 大將軍 は 左 衞門佐 一 東 盛、 三 河守頓 盛、 淡 路守敎 盛、 侍 に は筑後 守.， 牙 

良、 .. ^息 左衞門 尉？^ i し、 主馬 判官 ii、 子息 右 衞門尉 盛 俊、 與 三左衞 門尉景 安、 進 一 i 左衞 門家泰 * 

難 波次郞 ひ 瀨 尾太郞  11、 伊藤 武者 鼓 ir 館 太 S8〔s 康〕 同十郞 &f 始 として、 都合 其 
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勢 三千 餘騎、 六 波 羅を打 出で て、 賀茂 河を馳 渡し、 西の 河原に 扣 へたり。 左衞門佐^|サ^.,は、 し^ ぅ|? 

二十 三、 今日の 軍の 大將 なれば、 赤地の 錦の iii に、 i の 匂の 鎧、 蝶の す h^ri 打った るに、. 11  らの 

£2 の 緒 を 締めて、 小 烏と 云 ふ 太刀 を帶 き、 切符の 矢 負 ひ、 重 藤の 弓 持ちて、 なる 馬に、 i".^ ら 

摺 りたる 貝 鞍 置かせて 乘り 給へ り。 軍； 盛宣 ひける は、 年 號は平 治な り、 は 城な り >  我等 はお 

氏 なれば、 三 事相 應 せり、 敵 を 平 げん 事、 何の 疑 か 有るべき、 誰か 爱に！ _f い、 張 良が 5- をな さ らん 

とて、 學 餘騎皇 手に 分けて、 p、  S  8^.  12 お i へ 打 出で て、 si、  i、  m 

芳 門へ 押 寄せたり。 大 内に は 三方の 門 を ik め、 がば 開かれたり。 I， &ぃ、 ii の 脇の 小 門 を も 共に 

開きて、 大 庭に は 馬 共 多く 引立てたり。 .ii や 贿 g 一、 1  き 1- き？ の 前後、 ^si んの 脇の 壺 まで、 

兵 ひしと ：！^ 居たり。 是皆 源氏の 勢 なれば、 白旗、ニ十餘流1^:立てたり。 大宫表には平家の^|1三十餘 

流 差 上げて、 房み 進める 三千 餘騎、 一度に 関 を I つと 作りければ、 大內も 響 渡りて お" i し" 1"1ぉに 驚 

きて、 只今まで. ffl 々しく 見えられ つる 信頼 卿、 狩  1 色變 つて 草葉の 如くに て、 1  ん i い を 下られけ るが、 膝 

11^ ひて 下り かねたり。 人な みく に 馬に 乘 らんと 引 寄せさせ たれ ども、 I?" り 責めた る 犬の 男の 大！^ は 

ills たり 馬 は 大きな り、 乘 ふ 上、 主の 心に も 似ず 逸 切った る 逸物 なれば、 つと 出 でんく としけ る 

を、 舍人七 八 人 寄って 馬 を 抱へ たり。 放た ば 天へ も 飛びぬべし、 八 匹の 天馬 の^も かく やと 


覺 ゆるば かりにて、 乘 りかね 給 ふ 所 を、 侍 二人つ と 寄って、 疾く 召し 候へ と 押上げたり。 餘り にや 

押したり けん、 弓手の 方へ 乘 越して、 伏樣 にどう と 落つ。 急ぎ 引 起して 見れば、 顏に沙 ひしと 付き # 

血 流れて 見苦し かりけ り。 義朝 此體を 見て、 日 比大將 とて 恐れ 給 ひける が、 はたと 睨みて、 あの 信頼 

ふ ，A くじん  じつく わ もん  い、 つ は- 「もん  おしぬ ぐ 

と 云ふ不 几 仁 は 臆したり なと て、 日華 門 を 打 出で て、 郁芳 門へ 向 はれければ、 信頓も 拭 ひ、 兎 

.U い 十ん もん  しげ 

角して 馬に 搔乘 せられ、 待 賢 門へ 向 はれけ るが、 物の 用に 合 ふべ しと も 見え ざり けり。 左 衞門佐 霜 

盛、 五 W 餘騎 をば 大宮 面に 殘 置き、 五 百餘騎 にて 押 寄せて 呼ば はり 給 ひける は、 此 門の 大將 単 は 信， 敏 

ひがめ  くわん ひ  ベ 5 えい ^ ざい  ちゃくし  しげ もり レでプ ねん 

卿と^^^は僻！！！：か、 かく 申す は桓武 天皇の 苗裔、 ぉ宰 大貳淸 盛が 嫡子、 左衞 門佐熏 盛、 生年 二十 三 

とお 乘り 懸ければ、 信 鋭 返事に も 及ばず、 それ 防げ 侍 共と て 引返く。 大將の 引き 給 ふ 問、 防ぐ 侍 一 

人 もな し、 まに と^げければ、 戴 盛.. i 、勇みて、 大 庭の 椋の 木の 許まで 攻 付けたり。 義朝是 を 見て、 

； i いけん もん 

悪源太 はなき か、 信賴と 云ふ大 臆 病人が、 待 賢 門 を 早 破られつ るぞ や、 あの 敵 追 出 だせと.！ ic! ひけれ 

つ はもの  ，ん V？ は； I  r 

ば、 承り-候 とて 驅 けられけ り. - 績く 兵 に は 鎌 田 兵衞， 後藤 兵衞、 佐々 木 源 三、 波 多 野次 郞、 三 浦 

荒 次郞、 須藤 m、 長 井齋藤 別當、 岡 部六彌 太、 猪 俣 小 平 六、 熊 谷 次郞、 平 山 武者 所、 # 子 十 

郞、 允，、 上總介 八郞、 關 次郞、 片桐小 八郞大 夫、 以上 十七 騎、 轡 を雙 ベて 馳向 ふし 大昔 

mi おげ て、 此 手の 大將は 誰人ぞ 名乘 れ^かん、 かく 申す は淸和 天皇 九 代の 後 左 馬頭 篛朝 が嫡 

1^ 治 物語 卷 第二  一四 七 
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しゃう わん  4«1 くら いくさ  仁ち はきの せんじ *.5 ょレ 

子， 緣倉惡 源太義 平と 申す 者な り、 生年 十五 歳、 武藏 の. 1^ 藏の 軍の 大將 として、 叔父 帶刀 先生 義 

か^  このかた さ X 

賢 を 討ちし より 以來、 度々 の 合 if に 一度 も 不覺の 名 を 取らず、 年 積って 十九 歳、 見參 せんとて 五 百 

に 匸 さま 

騎の眞 中へ 割って入り、 西より 東へ 追 まくり、 北より 南へ 追 廻し、 堅 樣橫樣 十文字に 敵 を さっとお 

はむし はじ  すそ-/ の  き っ卞； ひ 

散らして、 葉 武者 共に H な 掛け そ、 大將軍 を 組んで 討て、 攄の  < 日の 鎧に 蝶の 下金 物 打って、 黃鶴毛 

の 馬に 乘 つたる こそ 軍： 盛よ、 押雙 ベて 組んで 落ち、 手 捕に せよ と 下知 すれば、 大將を 組ませ じと 防ぐ 

平家の 侍 共、 與 三左衞 門、 新 藤左衞 門を始 として、 百騎 ばかりが 中に ぞ隔 りけ る。 惡源 太を始 として 

つ は v<  さ こん  うこん 

十七 騎の 兵 共、 大將 軍に 目 を 懸けて、 大 庭の 掠の 木 を 中に 立て、 左 近の 櫻、 右近の 橘 を 七 八 度まで 追 一 

廻して、 組まん くと ぞ揉 うだりけ る。 十七 騎に驅 立てられて、 五 百 餘騎叶 はじと や 思 ひけん、 大宮 

面へ さっと 引く。 大將左 衞門佐 は、 弓 杖 突いて 馬の 息を繼 がせ 給 ふ 所に、 筑後 守つ と參 りて、 桑 I 

へい  Aiii び  いへ さ" 

平將 軍の 二度 生まれ 转 り 給へ る 君 かなと、 向 ふ 樣に譽 め 奉れば、 今一度 驅 けて 家 S に せんと や 思 は 

さき  £r  あらて  むく 

れ けん、 前の 五 百餘騎 をば 留め置き、 新手 五 百 餘騎を 相 具して、 又大 庭の 椋の 木まで 攻 寄せたり リ 又. 

みま は  つ iifes 

悪源太 驅向ひ 見廻して 云 ひける は、 只今 向 ひたる は 皆 新手の 兵 なり、 但し 大將は 元の 大將 liaf 盛ぞ、 

つ はもの 

W 前 こそ 洩らす とも、 今度に 於て は餘 すま じ、 押嫛 ベて 組んで 捕れ 兵 共と 下知 すれば、 勇みに み 

たる 十七 騎、 我先にと 進みければ、 今度 は 難 波 次郞、 同 三郞、 瀨尾 太郎、 伊藤 武者 を始 として、 


百 餘騎が 中に 隔てた るに 事と もせず、 惡源. K 弓 をば 小脇に 衝 挟み、 張りつつ 立上り、 左右の 手 

を 擧げ、 幸に 義平 源氏の なり、 御邊も 平家の 嫡々 なり、 敵に は 誰か 嫌 はん、 寄れ や 組まん と 云 ふ 

儘に、 先の 如く 大 庭の 掠の 木の 下 を 追！ 一 して、 五六 度まで こそ 揉う だり けれ" 重 盛 組みぬ ベう もな 

くや 思 はれ けん、 又 l!k 面へ 引いて 出づ。 惡源太 二度まで 敵 を 追 まくり、 弓 杖 突いて 馬に 息 を鷉が 

せけ るに、 義朝是 を 見て 須藤瀧 口 を 以て. 汝が 不覺に 防げば こそ 敵 度々 驅 人 るら め、 あれ 速 かに 追 出 だ 

せと 云 ひ 遣 はされ ければ、 1^ 綱馳 せて 此由 を； ：ム ふに、 承り 候 進め や 者 共と て、 色 も 善らぬ 十七 騎、 大 

宮.. S に驅 出で て、 敵 五 fni 餘騎が 中へ 面 も 振らず 割って入る-) 引立てた る 勢 なれば、 馬の足 を 立て かわ 

て、 大宮を 下りに ニ條を 東へ 引きければ • 我 子ながら も 義平は 能く 驅 けたる 物 かな、 あかけ たりと ぞ 

ほめられ ける" 大將霜 盛、 與三 左衞門 n 京 安、 進 藤 左 衞門家 i 、主 從 三騎懸 放れ、 ニ條を 東へ 引かれけ 

れば、 惡源太 >  鎌 田に 屹と目 合 はせ て、 爱に 落つ る は大將 とこ そ 見れ、 返せ やとて 追 懸けたり。 旣に 

堀 河に て 追 詰めけ るが、 弓手の" 方に 材木 多く 充滿 ちた るに、 惡源 太の 乘り 給へ る 馬、 かたな づけの 駒 

にて 材木に や 驚き けん、 妻手の^^へ蹴し飛んで、 小膝 を 折りて どうと 伏す。 鎌 田兵衞 延ばさ じと、 十 

で V  ジが  , .ft け 

三 束 取って 番ひ、 よつ 引いて ひょうと 射る。 重 盛の 射 向の 袖に はたと 中り て 飛 返る。 やがて 二の矢 を 

の  どり かへ  か*^^!は 

射たり ければ、 押 付けに ちゃうと 中って、 篦 かづき 碎 けて 跳 返れり。 惡源 太、 是は聞 ゆる^ 皮と 一： ムふ 
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鎧 ござん なれ、 馬 を 射て 落ちん 所 を 討てと 下知なら れ ければ、 又よ つ 引いて、 追樣に 箬の隱 る、 程 

ょ^ おと  お,？ b らは 

射 込みたり。 馬 は薛風 を：.；， ：1| す 如く 倒 るれば、 材木の 上に！！ 落され、 胄も 落ちて 大童に なり 給 ふ" 鎌 田 

堀 河を馳 越えて、 重感に 組まん と 落 合 ふ。 重 盛 近付けて は 叶 はじと や 思 はれ けん、 弓の 害に て 鎌 山が 

胄 の 鉢 をち やうと 突く、 突かれて ゆら ゆる 間に £2 を 取って 着つ- 1、 緒を强 くこ そ綺 めら れ けれ。 與 一：！ 

左 衞門馳 寄って、 中に 隔り 申しけ る は、 漢の紀 信 は 高祖の 命に 代りて 陽の 圉を出 だし、 終に 天下 を 

か. *N やす 

保た せき、 主 辱 しめらる X 時臣 死す と 云 ふに あらず や、 景安爱 にあり、 寄れ や 組まん と； K ふ Si に、 鎌 

田 兵 衞と引 組んで 取って 押へ ける 處に、 惡源太 馬 引 起し、 是も觀 河を馳 越えて、 ^af盛に組まんと^ 

んで懸 りけ るが、 鎌 田 を や 助く る、 大將を や 討たん と、 思案し けれども、 大將に は 又も 寄 合 ふべ し、 

政 家 を 討た せて は 叶 はじと 思 ひ、 與 三左衞 門に 落 合うて、 三 刀 刺して 首を联 る。 菜 盛 は 憑 切った る 

再ん {|? 討た せて、 命 生きて 何 かせんと て、 旣に惡 源 太と 組まん とせられ ける を、 進 藤左衞 門馳來 り、 家 

泰が候 は ざらん 所に てこ そ、 大將の 御 命 をば 捨て 給 ふべ けれと て、 我 馬 を 引 向け、 中に 隔て、 惡源 

太と むず と 組む。 政 家 は 重 盛に 組まん としけ るが、 主 を 討た せて は 叶 はじと 思 ひければ、 继 藤左衞 s: 

に落^5?って頸を搔く" 此 間に 重 盛 は 虎口 を遁れ て、 六狡羅 まで ぞ 落ちられ ける。 二人の 侍な からまし 

ひとむら さめ  , 

かば、 助かり 難き 命な り。 十二月 二十 七日の 巳の 刻ば かりの 事なる に、 一 村雨 さっとして、 風 は し 


く 吹きたり けり u  <1 田が 鞍の I へ i にも、 .^bl^ いたれば 乘 りかね けり。 惡源太 是を見 給 ひて、 手形 を 付け 

て乘れ やと 宣 ひければ、 Sfi 拔 いて、 つ ふくと 手形 を 切って ぞ乘 りたり ける。 鞍に 手形 を 付く る 

0. 此 時より ぞ始れ る。 三 河 {1=^11 はい ilT^ へ 押 寄せて、 此陣の 大將は 誰 人ぞ、 名^^られ候へと宣 

へば、 此 手の 大 將は淸 和 天皇 九 代の 後 馬頭 源 朝臣 義 朝と 名乘 つて、 惡源太 は 二度まで 敵 を 追 

出 だす ぞ かし、 進め や 若者と 宣 へば、 S. 宮. k 夫 進、 右兵衞 佐、 新宮 十郞、 平賀 四郞、 佐 渡 式部 大 

i 滞 を 始 として、 我 もくと 驅 けられけ り。 右兵衞 佐^ 朝 は 生年 十三と 名乘 つて、 敵 二 ^射て 落 

し、 ニ鼯に手^？-はせて、 殊に 進みて 驅 けられけ り〕 左 馬頭 宣 ひける は、 何と 云へ ども _ 右 ^共の す 

まつ さ ャ』  つ はもの ども 

るに Iti 見 ゆる ぞ、 義朝 IT けて 見せん とて、 眞 霧に 進まれければ、 丁 <當 千の 兵 共 打 園み て ぞ戰ひ 

ける い 紐 盛 IS く iS やられけ るが、 門より & とへ 追 出 ださる。 義朝續 いて 攻戰 へば、 大宮 へ 引きに けり。 

平家 の 息を繼 がせて 驅 入りければ、 源氏 大內へ 引 籠る。 源氏 又 馬の足 を 休めて 驅 出づれ ば、 平家 又 

大宮 面へ 引返く、 t 平家 は til か I つ、" 日に 映 じて 耀き けり。 源氏 は大 fer 腰 小 旗. 皆押^rへてぉかりける 

が 風に 吹亂 され み 進める 有樣 は、 誠に. i 以 くこ そ覺ぇ けれ。 源平の 兵 共 互に 命 を 惜しまねば、 股 

前に^？^たるれども顧みず、 主の 先に 進まん と、 爱を 前途と 戥 うたり。 惡源 太、 左 衞門佐 をば 討 洩ら 

し、 鑲 田に 向って 宣 ひける は、 n 芳 門の 軍 は 如何が あらん、 いざや 頭 殿の 御前 仕らん とて * 打れ して 
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來り、 又眞 前に ぞ 進まれけ る。 爱に鎌 田が 下人、 八^ 次郞 とて、 大力の 翔の 者 早 走の 手き、 あり、 

.**  二  U つ  -ry フ みや、 ゥ  ひと-せ 

篤に てこ そ 具す ベ けれども、 中々 徒 立よ かるべし、 高名せ よと 云 ひければ、 一年も^ 卷に小 具足-差 堅 

** つ さき  .^3 しゃ  お つつ 

めて 眞 前に 進みたり ける が、 敵の 馬 武者の 遙に 先立ちて 落ちけ る を、 八 町が 内に て 追 詰めて 首 を-取り 

それ  ちゃ、 f  はや は *J 

たりければ、 夫より して 八&次 郞とぞ 云 ひける。 されば 又、 此者三 河 守の 聞 ゆる 早馳の 名馬に、 兩 

を 合せて 驩 けられけ るに、 少しも 劣らず 追 付きて、 冑の 頂邊に 熊手 を 打 懸けん くと、 績 いて 走 

5S^^-V  か  C へん 

りければ、 賴盛も 胄を打 傾け/、 あ ひしら はれければ、 五六 度 は 懸け はずしけ るが、 終に 頂邊に 打 

懸けて えい やと 引けば、 三 河 守旣に 引落されぬ ベう 見えられ ける； が、 帶 いたる 太刀 を.：？ 抆 いてし と 

と 切る。 熊手の 柄 を 手本 二 尺ば かり 置いて、 つんと 切って 落されければ、 八 町 次郞、 仰に 倒れて 縛び 

けり。 宣 5- を 見て、 あはれ 太刀 や、 あ 切れたり、 三 河 殿 も 能く 切ったり、 八 町 次郞も 能く 懸けた 

.1- かくら 

りとぞ^;へ.-じける。 賴盛は 胄に熊 手を切 懸けながら、 联りも 捨てず 見. i 返らず、 三條を 東へ 高 倉 を 下り 

なか/ ヽぃ， つ  めいよ ぬキ 

に 五條 を 東へ、 六波羅 までから めかして 落ちられ ける は、 中々 優に ぞ見 えたり ける。 名 眷の拔 丸な 

ことわり  カきま る  こぎで 3 メ  r  T^^'rhh, いけ-. > あ 

れば、 能く 切れけ る は 理 なり。 此 太刀 を拔 丸と 云 ふ 故 は、 故 刑 部鄉忠 盛- 池 殿に 寮お してお はしけ 

るに、 池より 大蛇 上りて 忠 盛を吞 まんと す。 此 太刀 枕の 上に 立ちたり ける が、 自らす るりと 拔 けて 

蛇に 懸 りければ、 蛇 恐れて 池に 沈む，、 太刀 も 鞘に 返りし かば、 蛇 又 出で て吞 まんと す， 太刀 又拔 けて 


大蛇 を 追 ひて、 池の 汀に 立ちて けり。 忠盛是 を 見 給 ひて こそ、 拔 丸と は 付けられ けれ。 當 腹の 愛子 1^ 

依って、 賴盛是 を 相 傳し給 ふ 故に、 淸 盛と 不快な りけ ると ぞ聞 えし ^ 伯. 齊國 大原眞 守が 作と 云々。 

だい けんら つ  すけつ ひやう i.5 ない  いへ.；；^ 

三 河 守 を 落さん と 防戰ふ 侍に は、 大監 物、 小監 物、 藤 左 衞門尉 助 綱， 兵 藤 内が 子 藤 內太郞 家^ を 

始 として、 我 も/ \と戰 ひけり" 兵 藤 內家俊 は、 元より 大 臆.；^ の覺 取りた る 者な りけ るが、 力無く 

〔〇 上 ノ三字 S ナシ〕 大勢の 中に 蹴立てられて、 心ならず 馳 行きけ るが、 馬 を 射させて 幸と や 思 ひけ 

ん、 _ 小 liK の 内へ^ 入りぬ。 其 子 家繼は 父に は 似ず 大 剛の者に て. 散々 に戰 ひ、 敵 數多討 取って 引きけ 

るが、 父が 馬 は 射られて 伏しぬ、 主 はなし、 生 捕られに けりと 無念 なれば、 家 緩 生きて 何 かせんと 

て、 只 一人 取って返し、 多くの 敵を戰 伏せて、 或 兵 と 引 組んで 落ち、 刺 違へ て 死し ける を、 小屋 

の 内に て 見 居 たれば、 心 憂く 悲しくて 走 出 でんと は 思へ ども、 戰場 なれば 怖ろ しくて、 ft の 討た る. - 

を： ぬが ざり けり. 後日に 六 波 羅へ參 りけ る を 見て • 惡 まぬ 者ぞ無 かりけ る。 平家 は 勅定に 任せて 

皆六肢 編へ 引返す。 源氏 は 謀と も 知ら ざり ける にや、 內裏 をば 打 捨て. -追 懸け/、 攻戰 ふ。 其 問に 官 

軍 を入替 へて 門々、 を 罔め 防ぎければ、 源氏 內- 裏へ は 入り 得ず して、 そ^ろに 六波羅 まで ぞ落 一 ：〇 寄ノ 

誤」 せられけ る。 齋藤 別當と 後藤 兵衞と は、 多くの 敵 を 追 返して、 東 三 條に扣 へたる に、 武者 ニ騎 

餘來れ り" 眞 〔〇 資〕 盛先づ 一騎の 武者に 懸合 はせ、 和 君 は 誰 そと 問へば、 安藤 固の 住人 條五 
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郞と名 乘る所 を、 よつ 引いて 射 落し、 其 首 を 取りて、 是は 如何に 後藤 殿と 云 へ ば、 眞 ，〇 資〕 i も 

ご へん  さぬ ケ  お， まき さ 

一騎の 武者に 馳向 ひ、 御 邊は誰 そと 問へば、 讚 岐國の 住人 大木 戶八郞 と 名 乘りも £ボ てねば、 しゃ 

く  かラ のさの 

首の 骨 射て 落し、 其 首联 つて、 是見 給へ 齋蘑 殿、 頭 殿の 見參 にや 入る、 捨て やする と 云 ひければ- 

"？ゝ び 

今朝より 乘 疲ら かした る 馬に、 生首 付けて 何 かせん、 いざ 捨てん と 云 ひける が、 ニ條堀 河まで 馳來 

り、 材： 小の 上に 二つの 首 を 差 置きて， 軍 見け る 在 地の 者 共に 預けて  >  此首失 ふべ からず と 云 ひ 八 .C め 

て驪 33 づれ ば、 失うて は惡 しかり なんとて、 日暮 まで 提 ひく 守りけ るな り-" 右衞門 督信賴 は、 今 

； i いけん もん  ひま 

朝 待 賢 門 を 破られて 後 は. 軍の 事 は 思 ひも 寄らず、 際 を 求めて 落ちん くと ぞ せられけ る。 義^ II 

出で て 後 は、 大内 にも 忍びず して、 御 方の 勢の 跡に 付きて 怖づく 河原まで 出 でられけ るが、 六波羅 

へ は 寄せず して、 河原 を 上りに 落ちられ けり。 金 王 丸是を 見て.. 右 衞門督 殿 こそ 落ちさせ 給へ、 ：：；a 懸 

け 進ら せんと 申せば、 義朝只 置け、 彼體の 不覺人 有れば 中々 軍が せられぬ ぞ とて. 河原 を りに ぞ 9« 

せられけ る •。 

義朝 六波羅 被， 事 幷賴政 心替事 付漢楚 1  お 事 

さる に 六 波 羅には 五條 裙を毀 寄せ、 搔 榍に搔 いて 待つ 所に、 源氏 卽ち神 ま U せて、 関 を i と 作りけ 


V ぎ^こ， 0$  さ ぶら r> 

れば、 淸盛、 鯢 波に 驚いて 物 具せられ ける が、 胄を 取って 逆さまに 着 給へば、 侍 共御胄 逆さまに 候 

と 申せば、 隨 してや 見 ゆらん と 思 はれければ、 主上 渡らせ 給へば、 敵の 方へ 向 は ど、 君 を 後に なし 

進ら せんが 恐なる 間、 逆さまに は 着る ぞ かしと 宣へ ば、 重 盛 何と 宣へ ども、 隠して 見えられ たるな、 

打 立て 者 共と て、 五 百餘騎 にて 驅向 はる。 兵 庫 頭賴政 は、 三百 餘騎 にて 六條 河原に 扣 へたり。 悪源太 

より， さ  にく ふるま ひ 

鎌 田 を 召して、 あれに 扣 へたる は賴政 か、 さん 候、 惡ぃ 振舞 かな、 我等 打 負けば 平家に くみせん と • 

時宜 を 計る と覺 ゆる ぞ、 いざ 蹴散らして 捨てん とて、 五十 餘騎 にて 馳 g ひ、 御 邊は兵 庫 頭 か、 源氏 

勝ちたら ば、 一門 なれば 内裏へ 參 らん、 平家 勝た ば、 主上お はせば 六 波 羅へ參 らんと、 軍の 勝負 を 疑 

ふと 見る は 如何に、 凡 武士 は貳心 ある を耻 とす、 殊に 源氏の 習 はさ はさう ず、 害れ や 組んで 勝負 を 見 

t じふ もんじ  おった  ひ >J ろ 

せんとて、 眞 十文字に 驅 破って、 追 立て/ \ 攻戰 ふ。 さし も 勇なる 渡 邊黧、 日來 は百騎 にも 向 ひ、 千 

騎 にも 逢 はんと こそ 訇り しか ども、 惡源 太に 手痛う 攻められ 奉って、 馬の足 を 立て かね たれば、 組 

しも.^、  ^Ny  g) よし 

む 武者 一騎 も 無 かりけ り。 賴 政が 郎等に、 下 總國の 住人 下 河 邊藤三 郞行吉 が 放つ 矢に、 相 摸國の 住人 

t^i  レしっ^^  ,ぴ  じょ 5 

山 内^ 藤 瀧 口 俊 綱が 頸の 骨 を 射られて、 馬より 落ちん としければ、 父 刑 部 丞是を 見て、 矢 一筋に 其 

いさ  ； 8 んづ. OS  の. 0 なほ 

程 弱る かと 勇めら れて、 弓 杖 突いて 乘 直らん としけ る を 見 給 ひて、 瀧 口 は 急所 を 射られつ るぞ、 敵 

に 首 取らすな と 下知せられ ければ、 齋 藤別當 太刀 を拔 いて 馳 寄せたり。 俊 網 御 邊は& 方に て はなき か 
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5  J  ち. リ  つ はもの  み か. U 

と 云へば、 眞 〔〇 實い盛 御曹司の 仰に さしもの 兵 を 敵に 首 を 取らすな と 承る 問、 御 方より 取るな りと 

云へば、 俊 綱 莞爾と 笑 ひて、 若き 大將 にて おはし ませば、 是 までの 御 心ば せ 有るべし とこ そ存ぜ ぬに、 

かば かりの 御 情深く 渡らせ 給 ふかな、 心安く 臨終 せんとて、 西に 向 ひ 手 を 合 はせ、 ^を 延べて ぞ 討た 

ひら ひ  fM,  ac  x-r- レ * フ 

せけ る。 弓矢 联る 身の 習 程 あはれ なりけ る 事 はなし。 生 は 相 摸國、 BK は雍 州都の 外、 河原の 士とぞ 成 

りに ける。 父 刑部丞 是を兑 て、 一命 を輕ん じて 軍 をす る も、 瀧 口 を 世に 在らせん 爲 なり、 俊 綱 討 

つ よもの き ^ 

たせて 命 生きて 佝 かせん、 討死に せんとて 驅 けければ、 御曹司 あたら 兵 刑 部 討た すな 者 共と •>! へ 

み かに つ はもの 

ば、 i 方の 兵 馳 塞がりて 制しければ、 力無く 淚 と共に 引返す。 さても^ 政は强 ちに 義 朝に 敵 せんと 

まで は 思 は ざり しか ど、 惡源 太に 驅 立てられ、 好む 處の 幸と 六波羅 へこ そ 加 はり けれ。 誠に惡 源 太、 

t!^ 氣の 致す 所な り、 レ 兵 庫 頭 勝負 を兩 端に 窺 ふが 故に、 平家に 心 ざすと 雖も、 源氏の 爲には 誠の 敵に 

•>J し  つ よもつ 

あらず、 一 人な りと も 平家に 逢うて こそ 死にた けれ、 誰 〔〇 詮/ 誤〕 なき 同士： 車に、 あたら 兵 共 を 討 

たせられ ける ぞ 無念なる と 人々 申しけ る。 . 異國 にも 其 例 あり。 瑛 高祖と 楚！^ 羽と 國を& ふこと 八 © 

年， 戥を なすこと 七十 二度、 1^ 羽 勝つ に乘 ると 雖も、 政道 か はしき 故に 民 服せ ず。 高祖 は戰 常に 

弱し と雖 も、 撫 民の德 右る が 故に 人 是に闪 る。 爱に王 陵と 云 ふ 者 有り、 城 を 捲へ 兵 を 集めながら、 

兩 方の 勝負 を 待つ が 故に、 楚 にも 與 みせず、 漢 にも 敵せ ずして 相 支へ たり。 名將 たる 故に 一? 羽频に 


召す と雖 も、 虞 氏の 行 i を 顧みて 參ら ざる 間、 卽ち兵 を 遣 はして 是を攻 むる に、 城 堅く して 更に 落ち 

ず、 却って 多くの 御 方の 勢 を 損ず。 よって 楚王 大いに 怒って、 謀 を 廻らして 其 母 を 捕へ て榍の 11」 に 

引 張りて 寄せた らんに、 王 陵 は 孝行 第 一 の 者 なれば、 定めて 弓 を 引く に 能 はずして、 必ず 降 を^ は 

んか、 然 らば 其 身 を 生 捕りて 首 を 刎ねよ と議 せられけ る を、 母 是を洩 聞きて、 誠に 王 陵 は 無 鍵の 孝子 

なれば、 我 をして 糖の 面に 伏せし めば、 必ず 楚に 降らん と 思 ひける 志 あらんず る 問、 竊 かに 使 を 遣 

はして 此 由を吿 ぐ〕 天下 は 終に 漢 王に 服すべし、 汝も 必ず 高祖の 臣と 成り、 敢て 以て 楚に 降す る 事な 

われ は 5-  ,., .っ.0ょぅぁレ4が 

かれ、 依って 我 早 死を輕 くす とて、 卽ち劍 に 伏して {1^： しく 成りに き。 是に 依って 王 陵 强 ちに 羽に 

恨 深き が 故に、 忽ちに 高 fi の臣と 成り、 命を輕 くし 身 を 失って 攻 むと 云へ り" 是も漢 こそ 誠の 敵な 

れ、 高 肌 を だに も 討ちたら まし かば、 千 萬の 傍 敵 有りと 云 ふと も、 自ら 服せ しむべし。 誠に 大事の 前 

の 小事な り。 されば 大孝 5 行 力〕 は 小 S を 顧みず と 云へ り。 大抵 武の道 能 〔〇 强カ〕 きに 敵して 命 を 

失 ひ、 •  きを 助けて 身を滅 す- 皆是 常の 法ぞ かし。 惡源太 も義を 以て 和したら まし かば、 紐 政 も 名 

將 なれば、 定めて 見お て ざらん か、 義平我 武略に 達せる 儘に、 伐た ば 忽ちに 降り、 攻めば 必ず 伏せ 

んと思 ふが 故に、 人の 不義 を 取って 身の 怨 とし 給へ り。 縦 ひ 勇力 有りと も 人 和せ す は、 終に 勝つ 事 

を 得 じ。 兵書の 詞に 云く、 天の 時 は 地の利に 如かず、 地の利 は 人の 挑に 如かず と 云へ り C 尤 思慮お る 
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べき 事共な り。 

六 波 羅合戰 事 

つま C 

さる 程に 惡源太 は、 其 儘 六 波羅へ 寄せら る > "に、 一人 當 千の 兵共眞 前に 進みて 戰 ひけり。 金子 十 

いへ た 14  .U かま  や 

郞家忠 は、 保 元の 合戰 にも 爲 朝の 陣に驩 入り、 高 間三郞 兄弟 を 組んで 討つ、 八 郞街普 司の 矢 前を遁 

れて名 を 5! げけ るが、 今度 も 眞前驅 けて 戰 ひけり。 矢種 も 皆射盡 くし 弓 も 引 折れ、 太刀 を も 打 折りけ 

れば、 折 太刀 を 提げて、 あはれ 太刀 かな、 今 一 合戰 せんと 思 ひて 驛 廻る 處に、 同國の 住人 足 立 右 馬 

じょ，？ \ ほ も. 义- .U  4 つん はキぞ へ 

允 遠 元 馳來れ ば、 是御覽 候へ 足 立 殿、 太刀 折りて 候、 御 帶添候 は ^ 御 恩に 蒙り 候 はんと 申し けれ 

ば、 折節 帶 添へ 無 かりし かど も、 御 邊が乞 ふが 優しき にと て、 先 を 打た せた る 郎等の 太刀 を；^ りて、 

金子に ぞ與 へけ る。 家忠 大きに 悅ん で、 又 1€ 入りて 敵數多 討ちて けり。 足 立が 郎等 申し， ナる は、 日 比 

より 街 前途に 立つ まじき 者と 思 召せば こそ、 軍の 中に て 太刀 を 取りて 人に は 給 はるら め， 此程は 最後 

の 御供と こそ 存ぜ しか ども、 是 程に 見限られ 奉りて は、 先立ち 申す に 如か じと て、 旣に iig を 切らん と 

，はお？  と ほ もと  ことわり  か. C こ  しょ ミも に 

上帶を 押切り ければ、 遠 元 馬より 飛んで 下り、 汝が 恨む る 處尤理 なり、 され どもお 子が 所望 默 止し 難 

きに、 御邊が 太刀 を 1^ りつるな り、 軍 をす る も 主の 爲、 討死す る 傍 肇に乞 はれて、 與 へぬ 者 や 侍ら 


ん、 漢朝の 季札 つも， 徐 君に 劎を乞 はれて 惜しまず とこ そ 承 はれ、 暫く 待てと 云ふ處 に、 敵 三騎來 つて 

足 立 を 討たん と驅 寄せたり。 遠元眞 前に 進みた る 武者 を、 よつ 引いて ひやう と 射る。 其 矢 過たず 内冑 

に 立って 馬より 眞 倒 に 落ちければ、 殘のニ 騎は馬 を 惜しんで 驩け ざり けり。 遠 元 やがて 走 寄りて、 

|P いたる 太刀 を 引 切りて おつ 联り、 汝が 恨む る處尤 なり、 太刀 を 取らす るぞ とて 郎等に 與へ、 打 連 

れて こそ 又驅け けれ。 惡 源太宣 ひける は、 今日 六 波羅へ 寄せて、 門の 中へ 入らざる こそ 口惜し けれ、 

つよ もの  しころ か. U ひ 

進め や 者 共と て、 究竟の 叫 兵、 五十 餘騎、 箱 を 傾 けて 入れば、 平家の 侍 防ぎ かね， はっと 引いて ぞ 

3 め 

ス りに ける。 義 平先づ 本意 を 遂げぬ と 喜んで * 喚き 叫んで 驅 入り 給へ り。 淸盛は 北の 臺の 西の 妻戸 

に 軍の 下知して 居 給 ひける が、 妻戶の 扉に 敵の 射る 矢 雨の 降る 如くに 中り ければ、 淸盛宣 ひける は、 

防ぐ 兵に 耻 ある 侍が 無ければ こそ 是 まで 敵 は 近付 くらめ、 いで/.、 さらば II けんとて、 鉗の 直 垂に黑 

は  くろほ ろ  めり； ピめ， どミ 

絲 威の 鎧 還， 黑 塗の 太刀 を帶 き、 黑保呂 の 矢 負 ひ、 塗 籠 藤の 弓 持ちて 、黑き 馬に 黑鞍 置かせて 乘り 

ん よせて 

給へ り。 上より 下まで 長し やかに 出立 たれけ るが、 镫踏 張り 大昔 揚げて、 寄 手の 大將軍 は 誰 人ぞ， か 

く 申す は 太 p< 貳淸盛 なり、 見參 せんとて 驅出 でられければ、 御曹司 是を 聞き 給 ひ、 惡. 源 太 義平爱 に 

あり、 得たり やお >- と 叫んで 驅く。 平家の 侍是を 見て、 筑後守 父子、 主馬 判官、 菅 親子、 難 波、 瀬 

尾を始 として、 究竟の 兵 眞 前に. Si 漶 がって 戰 ひける。 源平 互に 入亂れ て、 爱を 最後と 揉 台うたり。 
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孫子が 秘 せし 處 子房が 傳 ふる 處、 互に 知る 道 なれば、 平家の. kir 陽に 開いて 園まん とすれ ども 閟ま 

れず、 陰に 閉ぢて 討たん とすれ ど 討 たれず、 ザ變萬 = ^して 義平 三方 を まぐ.^ 立て、 面 も おらず 切って 

廻り 給 ひし かど も、 源氏 は 今朝よりの 疲れ 武士、 息をもまがず攻^^ふ" 平家 は 新手 を入替 へ/、、 城 

にか. - つて 馬 を 休め、 驩出 でく 戰 ひければ、 源氏 終に 打 負けて、 門より 外へ 引退き、 やがて 河 を馳泼 

し、 河原 を 西へ ぞ 引きたり ける。 義朝是 を 見 給 ひて、 義 平が 河より 西へ 引きつる は、 家の 疵と覺 ゆる 

ぞ. 今 は 何 を か 期すべき、 討死 せんとて 驩 けられければ、 鎌 田 馬より 飛んで 下り、 七寸に 立ちて 巾し 

ける は、 ^：ょり源平弓矢を取って， 何れも 勝負 〔E 劣〕 無しと 申せ ども、 殊更 源 家 をば 皆 人武き 事と 申 

ネーん^ ん  よ a く  こんろん ざん  つ はもの 

し 侍り、 譬 へば 栴 擅の 林に 餘木 なく、 崑崙 山に は 土石 悉く 美 玉なる が 如く、 源氏に 馬す る 兵まで も * 

弓矢 取りて は 名 を たり、 今朝よりの 合戰に 馬な づみ人 疲れて、 物 具に 透 間 多く、 矢： S3 盡き打 物 折 

れて、 殘る御 i 過半 は疵を 被れり、 今 敵に 驅合 ふと も、 かひ-^ しき 寧はなくて、 & 人の 手に 懸り、 

遠矢に 射られて 討 たれ 給 はん 事 こそ 歎の 上の 悲 みなれ、 如何に 況ゃ 大將の 御 死^ を 敵 ：4 の 馬の 蹄に 

懸けん 事 を や、 暫く 何 處へも 落ちさせ 給 ひ、 山林に 身を隱 しても 御名ば かり を殘 置き、 敵に 物 を 思 

はせ 給 はんこ そ 謀の 一 つ にても 候べ けれ、 只 今爱 にて 討 たれさせ 給 ひなば、 敵 は 跟 利 を 得、 諸國の 

源氏 は 皆 力 を 落し 果て、 忽ちに 敵に 屬し候 ひなん、 縱 ひ遁れ 難く して 御 自害 候と も、 深く 隱し 進ら 


み か = 1 一 r み  や、 フ  こうめい  ♦» う 5ーク 

せて、 東 國の御 方の 憑 有る 樣に こそ 御 計 ひ 候 はん ずれ、 死せ る孔明 生ける 仲 達 を 走ら かすと こそ 申し 

たるに、 々"と 敵に 打 捕られ 給 はん 事、 誠に 子孫の 御耻辱 たるべし、 御曹司 も 定めて 御 所存 有って 

あづま  あ ふさ かおき； ふ ,u  さいかい 

ぞ おはす らん、 早 落ちさせ 給へ と. せば、 東へ 行かば 逢坂 山不 破の 關、 西 海に 赴かば 須磨明 石 を や 過 

ぐべき、 11? 矢-取る 身 は 死すべき 所 を 道れ ぬれば、 中々 最後の 耻 有るな り、 只爱 にて 討死に せんと 進 

み 袷へば、 政 家 重ねて 申す 樣、 こ は 御 とも 覺ぇ候 はぬ 物 かな、 死 を I 途に定 むる は 近う して 县く、 

つ わ-つ 

謀 を^ 代に 殘すは 遠う して 難しと 云へ り、， 叶 はぬ 所に て 御腹 召されん 事、 何の 義か 候べき、 越 王 は 

^itfe. り、 漢祖は ii. を遁 る、 皆 謀 を 成して 本意 を 遂げし に 非ず や、 身 を 全うして 敵 を 滅すを こそ 

良 將とは 申して 候へ、 疾 くく 延びさせ 給へ とて、 御馬の 口 を 北の方へ 押 向けければ、 鎌 田が 联 付き 

たる を 力と して、 兵 数多 下り立ちて 驅 けさせ 奉らねば、 力無く 河原 を 上りに 落ちられ けり。 

義朝 敗北 事 

さる 程に 義朝は 六 波 羅の合 戰に打 負け、 旣に 落ち 給 ふと 見えければ、 平家の 人々 追 懸けて 攻めければ、 

三條河 にて if 田兵衞 申しけ る は、 頭 殿 は 思 食す 旨 1^ つて 落ちさせ 給 ふぞ、 能く/ \ 防ぎ 矢 仕れと 云 ひ 

ければ、 t& 四 郎義宣 "：〇 信〕 引返し、 散々、 に戰 はれければ、 義 朝顧 み 給 ひて、 あはれ 源氏 は 鞭 さしまで も 
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る 者 は 無き 物 かな、 あたら 兵平賀 討た すな、 義 t(〇 信〕 討た すなと 宣 へば、 佐々 木 源 三、 須藤刑 部ぶ、 

ひで. W し 

井澤 四 郞を始 として、 我 もくと 眞 前に 馳 塞がって 防ぎけ るが、 佐々 木 源 三 秀義は 敵ニ騎 切って 落し、 

A- しみち 

我 身 も 手 負 ひければ、 近 江國を 指して 落ちに けり。 須麇刑 部 俊 通 も、 六條 河原に て 瀧 口と 共に 討 

せんと 進みし を、 § 、め 給 ひし かど も、 爱 にて 敵 三騎討 取りて、 終に 討 たれて けり。 井澤 四郎信 4- は 

二十 四 差した る 矢 を 以て. 今朝の に 敵 十八 騎射て 落し、 今の 合戰に 能き 敵 四 騎射 殺し たれば、 菔 

に 二つ ぞ殘 りたる。 其 後 打 物に なって 擧動 ひける が、 痛手 負 ひて 引きに けり。 東近江に落ちて疵^^治 

し、 弓 打 切り 杖に 突き、 山傳 ひに 甲斐の 井澤へ ぞ 行きに ける。 加樣に IS 々戰ふ 間に、 義朝 落延び^ ひ 

しか V5、 鎌 田 を 召して 汝に 預けし 姬は 如何にと 宣 へば、 私の 女に 申 置き 進ら せて 候と 申せば、 軍に 

負けて 落つ ると 聞き、 ^ ばかりの 事 か 思 ふらん、 中々 殺して 歸 れと宣 へば、 鞭 を 擧げて 六條堀 河の 宿 

所に 馳來て ナれ ば、 軍に 恐れて 一 人 もな きに、 持佛 堂の 方に 人 音し ければ、 行きて 見る に、 姬？； ；佛 

まさ、 へ  A ゥ つどつ 

前に 經打讀 みて おはしけ るが、 政 を御覽 じて、 さて そ も 軍 は 何に と 問 ひ 給へば、 ！^殿は打^？：：：けさ 

せ 給 ひて、 ^, 配、 の 方へ 御 落ち 候が、 姬 君の 御 事 をのみ 悲しみ 進ら せ 給 ひ 候と 申せば、 さて は 我等 も 只 

今 敵に 1 船 だされ、 是 こそ 義 朝の 娘よ など 沙汰せられ、 耻を 見ん こそ 心 憂 けれ、 あはれ 高き も 卑しき 

も、 女の 身 程 悲し かりけ る 事 はなし、 兵 窗 佐 殿 は 十三に なれ ども、 男 なれば 軍に 出で、 御供 申し 給 


ふぞ かし、 I ら g 十四に なれ ども、 女の 身と て殘し 置かれ、 我 身の 耻を 見る のみならず、 父の 骸を袋 

さん 事 こそ 悲し けれ、 欺^^先づ我を殺して§殿の見參に入れょとロ說き給へば、 頭 殿も此 仰に て 候 

と 申せば、 さて 嬉しき 事 かなと て、 御 經を卷 き 納め、 佛 前に 向 ひ 手 を 合 はせ、 念佛 申させ 給へば、 

つと 參り、 殺し 奉らん とすれ ども、 御 ifkl の 中より 抱き 联り 奉りし 菱君 にて、 今まで 育し 立て 進 

らせ たれば、 爭か 1^ れに なかるべき、 涙に 昏れ て、 刀の 立て 所も覺 えずして 泣き 居たり。 姬君敵 や 近 

付く らん、 疾 くくと 勸め 給へば、 力無く 三 刀 刺して 御 首 を 取り、 御 死骸 をば 深く 收 めて 馳せ歸 り 

Is." 戰の 見參に 入れたり ければ、 只 一目 御覽 じて、 淚に 咽び 給 ひける が、 東 山の 邊 に 知り 給へ る 僧 

の 所へ 此御苜 を 造 はして、 弔 ひて 給び 給へ とぞ 落ちられ ける。 さる 程に 平家の 軍兵 馳 散って、 信 鎖 

義 朝の 宿所 を 始めて、 謀叛の" かが 家々 に 押 寄せく、 火 を 懸けて 燒拂 ひし かば、 其 妻子 卷 Mis^ 西 

に^ 迷 ひ、 山野に 身 をぞ隱 しける" 方々 に 落 行く 人々 は、 我 行 先 は 知らね ども、 跡の 烟を 顧みて、 

> えい ざん  4^ ほ はら ぐち ， r 

敵 は 今や 近付く らん、 急げ/ \ と 身 を 揉みけ り。 比 敷 山に は 信 賴義朝 打 負けて 大原 口へ 落つ ると 

沙汰し ければ、 師是を 聞き、 いざや 落人 打 留めん やとて、 二三 百 人 千 が 崖に 待黻 けたり。 

義朝此 由 聞き及び、 都に て 兎も角 成るべき 身の 錄 田が 申狀に 依って、 是 まで 落ちて 山 徒の 手に 懸 

さわ もり 

り、 かひな き 死 を せんず る こそ 口惜し けれと 宣 へば、 齋 藤別當 申しけ る は、 爱 をば 實盛通 し^らせ 
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候 はんとて、 馬より 下り、 £：： を脫 いて 手に 提げ、 il ォ i を iS に 捩 掛け、 近付 寄って 云 ひける は、 

右衛門 督左 馬頭 殿 以下、 おもとの 人々 は 皆大内 六波羅 にて 討死し 給 ひぬ、 是は諸 國の假 武者 共が、 

耻をも 知らず、 妻子 を 見ん 爲に. |4國 に 落下り 候な り、 打 留めて 罪作りに 何 かし 給 はん、 具足 を 召 

されん 爲 ならば、 物 具 をば 進ら せ 候 はん、 通して 給 はれと 申しければ、 實 にも 大將 だち にて はな か 

りけ り、 紫 武者 は 討ちて 何 かせん、 具足 だに 脫 捨てば 通されよ かしと- 贫議 しければ、 赏盛？ sj ねて、 

衆從は 大勢お はします、 我等 は 小勢な り、 草摺 を 切りても 齒 及び難し、 投げん に從ひ IT 取り 給へ と 云 

へば、 i に 進める t 对大 # 尤 然るべ. しとて 相 集る。 後陣の 老 12 も 我 劣ら じと、 一 所に 寄って 競 ひ ふ 

處に、 實盛胄 をが はと 投げたり けり" 我！^ らんと ひしめきければ、 敢て 敵の勢 を も 緒 は ざり ける 

處に、 三十 ニ騎の 兵、 打 物 を拔き 胄の鞲 Is- 傾け、 かばと 蹴散らして 通りければ、 大衆 跌に 長刀 を 1^ 直 

さね  もりお ほ わらに  V！ い たか ざし  つが 

し、 ^すま じと て 追 懸けければ、 眞 〔〇 實〕 盛大 童に て、 犬の 中 差 取って 番ひ、 敵 も 敵に S るぞ、 義朝 

の 郎等に 武藏國 の 住 入 長 井齋藤 別當眞 〔〇 實〕 盛ぞ かし、 留めん と 思 は t 寄れ や、 手柄の 程 見せん と 

て 取って返せば、 大衆の 中に 弓 取り は 少しもな し、 叶 はじと や 思 ひけん、 皆 引いて ぞ歸 りけ る。 義 

朝 八 瀬の 松^ を 過ぎられけ るに、 跡より や >r と 呼ぶ 聲 しければ、 何者 やらん と 見 給へば、 遙に 先へ 

延びぬ らんと 覺 えつる 信頼 卿 追 付きて、 若 軍に 負けて 東國へ 落ちん とき は、 信 賴をも 連れて 下らん と 


こそ 聞え しか、 心 替 かやと 宣 へば、 穀朝餘 りの 惡 さに 腹 を 居ぶ かねて、 日本 一 の不覺 人、 か >1 る大 

事 を 思 立ちて ♦ 15^ だに せず して、 我 身 も 滅び 人 を も 失 ふに こそ、 面 つれな う 物 をば 宣ふ物 かなと て、 

持ちた る 鞭 を 以て 信 紐の 弓手の 頗先 をした \ かに 打 たれけ り、」 信輟此 返事 を もし 給 はず、 誠に し 

たる 體 にて、 iii に 鞭 目 を 押 撫でく ぞ せられけ る。 现 母子 式部 大輔助 吉是を 見て、 何者 なれば §i ビ 

ばかく は ゆす ぞ、 和 人 共が 心剛 ならば、 など 軍に は 勝たず して、 負けて F 、國へ は 下る ぞと云 ひければ、 

義朝 あの 男に 物な や T はせ そ、 討って 捨てよ と宣 ひければ、 鎌 田 兵 衞何條 只今 さる 事の 候べき， 敵 や 

續き 候らん， 延びさせ 給へ とて 行く 處に、 又 i 河 法師 上下 四 五 百 人， 信^ 義 朝が 落つ るなる、 打. 留め 

b-r ゆ ごえ 5 かも ひだて  つよ も"  て-. * で 

ん とて， 龍 華 越に 逆 木 引き、 搔械搔 いて 待 懸けたり。 三十 餘騎の 兵、 各 馬より 飛んで 下りく、 手々 

に 逆 木 をば 物ともせず、 引 伏せく 通る 處に、 大衆の 中より 差 詰め 引 詰め 散々 に 射たり ければ、 H 

よし. U か  さ A.ry ぶ  ち-フジ フ  ともなが  XJ も- - 

六 郎義险 のおの 骨 を 射られて、 馬より 倒様に 落ちられて けり。 中宮 大夫進 朝 長 も 弓手の 股 をした >f 

かに 射-:? けられて、 鑀を 踏み かね 給 ひければ- 義朝大 夫 は 矢に 中り つるな、 常に 鏜っ きをせ よ、 褰か 

かすな と. おへば、 其 失 引き かなぐって 捨て、 さも 候 はず、 陸 奥 六郎殿 こそ 痛手 負 はせ 給 ひ 候 ひつれ と 

て、 さあらぬ 體 にて 馬 をば 早められ ける。 六 郞殿討 たれ 給へば、 首 を联ら せて、 義朝宣 ひける は、 弓 

矢 取る 身の 習、 軍に？？；、 けて 落つ る は 常の 事ぞ かし、 それ を 僭 徒の 身と して 助く るまで こそな からめ、 
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か 打 留めん とし、 物具剝 がんな どす る こそ 奇怪 なれ、 惡ぃ奴 ばら、 後 の 例に 一 人 も 残さず 討て や 

者 共と 下知せられ ければ、 三十 餘騎戀 を 養べ、 騷 入り 割付け 追 廻して、 攻 詰め 攻 付け 切 付けられ けれ 

u*0 ど- 1 ろ  だいし.^  は. 70..U に/^  お うど 

ば、 山 徒 立 所 に 三十 餘人討 たれに ければ、 殘る 大衆 大略 手 負 ひて、 方々 谷々 へ歸 ると て、 落人 打留 

めんと 云 ふ 事 は、 誰が 云 出 だせる 事ぞ とて、 彼よ 是 よと 論じけ る 程に、 同士 軍 をし 出して、 又 多く ぞ 

死にに ける。 誠に 出家の 身と して、 || 人 打 留め 物 具 奪 瑕らん などして、 纔の落 武者に 驅 立てられ、 多 

くの 人 を 討た せ、 又 Isi し して、 數 多の 衆徒 を 失 ふ 事、 僭 徒の 法に も耻 辱な り、 武 藝の爲 にも 瑕 

瑾 なり、 されば isri にも 背き 神明に も 放され 奉りた ると ぞ覺 えし。 此敵を も 追 散らしければ、 龍 華の 

♦  ひやう, 0^ さり  もと 

麓に 皆 下り 居て、 馬 を 休められけ るが、 義朝 後藤 兵衞眞 〔〇 實〕 基 を 召して、 汝に預 置きし 姬は 如何に 

と宣 へば、 私の? !，に 能くく 申 含めて 候へば、 別の 御 事 候 まじと 申しけ り。 さて は 心安 けれども、 汝 

^  i  乙 ぜ  A 一 ぶら  いづく 

是 より 都へ 歸 上り、 姬を ilSn て >- 尼に もな し、 義 朝が 後世 菩提 を 弔 はせ よと 宣 へば、 先 づ何處 まで も 御 

供 仕り 鬼 も 角 もなら せ 給 はん 御 有漾を 見屆け 進ら せて こそ 歸 上り 候 はん ずれと 申せば、 存 ずる 旨 有り 

疾 くくと 宣 へば、 力及ばず 都へ 歸り、 姬君 に付き 奉り、 此 彼に 隱し 置き 進ら せて、 源氏の 御代に 成 

よしやす  き i- のか. U  ？ 0  もと 

りし かば、 一條 二位 中 將能保 卿の 北方に 成し 奉りけ るな り。 眞 〔〇 實〕 基 も 鎌 倉 殿の 御 時に 世に出で け 

ると ぞ 聞え ける。 


信賴降 參事幷 最後 事 

さろ程に信^^卿は義朝に捨てられて、 八 瀬の 松原より 取って返され けり。 それまで は 侍 共 五十 騎 ばか 

り 有りけ るが、 此殿は 人に^ を 打 たれて 返事 を だに し 給 はねば、 侍の 主に は 叶 ひ 難し、 行末 もさ こそ 

ち. りん、  め l^t ご 

おはせ めと 散々 に 落 行きし かば、 母子 式部 大輔 ばかりに ぞ 成りに ける。 餘 りに 疲れて 見え 給へば、 

ほしい ひ  七ャっ 二. W  つ 

或 谷 河に て 馬より 抱 下し、 干飯 洗うて 進ら せ けれども、 今朝の 鯢 波に 驚きて 後 は、 胸 塞がりて 唾 を だ 

にも は 1 か ^ しく 吞 入れ 給 はねば、 壻 して 一 口 も 召さ りけ り。 又 馬に 搔- 期せて、 何 處へか 入らせ 給 

にん わ じ  れんだいの  5 う 

はんと 問 ひ 奉れば、 仁 和 寺へ と宣ふ 間、 蓮臺 野へ ぞ出 でに ける。 山 法師の 死した るを薛 して 歸る者 共 

おちうど 

に ぞ行逢 ひける。 法師ば ら是を 兑て此 夜中に 忍びて 通る は、 落人の 歸來 るに てぞ 有らん、 打 留めて 物 

具剝 げと訇 りければ、 式部 大輔 联り敢 ず、 是は 六波羅 より 落人 を 追うて、 長 坂へ 向 ひて 候が、 敵 はは 

や 落延びて 候 間、 歸參 るに 暗 さは 暗し、 御 方の 勢に 追 後れて 侍るな りと 答へ ければ、 さも 有らん とや 

か： 52.> るし  r ぶし -- 

思 ひけん 旣に 通す ベ かりけ るに、 法師 一人 笠符を 見ん とや 思 ひけん， 誠し からず * 野 伏 もなくて とて、 

松明 振 擧げて 近 5：： けば、 信賴 先に 打 たれけ るが、 あは やと 驚きて、 落つ る ともなく 馬より 下り、 物 具 

脫ぎ 捨て X、 鎧 直垂 より 小 具足、 太刀、 刀、 馬 鞍まで 取り やかな ひて、 命ば かり をば 助け 給へ とて、 
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手 を合 はされ けれ-は、 式部 森も剝 がれて けり。 それより 大白 衣に て 這 ふく 仁 和 寺へ，、 昔の 御 

m みの 1- & なれば、 有らん ずらん とて、 頸 を 延べて 參 りたる 由 申 人- れられ たり： しかの みならず 

00^^ff 越後 中將靈 も 參られ けり： 上皇 本より 不便に 思 貧 さる 义々 なれば、 

ir に隱 置かれて、 先づ 主上へ I を g けさせ 給へ とぎ を 進ら さ 塞 ひし かど も、 敢て御 I も 無 

かり ナれ ば、 M て II みて f たる 者 共 なれば、 枉げて I かせ 給へ と 申させ 給 ふ。 御 使 も 未 

だ歸ら ざるに、 111、 淡路 守 if 人大將 にて、 三百 I、 仁 和 寺に lt:lll.r 

上 fs 進ら せて ずた ろ I の 人 召 捕って 鼸られ けり。 ま中將 成 親 i は、 蠢の 

薩の上 &付ナ て、 gsi ぎ 前に 引 居 あられて おはしけ り。 旣に i に 定まりた りし を、 

S 今度の 勳功の赏 に申替 へて 預り給 ひけるな り。 此中將院 の 置 色 能き 人に て、 院 中の 事 申沙ぉ 

せられ ナ るが、 ^,|の薩に1せられける故なりとなん、 されば 人 は 情 あ U き 事に や、 信 

罷を| 衞門 佐して 謹の 子細 i ねらる。 一事の i にも 及ばず、 m0n^ 

ける。 我 身の ST &」 も 知らず、 今度ば かり, * にも 申し 助けさせ 給へ と絕 伏し 申されければ、 進 彼 

g の不覺 人、 助け 置かせ 給 ひたりと も 何程の 事 候べき と 申されし かど も、 淸盛 今度の 謀叛の 本人な 

り、 上皇の 申させ 給へ ども、 も 震し 入れず、 爭か 私に. は 免すべき、 早く ii りぬ、 疾く 


疾く 斬れと 宣 へば、 I 門 佐 • 此上は 力及ばず とて 立 たれけ り。 やがて 六條 河原に して 旣に敷 皮 

の 上に 引 居 ゑ たれ ども、 思 ひも 切れず、 あはれ 蓬 はさば かりの 慈悲 者と 聞 f らる^ や 8 

を • ま， L  ) 幼け 給 はぬ やらん とて、 起きぬ 伏しぬ 歎きて、 iS ぇ雋れ 給へば、 松 浦太郞 俊 斬 手 て 有 

りしが、 太刀の 當て 所も覺 えねば、 押さへ て ti" にぞ してけ る、 見苦し かりし I なり。 年來院 のき 

り人にて、 諸人のっ^§1|^蒙り- 去ん ぬる 十日より 内裏に 候 ひて、 様々 の 僻事 をな し 給 ひし かば、 百 

官 i，i の t3 を 恐れ、 萬 民き § の 害 を 歎きし に、 今日のお 樣は 乞食 非人に も猶 劣りた そ 見物の 諸人 

申 合へ る。 彼？ fem. お S4r  iti 恩 を g けて 夕に 死 を 賜 はると、 白 居 易の S きし も 理 かなと ぞ ©5 え 

し」 爱 -ー齡 七十ば かりなる 入， i の 謹に piri に 掛けた るが、 平 8 き I 突き、 市の 如く 

立ち， たる 人を掇 分けく 行きければ、 右衞門 1? の P ろの ド だん、 主の 死骸 を收 めんと する にや 

と I- る 處に、 さはな くして gl- はたと 睨み、 おのれ はとて 持ちた る 杖に て 二 打 三 打 打ちければ、 見 f 

の 諸人 こ は 如何にと 云 ふに、 此 入道が 曰く、  p の 所領 を 無理に おのれに 押領 せられ、 多くの 所從 

を 失 ひ、 我 身 を 始めて の 苦痛 を 見せつ る は、 ぉのれが^ょ£ゃ^i非ずゃ、 か&ろ 僻-巧の 積に 依って、 

今 旣に首 を 斬られ、 入道が めか^ I に耻を さらす ぞ、 t 生きて 汝が 死骸 を 打つ、 我 杖 は 死して よ-^ 痛ま？ 

じ、 獄卒の IT は 今 こそ 當 るら め、 -散 i 若 あらば 糙に 此詞を 聞け、 大 1^ 殿の 御 嫡子 左 衞門佐 殿 は 有 
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i の 聞え まし ませば、 此文 見參に 入れて、 本領 安堵して、 おのれが 草の 陰に て 見ん ずる ぞ、 思へば 

潜 惡きぞ とて 歸り ける-」 温 野に 骨を禮 せし 天人 は、 平生の 善を悅 び、 寒 林に 骸を 打ちし 鎮鬼 は、 前世 

らうし /1- ト 一ん. a つく-  -  V.J いちやう けんもつな i^vt し 

惡を 悲しむ とも、 加 樣の事 を や 申すべき。 彼 老者は 丹 波 國の在 廳監物 と 云 ふ 者な り) 無念に 思 

ひけん 裹 はさる 事 なれ ども、 ^^！りなる擧動かなとて、 惡 まぬ 者ぞ無 かりけ る" 斬手歸 りければ 人々 信 

賴の 最後の 有樣を 尋ねら る に、 哀 なる 中に を かしかりし は、 軍の 日 馬より 落ちて、 鼻の 先 を 突 *k き 

あ せ  ちめ  5.- さき 

し 跡、 八瀨 にて 義 朝に 打 たれし 鞭 目、 左の 頓 先にうる みて 有りし ぞ 見苦し かりし など：^ 汰 しける を， 

大宮 左大臣 公 聞き 給 ひて、 一日 猿 11^ に 鼻 を かくと 云 ふ 世俗の 業 t〇 諺ノ 誤〕 こそお るに、 信 賴はー 

日の 軍に 鼻を闕 きけ ると 宣ひ しかば、 皆 人 興に ぞ 入りに ける。 

官軍 被お-除 目-事 付 謀叛 人 被 官職-止 事 

しみ  も リニ か  于ん じ？ フ  ないし. どころ 

さる 程に 伏 見 源 中 納言師 仲 は、 勸賞を 蒙るべき 身に てこ そ 候へ、 信 賴鄉內 侍 所 を. 取って 東 國へド し 

をん な は？ b んの つぼね  あねが こう i つ ひ.；^ しの どうねん  1 、•  '  I 

進ら せんとせられ 候 ひし を、 女 坊門局 の 宿所、 姉 小路 東 洞 院に隱 博き 進ら せて 候へ は. 朝敵に 

くみせざる 支證 分明 や i 候、 信 紐 時々 伏 見へ 來り しも、 權 勢に 恐れて 心ならず 交る にて 候 ひき、 叛 逆 

かジ  す. S ざね 

の 企に 於て は 曾て 存ぜ ず、 能くく 聞 食し 開かる べしと 陳じ 申されけ り。 河内 守 季實、 其 子 左 ii^ 


r^sl  じよ- 0  s もく  じょ 

門 尉 は、 遁る. -處 なくして 父子 共に 誅 せられ、 やがて 叙位 除 目 行 はれて、 大貳淸 盛 は 正三位に 叙 

し、 嫡子 左 衞門佐 は 伊豫 守に 任じ、 次男 大夫 判官 基 盛 は 大和 守、 三男 宗盛は 遠 江 守になる 「ん 3 

舎弟 三 河 守 ii は 昆 張 守になる。 伊藤 武者 は 伊勢 守に 補す。 上 卿 は 花山院 大納言 忠雅 卿、 職裹 

は藏人"輙^^とぞ¥んし。 信賴 卿、 舍兄兵 部 權大輔 基 家、 民 部 權少輔 基 _|、 舍弟尾 張 少將信 俊、 子 

Is 侍從ま ま、 播磨守 $«、 中宮 大夫進 ^海、 右み 衞佐 is". 佐 渡 式部 大 1  ま 成、 但馬 守お 房、 

- く、、、  •  もとみち 

鎌田_ぉ衞*^ぉ^^^-七十三人の官職を止めらる。 此内兩 人 やがて 尋 出されて、 民部權少輔^^通は陸奥 

國へ、 ほ^ 少將 lil は 越後 國へぞ 流されけ る" 其 外 或は 誅 せらる、 者 後日に も 多 かりけ り。 昨日 ま 

で ゆ 恩に 誇りて、 門に 及びし かど も、 今日は 誅戮を 蒙って、 愁歎 を 九族に 施す。 朝に 仆 へ 

vilT を^ん S の 前に 開き .1  しめ を 蒙りて は、 歎 を 秋の 霜の 本に 顯す、 夢の 富は鶯 めての 悲 なり。 一 

夜の 月 早く？？ lif^is の 雲に 隱れ、 i." の f は 夕の 淚 なり。 ^^^の花{&しく無常天變の風に從ふ、 1^ 褎 

のこ, 股 前に あり、 お It の 中に 誰 人 か 此難を 週るべき。 さて は 堀 河 天皇 嘉 1* 二 〔〇 ョノ 誤〕 年に、 對 

i 守 源 isil せられし より に の I が" &i 二 年に 至る まで 旣に 三十 餘年天 F 靜に して、 民 

$ &， の SfM に 誇り、 i?i 浪 治りて、 國 k 喜 天 唇の 德政 を樂 みしに、 保 元に 合戰 有りて、 洛中 始め 

て 騒ぎし を こそ 淺 ましき 事と 思 ひしに、 幾程の 年月 を も绘ら ざるに、 又此亂 出で 來て人 多く 滅びし か 
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ば、 卅-. 旣に 末に 成りで 、國 亡ぶべき 時節に や 有らん と 心有る 人 は？ へり。 同 二十 九 曰， め 有つ 

大內に 凶 i 舍に 宿し、 ii なり、 清められ ずして 還 幸な らん 事 然るべ からざる. T あ 

定區々 なり とぞ聞 えけ る。 

常 盤 註 進幷信 西 子息 各 被， 處，， 遠 流， 事 

爱 に左顏 霧の 末子、 iomsixt 兄 は 翁と てセっ こなり、 中 はお 乙と 

とて 五つ、 末 は 牛 一 まづ  1i れた り。 義朝 此等 が 事 心苦しく 恩 はれければ、 sfIL 

て に 打 負けむ q へ 何 地と もな く 落 行け ども、 心 は驗を 顧みて、 行先更 i えず、 fe. あにず と 

纖 は sli も f 隱し、 我 1$ ち 給へ と I はされ ナれ 

は あ 敢ず、 引？ 伏 沈めり。 幼き 人 々猿々 に 父 は 摩に まお， すぞ、 2^1^ 

ふ。 A おて 常 謹く く、 さても 何方へ とか えつる と 間 ひければ、 is&f たち を I み 候 

ひて 1^ の 方 (とこ そ 仰せ 候 ひし、 暫く も 御行 末覺 束な く 存じ 候へば、 暇 申して とこ そ 出で こ ナる。 

さ義 に少響 人道の 子 共、 靠十 二人 it せられけ り。 君の 御 爲敢 て fi を存ぜ f し 鲞の子 共 

なれ" 縱 ひ信藝 朝に 琉 されて 配所に 在りと も、 が や！？ 有って 召し こそ 返さる べきに、 g か |g こ踪 


$  て」 ち rif 

せらる  科の^、 何事 ぞ 心得難し と 云へば、 此人々 元の 如く 召 仕 はれば、 信 镇！： 心の 事共 天聽 

にや 達せん ザらん と 恐怖して、 新 大納言 經宗， 別當 i 方の 勸 なる を、 天下の 擾亂に 紛れて、 君 V- 恩 食 

誤りて けりと、 心有る 人 は 申しけ るが、 虚名 は 立せ ぬ 物 なれば、 幾程 無くて 召 返され、 經宗ね の 

謀計 は顯れ ける にや、 終に 左遷の 憂に 沈みけ り。 信 II の 子 共 内外の 智 人に 勝れ、 和漢の 才身 に備 はり 

しかば、 Si 所に 赴く 其 日まで も、 此 彼に 寄 合 ひく 歌 を 詠み 詩 を 作りて、 互に 餘波 をぞ惜 まれけ 

ち さと 

る。 西 海に 赴く 人 は、 八重の 汐路を 別れて 行き、 東國へ 下る 輩 は、 千里の 山河 を 隔てた る、 心の中 こ 

しげの， リ  i?.- さな  れ -30^ん さか ひ 

そ哀 なれ、 屮 にも 播磨中 將成憲 は、 老いた る 母と 少き 子と を 振 捨て、、 遼遠の 境に 赴きけ る ^ せめて 

の 都の 餘波 惜し さに、 所々 に 休ら ひて 行き もやり 給 は ざり ける が、 粟田口の 邊に. 馬 を 留めて、 

道の 邊の 草の 靑 葉に,。 留めて 齒占 綁 を 顧みる かな 

い. A  .M るみ  ふ XiC ら  ふや ぢ  .U かし  S よ 

かくて 近 江 を も 過 行けば、 何に 鳴 海の^ 干潟、 二 村 山、 宮路 山、 高師 山、 濱 名の 橋 を 打 渡り、 小 への 

I* かめ ま 3 つ  t か 力 5 ちな-か 

中 山、 宇津の 山 を も：： て 行けば、 都に て 名に のみ IS きし 物 をと、 其に 心 を 慰めて、 富士の 高^ を 打 詠 

いづく  ！ かね  しもつ け 乃 こ A 

め、 足 柄 山 を も 越え ぬれば >  何處を 限と も 知らぬ 武藏野 や、 堀 謝の 井 も 尋ね 見て 行けば、 下 鮮國府 に 

着きて. 我 住む ベ かなる 室の 八嶋 とて 見遣り 給へば、 烟 心細く 上りて、 折から 感涙 止め 難く 思 はれし 

かば、 泣く くかく ぞ 聞え ける。 
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我爲に 有りけ る 物 を 下野 や 室の 八 嶋に絕 えぬ 思 は 

爱 をば 夢に だに 見ん と は 思 は ざり しか ども、 今 は 住 t 豕と跡 を 占め、 習 はぬ 草の 庵、 譬 べん 方 も 更にな 

しリ 

義朝靑 墓 落着 事 

かた だ  よし ヒか  は 4C まん ど C 

さろ に 左 馬頭 は、 堅 田の 浦へ 打 出で て、 義隆の 首 を 見 給 ひ、 八幡 の 御 千の 名殘に は、 此人 ばか 

りこ そお はしつ るに、 後れ 奉って は 顧 力無く こそ 覺 ゆれと て、 泣く く念佛 申し 弔うて、 湖へ 馬の 太 

復 ひたる まで 打 入れ、 此首を 深く 收 めら れ けり。 やがて 舟 を 尋ねて 渡らん とせられ けれども、 折節 波 

風 烈しく して 叶 は ざり しかば、 其より 引返し、 勢 多 を 指して 落ちられけ るが、 此勢 一 所に て は 叶 ふま 

つ **もゥ  、づく 

じ、 道を替 へて 落つべし、 志 有らば 東國 にて 必ず 參會 すべし 暇；^ ら する 1 ^(共と 宣 へば、 各何處 まで も 

御供 仕りて こそ 何とも 成り 候 はめと 申せ ども、 存 ずる 旨 有り 疾 く/ \と宣 へば， 力及ばずして、 波 多 

. ^しみち  よし H» み  なかべ  .cc*^ に  ，*- かへ  ひらゃ^^-  も だち う， の 

次郎義 通、 三 浦 荒 次郞義 澄， 齋藤 別當、 岡 $ 六彌 太、 猪 侯 小 平 六、 熊ハ介 次郞、 平 山 武者 所、 足 立 右 馬 

y)  かパ 5-r すけ  いっしょ 

允、 金子 十郞、 上 總介八 郞を始 として 二十 餘人暇 給 はり、 思 ひくに 國々 へ 下りけ る。 義 朝の 一 所 

に 落ちられ ける は、 嫡子 惡源 太義 平、 次男 中宮 大夫 g 勒長、 HI 男 右兵衞 佐 績勒、 佐艘 式部 大輔黨 成、 


平賀四 郎&ゐ Co 信 r  s^n^ ナ歉， spgs い I、 金 i5 丸鎮に A 騎 なり。 兵 衞佐賴 朝 心 は 武しと 雖も、 今年 

.sa もす  5* ちぶ  のぢ へん  かう のど C しの はら 

十三、 物 具して ，$8 日の 軍に 疲れ 給 ひければ、 馬睡り をし、 野路の 邊 より 打 後れ 給へ り」 頭 殿 篠原堤 

にて、 若者 共 は りぬ るかと 宣 へば、 各是に 候と 答 へられし に、 兵衞 佐お はし まさず。 義朝、 無慙ゃ 

nr  もし  - すけ どり 

下りに けり、 若 敵に や 生 捕らる らんと 宣 へば、 鎌 W 尋ね 進ら せ 候 はんとて 引返し、 佐 殿 やお はすと 呼ば 

はり 奉れ ども 更に 答 ふる 入 もな し。 鎮朝良 有りて 打 驚き 見 給 ふに、 前後に 人 もなかり り。 十二月 二 

十七 日の 夜史け 方の 事 なれば、 暗 さは 暗し 先 も 見えね ども、 馬に 任 かせて 只 一騎、 心細く 落ち 給 ふ-" 

森 山の 宿に 入り 給へば、 宿の 者 共 云 ひける は、 今夜 馬の足 音 繁く聞 ゆる は、 落人に や 有る らん、 いざ 

留めん とて、 沙汰 人數多 出で ける 中に、 源 内 丘 t 紅 眞弘と 云 ふ 者、 腹卷 取って 打 懸け、 長刀 持ちて 走 出 

でけ るが、 佐 殿 を 見 奉り 馬の 口に 联 付き、 落人 をば 留め 申せと 六波羅 より 仰ド され 候と て、 旣に抱 

き-卜し 率らん としければ、 髭 切 を 以て 拔 打に しとと 打 たれければ、 眞弘が 眞っ向 二つに 打 割られて、 仰 

に 倒れて 死にに けり" 續 いて 出で ける 男、 しれ 者 かなと て 馬の 口に 联 付く 處を 同じ 樣に 斬り 給へば、 

籠手の 覆より 打ちて、 打 落されて 返き にけ り。 其 後 近付く 者 もなければ、 卽ち 宿を馳 過ぎて、 安の 

河 へ 出で 給へば、 il へに こそ 逢 ひ 給へ。 それより 打 連れ 急ぎ 給へば、 程なく； S 殿に 追 付き 奉り 給 

ふ、" など 今まで 下る ぞと宣 へば、 云々 の 由 申されければ、 縦 ひ 慰な りと も、 爭か 只今 かくに 擧動 ふべ 
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き、 いしう しにり とぞ 感じ 給 ふ- 鏡 宿 を も 過ぎし かば、 不.^ 關は敵 罔め たりと て、 小 に懸 つて、 

小；^ の 宿より 海道 をば 馬 手に なして 落ち is へば、 雪 は 次第に 深くなる、 馬に 叶 はねば、 物！ 4 して は 中 

中惡 しかり なんとて、 皆 鐘 共 をば 脫^ てらる」 佐 殿ば 馬上に てこ そ 劣り はね ども- になり て 

は 常に 下り 給 ひしが、 終に 後れ 進ら せられけ り。 義朝は鬼角して美濃國靑{0がが^£に{;^き給ふ。 彼の 

長者 fe- が 害と 申す は、 ま 殿心淺 からず して、 女子 一人お はし ましけ り、 ！ ij^li とて 十 歳に 

*  と し ろ おん や. ど  tv-* 

成り 給、."」 年来の 御宿 なれば、 それに 入り^へば、 斜 ならず もてなし 奉る、 義朝爱 にて ini ひける は、 

義平は 山道 を 攻めて 上れ、 朝 長 は 信 州へ 下り、 甲斐 信 濃の 源氏 共 を 催して お 洛 せよ、 我 は； を攻 

上るべし と：：^ りし かば.. ^源 太 さ 承る とて、 朱 だ 知らぬ 飛 驛國の 方へ 山の 根に 付きて 落； 仃 かれ けれ 

ば、 中宮 大夫は 信 濃 を 指して 下り 給 ふが、 龍 華に て 手 は 負 ひ 給 ふ、 の 1 ^が 雪 は かれたり. 1^ 

大事に 成りて 叶 ひ 難 かりし かば、 歸 參られ けり。 頭 殿 此由を SM 食して、 されば^朝1?5^/とも、 

かくは 有ら じと ぞ宣 ひける。 さらば 汝 暫く 留れと 仰せければ、 朝長畏 つて、 是に候 は if 定めて 敵に 生 

捕られ 候 ひなん、 御手に 懸けさせ 給 ひて. 心安く 思 食し 候へ と 申されし かば、 汝は不 ©1 の 者と 思 ひ 

たれば、 に義 朝が 子な りけ り、 念佛 申せと て 太刀 を拔 き、 旣に首 を 打たん とし 給 ひし を、 慰 

太刀に 取 付きて、 如何に 眼前に # ざ 目 を 見せ 耠ふぞ とて、 泣き ひきき ければ、 ^2§りに臆した，^ギ£む 


るな りと て、 太刀 を 差されければ、 si.l へ 入り 給へば、 々も 內へぞ 歸り ける。 其 fjf は 如何 

こ と宣 へ. よ、 き 巾し 候と て、 .3」 合 はせ i し 給へば、 、？& 三 刀 刺して 首を 搔き、 f 差續ぎ 

衣 引 懸けて， 給 ふ。 都に て.. _d ，きの 御 娘、 鎌 田に 仰せて 害せられ、 蟹 は 見、 I はず、 朝 長 を も 我 

手に 懸けて 失 ひ 給へば、 一方ならず ぞ思 はれけ る。 

義- 朝野 問 下向 付 事忠宗 〔〇 致〕 心眷事 

さる 程に 霸は、 お 1^ が 許に おはせ しが、 かくても あるべき ならねば、 やがて 立 出で 給 ふ。 大 是 

にて 御 年 を fi かに 候へ と 申し けれども、 爱は ii なれ i しかりぬべし、 朝 長/, 一ば i ぎ 

給へ とて、 出 でんと し 給ふ處 に、 宿 の者 共 聞き付けて、 二 譽人押 寄せたり。 襲 式部 大^！ t 晃て 

爱 をば t&lf して 通し 進ら せ候 はんとて、 蒙に 走 入り 馬 引出 だし 打乘 つて、 狼藉な り雜人 共と て 

M ど It て、 一 k^sife 人り、 向 ふ 敵 十餘人 射殺 し、 奮瞧習 害する ぞ、 擎に 懸け 

たりな ど 論ずべ からず とて、 先づ& 皮 を i り、 腹 十文字に 搔 切って、 二；； 九 に、 終に？ く 

なりこけ り。 重 を 大將と 思 ひ 5 りければ、 夜に 人り て 宿を 出で s。 中宮 大夫は i くるまで 3 

でられず。 |§參り S 奉れば、 {t くな り 給へ るに、 小袖 引 懸けて まれたり しかば、 見？ 進ら 

•  1 七 七 
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き、 いしう し-! りと ぞ 感じ 給 ふ」 鏡 宿 を も 過ぎし かば、 不破關 は 敵 同め たりと て、 小 關に懸 つて、 

小 1^ の 宿より 海道 をば 馬 手に なして 落ち 給へば、 雪 は 次第に 深くなる、 馬に 叶 はねば、 物れ して は 中 

中"^^.^しかりなんとて、 皆 鎧 共 をば 脫 捨てら る」 佐 殿ば 馬上に てこ そ 劣り 12 はね ども >  齡 になり て 

は 常に 下り 給 ひしが、 終に 後れ 進ら せられけ り。 義朝は 兎角して 美 濃 Si 靑墓" の { 仏に 1^ き 給 ふ。 彼の 

♦c. キ.. ^じ や め， えんじゅ  かう ctyo  によし  や しゃ， ご ビん 

長者 大炊. f つお 延詩と 申す は、 頭 殿心淺 からず して、 女子 一人お はし ましけ り、 . お 御前と て 十 歳に 

, .fvj ろ おん や. ど  な- 

成り 給、 气 年来の 御宿 なれば、 それに 入り^へば、 斜 ならず もてなし 奉る t 義刺 elj- にて {Gi ひける は、 

義平は 山道 を 攻めて 上れ、 朝 長 は 信 州へ 下り、 甲斐 信 濃の 源氏 共 を 催して せよ、 我 は を攻 

上るべし と：； 5: りし かば.. =4、^源|<さ^^るとて、 朱 だ 知らぬ 飛 驛國の 方へ 山の 根に 付きて 仃 かれ けれ 

ば、 中 {a< 夫 は 信 濃 を 指して 下り 給 ふが、 龍 華に て 手 は 負 ひ 給 ふ、 伊吹の ふ 下の 雪 は^がれ たり.^ 

大ポ > に 成りて 叶 ひ 難 かりし かば、 歸 參られ けり。 頭 殿 此由を 聞 食して、 されば 輯朝 tfl^ くと も、 

t  と&* ま 

力く は 有ら じと ぞ宣 ひける。 さらば 汝 暫く 留れと 仰せければ、 朝長畏 つて、 是に候 は i< 定めて 敵に 生 

捕られ 候 ひなん、 御手に 懸けさせ 給 ひて. 心安く 思 食し 候へ と 申されし かば、 汝は不„1ば-の^|^と思ひ 

たれば、 に義 朝が 子な りけ り、 念怫 申せと て 太刀 を拔 き、 旣に首 を 打たん とし 給 ひし を、 

太刀に 取 付きて、 如何に 眼前に 憂き目 を 見せ 給ふぞ とて、 泣き ロ說 きければ、 餘 りに 臆し たれば 房む 


るな りと て、 太刀 を 差されければ、 朝 長 臺へ 入り 給へば、 や、 も 内へ ぞ歸 りけ る。 其 後 大夫は 如何 

にと 宣 へば、 待&し 候と て、 掌 を 合 はせ 念佛し 給へば、 、$1 め i^-lflg, 刺して 首を搔 き、 差 まぎ、 

え ばら 

衣 引 懸けて 置き 給 ふ。 都に て 江 口腹の 御 娘、 鎌 田に 仰せて 害せられ、 頼 朝 は 見え 給 はず、 朝 長 を も 我 

手に 懸けて 失 ひ 給へば、 一方ならず ぞ思 はれけ る。 

義 朝野 問 下向 付 事忠宗 〔〇 致〕 心替事 

お ほゐ 

さる 程に 義朝 は、 大 炊が 許に おはせ しが、 かくても あるべき ならねば、 やがて 立 出で 給 ふ。 大 炊は是 

にて 御 年 を；^ り閗 かに 御 下り 候へ と 申し けれども、 爱は I い i, なれば 惡 しかりぬべし、 朝長をば^-^ぎ 

給へ とて、 出 でんと し 給ふ處 に、 宿の^ 共 聞き付けて、 二三 百 人 押 寄せたり。 佐 渡 式部 .jj^i 是を兑 て、 

し ちじに  y ミ 一 

爱 をば 重 成 討死して 通し 進ら せ 候 はんとて、 或 家に 走 入り 馬 引出 だし 打乘 つて、 狼藉な り 雜んん 共と て、 

散々 に 蹴散らして、 子 安の 森に 馳 入り、 向 ふ 敵 十餘人 射殺し、 左 馬頭 義朝 自害す るぞ、 我 手に 懸け 

かほ  けづ 

たりな ど 論ずべ からず とて、 先づ 面の 皮 を 削り、 腹 十文字に 搔 切って、 二十 九と 申す に、 終に {:^- しく 

なりに けり。 皆 是を大 將と思 ひて 歸 りければ、 夜に 入りて 宿 を 出で 給 ふ。 中 {i の大. は 夜 明くるまで 出 

でられず。 大炊參 りて 見 奉れば、 {1^ しくな り 給へ るに、 小袖 引 懸けて 置かれたり しかば、 見 綾ぎ 進ら 
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せよ と は、 難 IfS? 申せと にて 有りけ りと て、 泣く く 後の 竹 原の 中に 收め 奉りけ り。 其 後、 平 S 四郞 

にも ei^ 給 ひて、 1^ を 付けて 攻 上り 給 ふべき 由宣 へば、 さて 何處を 指して 御 下り 候ぞと 中され ければ、 

つま  こ *4 むね  ->  らュノ  * でさ-二 だい くじん 

先づ尾 張の^ 間に 行き、 ホ^ 宗 〔〇 致〕 に 馬 物 具 請うて 通らん ずると 宣 へば、 平賀 四郞、 長 田 は 大德人 

パち フタ  しう と 

にて 世 を 伺 ふ 者 なれば、 落人 隱し 奉らん 事 如何が と 申しければ、 され ども 鎌 田が 勇 なれば、， 何事 力 

有らん と宣 へば、 さて は義宣 〔〇 信：，」 は 御上り に 參逢ひ 奉らん とて 別れけ り。 義朝鎌 田 を 召して、 海 

^は 宿々 通り 得難き なる、 是 より 内海へ 着かば やと 思 ふ は 如何にと 宣 へば、 鷲 栖の玄 光と 申す は大炊 

が. m なり、 隱れ なき!？ 叙 ^4™ の大 剛の者に て 候、 緩みて 御覽 候へ と 申せば、 然るべ しとて 此由を 仰 

せらる  に ド^" 悅 びて 是 ならす は 何事 か 頭 殿の 御用 有るべき とて、 小船に て 下る 處に、 府津 〔〇 原 

木コ フッと 傍訓す〕 に關： S ゑて 舟 を も 捜しければ、 此舟を も 寄せよ とて、 何舟ぞ ととが むれば 玄 

ぞ かしと 云 ふ C 玄 光な らんに は 如何に 夜 は 行く ぞと 云へば、 今日明日 ばかりの 年の 內 なれば、 夜 も 

得 休まぬ ぞ とて 漕 通る、 - 同 二十 九日に 尾 張 國知多 郡 野 間 内海に 着き 給 ふ。 長田庄 司忠宗 -:〇 致〕 請 瑕り 

奉りて 樣々 にもて なし 申せ ども、 御馬 を參ら せよ、 急ぎ 御 通り 有るべし と宣 ひければ、 せめて 三日の 

ぼ i§ ^ぎて こそ 御 立ち 候べ けれと て、 SligS め 奉れば、 力無く 逗留し 給 ふ。 さる 程に 長 田 司、 子息 

sslfco 致〕 を 近付けて、 さても 此殿 をば 通し や 奉る、 是 にて 討ち 申すべき か、 如何にと 云 ふ 


に、 棗宗 〔〇 致〕 申しけ る は、 東國へ 下り 給 ふと も 、人よ も 助け 參ら せじ、 人の 高名に なきん よりも、 是 

ちぎ やう ぶん 

にて 討ち 奉りて、 平家の 見參に 入れ、 義 朝の 知行 分 を も 申し 給 はらば、 子孫 繁 HE にて こそ 候 はん ずれ 

と 1K ひければ、 尤 然るべ し、 但し 名 將の御 事 なれば、 小勢な りと も 討ち 奉らん 事大 事な りと 申せば、 

御？ おひかせ 給へ とて、 揚 殿へ すかし 入れ 奉りて、 橘 七 五郎 は 近國に 無雙の 大力 なれば 靴 手なる べし、 

謂 七 兵衞、 濱田 三郞は 手き. - なれば、 刺殺し 進ら すべし、 鎌 田 をば 內へ 召されて 酒 を强ひ 伏せ、 軍の 樣 

かげむ お 

を 問 ひ 給へ、 1^ 殿 討 たれ 給 ひぬ と 聞きて 走り出でば、 妻戸の 陰に 待 掛けて、 且ヌ宗 〔，〇 致〕 斬 伏せ 候 

こんわ.？ *、 る げんく わ- 7 はふし  .づさ" らひ 

はん、 金 王 丸と 玄光 法師 をば、 外 侍に て 若者 共の 中に 取 籠め、 引 張りて 刺殺し 候 はんに、 何の f ナ細^ 

d  0」 の  し {-5 じ  お ，ゆ 

べきと 計らへば、 揚殿 しつら ひて、 正月 三日に 庄司 御前に 參り、 都の 御合戰 道す がらの 御 辛 勞に御 5^ 

召され 候へ と 申せば、 然るべ しとて やがて 湯殿へ 入り 給へば、 三人の 者 隙 を 伺 ふに、 金 王 力、 御劍を 

持ちて 御！ に參 りければ、 すべて 討つべき It そな き。 程 經て御 帷子 進ら せよ と 云へ ども 人 もな き？ 1、 

金 王 丸^ を 立て 走 出で ける 其 隙に、 三人の 者 共 走 違 ひて つと 入り、 橘 七五郞 むず と 組み 奉れば、 心得 

たりと て 1^ つて 引 寄せ 押 伏せ 候 所 を、 二人の 者 共 左右より 寄って、 脇の 下 を 二 刀づっ 刺し 奉れば、 心 

こんわ 5 まる  にく 

は 武しと 申せ ども、 鎌 田 はなき か 金 王 丸 はとて、 終に {-^ 一し くな り 給 ふ。 金 王 丸走歸 つて 是を 見て、 惡ぃ 

奴 ばら 一 人も餘 すま じと て、 三人ながら 湯殿の 口に 斬 伏せたり。 鎌 田兵衞 は忠宗 〔〇 致， 1 に 向って 酒 を 
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みける が、 此由を 聞きて 突立つ 所 を、 ii ^りけ る 男 刀を拔 いて 飛懸 る。 ま 収 つて 引 寄せ、 其 刀 を 

うしろ お 

以て 二 刀 a- す 所 を、 後より 景宗 〔〇 致〕 もと 首 を 打ちて 打 落す。 鍵 田 も 今年 三十 八、 頭 1^ と 同年に て 失 

せに けり。 玄 光 法師 は 頭 殿 討た れ耠 ひぬ と 聞きて、 畏 は 鎌 田が f_ にて ぞ有 るらん、 先 づ，^ を 討たん 

とて、 長刀 持ちて 走 廻りけ るが、 鎌 田 も ulsk たれぬ と きて、 さらば め を 討た-よ やとて、 ； IIHI^ 

* もて  力 >JJ ら 

と 二人、 面 も らず 切って 廻り、 數 多の S 斬 伏せて、 塗 籠の 口まで 攻 入り けれども、 美 濃 尾 張の 習、 

きび  ち， う； JJ い  を さ-二 

用心 厳しき 故に、 張 5M の搆 した. r かに 抱へ たれば、 力無く 長^ 父子 をば 討 得ず して、 馬屋に 走 入り 

馬 引出 だし 打い せり/,、、 留めよ と 呼び けれども、 遠矢 少々 射 懸けた るば かりにて、 近付く 者な かりし 

かば、 玄 光 は 鷲 栖に留 り、 金 王 は 都へ 上りけ り。 鎌 田が 妻女 是を き、 討 たれし 所に t 行き、 我 は 女 

の 身 なれ ども、 全く 貳心は 無き 物 を、 如何に 恨めしく 思 ひ 給 ふらん、 親子の な # と 申せ ども、 我 もこ そ 

思 ひ 侍れ、 飽かぬ 中には 今日 旣に 別れぬ、 情なき 親に 添 ふなら ば、 又も 巧お H や 見ん ずらん、 同じ に 

具し 仏？ へと て、 須臾 は： がき ほたり ける が、 夫の 刀 を拔く 儘 に、 3, 元」 に差當 て、 に 伏しければ つ m 

かれて ぞ 失せに ける C 忠宗〔〇致〕左馬頭^^討ち奉る事は喜なれども、最愛の娘を殺し、歎にこそ沈みけ 

かげ：！ ね  かう P さの 

れ。 景宗 〔〇 致〕 頭 殿の 御 首 幷に鎌 田が 首 を-取り、 死骸 共 をば 一 つ 穴に 掘 1- む〕 如何に 勵功を 望めば と 

て、 相 傳の主 を 討ち、 現在の ¥£a しける 忠宗 _:〇 致 r か&存 をば、 I, まぬ 者 もなかり けり。! が 


主君 玄宗を 傾け、 養母 楊 贵妃を 殺し、 天 卜 を 菊-奴り しか ども、 其 子安慶 緒に 殺され、 安， M 緒 は 又 父を弑 

し し めい  ろく ん  むね 

したる に 依って、 史思 明に 殺されて、 程なく 祿 山が 跡絕 えぬ。 忠宗 〔〇 致〕 も 行末 如何が 有らん と 人 背 

中 し 侍りき。 il: の 家 入なる 上、 鎌 W 兵 衞も聱 なれば、 篛朝 の 憑み 給 ふ も 理 なり、 情な かりし 所存 

はくし ぶん. J ふ  はか  はか 

かな、 知らぬ は 人の 心なり- されば 白 氏 文集に、 天 を も 度 りつべく、 地 を も 度 りつべし、 只 人の み 防 

ひとり 

ぐべ からず、 海底の 魚 も 天上の 力い N^、 高 けれども 射つべし、 深 けれども 釣りつべし、 獨 人の 心の 相 向 

し せき  は. か  いん や-?: -ん べん f はか  えみ いかり 

へる 時、 尺の 間 も莆： る ごと 能 はず、 陰陽 神 變皆度 りつべし、 入 間の 吹は是 怒な りと 云 ふ 事 を、 免 is: 

も 今 こそ 思 ひ 知られ たれ。 

賴朝靑 墓 下着 事 

いに  おひお く 

さる" に兵衞 佐の 有樣 こそ 痛 はしけれ。 十二月 二十 八日の 夜、 父に も 兄に も 近 後れて、 の 中に 只 

Z ザき  こ ひ. つ  あけ の 

1 人 さまよ ひ 給 ひける が、 小關の 方へ 行き もせで、 小 平と iK ふ 山寺の 麓の 里へ 迷 出で 給 ふ。 -^, の 事 

なる に、 と ある 小屋に 立 寄り 給へば、 男の として、 あはれ 此山 にも 落ち 人な どや 籠る らん、 此 に は 

けんじゃ 3 

爭か 働き 給 ふべき、 一人な りと も 召 摘り て、 六 波羅へ 進ら せたら ば、 勸 賞に 預らぬ 1^ はよ も 有ら じ 

あさぬ  きた ご ほり 

と！； ム へば、 爱に 在りて は惡 しかり なんと 思 ひ 給 ひて、 足に 任せて ぬけ 給 ふ" 淺 井の 北 郡に 休ら ひ 給 ひ 
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ける を、 見け 才 奉り、 家に 具して 行きければ、 老夫 同じく 勞り 進ら せて、 正月中は|1)§5^き侍り 

こ ひら あたり 

けり。 漸く も 消えし かば、 又 足に 任せて 出で 給へ るが、 初めの 小 平の 邊を 通り 給 ひける 力 人 = を 

包む 身なりし かば、 造に も あらぬ 谷 河に 付いて たどり 給ふ處 に、 鵜 飼 見 ゾは ひ 率り、 思の 外に 情お り 

て 人目 を 忍ぶ 御 事に こそお はし ませ、 有の 儘に 仰せ 候へ、 何 處へも 御 志の 所へ 经蓿 進ら せんと 5. しけ 

れズ、 有の 儘に 語りて、 へ 行かば やと こそ 思へ と宣 へば、 さて は此御 姿に て は 叶 ひ 難く 候と て、 

すげ  一」 い  あ を は 4 

女の 形に 出立た せ 奉り、 持ち 給へ る 太刀 をば 管に 包みて 我 持ちて、 男の 女 を 具した る體 にて 靑 墓へ 

こそ 下りけ り。.^ k が 許へ 行き 給 ひ、 賴朝 なりと 宣 へば、 延壽斜 ならず 悅 びて、 夜叉 i 前の 御 方に 入 

れ 進ら せて、 ん にもて なし 奉り けれども、 東 國へ御 下り 有るべし とて 急ぎ 出で 給 ふが、 髭 切 をば 大 

炊に 預 置きて 下り 給 ふ。 


平 治 物語 卷 第三 

金 王 丸 從，， 尾 張， 馳上事 

l&ir き 難く して、 喜ぶ にも 射く 移り、 歎く にも 又 &ノ. ^ざれば、 淺ま しかりし 年 も 暮れ、 平 治 二 年に 

成りに けり。 正月 一日 &ら ^_ま の 年 立 返り たれ ども、 內 裏に は tf^l^ わ 三の 儀式 事宜し からず、 天慶の 例と 

てgl^%止めらる。 院も till- に 渡らせ 給へば、 拜禮 もなかり けり。 か X りし 處に、 正お 五日 未だ 朝 

の亊 なる に、 舊 g の 8i 盤が 許に 來 りて 馬より r ，で 下り、 暫 しが I は淚に 沈み、 良あって、 

此 三日の 嘵、 尾張國 野"？ I と 申す 所に て 四 郞が爲 に 討 たれさせ 給 ひ 候 ひぬ と 申せば、 聞き も敢 ず、 

常 盤 を 初めて 幼き 人々、 聲々 に 悲しみ 給 ふぞ哀 なる。 其 後 道す がらの 事共 委しく 語り 申せし にぞ、 

€， の 失せ 給 ひ、 毛 利 〔〇 森ノ 誤〕 六 郞の討 たれ 給 ふ を も 聞き 給 ひける，」 陸 奥 六 郞義隆 は、 相 1  さの 森 

を稱 せられければ、 毛 利 ：〇 き i とも 申しけ り。 常 盤 I の 事共 を 聞きて、 さばかり の 軍の 中 

よりも、 汝を 以て 幼き 者 共の 事 を 心苦しげ に 仰せられ しに、 旣に しく 成り 給 ひぬ、 それに 付けても 

あの 謹 をば 如何が すべきと て 伏 沈みければ、 -Is? もずく 申しけ る は、 索 も 御供 仕って、 何に 

. ^成るべく 候 ひし かど も、 道す がら も 君達の 御 事の み 心苦しき 御 事に 仰せ 候 ひし かば、 加 樣の事 も 誰 
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力 は 知らせ 管すべき と 存じて、 かひな き命 生きて， 侍るな り、 御子 息た ち も fi りぐ に ま 給 

I 鐾の 御 S も 兵 衞農 も- 定めて 敵に こそ 囚はれ 給 ふらめ、 幼き は S みなし 御 

S をば K は ひ f すべき なれば、 St の 御な じみに、 fimmf0o. 亡き 御坊 

ひ 奉らん とて、 やがて 磨で け ま、 或 寺に 人り て 出家し、 薦七 i 行」 て、 isf 弔 

ひ 申しけ る こそ 有難 けれ。 

長 田 義朝討 六 波 羅馳參 事 付 大路 渡 被，^ 掛，， 獄門， 事 

さ i にき ハ曰、 一 院仁和 塵より 出で させお はし まし けれども、 I 二 簾 はがぎ けぬ、 御所 こま 

ベ： f もな ifT 八條堀 卿の 宿所 を 御所に 成して 入ら g ふ (ノ 翌 是張國 の^ 

人 長 田 き、 子息 先生き ね ego  w-fs?  i^mmfi 

して、 不 蒙る ベ Is 申しけ り。 isfi0$  is 

力 孫、 平ョ y,p〇 致 力〕 房が 子孫な り。 霸 いの ^<ん とし 〔m てァ リ〕、 雪 霧が 舅な り。 然し，. 

C 平ち 大夫判 官兼 行、 ニ條京 極の As に 行 向って、 二つの 首を 震り て、 卽ち I せらる。 

曰と て 渡されず。 同 丸 日、 平 大義、 &0 宗 カリ 判官 震、 IT 霸、 i.  if 


I^^iif3!、 此等を 始めて 擒 遠 使 八 人 行 向って、 西 洞院を 上りに 渡し、 左の 獄門の 樓の 木に ぞ 掛け 

たりけ る。 I なる 者 かしたり けん、 左 馬頭み 元は 下野 守たり しかば、 一首の 歌 を 書付け たり。 

下野 は耙伊 守に こそ 成りに けれ よしとも 見えぬ あげ づか さかな 

或 者此, 書ビ 見て 申しけ る は、 昔 .將 門が 首 を 獄門に 掛けられたり ける を、 藤 六 左 近と！ K ふ數 is はの 者が 

見て、 

1 門 は 米 かみより ぞ 切られけ るた はら 藤 力が 謀に て 

*i-^^w  くつん む  かつら まら  すけ か. fc ぢ 

と讀 みたり ければ、 しいと 笑 ひけるな り。 將^ は 桓武の 御子、 葛 原 親王より 五代、 上 總介高 望の 

¥  さ 〔〇 良將ノ 誤〕 が 子な り。 御宇、 s-fii 年 二月に 謀叛 を 起し、 伯父 常 a< 緣國香 を 討 

ちて より、 東 國を從 へ、 下 總國相 馬 郡に 都 を 建てて 平 親王と 自稱 せし が、 六 年に 當 つて 天 鹿 三 〔や 二 

月に 藤 原 ひ &i に 討 たれし 首、 四月の 末に f^ls やくし、 五月 三日に 笑 ひし ぞ かし。 義朝 も名將 なれば、 

此： pi も 笑 ひやせん。 秀鄉、 國に 香が 子貞 is- と共に 向って 攻めし かど も、 3^ 强 うして 落難 かりければ、 秀 

樽 身 を やつして ねら ひける が、 將門 容貌 相似た る 兵 七 人 伴って、 更に 主從の 儀な き 間、 すべて 辨へ 

i かりし に、 或 時， 秀鄉新 "お を 出 だしたり ける とき、 將門を 見知りて 終に 是を 討つ と 云へ り。 依って か 

く 詠む なるべし。 同 十日 改元 有って， と 云 ふ。 此兵亂 に 依ってな り。 去年 四日に 保 元 を 改めて 平 治 
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に 定まりし、 平氏^ 昌 して 天下 を 治むべき 年號 かと 申せし が、 果して 源氏 滅びて 平家 世 を 取れり。 其 

--.v! みち  . かんしん  へいち  か- 7 ひ  > 

時大宮 左大臣 伊一 f 公 は、 此年號 ：& 心せられず、 平 治と は 山 もな く 河 もな くして 平地 や、 高卑 のな 力ら 

ん かと 笑 ひ 給 ひしが、 終に" M: おは 武士の 住家と 成り、 主上に 凡人の 亭に 宿らせ 給 ひける こそ 不 思？！！ I な 

れ。 人の 口 程 怖し かりけ る 事 はなし。 

忠宗 〔〇 致〕 尾 州 迸 下 事 

さる 程に.？ Kik 年 正月 二十 三日 除 目 行 はれて、 長 田 四 郞忠宗 〔〇 致〕 は壹岐 f 寸に 成り、 先生す ル Ice 致〕 

ふ し  ネ さ- VJ.* すみ < も  A/iv^f く 

は兵衞 尉に 成されけ る を 父子 共に 孅ひ 申す。 義 朝政 家 は 昔の 將門純 友に も 劣らぬ 勇士な り、 就中 ヌ" 國 

げ ，やく  いに 二 さ ださ？ む， 2>?  つ はもの  -  •  -  ^  X 

に 下 藩し 給 ひなば、 古 の 貞任宗 任 十二 年 支へ たりし より は 潜 付き 從ふ 兵 多 かるべし 然らは 由々 

しき 御大 事なる べき を 事故 無く 誅し 留めし は拔 群の 戰功 なり、 ^=|ハ上彼人々を討って進らせん^1„?をば、 

ザ 次の はるべし とこ そ 仰 下されし か、 せめて は 彼所帶 なれば、 播磨國 を も 給 はり、 左 馬 にも 

み C- を は， り  ^ZVT  . 

成されん こそ 面目なら め、 然ら ずば 本國 なれば、 美 濃 尾 張 を 給 はりて こそ 勸 賞と も存ぜ めと 申せば， 

、 へきて  ぎ つ  よつ. J*  し- ク 

筑後守 家貞、 あはれ^ 奴 を 二十の 指 を 二十日に 切り、 首 をば 鋸に て 引 切りし に 候 は^ゃ、 相傳の 主と 

1^ しき 聲を 殺して、 過分の 望 申す、 餘り惡 く覺ぇ 候、 後 I いの 爲に 承り 沙汰し 候 はんと 申しければ、 


淸^ 誠に 彼が 所行 なり、 我 も かく こそ 思へ ども、 未だ 朝敵の 餘黨も 多く、 義 朝が 子 共有る に、 

今 i を Ik わせば- 自餘の 凶徒 を 誰か ii せん、 依って 先づ 形の 如く 恩賞 を 申 行 ふなり、 それ を. 足に 

存ず とも、 なせ そと 宣 ひけり。 重 盛 も i. まる.^ 由內々 聞え ければ、 旣に誅 せらるべき など 周 聞 有 

りけ るに や、 面 ほ を 失 ふの みなら マ 「、 し ~& ^かりし かば、 急ぎ 尾 張へ 外』 下りけ り。 其 朝 宿に 狂歌 を 

詠んで 拾て けり。 

落ち  一 了け は侖 ばかり は 壹舷守 みのを はりこ そ 聞か まほし けれ 

惡源太 被 4^ 事 

さる， に 同 二十 五日、 鎌 倉惡源 太、 近江國 マ.^ 山寺の 邊に 忍びて 居 給 ひける を、 動 波 三郞經 房が 郎等 

生 捕り 奉りて 六 波羅へ 引いて 參る。 去ん ぬる 十八 日、 三條鳥 丸なる 所に やつれお はしける を、 平家 

の?? i. 取 龍め けれども、 打破って 落ちられ けるな り" 其 故 は惡源 太. 父の敎に任せて山^^を攻上ら 

ん とて、 飛 驊國に 下り 給 ふに、 i いの 付く 事 I ならず。 然るに 義朝討 たれ 給 ひぬ と 聞きし かば. 皆 心 

替 りして 我 身 一入に 成り ぬれば、 自害 せんとし 給 ひしが、 徒に 死なん より は、 親の 敵の 淸盛 父子 

が 間、 一人な りと も 討って 無念 を 散 ぜんと、 思 返して 都に 上り、 六 波羅に 臨んで 伺 ひ 給ふ處 に、 
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左 馬頭の 郎等 丹 波 國の件 人 志 内六郞 ^ 澄と 云 ふ 者に 行 逢 ひ、 如何に 汝日 比の 契約 はと 宣 へば、 爭か忘 

れ 奉り 候べき. さりながら 身 不肖に して 見知る 人 も 無ければ、 敵 を 計りて 命を續 がんと 存じて、 知 

る 者に 付きて、 やがて 平家の 被官と 成り 侍り、 御 目に 懸るぞ 幸なる、 如何が 思 食す と； K ひければ、 

卽ち i 澄 を 憑み て 彼 を 主と し、 義平 下人に 成りて、 物 を 持ちて 六 波羅に 入り、 敵に 近付きて 伺 ひ 見ら 

かや .V15. み しに. -  げ にん  いへ ぬし こ.. ろ bv 

れ けり。 景泣 常に 認めし ける に、 下人と 一 所に ありて、 敢て 人に 見せ ざり しかば、 家主 心 元 無く や 思 

ひえ  か" b やみ  》^ にん 

ひけん、 何となく 障子の 隙より 見 居 たれば、 景 澄が 膳 をば 下人に 据ゑ、 下人の 販 をば景 澄 食 ひし か 

ば、 あはれ 此人は 源氏の 郎等と 聞え しが、 疑なき惡源太とゃらんを隱s?^?て、 六 波 羅を伺 ひ 申す にこ 

そ * 餘 所より 聞え ては惡 しかり なんとて、 急ぎ 平家に 此由吿 げたり しかば、 取る 物 も联敢 ず、 十八 日 

の 酉の 刻ば かりに、 難 波 次郞經 遠、 三百 餘騎 にて 押 寄せ、 四方 を联卷 いて、 鎌 倉惡源 太のお はす か、 

なん は つねつ ほ J? んむ； I ひ  そ .》 はさ  よし 

難 波 次郎經 遠が 御 迎に參 り 候と 呼ば はりければ、 御曹司 待の 側 を 高く 狭み、 石 切 を拔く 儘に、 源穀 

ひら  i つ さキ I  つ はもの  こ や 

平爱 にあり、 寄れ や 手柄の 3£ や 見せん とて 走 出で、 眞 前に 進みた る 兵 四 五 人 斬 伏せて、 小 &1 の：^ に 

手 を 打 懸け ひらりと 上りて 家續 きに 何處 ともなく 失せ 給へ るが、 石山の 邊に おはしけ るな り。 惡源太 

六^ 羅 にて 宣 ひける は、 我 敵に 窺 寄らん とて、 或 時 は 馬を扣 へて 門に ォみ、 或 時 は 履 を 捧げて 緣に至 

it らは 

りて 相 近かん とせし が、 蓮靈 きぬれば 本意 を 達せず して、 生きながら 囚 はる. t 事 力無き 次第な り、 義平 


程の 大事の 敵を暫 しも 置く 事 然るべ からず、 速に 誅 せられよ とて、 其 後 は 物も宣 はず。 やがて S. 狡 三 

5^に仰せて. 六條 河原に 於て 誅 せられけ るに、 敷 皮の 上に 直りて、 些も 噫せ ず 申されけ る は、 敵な が 

らも 義平 程の 者 を、 白 晝に 河原に て 斬らる ト事 こそ 遺恨 なれ、 去ん ぬる 保 元に 多くの 源平の •jslr 共誅 

一  *1と り  - J 

せられし かど も、 畫は西 山、 東 山の 片邊 にて 斬り- 適 河原に て 斬らる、 を も- 夜に 入りて こそ 斬られ 

ける なれ、 弓矢 取る 身の 習 は、 今日は 人の 上 明日 は 身の上に て 有る 物 を， 平家の 奴 ばら は、 お 下， 共に 

すべて 情なく 物 も 知らぬ 者 共な り、 去年 熊 野詣の 時、 路次 に馳 向って 討たん と 云 ひし を、 すかし 寄せ 

て 1 度に 滅 さんと， 信 賴と云 ふ不覺 人が 云 ひしに 付きて 1 今日 か、 る耻を 見る こそ 口惜しけ， e ヽ 0 

，々ir しつ へん  ぁヾ r かた 

喫.. 代の 邊 にて 联 籠め て 討つ か. 安部 野の 方に 待 受けて、 一人 も殘 さず 討联 るべ かりし 物 をと 宣 へば、 

難. が 三郞、 是は 何の 後 I 曰 を iK はせ 申し 候ぞと 申せば. 惡源太 冷 咲 ひ、 いしう 云 ひたり， 實に 我爲に 

は 諍 はぬ， 後 言ぞ、 やれお のれ は義 平が 首 討つ 程の 者 か- 晴の 所作 ぞ 能く 斬れ、 惡 しく 斬るならば- し 

や g?. に， s< 付かん ずる ぞと宣 へば- 烏 許の 事 を 仰せら る& かな、 何條我 手に 懸け 奉らん 首の い IT か顿に 

は 付き 給 はんと 申せば、 誠に 只今. お付かん ずるに は 非ず- 終に は 必ず. '雷 と 成って 獄 殺さん ずる ぞ 

とて. 殊更 首 高らかに 差 上げ 給へば， 經房 太刀 を拔き 後へ 廻れば、 能く 斬れと て 睨まれた る 船 \lj し、 

まこと ！*- んにん 

實に 凡人と は 見え ざり けり。 
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淸盛 出家 事 幷瀧詣 付 惡源太 成，， 雷電" 事  . 

： C んぁん 

さ 慕に 仁 安し 一 ゆ 一 く 1 1 月、 淸禱に 誓れ、 年罕 一 にして 出家し、 IS/SI とぞ t ナる。 お 

家の 故 &き， 宿 襲 第に 本腹して， 翌年の 夏の 比、 I 門み. -面々 によ g び 事 をな しナ る。 同 七月き 

攝鐘 布引の 覽ん と^.,^ 人警 始めて 氏の 人 キられ ける に、 i 三郞 ばかり 覽惡し I 有り 

とて 供 t^r-f かば、 傍輩 共， 弓矢 f 身の 篇 夢見 など 云 ふ、 さる ii たる 事 や 有る と 笑ひナ 

れは， 蕭も實 にもと^ 1 走び，； 一-夢 覺 めて 參 りたる 由 申せば 中々 I&?f 

催す 折節 天 俄に 曇り 夥しく 雷鳴. つて- 人々 與を 醒す處 に. 難 波三郞 申しけ る は. 我^ g す 

る事是 なり、 先年 I 太 最後の 詞に， 終に はい t 。と 成って 蹴 殺さん ずる ぞ とて 睨み， fci 常 こ 見え 

てむ づか しきに， 彼 人 雷 と 成，， たりと 夢に 見し ぞ とよ- 24i ばかりの 物の i みの かおより 飛びつ 

る は， 面々 は 暴 はぬ か- 其 こそ 義 平の 霧よ • い flf さま に 請に懸 らんと 覺 ゆる ぞ. さ 有りと 

J^^fjilsu. 謹 1 ビ して • 蒙が 上に 義掩 ふと ぞ 見えし 6 脫ァ 

ルカ 農に 成って 死にに けり。 太刀 は 拔き たりけ るが i おまで 反り返りた りし を. g| んの爲 に r 菌 

の 釘に 寄せられぬ- 怖し など も 愚な り。 入道 は 弘法 大師の 御 f*g,lfe けられた りし を， 恐ろし さ 


t り 

の餘 りに、 頸に 掛けながら 打 捩 ひく ぞ せられけ る。 誠に 守の 德 にや、 近付く 樣に 見えし が、 終に 空 

くに  こと  しゃ.？？？ 

へぞ 上りけ る。 惡源太 は 十三の 歳 鎌 倉に 下り、 去年 十九に て 都に 上り、 異なる 思 出 もな くして、 生年 

二十に して 永 i 元年 正月 二十 五日 終に {.^, しく 成りに けり。 

賴朝生 捕 事 付 常 盤 被 レ落事 

5^  より t  いけど 

か >r る 處に同 二月 九日. 義 朝の 三男 前 右兵衞 佐賴 朝、 尾 張 守の 手より 生 捕りて 六 波羅に 着き 給 ふ。 

f. にん やへ いひ や r- も む .《* よ JS  じ ！！，， ら、 

同.？^r^^t宮大夫進朝長の首をも奉らる、」 其 故 は 彼 尾 張 守の 家人 彌平 兵衞 宗淸、 尾 州より 上洛し ける 

>^ は  あなた  む わさよ 

が， 不！^ 關の 彼方， 關が 原と 云 ふ 所に て、 なまめ いたる 小 冠者， 宗淸が 大勢に 恐れて、 藪の 陰へ 

む わきよ 

立 忍びければ， 怪しみて 捜す 程に、 隱れ所 無くして 囚 はれ 給 ふに、 宗淸 見れば 兵衞佐 殿な りし か 

ば、 喜ぶ 事 限な し。 やがて 具足し 奉って 上る 程に、 靑 lolf の大 炊が 許に ぞ 宿しけ る。 聊聞 及ぶ 事 有 

こうもん  つ 

りければ， 何となく 後 園に 出で て 見廻す に、 新しく 壇 築きた る 所に 率 都 婆 一 本立てたり。 卽ち其 下 

むくろ 

を 掘らせて 見ければ. 幼き 人の 首と 骸とを 差 合 はせ て埋 みたり、 是を联 りて 事の 子細 を尋 ぬれば、 

力無く 大炊 有の 儘に ぞ * しける。 宗淸 悅んで 同じく 持參 しけるな り。 依って 賴朝 をば 先づ宗 淸にぞ 

ぇんじゅ*^ら 

預 置きけ る。 其 時延壽 腹の 姬君， 兵衞 佐の 召 捕られ 給 ひて 都へ 上られければ、 我も義 朝の 子 なれば、 
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女子な りと も 終に はよ も 助けられ じ、 1 人 一 人 失 はれん より は、 佐 殿と 同道に こそ せめてなら めと 

お ほね えんじゅ  >-r 

て、 伏 沈み 給 ひける を、 大 炊延壽 色々 に 慰めて Is^ 留め 奉りけ り。 其瀕 過ぎければ、 さりと もと 思 ひ、 

心 緩し ける にや、 二月 十一 日の 夜， 夜 御前 只 一人 靑 墓の 宿 を 出で、 遙隔 りたる feil* に 身 を 投げ 

によし  たナ 

てこ そ 失せ 給へ、 十一 歳と そ 聞え し。 武士の 子 はな どか 幼き 女子 も武 かるらん とて、 お を 催さぬ 者 

もなかり けり C 母の 延壽は 志 深 かりし 頭 殿に も 後れ 奉り、 其形見とも思慰みし姬^？にも別れにけれ 

ば、 一方ならぬ 物 思に. 同じ 流れに 身 を 沈めん と 歎きけ る を. 大炊樣 V. にこ しらへ ければ， 母の 心 

を.^ り 難くて、 せめての 悲し さに 尼に 成り、 亡夫 幷に姬 君の 後世 を 他事な く 弔 ひける となり。 六 波 

羅 より 左 馬頭の 子 共 尋ねられけ るに、 旣に 三人 出で 來 たり. 兄 二人 は 早 首 を 掛けられぬ、 頓朝 もや 

がて 誅 せらるべし。 此外九 條院の 雜仕常 盤 腹に 三人 あり、 皆 男子に て あなり とて 尋ねられければ、 

常 盤是を 聞きて、 我 故 頭 殿に 後れ 奉って 爲方 なきに も、 此忘 形見に こそ 今日まで も 慰む に、 ？ー^ 敵に 

も 捕 はれな ば、 片時 も堪 へて 有るべき 心地 もせず、 されば とて はか- i\ しく 立 忍ぶべき 便 もな し、 

身一つ だに も し 難き に、 三人の 子 共 引 具して、 誰か は暫し 宿すべき と 泣 悲しみけ るが、 ^りに 思 

ひ 得る 方 も 無き 儘に、 年来 憑み 奉りた る觀 昔に こそ 歎き 申さめ とて、 二月 九日の 夜に 人り て、 三人 

•V さな  さよみ づでら  ！ ら 1 

の 少き人 を 引 具して、 淸水 寺へ こそ 參り けれ。 母に も 知らせ じと 思 ひければ、 ^入 童の 一八 を.，、 具 


»  $ta^  お. Mb か  ラレ わか  ふところ いだ 

せず して、 八つになる ゲ若 をば 前に 立て、 六 歳の 乙 若 をば 手 を 引き、 牛 若 は 二つに なれば 馥 に 抱き 

つつ、 たそがれ 時に 宿 を 出で、 足に 任せて たどり 行く、 心の中 こそ 哀 なれ。 佛 前に 參 りても、 二人の 

f,^ 共 を 脇に 居ス. r 只 さめ-^ と 泣 居たり。 終 &の 祈請に も、 妾 九つの 年より 月詣を 始めて、 十五に 

成る まで は、 十八 日毎に 三十 三 卷の普 門 品 を讀み 奉り、 其 年より 毎月 法華經 三部、 十九の 年より 日 

毎に 此三 十三 嬗の を寫し 奉る。 此の 如くの 志、 大慈大悲の 御 誓に て 照らし 知 食すならば、 妾 

が 事 はず〕 も 角 も、 只 三人の 子 共の 甲斐な き 命 を 助けさせ 給へ とロ說 きけ り。 誠に 三十 三 身の 春の 花、 

*d つ ふ  じゅ げん 

はぬ 袖 も 有ら じかし。 十九 說掛の 秋の 月、 照らさぬ むね もなかる ベければ、 さすがに \h 手 千眼哀 

と は 見 そな はし 給 ふらんと ぞ覺 えけ る。 漸々 嘵 にも 成り 行けば、 師の坊へ 入りけ るに、 日 比 は 左 馬 

i の 最愛の 妻な りし かば、 參詣の 折りく に は、 供の 人に 至る まで、 淸氣 にこ そ 有りし が、 今 は 引 

替 へて 身 を やつせ るの みならず、 盡 きせぬ 歎に 泣きし をれ たる 姿、 目も當 てられねば、 師の^ 餘り 

の 悲し さに、 ¥_i の 御 な^ け爭か 忘れ 進ら せん、 幼き 入 も 痛 はしければ、 暫しは 忍びて まし ませし かと 申 

せば、 御 志 は 嬉しく 侍れ ども、 六波羅 近き 所 なれば、 暫く も 如何が 侍らん、 誠に 忘れ 給 はず は、 #祌 

feiK^  や ちう  - , 、 

の 御 1 より 外 は 憑む 方 も 侍らねば、 觀音に 能くく 祈 申して 給び 給へ とて、 又 夜中に 出で けれ は 

坊キ 泣く く 唐の 太 宗は佛 像を禮 して、 勞 〔〇 榮ノ 誤〕 華 を 一 生の 春の 風に 開き、 漢の明 帝 は 經典を 信 
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じて、 壽命を 秋の 月に 延 ぶと 申せば、 三 寳の御 助け {1« しかる まじく 候と 慰めけ り。 {f^ り c〇 陀〕、 i, を 

志せば、 大和 大路 を 尋ねつ X、 南 を 指して 歩め ども、 習 はぬ 旅の 朝立ちに、 露と 爭ふ 我淚、 块も照 も 

し をれ けり， - 二月 十日の 事 なれば、 餘寒齒 烈しく、 嵐に 氷る 道 芝の 氷に 足 は 破れつ、、 血に 染む 衣の 

■ 、子 ゆ ゑ餘 所の 袖 さへ し をれ けり。 這 ふく 伏 見の 伯母 を 尋ね 行き たれ ども、 い ls„ 源氏の 大將， ポの 北の 

方な ど 云 ひし 時 こそ、 結び も 親しみし か、 今 は 謀叛 人の 妻子と なれば、 うるさし とや 思 ひけん、.. I*g 

したりと て 情な かりし かど も、 若 やと 暫しは 待ち 居つ  >.、 待つ 期 も 過ぎて 立 返れば、 日 も 平 やがて 暮 

れに けり。 又 立 寄るべき 所 もなければ、 怪しげなる 榮の戶 にノィ みしに、 内より 女 立 出で て、 情.：？ りて 

ぞ 宿しけ る。 世に立たぬ 身の 旅寢 とて、 浮 節繁き 竹の 柱、 あるか ひも 無き 命 持ちて、 獨 歎く ぞ、 

の 七^と 思 ふ 人 は 無し C され ど 今宵 も 三 に 只 伏 見の 里に 夜 を 明かし、 出 づれば やがて 木 i 一.^、 馬 

は あら はや 歩 にても、 君 を 思へば 行く ぞ とよと、 幼き 人に 語りつ X、 誘 ひ 行けば、 此人々 步み 疲れて 

平臥し 給 ふ。 常 盤 一 人 を 抱け る 上に、 二人の 人の 手 を 引き 膀を 押へ て、 行艱 みたる. 1? 樣、 目も當 てら 

れず。 玉詳の 道行く 人 も 怪しめば、 是も 敵の 方樣の 人に やと 肝 を 消す 處に、 旅人 も 哀に思 ひければ、 

5 だの  ご ほ. り.？ P ん 

見る 者 毎に 負 抱きて 助 行く 程に、 泣く 大和 國 宇多 〔〇 陀〕 郡 龍 門と 云 ふ 所に 尋ね 至り、 伯父 を 憑み 

て ぞ隱れ 居に ける。 


賴朝被 レ宥- 遠 流-事 付 吳越戰 事 

さ I に 兵 衞佐 は、 未だ if 許に おはしければ、 置 り it 匿と 云 ふ 小 侍 一人 付けら. 

t 旣こ 今日明日 誅 せられ 給 ふべ しと 聞え しかば、 if 命ち 助からん と は曼し 1, ず やと 申 

t 佐 殿 去ん ぬる 保 元に 多くの 伯父 霞 を 失 ひ、 今度の 合戰 に 故 父 討 たれ、 むお 1  よ 弟 皆 失せ ねれば、 僧 

法 ^も营 て、 父 m の を 吊 はば やと 思へば、 侖は 惜しき ぞと宣 へば、 霧 も哀に 費えて、 尾 張 

守 rif If 申す は 淸盛の爲 に は 霞に てお はせ ども、 重く， 給へば、 彼方な どに 付きて 申させ 

給き い fl かりお はします 事 I べき 物 を、 彼 尼 は 若き より 薦， 人に て 震り 候、 S 

上^ず て 候 時、 己が 許に I が あなる、 如何なる 者 ぞと問 はせ 給 ひし かば、 御 年の 程よ； 

の 外 やか &、 其 姿 {-ii 殿に 痛く 似 進ら させ 給 ひ 5 と 申せし かば、 世に ゆかし 氣に I し 

たるき てこ まひし かと 語り 申しければ、 それ も 誰 人 か 申して 給 ふべき と宣 へば、 えさ；；？ f 

Hltfli^et 何者が は si、 上のカ| 

ず や こてお はします とて、 あはれ 襲が 侖を申 助けさせ 給へ かし、 〔义、 の 後世 吊 は ひと 申され 候 ひしが 

.5 しく 候、 然るべき § に 御 計ら S へ かしと 申せば、 抑霸 i を 龍 者と は 誰か 知らせけ る、 、 
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ざと よ 故 刑 部 卿の 時 は、 多くの 者 を 申 免し、 が、 當時は 如何が 侍らん、 さても 右馬助に 痛く 似たら 

ん無慙 さよ、 家 盛 だに あらば、 鳥に 成りて 雲 を 凌ぎ、 魚に 成りて 水に も 人り、 誠に gjl にても 逢" 

へく は、 只今 死しても 行かん と 思ふぞ とよ、 さて 何時 斬らる べきに 定まりた る ぞと宣 へば、 卜 三日 

とこ そ 聞え 候へ と 申せば、 叶 はぬ まで も 申して こそ 見め とて、 小 松 殿 其 時の 動 功に 伊豫 守に 成り 給 

ひしが、 正月より 左！! 頭に 轉じ 給へ る を 呼び 苹 りて、 賴 朝が 尼に 付きて 命 を 申 助けよ、 父の 後 も 

を 弔 はんと 申すな るが 餘 りに 不便に 侍る、 能き 樣 \i 申して 給へ、 殊に：^ へ € が^さ II！ つに 少しも 違 はず 

と 聞けば、 懷 かしく こそ 侍れ、 右馬助 は それの 御爲 にも 叔父 ぞ かし、 賴朝を 助けて、 家 盛が 形見に 尼 

に 見せ 給へ と宣 ひければ、 重 盛參 りて 父に 此 由され けり-」 淸盛 聞きて、 の 御 事 は：^ i の 渡らせ 

給 ふと 思 ひ 奉れば、 如何なる 天 逆さまの 仰な りと も、 違へ じ 〔違 ふま じ とこ そ： ti. ず L ども、 七 i± 

は 由々 しき 霜賓 なり、 伏 見中納 言、 越後 中將 などが 樣 なる 者 をば、 何十 人助け きたりと も 大赛有 

る まじ、 大抵 弓矢 联る 者の 子孫 は、 それに は 異なるべき 上、 義朝 などが 子 共 は 幼 けれども、 c 細 有る 

べき もの を、 殊に 頓朝は {R 加 階 も 兄に 超 ゆる は、 由々 しき 所が 有る にや、 父 も とがめ 侍れば こそ g 

代の 中に も 取 分け 秘蔵の 物 具な ど與 へけ め、 か 旁、 助け IB: はき 難き もの をと て 以ての外の 氣 色な り。 お 5^ 

職 歸り參 りて、 叶 ひ 難き 題目なる 由 申されければ、 池 殿淚を 流して、 あはれ 戀 しき 昔 かな、 iiS の i*- 


ならば 是 程に 輕くは 思 はれ 奉ら じ、 一 門の 源氏 皆 滅び 侍り、 あの 幼き 者 一 人助け 置かれたり とも、 ii: 

ばかりの 事 か 侍らん、 |ん$ に輯 朝に 助けられ ける 故 やらん、 聞く より 痛 はしく 不便に 侍る ぞ とよ、 御 

身 をお i かと は m、5 ひ 奉らね ども、 一つ は 使 がらと 申す 事の 侍れば など まめ やかに 打ロ說 きて、 逾叶は 

ずして 終に 失 はれば、 尼が かひな き侖 生きて 何 かせん、 其 上 右馬助が 面影に 似たり と 聞く より、 い 

つし か If へ が 事 思 はれて、 はたと 胸 塞がり、 湯水 も 快よ く飮 まれねば、 自ら 久し かるべし とも 覺ぇ候 

はず、 哀れ 尼が 命 を Ji? さんと 思 食 さば、 兵 衞佐を 助けて 給へ かしと 歎き 給へば、 篾盛も 迷 _ ^せられ 

ける が、 淚を 押さへ て、 さ 候 は ^今一度 御 { ^"の 趣 を 申して こそ 見 候 はめ、 同じく 尾 張 殿 を も 添 申さ 

候へ、 諸共に 仰の 由 委しく 語り 候 はんとて、 頓盛 と共に 重ねて 此由を 申されければ、 淸盛 もさす が 岩 

1^ ならねば、 案じ 煩 はれけ るに、 重 盛、 ， 女性の いはけ なき 御 心に、 思 ひ 沈みて 申させ 給 ふ 事な、 さの 

み 如何 仰せ 候べき、 然るべ く 御 計ら ひも 候 はず は、 御 恨 深く 候べ し、 あの 賴朝 一人 誅 せられ 候と も、 

盡 きん 御 果報の 長久なる べきに 非ず、 當 家の 運 末になら ば、 諸國の 源氏 何れ か 敵なら ざらん、 又 助 

け 置かれたり とも 榮雎 〔〇 耀ノ 訛〕 後輩に 及ぶべく は、 何の 恐 か 候べき と、 理を盡 して 申されければ、 

先づ 十三 日 をば 延べられて、 ^の 返事 はな かりけ り。 然れば 今日 斬らる 明日 失 はる.. - など 聞え しか 

うぢが c»  はん.^ - すけ  いよ/ ヽ  き ねん  , 

ども、 其 日 も 延びければ、 兵衞 佐、 是は 偏に 氏祌 八幡 大 菩薩の 御 助な りと、 彌 心中に 祈 <ゼ* ^くそ あ 
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はしける。 かく 一日 も侖 延びたら ば、 念 佛をも 申し 經を も讀 みて、 父の 後世 を 弔 はんとて、 率 都 婆 

を 作らん とし 給へ ども、 人 刀 を 免し 奉らねば、 丹 波 藤 ni を 語ら ひて、 小" ル幷に 木の きれ を 乞 ひ 給へ 

くにひろ  か- フ。 どの 

ば、 國弘、 何事の 御手す さび ぞゃ、 頭^ を 始め 進ら せて、 御兄弟 多く 失せさせ 給 ふに、 御 經をも 遊 

ば さで と 申せば、 兵衞 佐、 天下に 物 思 ふ 者、 我に 勝る 人 あら じと こそ 思へ、 去年 三月に 母に 後れ、 

今年 正月 父 討 たれ 給 ふ、 義平、 朝 長に も 別れ 奉る、 されば 此人々 の lnl を も 吊 はんと 思うて、 率 都 

な んづ くこ . ^ぅ乃 ど P  . 

婆 をな りと も 作らば やと 思 ふ 故な り、 g ゆ 故 頭 殿の 六 七日 も 今日明日 なり、 四十九日 も 近付けば、 

異なる 供佛施 僧の 儀 こそ 叶 はずと も、 それ をせ めての 志に せんと 思へば、 刀を尋 ぬるな りと 宣 ひけれ 

ば、 國弘も 哀に覺 えて、 闢平兵 衞に此 由 を 語れば、 宗淸 感じ 奉りて、 小さき 率 都 婆 百 本 作りて 奉る。 

みづか *fr.. り ふしよ しゃ  く ヤフ  , けど 0 

自らも^ 立書寫 して、 或 僭に 跳へ て、 形の 如く 供養の 儀をぞ 遂げられ ける。 池 殿 加樣の 事共 を 聞き 給 

ひて、 彌 痛 はしく 思 食し ければ、 樣々、 に 申されて 琉 罪に ぞ 定まりけ る。 其 時人 申しけ る は、 大草 5« 

J -:)^---  »  ゆわのお ほぎ み  か £.1 ま、 ち-あんかう  くりや！？ -tt  S に ii ふ ちょ 

親王の 御子 眉 輪 王 は、 七 蔑の 時 父の 敵、 繼父 安康 天皇 を 害し 奉り、 栗屋 河次郎 任が 子 千代 

どうじ 

童子 は、 十二の 歳 甲胄 を帶 して 父と 一 所に 討死す、 頼 朝 は旣に 十四 歳ぞ かし、 父 討 たれぬ と SS けば、 

ぞく  むす 

自害 を もせで， 尼に 屬 して かひな き 命 生きん と 歎く こそ 無 |L なれと 申せば、 又 或 人の 曰く、 いやい 

や 怖ろ し、 義朝 不義の 謀叛に くみして、 蓮 〔〇 身 力〕 命 を 失 ふ 事 はさる 事 なれ ども、 つ iST 事の 心 を 思 ふ 


に、 保 元の 忠節 拔群 なれ ども、 恩賞 是 睐 にして 大形の 淸 盛に は 劣れり。 依って 勵功 薄き こと を 恨み 

_2 んギ- やく  か, * 

て 起す 所の 叛逆 なれば、 君の 御 政の 不正より 起る 所 なれ ども、 V- として 上 を 凌ぐ が 故に 身を滅 し畢ん 

じ ぞく うち  もんえ ふ  と.^ ら 

ぬ。 然 りと 雖も 大忠の 餘薰は 家に 留れ り。 是を 以て 氏族の 中に 必ず 門 葉を榮 やかす 輩 有るべき なり C 

親 朝 幼し と 雖 も 父が 子 なれば、 加 様の 事 を 心に 籠め て や 命 を 惜しむ らん、 如何なる 名 將£ -士も 命苻り 

ゑつ わう くわいけ い  05 つ わ フこ -フ せん ご わ- ri* 

ての 事な り。 されば 越 王會稽 の耻を 雪ぎ しも、 命 を 全うせし 故な り。 譬 へば 吳國に 越 王 勾踐、 吳王夫 

差と て、 兩國の 王 互に 國を幷 せんと 爭 ふが 故に、 吳は 越の 宿世の 敵な り。 仍って： i 王 十一 年 二月 上旬 

はんれい  ふ さ これ  あざ t 'り  われ 

に臣范 翁に 向って、 夫 差 は是我 父祖の 敵な り、 討たず して 年 を. 逶る 事、 人の 嘲 を 執る 所な り、 今 我 

向って 吳を攻 むべ し、 汝は 我に 代って 國を 治めよ と宣 ふに、 范 -IT か 曰く、 越 は 十 范騎、 吳は 二十 蓖騎 

なり、 小 を 以て 大に 敵せ ず、 又 春 夏 は 陽の 時に て忠賞 を. 行 ひ、 秋 冬 は 陰の 時 仁て 刑罰 を專 とす、 今年 

春の 初な り、 征 を 致すべからず、 薛國に 賢人 有る は 敵 園の 憂と 云へ り、 况 ゃ彼臣 伍子 胥は知 くし 

なづ  Jpfcvi*-W か  こう tt- ん 

て 人 を 度け、 慮， り 遠くして 主を諌 む、 是 三の 不可な りと 諫めければ、 勾踐 重ねて 云く、 瞪に 云く、 

父の 仇に は 倶に天 を 戴かず、 軍の 勝負 必ず 勢の 多少に. a らず、 時の 運に 從ひ 時の 謀に 由る 物な り、 是 

汝が武13^{1の足らざる故なり、 若 時 を 以て 勝負 を 計らば、 天下の 人 皆 時 を 知り、 誰か 軍に 勝た ざらん、 

是汝が 智慮の a: き 所な り、 伍子 胥が あらん 程 は 討つ 事 叶 はじと 云 はば、 彼と 我と 死生 知り 難し、 何時 
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ご  ぐ  もつ わ- T-  V  ，、す、 ざ V 

を か 期すべき、 汝が愚 三つな りと て、 終に 吳に向 ふ 所に、 越 王 打 負けて、 會 tl^ 山に 引 籠る と雖 も、 叶 

かう にん  < ；ん "？； V  こ そじ や. ク  r か- V あし^ 4" 

ひ 難き 故に 降 人に なりて 面 縛せられ、 姑 蘇 城に 入って 手 桎足桎 入れられて、 獄中に 苦しみ 給 ひける に、 

はん +ぃ  け，." 力ん  か-^ -み  あきんど  こ そじ や う  こ- フ 

范蘿 聞いて 肺肝 を碎 きけ る餘 りに、 筐に魚 を 入れて 商人の 眞似 をして、 姑 蘇 城に 到りて 一 喉の 魚 を 

獄中に 投げ入れけ るに、 腹の 中に 一句 を 納めたり。 其詞に 云く 、せ 西 伯囚： S ，里， 重 耳 奔，， 于 以爲， 

リゎ. なみ g るす， SJ- てきに 二う せん  いよ/、  せ.？ りん  .Ai- 

觀王； #L 許-一死 於 敵 ( 勾踐此 一 句 を 見て 彌 命 を 重んじ、 石 淋を甞 めて 本 國に歸 る 時、 行路に 慕の 跳 

出で て 下る を 下馬して 拜す。 國の 人是を 怪しみけ る を 知. りて、 范蠡 d に參 りけ るが、 此君は 勇めろ 者 

を 賞し 給 ふぞと 申しければ、 近國の 勇士 付從 ひて、 終に 吳王 を滅 して, を幷 せ畢ん ぬ、 されば 俗の 

ことわざ  4 きりん  そ 1 

^にも、 石淋の 眛を甞 めて 會稽 の耻を 雪ぐ と 云へ り。 賴朝も 命 全く はと 思へば、 尼 公に も 付き 入道に 

も 云 ひ、 助かる こそ 肝要 なれと ぞ 申しけ る。 

常 盤 六 波 羅參事 

さる 程に 淸盛 は、 義 朝が 子 共、 常 盤が 腹に 三人 有りと 聞きて、 而も 皆 ith なり、 尋ねよ 有りし かば、 

常 盤が 母 を 召 出して 問 はれけ る 程に、 左 馬頭 殿 討 たれ 給 ひぬ と 聞え し 日より、 子 共 引 具して 何 地と 

もな く 迷 出で 侍りぬ、 爭か 知り 侍らん と 申しければ、 何條其母を搦捕って|5^^ょとて、 六 波 羅へ召 


出し、 漸 々〔〇 樣々 力〕 に 誠め 問 はれけ り。 母 泣く く 申しけ る は、 我 六十に 餘る 身の 命、 今日明日 

も 知らぬ 老の身 を 惜しみて、 未だ 遙 なる 孫 共の 命 をば 爭か失 ひ 侍るべき なれば、 知りたり とも 申す ま 

じ、 して 知らぬ 行末、 何とか 申し 候 はんと ロ說 きければ、 水火の 責 にも 及ぶ ベ かりし を、 常 盤&. 多 (〇 

くるしみ 

陀〕 郡に て 此由傳 聞き、 母の 爲に 憂目に 逢 はん は 如何が せん、 我 故 母の 苦 を 見 給 ふらん ふそ 悲しけ 

れ、 佛 神三賓 もさ こそ 惡 しと 思 食 すらめ、 子 共 は 僻事の 子 なれば、 終に 失 はれ こそ せん ずらめ、 隱し 

も 果てぬ 子 共 故、 科な き 母の 命 を 失 はん 事の 悲し さよと 思へば、 三人の 子 共 引 具して 都へ 上り、 本の 

住家に 行きて 見れば 人 もな し。 こ は 如何にと 尋 ぬれば、 あたりの 人 一 日 六 波羅へ 召され 給 ひしが、 未 

だ 歸り給 はずと ぞ 答へ ける。 常 盤先づ 御所へ 參 りて 申しけ る は、 女の 身の はかな さは、 若 片時 も 身 

わらよ 

に 添へ て や 見る と此 幼き 者 共 引 具し 片田舎に 立 忍びて 侍りつ るが、 妾 故 行く へ も 知らぬ 老いた る 母の 

六 波羅へ 召されて 憂目に 逢 ひ 給 ふと 承れば、 餘 りに 悲しくて 耻をも 忘れて 參 りたり、 早々 幼き 者と 

諸共に 六 波羅へ 遣ら させ ましくて、 母の 苦 を 止めて 給 はり 候へ と 申せば、 女院を 始め 進ら せて 有り 

と 有る 人々、 世の常 は 老いた る S をば 失 ふと も 後世 を こそ 弔 はめ、 少き子 共 をば 如何に 殺さん と 思 

ぶづ しん  ヤーし つ 一ろ 

ふべき に、 子 共 をば 失 ふと も 母 を 助けん と 思 ふらん 有難 さよ、 佛神も 定めて 憐み思 食す らん、 年來 

此 御所へ 參 ると は 皆 人知れ りと て、 尋常に 出立た せて、 親子 四 人淸げ なる 車に て、 六 波 羅へぞ 遣 はさ 
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れ ける。 見馴れし 宮の內 も 今日 を 限と 思 ふに は、 淚も 更に 留ら ず。 名 をのみ 聞きし 六 波 羅へも 近付け 

ば、 屠所の 羊の 步と は、 我 身一つに 知られたり： 常 盤 旣に參 りし かば、 伊勢 守 t^.ll 申 次ぎて、 女の 

心の はかな さは、 暫 しも 若 や 身に 添へ 侍る と、 少き者 相 具して 片邊 土へ 忍びて 侍りつ るが、 行く へ も 

知らぬ 母 を 召 置かせお はします と 承って、 御 尋の子 共 具して 參り 候、 母 をば 疾 くく 助けお はし ま 

せと 搔 口 說き ければ、 聞く 人 淚をぞ 流しけ る、 淸盛此 由 聞き 給 ひて、 先 づ子共 相！ 4 して 參 りたる 條 

神妙な りと て、 やがて 對 面し 給へば、 二人の 子 は 左. 1^ の 脇に あり、 幼き をば 4" きけ り- - 淚を 押へ て 中 

しける は、 母 は 本より^, 無き 身に て 候へば、 御免し 候べ し、 子 共の 命 を 助け 給 はんと も 申し はず、 

もと 

一樹の 下に 住み、 同じ 琉れを 渡る も、 此世 一つの 事なら ず、 高き も 卑しき も 親の 子 を 33^ 習、 皆 さ 

わら は  1  へ --し 

こそ 侍らめ- 妾 此子共 を 失 ひて は、 かひな き 命 片時 も堪 へて 有るべき とも 覺ぇ候 はねば、 先 づ妾を 

失 はせ 給 ひて 後、 子 共 をば 兎も角も 御 計ら ひ 候 は i -、 此 世の 御 情 の 世までの 1^1^、 是に 過ぎた 

る 御 事 候 はじ、 1! ら へて 夜 寮 歎き 悲しまん 事 も 罪深く 覺ぇ 侍る とひ^き ければ、 六つ子 母の 貌を見 上 

げて、 泣かで 能く 申させ 給へ と 云へば、 母は彌 淚にぞ 咽び ける e さし も 心强げ にお はしつ る淸盛 

も、 頻に淚 の 進みければ、 押 拭 ひくして、 さあらぬ^ にもて なし 給へば、 さばかり 武 きつ！！ (皆 袖 を 

ぞ 絞りけ る。 忍び 敢ぬ輩 は、 多く 座席 を 立 たれけ ると かや。 常 盤 は 今年 二十 三、 始の 花よ 散りて、 


少し 盛り は 過ぎ たれ ども、 |^^,、見る所有るに異ならず。 本より 眉目 形 人に 勝れた るの みならず、 少き 

より 宮 仕して、 物 馴れたる お 口き、 なりし かば、 理 正しう 思 ふ 心を續 けたり。 綠 の译" 紅 の淚に si 

れて、 物 思 ふ 日數經 にければ、 其 昔に は あらね ども、 打し をれ たる 樣嬉 世の常に は 勝れたり ければ、 

此 事なくて は爭 かか K る 美人 をば 見るべき と 申せば、 或 人語り ける は、 能く こそ赏 にも 理ょ、 伊 

g 大臣の の 11^ たへ 人の きが 好からん を 進ら せんとて、 九重に 名 を 得た る 美人 を 千 人 召されて 百 人 

撰び、 百 人が 中より 十 人 撰び、 十 人が. i. 力の 一 とて 1 此常盤 を 進ら せられし かば、 の 楊^ 妃. 漢の 

李 夫人 も 是には 過ぎ じ 物 をと 云へば、 Bi れ どもく  0 珍 かなる も 理 かなと ぞ 申しけ る" さる 程 

こ a- は 免され ける に、 此孫共 を 失 ひて、 明日 を も 知らぬ 老の 身の 助かりても 何 かせん、 うたての 常 

盤 や、 老の命 を 助けん とて、 あの 子 共 をば 何し に 具して 參 りけん、 四 人の子 共の 事 を 思 はんより、 

只 老の身 を 先づ失 はせ 給へ とて、 泣 悲しみけ る.^ 理 なり。 足音の 荒ら かなる を も、 今や 失 はる. - 

i がるらん と 肝 を 消し、 111 に 物 云 ふ を も、 早 其 事よ と 魂 を 失 ひける に、 大貳宣 ひける は、 0^ 

が 子 共の 事、 淸 盛が 私の 計ら ひに 非ず、 君の 仰 を 承って 執行 ふば かりなり、 伺 ひ 申して 朝議に こそ 

從 はめと 宣 へば、 一門の 人々 幷に侍 共、 I かに 加 様に 御 心 弱き 仰に て 候 やらん、 此三四 人 成長 候 は 

んは 只今の 事なる べし、 l§i の 御爲、 末代 懼 ろしく こそ 候へ と 申せば、 淸盛 誰も さ こそ 思へ ども、 
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いけどの 

長し き 親 朝 を 池 殿の 仰に て 助け 置く 上 は、 兄 をば 助け 幼を誅 すべき ならねば、 力無き. 第な りと 宣ひ 

けり. 常 盤 は 母子共の 命 今日に 延 ぶる も 偏に 觀 昔の 御 計ら ひと 思 ひければ、 彌 信心 を 致して 普 門 ng 

を讀み 奉り、 子 共に は名號 をぞ唱 へさせ 給 ひける。 かくて 露の命 も 消え やらで、 春 も 半  1! れけ るに、 

兵 衞佐殿 は 伊豆 國へ 流さる と 聞え しかば、 我 子 共 は 何 處へか 流されん と膽を 消し 伏 沈みけ るが、 幼け 

れ ばと て琉 の懷 にも 及ば ざり けり。 

經宗惟 方被& --遠 流， 事 同 被 n 召 返， 事 

みき： ゲ  i-i ざ  i うじ、 

か&る 所に 院は顯 長 卿の 宿所に 御座 有りけ るが、 常 は 御^敷に 出で させ 給 ひて、 行人の 往來 を御覽 

ぜられ て 慰ませ 給 ひける に、 二月 二十日の 比、 内裏よりの 御 使と て 打 着きて けり。 上皇 御 憤 深く して 

つね ひね こ.；； li- に 

淸盛を 召され、 主上 は 幼く まし ませば、 是 程の 御 計ら ひ 有るべし とも 覺 えず、 是 併ながら 經宗惟 方が 

仕業と 思 食す、 誡 めて 進ら せよ と 仰せければ、 畏 つて、 一年 保 元の 亂に 親類 を 離れて 御 方に 參 りて 

こ ぞ  りき  りく 

忠を 致し 候 ひき、 去年 一力 を 以て 凶徒 を誅戮 仕り、 一命 を輕ん じて 君 を 位に 卽け 進ら せ 候、 i^. ぼな 

ねん ダ-ん ちょ くち やう  つ ね .-15,  J わかた 

りと も 院宣 勅 定に こそ 從ひ候 はん ずれと て、 やがて 官軍 を 差遣 はし、 經宗惟 方の 宿所に 押^せ たれ 

3 た すけみ ちの ふ 5 きのりし やど ころの 

ば、 新 大納言の 許に は、 雅樂助 通信、 前 武者 所信 安と 云 ふ 者 二人 討死して けり。 され ども 兩 人 共に 


別事な く 召 捕りて、 の 內に引 居 ゑたり。 旣に 死罪に 定り ける を、 法 性 t や ほ 殿、 昔幢峨 犬皇 - 

P ん 元年 九月に 右兵 馨§ 仲 成を誅 せられし より 去ん ぬる 保 元元 年まで、 帝 二十 五」 年紀 三百 

四十 七 年、 かの 間. 死せ る 者 二度 歸ら ず-お f なりと て、 死罪 を きめられ たりし を、 後白河 院の 御宇に 

少衲言 入道 つ i の 時 始めて * 行 ひたりし が、 t 二 年 を歷て 去年 大亂 起り、 其 ^ やがて 誅 せられ 

ぬ、 g いくこ そ 侍れ、 ，の 死罪 如何が 有る ベ からん、 其 上國に 死罪 を 行へば ® に 謀叛の 者絕ぇ 

ずと 申せば、 死罪 If  f めて、 議 にや 處せら れんと 申させ 給へば、 尤も 大 殿の 仰 管べ わ；^ とヌ卿 

ffi^. 新大 sfei をば 阿 霞、 ii ば 長 門 國へぞ 流されけ る。 is 

g に は、 令： 左 近&: 射 t6l 一と S したれば、 f0iijyj 

戎 りぬ らんい さる 程に の 人々 の 彼隱謀 次第に 顯れ て、 君 も 罪な き 由^ 食され ければ、 信 西が 子 共 比. "以 

て i さる。 f¥ とに 付きて 仰 合 はせ らも なき 儘に、 彼禪 門をぞ 忍ばせ 給 ひける。 師仲卿 も 終に 

遁る、 所な くして、 播 磨中將 &i の i&ll の 八 SV ぞ遣 はされ ける、 伏 見 源 中 納言三 河の 八. 5? 渡る 

とて、 

夢に だに かくて 三 f の 八 i を 渡るべし と は 思 は ざり し を 

と 詠まれた し を、 上皇 聞 食して 哀に思 食され ければ、 召 返せと ぞ 仰せな りけ る C 誠に 詠 歜の德 なる 
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べし。 其 後 ほ pi_r、 阿 謹より 召 返されて 右大臣に 成る。 人 i きの 大臣と ぞ 申し ナる 。 

左大臣 伊い 1 に 世に 住めば r ある 事 を 聞く 物 かな、 昔 こそ  1 の 大臣 有り けん なれ、 t 

何 か 又 稗の 大臣 祟ん ずらん と 笑 はれけ り。 はるべ かりけ るに、 i に は 左 

大画 じ 寧り ければ、 碁の？ を も 憚らず、 i の 大臣 上りて 11 麵 せらる さ、 Mif 

さ.^ とぞ 申された る。 別 fislf して 召 返さる まじき 由 聞え ければ、 、いずや， t ナし、 0 

蟒へ 一首の をぞ， 经られ ける。  お 

此瀨 にも 沈む と 聞けば 淚 河琉れ しよりも ぬる.， そ I か 仏 

と 詠みたり し を、 聞叉ま 催し、 君 も 感じ 養され ければ、 終に il りて ませられ ける とな 

賴朝遠 流 事 付 盛 安 夢 合 事 

さても I は 伊 i へ 流されければ、 1、 禱佐 I されて 泣く く宣 ひける は、 作 If ま 

yf?^. 配所 定まりて 流され まべき なり、 尸 匕 は 若き より 慈 i き 者に て、 多くの 

J 申 助 りし 力 ども、 今 はか 急憲の 申す 事 叶 ふま じと も覺ぇ ざり しが、 左 g の 能く 申さ 


れて、 旣こ 命の 助.^ り 給 ふ 事の 嬉し さよ、 今生の 喜是に 過ぎた る 事な しと ロ說き 給へば、 頼 朝、 御 恩 

,4-?、、 、せ  はるん、 

に 依って 5. 斐 なき 命 を 助けられ 進ら せ 候 事、 生々 世々 にも 報じ 盡し P くこ そ 候へ、 其れに 付きて 遙々 

と罷 下り 侍らん 道す がら、 我 #5.1 の 者 一人 も 候 はねば、 如何 仕るべき と 申されければ 、誠に それ も 痛 

まし、 i や iS{ の 時より 召 仕 はる 、者 も、 世に 恐れて こそ 隱 居て こそ 侍らめ、 今は& めら れ ぬと 披露 

をな して 御覽ぜ よかし と 計ら はれし かば、 やがて 其 由 風聞す るに、 侍 少 々出来たり。 彼 侍 共同 心 

に 申しけ る は、 今 は 御 出家の 事 を 申されて 御 下向 候 はビ、 御 心安く 候 ひなん、 池 殿 も 能く 思 食し、 

平家の 人々 も 然るべ くこ そ存ぜ られ候 はめと 申 進めけ るに、 微纈源 五感!^ ばかり ぞ耳 にさ. * やき 申 

しナる は、 如何に 申し 候と も、 tuE しませ、 君の 助からせ 絵 ふ 事 只事に 非ず、 八幡 大 菩薩の 御 計ら 

ひと 覺ぇ 候と 申せば、 打 頷き 給 ひけり。 御 出家 あれと 云 ふに も、 な 成り 給 ひそと 云 ふに も、 共に 昔 も 

し 給 はぬ 心の中 こそお i しけれ c._# り i 元年 三月 二十日、 旣に 伊豆 國へ 下られければ、 池の 禪 尼へ 暇 申 

に 參られ けり-、 つ 、御覽 じて、 不思議の 命 を 助け 奉る 志 思 知り 給 は^、 尼が 言 藥の末 を 少しも 

違へ ず、 fli 太刀 拔" i す il よど 云 ふ 事、 耳に も 聞 入れ 給 ふべ からず、 人の 口 はさが なき 物 なれば、 御 

身 も 二度^に 遭 ひ、 11^にも5^ねて遷き耳聞かせ給ふななど、 細々 と宣 へば、 賴朝は 今年 十四 なれば、 

云 は rli なれ ども、 人の 志の 眞實 なる を 思 知りて、 涙に 咽び 袖 も 絞る ばかりにて おはしけ るが、 良 
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有りて 父母に 後れ 候 ひて 後 は， 哀を かくべき 入 も 侍らぬ に、 懇 の 御 志 有り難く こそ 候へ とて、 頻に 

泣 沈み 給へば、 禪尼も 誠に さ こそと ュ 推 量られて、 人 は 能く 親の 孝 Si 志 深き が、 冥加 も あり 命も存 

ふべき 事に て 有る ぞ とよ、 經をも 讀み念 佛をも 申して、 父母の 後世 を 弔 ひ 給 ふべ し、 尼 は 子と 思，.' て 

加樣 にも 申すな り， 其 故 は 尼が 子に sg? 助 家 盛と て 候 ひし ぞ とよ、 其が 面影に 能く 似 給 ひたれば いと 

ほしく 思 ふなり、 すへ て &tn^i 心樣 人に 勝れて、 鳥 羽 院に召 仕 はれて 御覺 よかり しが、 此大 殿、 土 小 

だ 中務少 〔〇 大力〕 輔と 申せし 時、 祇園の 社に て 事 を 出し、 社 入の 訴 有りし かば、 山門の 大衆 あげて 

〔〇， コ ゾリ テ」 (擧 リテ) ノ誤〕 流罪せられ よと 公家に 申せし かど も、 君 抱へ 仰せられし を、 弟 家 盛 さ、 

へ^：^？りとて咒咀すると聞ぇしが、 かん 一?f の亂 If にや、 二十 三の 年 失せ 侍りし なり、 甲斐な き命堪 へて，： お 

るべ しと も覺ぇ ざり しが、 早 十 1 年に なり 侍りけ るぞ や、 何事に 付けても 思 出さぬ 時 もな きに、 御^ 

さへ打11:ぷへて1«^を^^^し、じを|^くしっるに、 先づ 嬉しく こそ 侍へ、 御身 は 行末 遙 なり、 尼 は 叨日を も 知 

、  すす ど f 

らリ身 なれ. ま、 き齡， こそ 惜しく 侍へ と、 心苦しげ に 打 歎き 給へば、 佐 殿 もまめ やかなる 志の を m5il 

にも、 如何にして 此恩を 報ぜん とも 覺 えず、 終夜 泣き こそ 明かされ けれ。 三月 二十日の 鼯、 池 殿 を 

出で て、 is^ 遙に 下られけ り。 郞等少 々有りし も 皆 留められて， 樓に三 四 人 こそ 具したり しか、 盛 安 

も l^k までとて、 馬 鞍 尋常に しで したりけ るに、 佐 毆は餘 所 入の 流さる. -は大 いなる 歎なる が、 輯 


*G より 

月が f ま； の悅 なりと ぞ宣 ひける。 され ども 內 S 人 にても 有りし かば、 雲. 1^ 交 も 忘れ 難 

lr,,f の悅， も 惜し かりき。 親に も あらぬ 池の 禪 ほの 情， I. け 給 ふに 

し 。 后 I 司 にても 侍.^" 力 は J ほお ゾ 、リナ、, ^、ぎ f ナる も 44? ふ 故ぞか 

も别 L おし V.  、：^ の 乾く  I ぞ なき。 越 鳥 南 枝に 數を 力け 胡 i^T^li^ ゾ I  a^d し 

"#;|の||1が；1の上^::,^^^；^ 

澄へ C の 後まで も、 t は 忘れぬ 1 るが、 ？ I 侍 |、，5田ロょりほに^"弄 

■ て、 II。 き 響で と 申したり しが、 人 る 上、 ij 

^pi.^ 心苦しくて I 奉 1、 fly 

,u へズ、 ggiSi 申す。 佐 ，らば 今夜 は此 御前に ■ して、 行路の 祈 を も 申さん とて き 

ii を！ りし 故な り、 i ぎ 八幡へ 御 I て、 in^^u^ 

14.1! 十ニーーーばかりなる意.；^^^;;^""^^"  U 

ほ 召して f て候 と 申されし かば、 御 i の內 より I き S にて 1§  f 

Hu< 翁 I は！ 仰せら るれば、 11 て 御？ に ii 、、何，" 

らん；： 暴れば、 i と 云 ふ 物な り、 君 恐れて f なく，. さりし を、 其れ 食べよ と 仰せら る 敷へ 
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て 御覽ぜ しかば 六十 六本 有り、 彼 飽を兩 方の 御手に て 押 握りて、 太き 所 を 二 口 進り て 小き 所 を 盛 安 

に 投げ 給 ひし を联 りて 懷中 すると 見て、 打 驚き 存じ 候 ひし は、 故 殿 こそ 一 旦 朝敵と 成らせ 給へ ども、 

御！ IT 胡 ほ、 八幡の 御寳 殿に 納め 置かれ、 終に は 君に 給 はんず るな り、 又 SS1  し 六十 六本 i りし は、 

六十 六 简國を 打され 候 はんず ると 合せ 申して 候 ひつと 申せば、 其 返事 をば し 給 はで、 ぃざせめ\,^^ 

までと 宣 へば、 何處 まで も 御供 仕らん と 存じ 候へ ども、 八十に 餘る 老母 相 勞る事 候へば、 今日明日 を 

も 知り 難く 候、 何にも 見 成し 候 は i -、 やがて 參 らんと 申して 候へ ども、 人の なさに こそ かくは 仰せ 候 

らめ、 母の 事 は 免 も 角 も 侍れ、 伊豆まで 御供 仕らん と 申せば， 其 は 思 ひも 寄らず、 志 はさる $ ^なれ 

しか レ  いか 

とも. 汝が 母の 歎かん 事、 併ながら 我 僻事なる べしと て、 母 何にも 成りなん 後參 るべ しとて、 再 一二 

留め 給へば、 力無く 泣く く 都へ 上りけ り C 兵 衞佐殿 は、 尾 張國熱 田の 大宮司 季 範？， 娘 腹な り。 男子 

r  によし  ひや 29- さお， JA,- ャフ くん 

二人、 女子 1 人ぞ おはしけ る。 女子 は 後藤 兵 衞實基 i 君に して 都に 隱 置きけ り。 今一 人の 男子 は、 駭 

河 國に香 貫と まふ 者 搦め出 だして 平家へ 奉れば， 希 義と云 ふ 名 を 付けて、 土 佐國氣 良と 云 ふ 所へ 流さ 

れて おはしければ、 氣良 冠者と ぞ 申しけ る。 兵 衞佐は 伊豆 國、 兄弟東西へ別れ行く宿業の8^」そ悲し 

けれ。 


牛 若 奥州 下 事 

さても i をば 淸 §1 して、 近所に sss はれけ ると ぞ聞 えし。 さ St ば^, の 男 t 一一 一&、 流罪 

を あれて、 兄 善顬に登り 出家して、 00ffjnn. き 荒 者に S ぼ"" 

けり。 八 條の宮 に 候 ひて. けき if 案り て、 il, 師 にて や はしける。 弟 あは 鞍 

の iigl が攀、 ilif 1 が擎に 成り. 那 王と ぞ 申しけ；. 一の 年 

とか や、 母の 申す 事 I 出して、 きの 議を 見け るに、 § にも f 和 夭皇 より ナ 代の 御 苗 f に^ 

王より 八 代、 II. 伊豫 iim 子、 八幡 太 郞&が 孫、 六條 判官 謹が 摘男 、お f 

けれ。 lii^t,  &るは if 響 稽古せられ たり。 偕 正が 谷に て 天狗と 夜な く 兵法 を 

習 ふと 云々。 されば び Hi 母の 常 ti ぜ思 はれて： やな 君 わ. 一人 儲け"： 

りしが、 す さめられて 後 は  一 siii に 成りて、 子 蒙 多 f た" 此 i 王 をば、 蓮 

fif 出家し 給へ と 云へば、 兄 11 人が き  1 に 成りた る だに 無念なる に、 左右な く は 成ら じ、 兵 

衞 g に 申合せて など 申されけ り。 强 ひて 云へば、 囊 さん 刺 違 へんな ど、 內 々4 はれ けれ" 師 
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匠 も 常 盤も繼 父の 大 lid^^ 力 及ばす、 只 平家の 聞 をの みぞ 歎 かれけ る。 或 時 奥州の 金  1?^ 苦 次と 云 

き， ン 「ば  ついで  わらべ みちつ く  ゆ - 

ふ 者、 京 上りの 次に は 必ず 鞍馬へ 參 りけ るに 逢 ひ 給 ひて、 此童を & 奥へ 具して 下れ、 由々 しき 

八 を 知り たれば、 其 悅には 金 を 乞 ひて 得させん ずると 宣 へば、 御供 仕らん 事 は 易き 事に て 候へ ど 

にいし ゆ  わらべ  ど t3 し に.. *  A- す 

も、 大衆の 御 咎め や 候 はんず らんと 申せば、 此童 失せたり とも 誰か 尋ね 候べき、 土用の 死人 を盜 

人の 取りた るに こそ 候 はん ずれと 宣 へば、 其 上 は 子細 候 はじと 約束し ける が、 但し 定日は ElljiS の 人 

の 計ら ひに て 候べ しと 申す 處に、 其 人 又參詣 せり。 遮 都 王 語ら ひ 寄りて、 御 邊は何 處の國 の 何 氏に 

r*f  、？ かす  みっしげ  みさ さ f つす けしげ より 

てまし ます ぞと 細々 と 問 ひ 給へば、 下 總國の 者に て 候、 栖三郞 光重が 子、 陵 助 黨鎮と 申して 源 

さ う  -b んざん rlS よ り さ 

氏に て 候と 答へ ければ、 さて は 左右な き 人 ござん なれ、 誰に か 結び 給 ふ。 源 三位 頓 政と こそ 結び 候 

*J つし 

へと 申せば、 今 は 何 を か隱し 進ら せ 候べき、 前 左 馬頭 義 朝の 末子に て 候、 母 も師 も 法師に なれ 

と 申され 候へ ども、 存 ずる 旨 侍りて 今まで 罷 過ぎ 候へ ども、 始終 都の 住ま ひ 難儀に 覺ぇ 候、 御邊 具し 

くだ  キ_ ちぢ 

て 先 づ下總 まで 下り 給へ、 それより 吉次を 具して 奥へ 通り 侍らん と、 委細に 語り 給へば、 子細な しと 

やく"  く  し *.3.«^  しょ 5 あん  もづ， ぢ 

約 6§ して、 生年 十六と 申す、 承 安四 年 三月 三日の 曉、 鞍馬 を 出で て 東 路遙に 思 立つ 心の 程 こそ 悲しけ 

か r み  ふところ 

れ。 其 夜 鏡の 宿に 着き、 夜更けて 後手 づ から 髮联 上げて、 懷 より 烏 精子 联 出し、 ひたと 藩て 打 出 

ぶく  いか  h< 

で 給へば、 陵 助 早 御 元服 候 ひける や、 御名 は 何に と 問 ひ 奉れば、 烏帽子 親 もなければ、 手づ から 源 九 


郞義. i ねと こそ 名乘り 侍れと 答へ て、 打 速れ 給 ひて、 黄 瀬 河に 着きて 北條へ 寄らん と宣 ひし を、 父に て 

候 深 栖は見 參にス りて 候へ ども、 霜輟は 未だ 御 目に 懸り候 はず、 後日に 御文に て や 仰せ 候 はんと 申 

せば、 直に 通り 給 ひけり。 爱に 一年 はかり 忍びて おはしけ るが、 武勇 人に 勝れて、 山 立强盜 を！； i め 

給 ふ 事、 凡 5k の I- とも 見え ざり しかば、 錐 囊に脫 すと 云へば、 始終 は 平家に や 聞え なんと 申せば、 さ 

あらば 奥へ 通らん とて、 先づ 伊豆に 越えて 兵 衞 佐 殿に 對 面し 此由を 申して、 若 平家 聞きな ば御爲 然る 

ベから ず、 さらば 奥へ 下り 侍らん と宣 ふに、 佐 殿上 野 國大建 太 郞が娘 十三の 年、 熊野參 りの 次に 故 

殿の 見參に 入りし が、 父に 後れて 後、 人の 妻と ならば 平家の 者に は 契ら じ， 同じく は 秀衡が 妻と なら 

ひ マ-ひら  しのぶ， こ だい ヽ  1? 

ん とて、 女 夜^げに して 奥へ 下る 程に、 秀衡が 郎等， 信 夫小大 夫と 云 者、 ！ a にて 橫耿 りして 二人の 

子 を 儲けたり、 今 も ゆ： 家 分 を 得て 乏しから であなる ぞ、 其れ を It ねて 行き 給へ とて、 文を辔 きて 進 

めよ 5  f 

ら せらる。 卽ち 奥へ 通り 給 ひて 御文 を 付け 給へば、 夜に 入りて 對面 申し、 尼 は 佐 藤 三郎嗣 〔〇 囀〕 

信ノ 佐 藤四郞 忠信と て 二人の 子 を 持ちて 侍る、 嗣信は 御用に は 立ち 進ら すべき 者 なれ ども、 酒に 醉 

くもらら  .11*- のぶ てんせい-. 一く しん  ii がの が 5  令. *6 

ひ ぬれば 少し 口荒なる 者な り、 忠信 は 天性 極 信の 者な りと て 奉りけ り。 多賀郷に越ぇて吉次に^^^逢 

ひ、 裕 M が 許へ 具して 行けと 宣 へば、 平 泉に 越えて 女房に 付きて 申したり しかば、 卽ち 入れ 奉りて 

もてなし If き 率ら ば、 平家に 聞え て責 有るべし、 出 だし 奉らば 弓矢の 長き 一! なるべし * 惜しみ 進ら 
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もく だい  ひで ひら しんたい 

せば 天下の 亂 なるべし、 兩國の 間に は國 司， 目 代の 外、 皆 衡が進 返な り、 暫く 忍びて おはし ませ、 

み め  くわん じ やどつ 

眉目 能き 者 ^なれば、 姬 持ちた らん 者は聲 にも 联り 奉り、 子な からん 人 は 子に もし 進らず べしと 

せば、 義經も かく こそ 存じ 候へ、 但し 金 商人 をす かして 召 具して 下り 侍り、 何 にても 給 はりた く 候と 

-!! R ね  もき うど  まつな 了 

宣 ひければ、 金 三十 兩 F 《出して 商ス にこ そ 1^ らせ けれ。 其 時 上野 國松 井田と 所 ふ 所に 一 宿せられ ける 

に、 家主の 男 を 見 給 ふに、 大 剛の者と 覺 えければ、 後平 家を攻 上. られ ける 時、 語ら ひ 14 し 給へ り。 

b く 5- い  かう づけ くだ  tjt- 

伊勢 國の目 i: に 連れて 上野に 下りけ るか、 女に 付きて 留まれる 者 なれば、 伊勢三 郞と 召され、 我 cLiis 

な  よし  さかり  よし もり  JC-CM  = らリ  -A り .》i?fNM 

子 子の 始 なれば、 義の字 を i にせん とて 義 盛と 付け 給へ り。 堀 彌太郎 と ゆす は I 商人と ぞ £g えけ 

る 0 

賴朝 擧-- 義兵， 事幷 平家 退治 事 

さる 程に 兵 衡佐殿 は、 配所に て 二十 一 年の 春秋 を. 经られ ける が、 文6^^し.^，人のす^めに依って、 法皇 

ぢ しょ. フ  いづみ  かね か  、し * に乂 こ 

の 院宣 を 賜 はり、 治 承 四 年 八月 十七 日、 和 泉 判官 判官 ゆ 客 E(〇Ji ノ誤〕 を 夜 討に してより 後、 石！ i 山. 小 

坪， 絹 笠 • 所 々の 合 戰に身 を 全うして、 安房 上 總の勢 を 以て 下 總國を 打 靡け、 武藏國 へ W で 給 ひ ぬれば、 

だいご  もくぜん じ ザん さい  で -フ の： h いごう ft? ん さい  XJ43 

八箇 國に廳 かぬ 草木 もなかり けり。 醒醐の 惡禪師 全濟、 八條卿 < ム圓濟 も 此由を 聞きて、 關 固めぬ 前に 


».れ*- し  は r いけ  、一ん の、 みい へ， みつ 

と 急ぎ 馳 下られければ、 平家 やがて 士 佐へ 流せし 希義 討てと て、 當國の 住人 蓮 池 f?^ 郞， 權 豕 光に 

仰 付ら れ しかば、 ^15 參 りて、 兵衞佐殿^^東にて謀叛起させ給ふとて、 君 を 討 進ら せよ と 飛脚 下着 

候と 申せば、 いしう 告げたり、 tow 日 父の 爲に法 華 經を讀 誦す、 今日 未だ 讀み 終らず 暫く 相 待てと 

て に 入り 御 經 二 卷讀み 終りて 腹搔 切って 失せ 給 ふ。 九郞御曹司は^^銜が許にぉはしけるが、 

ひで ひら  ひねね M  く.？ J ユん すそ ご *  づ くり 

佐殿旣 ，- 義兵 を 擧げ給 ふと 聞え しかば 打 立ち 給 ふに、 秀衡鉗 地の 錦の 直 li に d 下 濃の 鍵 金 作 の 太刀 

を 添へ て 奉る。 馬 は 御用に 從 つて 召さる べしと ぞ 申しけ る。 やがて 信 夫に 越え 給へば、 佐 藤 三 郞は公 

.Mr**  し- bAi  ゆ まう で 

私 1^ 認めて 參 らんと て留 り、 弟の 四 郞は卽 ち 御供す C 早 白 御の 關 固めて ければ， 那須 の揚詣 の 料と て 

お *VH  P  くつ ま カラ つに も 0 

通り 通 ふ。 兵衞佐 殿は大 庭^に 十 萬餘騎 にて 陣取りて おはしけ る 所へ、 究竟の 兵 は 百騎ば 力り にて 參 

り 給 ふ。 佐 殿 何者 ぞと問 ひ 給へば、 源 九 郞義經 と 名乘り まし ませば、 昔 八幡 殿 後三年の 合戰 の^、 弟 

の sriiisitr てお はしける が、 つ £ お" >s の ぎ に i めて、 171 の i, へ馳 下り 給 ひける を こそ 故人 m 殿 

か ひ 

の 二度 活き給 ひたる 樣に覺 ゆると て、 鐘の 袖 を ぬらされけ ると こそ 承れと， 頻に悅 び 給り けり。 甲^^ 

を 討って ければ、 平家の 大將 小" &權亮 I ノ將 i 盛、 其 勢 五 葸餘騎 にて 富 士！： の 端に 陣を 取る」 賴朝は 足 

？ が を 打 越えて、 ISJSI に 着き 給 ふ、 其 勢 二十 莨騎 なり。 平家の 兵 の 中に 齋 藤 別當實 盛、 源氏 
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凌 討に やし 候 はんず らんと 申しけ る 夜， 富士 河の 沼に 下り 居け る 水鳥 共、 軍勢に 恐れて 飛 立ちけ る 

や 「わ  す つま 二. 1  さ- 

羽 昔に 驚きて 矢の 一 つも 射ず して 都 へ^げて 上りけ り。 養 和 元年 三月に 平家 又 墨 侯に て 支へ たり。 

けい- ケフ ん X- い T もん かいみ  <  う  にい ー「 あく" んじ  うし キ 1 

卿 公圓濟 義圓と 改名した りけ るが、 深入りして 討 たれて けり。 醒醐惡 禪；！ は 後に 有職に 任じて、 駿河 

阿閣 梨と 云 ひしが， 偕， i に轉 じて 阿野 法 撟とぞ 呼ばれけ る。 壽永ニ 年 七月 十五 日. 北陸 逍を攻 上り 

ける 木 |1 義仲、 先づ 都へ 入る と 聞え しかば， 平家 は 西 海に 赴き 給 ふ。 され ども 池 殿のお 達 は 皆 都に 

留り^ ふ。 其お は兵衞 佐、 錄 倉より 故 尼 御 を 見 奉る と 存じ 候べ しと 度 > 、申されければ， 落 留り給 

fL  ^さ だ 

ひけり。 本領 少しも 相違な く 安堵せられ ければ、 昔の 芳志 を 報じ 給 ふと ぞ覺 えし。 さる に 長 田四 郞 

忠宗 〔〇 致〕 は， 平家の 侍 共に も惡 まれし かば， 困國へ も參ら ず、 かくて はやが て國入 共に 討た れんと 

や E  (ひけん、 父子 十騎 ばかり、 羽. V 垂れて 鎌 倉 殿へ ぞ參 りけ る。 いしう 參 りたり とて 土 肥 次 郞に 預け 

より、. しつね  ^ぼ 

られ ける が、 範頓 義經の 二人の 舍弟を 差 上せられ ける 時 長 田 父子 を も 相 添へ 給 ふとて .^F を <Jf- うして 

合戰の 忠節 を 致せ， 稀藥變 じて 甘露と 成る と 一 K ふ 事 有れば、 勳功 有らば 大きなる 恩賞 を 行 ふべ しと ぞ 

約束し 給 ひける。 然れば 木 曾 を 退治し、 平家の 城攝州 一 谷；^」 攻め 落す 註 進の 度 毎に、 宗 〔〇 致い ^ 宗 

〔〇 致 〕 は 軍す るかと 問 ひ 給 ふに、 又な き 剛の者に て 候. 向 ふ 敵 を 討ち、 當る所 を！^ ら ずと 云 ふ 事な し 

と 申せ は、 八嶋の jl 落ちたり と 聞え し 時、 今 はしゃつ 親子に 軍な させ そ、 討 ぜんとて と宣 ひける が、 


は  どひ  ふる そ ひしん ぺ. フ  けんじゃう 

眾 果て、 土 肥に 具して 歸り參 りければ、 今度の 擧動 神 & なりと 聞く、 約束の 勸 賞联ら する ぞ、 相 溝 

へて § 殿の 御 孝 Is 能く/.、 申せ、 成 綱に 仰 含めた るぞと 有りし かば、 喜んで 龍 出で たる を、 蠲三小 次 

郎押 寄せて. 長 田 父子 を溺 捕り、 磔に こそせられ けれ。 碟 にも 直に は 非ず、 頭 殿の 御 墓の 前-」、 左 5? 

つち はりつけ 

の 手足 を 以て 竿 を ひろがせ、 土に 板 を 敷きて 土 膝 と 云 ふ 物にして、 なぶり 殺しに ぞ せられけ る。 平 

か ii  しんみ やう  いくさ 

家の 方へ も 落 行かず、 さらば 城に も 引 籠り、 矢の 一 つ を も 射ず して、 身命 を 捨て、 軍して、 欲しから 

>*) ふ はう 

ぬ 恩賞 かな、 是も只 不義の 致す 所、 業報の 果す 故な りと ぞ人々 申しけ る。 又 何者かした りけん、 

嫌 へ ども 命の 程 は いきの 守 みのを はり をば 今ぞ給 はる 

刈；^ りし がが 首の 報に やか k る 憂目 を 今 は 見る らん 

と 詠みて、 作者に 鎌 i 政 家と 書きた る 高札 を こそ 立てたり けれ。 是を 見る 者 毎に、 哀とは 云 はで、 唇 

を 返して 惡 まぬ^ そな かりけ る。 されば 武道に 血氣の 勇者、 仁義の 勇者と 云 ふ 事 有り。 f にも 仁義の 

仁*- むね  か- bCi ね 

. 勇者 を 本と す。 忠宗 (〇 致：： 景宗 (0 致〕 も隨分 血氣の 勇者に て. 拔 群の 者な りし かど も、 仁義 無き が 故 

に， 譜代の 主君 討ち 奉りて， 終に 我 身を滅 しけり。 爱に池 殿の 侍 丹 波 i 三國弘 と名乘 りて、 鎌 倉へ 參り 

たりし かば， 我 も 尋ねた く 思び つれ ども、 公私の 忽 劇に 思 忘れ 今に 無沙汰な りと て 卽ち對 面し、 只今 

さめ ど P 

納 にあらん 物 皆 ー収出 だせよ と 下知し 給 ひければ、 金銀 絹布 色々 の 物 共 を 山の 如くに 積 上げたり。 是 
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しゃ 5  ！? の  さ フ でん しひ 

は先づ 時に 取りての 引出物 ぞ、 d は 無き かと 間 ひ 給へば、 丹 波國細 野と 申す 所 は、 相傳 の私領 にて 

おんく だしぶ み  つ， 

侍る 由 申せば， やがて 御 下 文 給 はりて けり。 財贅 をな み 〔〇 宿〕 次に 经れ とて、 都まで ぞ持 J^^ りけ 

なさけ 

るリ 其 時 か >| る 運 を 開くべき 人と は 思 は ざり しか ども、 餘 りに 痛 はしくて 情 ありて 奉公し ける 故な 

Do 兵 衞佐宣 ひける は、 首 は 故 池 殿に 續 がれ 奉ろ、 其 芳志に は 大納言 殿 を 世に 在らせ 申し 侍り、 髮は 

嫁擷源 五に 續 がれたり、 但し 盛 安が 雙 六の .4, 手に て.， 院 中の 御雙 六に 常に 召され、 院も御 覽ぜら るな 

れば、 君の 召 仕 はせ 給 はん 者 を は、 爭か 呼び 下すべき と 思 ひて^ 酌す るな りと 語り 給へば * 此. 5 源 

すごろく 

五に 告げたり しか ども、 天性 雙 六に 好きた る 上、 院 中へ 參 入る を 思 出と や 存じ けん、 終に ドら ざり 

かぢはらへぃ^\^.フ  A で ひら 

けり。 九郞 判官 は、 梶原平 三が 讒言に 依って、 都の 住ま ひ 難 なりし かば、 又 奥州に 下り 秀銜を M おんみ 

て 過され ける が、 秀衡が 一 期の 後、 鎌 倉 殿より 泰衡 をす かして 判官 を 討た せ、 後に 泰衡 をも滅 されけ 

る こそ 懼 ろし けれ.、 かくて 日本 國殘る 所 無く 打 從へ給 ひて、 建ん 元年 十一月 七日， 始めて 京 h りせ 

られ ける に、 近江國 千の 松原と 云 ふ 所に 藩 かせ 給 ひ、 淺井 北^の 老翁 を 尋ねら る >- に、 二人の 老者 

を ゐて參 る、 土瓶 二つ を持參 せり。 あれ は i: にと 問 ひ 給， へ ば- 君の 聞 食され し淘 酒な りと 申せば、 

誠に さる 事 有りと て 三度 傾けて、 汝子 はなき かと 仰せければ、 候と て 奉る」 卽ち召 具せられ ける 

が、 足 立が 子に 成されて、 足 立 新 三 郞淸惊 とて、 近習の 者に て ありけ るな り。 さて 此 老翁に 引出： E 


せよ と 仰 有りし かば、 白 鞍 置いた る 馬 二 匹、 色々 の 軍贅 入りた る か 二が 15 ぞ給 はりけ る。 又 昔の it 

こ ひら  ，c! ん VJt"  わ- 「じ 

を 召 出して、 小 平 を やがて 給 はりけ り。 入洛 有りし かば 卽ち院 參し給 ひたる に、 ， 法皇 も 往事" 义^{ 出 

でて、 殊に 哀げ にこ そ 見えさせお はしけれ、 髭 切と 云 ふ 太刀 淸 盛が 許に ありし を、 御 II- の爲 とて 院 

に 召 置かれた りし を、 今度 賴 朝に 給 ひけり。 靑 地の 錦の 袋に 入れられたり。 三度 拜 して 給 はりけ る 

となん。 此 太刀に 付きて 數 多の 說 あり C 鎖 朝 卿關が 原に て囚 はれ 給 ひし 時、 隨 せられたり しかば、 

淸 盛の 手に 渡りて 院へ參 りけ りと 云々。 又 或說に は、 今の は 眞の髭 切に は 非ず、 誠の 太刀 は 以前よ 

り靑 || の大 炊が 許より 進ら せけ るな り。 其 故 は 兵 衞佐大 炊に 預けられ ける を、 親 朝 囚人と 成り 給 ひ 

し 時、 此 太刀 を 尋ねられけ るに、 今は隱 しても 何 かせんと や 思 はれ けん、 有の 儘に 申されけ り" 

卽ち大 炊が 許に 尋ねられけ るに、 源氏 重代 を 平家の 方へ 渡さん ずる 事 こそ 悲し けれ、 兵衞佐 こそ 斬 

ん だち  せんすね 

られ給 ふと も、 義 朝の 君達 多ければ、 よも 跡 は 絕ぇ給 はじ、 先づ隱 して 見ん と 思 ひければ、 泉水と 

7 かさや まる-つ vyh." 

て 同じ S£ なる 太刀 有りけ る を 拔き替 へて 進ら する i::^ 切 は 柄鞘圓 作な り、 定めて 佐 殿に 逝ら せらる 

きは  もし 

べし、 佐 殿 妾と 一つ心に 成りて 子細な しと 宣は t 本よりの 事な り、 若 是には 非ず と 申されば、 女の 

事に て 候へば-取 違へ 候 ひけり と 申さん に 苦し かりじと 思案して、 泉水 を 上せけ るな り , if 膨六郞 M 

家 請 取りて 上りけ る を、 やがて 賴 朝に 見せ 奉りて、 是 かと^ はれけ るに、 あらぬ か 刀と は 思 はれけ 
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れ ども、 長者が 心 を 推量して、 そなる 甶をぞ 申されけ るり 淸 盛大い に悅 びて 秘威 せられけ る を、 院 

へ 召されけ るな り。 眞の髭 切 は、 先年 大 炊が 1^^ より 進ら せけ ると 一で、々。 其 の S-  it.^ を 召して 

樣々 の 重 賓を給 はり、 何に 今まで 下ら ざり ける ぞ、 大庄を も 給 はりた けれども 折節 な L. 然るべ 

き 所 あらば 給 ふべき とぞ宣 ひける。 誠に 今まで 參ら ざる 條 * 私なら ぬと は 申しながら， 小 義の ：4^.=- 

併ながら 微 運の 至極な りと ぞ盛安 も 申しけ る。 建久 三年 三月 十三 日 後白河 院 til 成りし かば、 やがて 

盛 〔女 鎌 倉へ ぞ參 りけ る。 親朝對 面し 給 ひて、 最前 も 下向した りせば、 然るべき 5^ をも铪 はんず るに、 

今まで 遲參 こそ 力無き 次第 なれ、 小 所 なれ ども 先づ馬 飼へ とて、 分 をぞ給 はりけ る。 Mm 

の 由 申しけ るに や， 美 濃國中 村と 云 ふ 所 を も Zi: じく 給 はりて けり。 建^^，九年十ニ月にぁ^^の^!!、 明 

年 正月 十五 m 過ぎば 急ぎ 下るべし、 多 記庄 をば 一 圓に給 ふべ しと 仰 遣 はされ ける に、 明くるし Isl^i 元年 

正月 十三 日、 鎌 倉 殿 年 五十 三 〔〇 二 力〕 にて 失せ 給 ひけり。 源 五 是をも 知らず、 十六 日に 京 を 立ちて 

馳 下る 程に. 三河國 にて 早 此事を 聞きし かど も、 態と も 下るべき 身 なれば、 鎌 倉に バ m して 身の 不 

蓮なる 由 語りけ る 程に、 昔の 夢想の 不思議な ど 申しければ *  &ぃ i".sos!g- 其！. の 尾 を 卽ち食 ふと 

だに 見たら ば. 通 目 出た からまし、 給 はりて 懐中せ しばかり なれば にや、 殘る 所有る ぞと 申されけ る 0 

さても 淸盛 公、 兵 衞佐を 助 置かれし 時、 よも 只今 當家を へさん 人と は 思 ひ 給 はじ。 同じく 九郞 判官 


二 歳に て 母のう i ろに 抱かれけ る を、 我 子孫 を滅 すべき 仇と 思 ひなば、 爭 か^め 給 ふべき.; 是 併な 力 

ら 八幡 大 菩薩、 伊勢 太 神 宵の 御 計ら ひと ぞ覺 ゆ。 i の 孤 兒は拷 の 中に 隱れて 泣かず、 秦の逍 孫 は广亞 

の" 二 f;^- はれて 人と 成る と 申せば、 人の子 孫の 絕 えま じきに は、 か- -る 不思議 も 有りけ るな り。 0 

朝 は 鳥 羽院の 御宇 II ね 四 年 t 贿， の 年，^、 三十 四 歳に して 保 元元 年に 忠節 を 致し、 勵功を 蒙り 朝恩に 

洛 しける、 今 K の 謀 叙に くみして 身を滅 しき。 然れ ども 親 朝、 義經 二人の 子 有って、 兵 衞佐： 二十 3、 

判 vn 二十 二 歳に して 義兵 を 擧げ、 會稽 の耻を 雪ぎ、 1« び 家を榮 やかし 給へ り。 頓朝は • 近 衞院久 安一 二 年 

蔡&で i し g 、は ニ條院 ® 元年つ rai., の 年生れ たれば- 三人 共に 草閉 〔0 堪两ノ 狭〕 の 年， の； 5 

なり。 t にも： i 朝 平家 を 滅し天 卜 を 治めて、 な ^ の 始諸國 に 守護 を 居 ゑ、 あらゆる 所の 庄^ 鄉 保に 地 

g をまして、 武士の め、 たる 家 を 起し、 絕 えたる 跡を繼 ぎて、 武家の 棟梁と 成り. 征も將 

軍の II れゾ iBfp^.^.^^k$ 柳 は 卯の 木な り、 si を？" て 

,ik.l， 惠の をき. tlw: 繁く榮 ゆれば， i「i〔〇 管ノ 誤〕 の 職に は、 卯の 年の 人は赏 にたよ り^りけ る 物 か 

な。 
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承 久記上 

八十 二 代の 御門 をば 後鳥羽院と ぞ 申しけ る、 隱岐國 にて 隱れ させ 給 ひし かば、 隱岐院 とも 申す。 後 

白 河 院の御 孫、 高 倉院第 四の 御子、 壽永ニ 年 八月 廿日 四 歳に て御卽 位。 御 在位 十 五箇 年の 間、 藝 

能 二 を ST ひ 給へ るに、 歌 撰 03 仙〕 の 花 も 開き、 文章の 實も なりぬべし。 然 りし 後、 御 位 を 退か 

せまし くて、 第一の 御子に 讓り 奉らせ 給 ひぬ。 其後賤 しき 身に 御 肩を雙 ベ、 御 膝 を 組まし ま 

して、 后妃 采 女の 止 事 無き をば さしおかせ 給 ひて、 怪しの 賤に 近付かせ 給 ふ。 賢王聖 主の 直なる 御 

政 に 宵き： 橫 しまに 武藝を 好ませ 給 ふ。 然る 間、 弓 取りよ く、 打 物持ちした >- かならん 者 を 召 

使は卩 やと 御尋 有りし かば、 國々 よりも 進みて 參り、 又 勅 定に隨 ひても 參る。 白 河 院の御 時 北面と 

一 K ふ 事 を 始めて、 侍 を 近く 召使ば る >- 事 ありけ り。 此御 時に 又函 面と 一 14 ふ もの を 召 置かれけ りし 其 

比 關柬へ 仰せて、 弓 取の よからん 者 を 十 人參ら せよ と 召されし かば、 律 田筑後 六郞、 淺間若 狹兵衞 

次郞、 原彌 五郎、 筒 (突 m〕 井兵衞 太郞、 高 井兵衞 太郞、 获野 三郞、 且六 人をぞ 1 らせ ける。 吳王劍 革 

を 好みし かば、 宮中に 班 を 蒙らざる なく、 楚王 細腰 を 好みし かば、 天下に 餓死 多 かりけ り。 if の 好 

承 久記上  ニニ 三 
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に 下 從ふ習 なれば、 國の危 からん 事 をの みぞ あやしみ ける。 其 後 十二 箇年 を輕 て、 承 元 四 年 三月 ni 

日、 土 御 門院 御 位 をお ろし 進ら せ 給 ひて、 第二の 御子 を 御 位に 卽け 奉らせ 給 ふ 。 是は當 腹 御 龍 愛に 依 

つてな り。 新 院御恨 も けれども 力 及ばせ 給 はず、 又 十 一箇年 を經 て、 承久 三年 四月 廿日、 御 位 を 

おろし 奉りて、 新院の 御子 をつ け 進ら せ 給 ふ。 か >- りし かば、 ー院 本院 御中よ からず。 同年 夏の 比 

より 王法 盡 きさせ 給 ひて 民の 世と なる。 故 を 如何にと 尋 ぬれば、 地 頭領 家の 相 論と ぞ 承ろ。 い 故， は 下 

庄官と 云 ふば かりにて 地頭 は 無 かりし を、 鎌 倉 右大將 朝敵の 平家 を 追討して、 其 勸赏に 日本 國の 

想 追 補 使に 補せられ て、 國々 に 守護 を 置き、 郡鄉に 地頭 をす ゑ、 段別 兵粮 を 宛联ら る V 間、 領家は 地 

頭 を^み、 地頭 は領 家を伪 とす。 彼 右 大將と 申す は、 去 平 治 元年に ぉ衞門 m 信頓と 謀叛 を 興して 失 

せに し 左 馬頭 義 朝が 三男な り。 生年 十三と 申す 永 暦 元年 三月 伊豆 國に琉 罪せられ、 二十 一年の 星霜 

を经 り、 三十 三の 年 治 承 四 年 秋 八月の 末、 平家 追討すべき 由 院宣 を 賜 はり、 世 を亂る $!H ハ^ 年、 未 

だ 天下 穩 かならず。 文治 元年 春 夏の 比、 平家 程なく 亡 果て &靜 5^ る こと 十三 年、 世 を 治る 事 十九 年、 

廿 年と 申す 正 治 元年 正月 十三 日 世 を 早くし 給 ひぬ。 生年 五十二。 御子 左衞門 ii 紐 家、 ニ代將 軍と して 

世を繼 がせ 給 ふ。 然れ ども 不調の 振舞 あるに 依って、 神明 佛陀 にも 放 たれ、 人 にも 背きければ、 せ 

めて 十 年 を だに も 保ち 給 はで、 僅に 五 年と 申せし に、 外祖父に て 後見な りし 北 條遠江 守 時 政が 爲に 


亡され 給 ひぬ。 御 弟离壽 御前、 IT た稚 くして、 建 仁 三年に 叙爵、 則ち 征夷 將 軍の 宣旨を 下され、 御 年 

十三に て 御 元服、 實 朝と ぞ 申しけ る。 同年 右兵衞 佐、 明くる 年從 五位 上、 元 久ニ年 正 五位 下 右 中將に 

任じ、 加 賀介を 兼す。 建 永 元年 從四 位下、 同 ニ年從 四位ヒ 承 元 二 年 正 四 位下、 同 三年 從 三位 右 中 

將に 〔a 很ノ字 ァリ〕 任、 同 五 年 正三位 美 作の 權守を 翁す。 建 暦 二年從 二位、 ぎ 一一 年 正 二位、 建 保 四 年 

廿四 にて 權中納 言、 中將 もとの 如し、 同 六年權 大納言 左 大將を す、 同年 內 大臣に 任ず、 大將 もとの 

如し. 同年 冬 十二月 日 二 右大臣に 任ず、 同 七 年 正月 廿 六日 大變行 はるべし とて、 尊者の 爲に坊 門大納 

言 忠信 卿- 正月 廿 四日 鎌 倉へ 下着. 是は室 家の 兄な り。 同廿 七日 鎌 倉の 八幡宮に て拜賀 あるべし と 

て、 公卿 五 人、 坊門 大納言 忠信、 左衞 門督資 氏、 宰相 中將國 通、 池 二位 光盛、 刑 部卿宗 長。 殿上 入 十 

人、 皇后{^1權大夫^氏、 花山院 少將義 氏、 一 條 少將義 次、 左 兵衞佐 鎮經、 伯 齊前司 師範、 伊 5^  〔〇 豫〕 

少將資 政 5! 幡少將 ii"i、 文章 博士 仲 章、 右 馬 權頭賴 持 • 權亮 少將信 能。 隨人八 人、 上 藤に は 番長 效 

秀、 府生 兼峯、 •— 臈六 人、 秦公 氏、 同 兼 村、 幡摩貞 文、 大中臣 近 任、 下 毛^ 效光、 同效氏 等な り。 

前 f 人、 平 勾當時 盛、 li、 藤 勾當賴 高、 li、 美 作 藏人大 夫 I、  II 時、 信 i 人大夫 

行國、 但馬藏 入大夫 忠國、 藤 右 馬站行 光、 相摸守經ね^^ 伯 養 前 司 親 時、 長 井 左 衞門大 夫 親^、 相 

摸 守 時 房、 足 利武藏 前司義 氏、 駿河 右馬助 敦俊、 甲斐 右馬助 宗泰、 多 田 藏入大 夫^ 綱、 藤 藏人大 
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夫 有 俊、 武藏前 司 時弘、 筑後 前司賴 時、 右京 權大 夫義 時- 修理 權大夫 レ〕 隨兵十 入、 武 出：，^ 郞 

信 光、 小 笠 原次郞 長淸、 式部 大輔泰 時、 河 越 次郎重 時、 秋 田 城介景 盛、 伊豆 〔達 ®〕 次 郎左衞 門尉賴 

定、 三 浦 太郞兵 衞尉朝 村、 長江八郞師！^予 三 浦 平 九 郞左衞 門 尉 胤義、 波 多 野中 務次郎 信淸。 ilii 

に は 加 藤大夫 判官 光定， 隱岐三 〔二 ©〕 郞左衞 門 尉元 之 等な り。 大膳 大夫廣 元、 「加 様の 時 は 御 装束 

の 下にめ された らんに 苦しく 候 まじと て、 唐 緩 威の 着 背ー領 進ら せたり ける を- 文 群 士、 「何， ほさ 

る 事 有るべき， 一 とて 留め 奉る。 廣元頻 に晝さ 〔に 0〕 てあらば やと 申しけ る を、 仲 章 必ず kil にて する 

事な りと て、 戌の 〔><a〕 時と ぞ 定められ ける。 若宮へ 參着， 車より 下りさせ 給 ひける が、 細 太刀の 柄 

の 率の 手形に 入りたり ける を 知らせ 給 はで、 打 折らせ 給 ひぬ。 人淺 ましと 見 奉る 程に、 仲 章 「苦しく 

候 はじ」 とて、 木 を 結 添へ てぞ 進ら せけ る。 劉皇 王と 云 ひし 人 遠く 道 を 行きけ るに、 車の 折れたり 

ける を覺ら ずして、 再び 歸る事 を 得ず、 先 車の 覆す は 必ず 後車の 戒 むる 所な りと 知りながら、 諫め 中 

さ！. りけ る 文章 博士、 一  業 所感の 衆生 なれば やと 哀 なり。 是 のみならず、 Biii き 犬の js- の 前 を 橫樣に 

走り^る 事 有りけ り。 是 もさ 有るべし とも 覺 えぬ 不思議な り。 さる 程に 若宮の 石橋の 5;^ に 近付かせ 

いづ  To ろ 

給 ふ 時、 美 僧 三人 何く より 来る ともなく、 御 後に 立 添 ひ 進ら せけ るが、 左右な く 〔EI 御 字 ァリ〕 ^を 打 

落し 進ら す。 一 太刀 は i にて 合せ 給 ひぬ、 次の 太刀に 切 伏せられ 給 ふ。 又 次の 刀に 文 ife 士仲章 切ら 


れに けり。 次の 刀に 伯 誓 前 司 師範 を 蒙りて 翌日に 失せぬ。 前後に 候 ひける 隨兵 供奉の 輩 に は、 如 

何なる 事ぞ やと 周窜騷 ぐ。 は 誰と も 知らず、 晴 さは 晴し、 上 を 下に ぞ 返しけ る。 る f 资 夥し とも 疎 

なり。 是は 若宮の 別當公 £w の 仕 菜な りと 云 出されて、 三 浦 平 六 左 衞門尉 承って 彼坊 中を揑 しけれ ど 

も、 逐電して 見え 給 はず- 立 合 ふ 者少々 討 たれぬ、 疵を 蒙る 者 も あり、 召 捕らる. -者も 多し。 此別 

當と 申す は、 故左衞 門督頓 家の 御子、 四 歳に て 父に 後れ 給 ひて、 賤 しき 身な し 子に てお はせ し を、 祖 

母の 二位 殿 哀れみ 給うて 養 立て、 若宮の 別當 になし、 今年 十九 年に ぞ 成り 給 ふ。 此兩 三年、 御所 中に 

^物 f りけ り、 女の 姿に て 常に 人に 行き あ ふ。 如何にもして CliK 字 ァリ〕 所 を^よ とて 兑せ けれど 

も、 足早く 身輕 くして 幻の 如し、 行へ を 見た る 者な しと ぞ聞 えしが、 今 こそ 此人 にて 有りけ りと 知ら 

れ ける。 其 後 若宮 別當 とて、 所々 にて 多く 打た れ搦 取られ けれども、 實は 少し。 一 說に は、 三 浦 平 六 

左衞門 尉子 息 若宮の 兒に 成りし 間、 其を頓 みて 若宮の 後 を 山 越に 西の 御門へ 越えられけ るが. 正 

七日の 夜、 竟 めて 晴 さは 暗し. 大雪 さへ 雨り たりければ、 山の 上より 轉 落ちて、 西の 御門なる 小 一:^ の 

上へ 落^り たりけ る を、 家主 驟ぎ 盗人と 號 して 打殺しけ る を、 其 夜 犬 ども 集りて 終夜 引 散らす、 明く 

る朝见 けれども， 其 身^た しかなら ず、 只此 人の 仕 梁 成りけ りと て靜 りけ る (以上 十三 字 a やらん と 

て 止めけ り-一作 ル〕 。さても 都より 下り 給 ひし 公鄉 殿上人、 計らざる に 眼前の 無 に 口 を 驚かし、 {. ^-し 
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く歸 上り 給 ふ。 験 河 國浮鳴 を 通り 給 ふに、 霞める {t^ 長閑な りけ るに、 翅 〔姿 ED も 見えぬ 雁の 音づれ 

過ぎし を- 左 衞門督 實氏鄉 かく 思 續け給 ひける。 

春の 雁の 人に 別れぬなら ひだに 歸る 空に は啼 きて こそ 行け 

聽く 入衲を 絞りけ る。 各 都 を 出し 時 は、 傳 聞きし 富 土の 高 峯の烟 よりして、 珍ら しき 名所 ども を 見 

ん事 よと 思續 けて 下られし に、 思 はざる 無常に 與を失 ひ、 歎の 色 を 含みて 上られけ るぞ哀 なる。 其 

比、 に 河 野次 郎 冠者と 云 ふ 人 有りけ り。 故 右 大將の I" 阿野の 禪師の 二 男な り。 手 次よ き 源氏 

なれば. 是 こそ 鎌 倉 殿に も 成り 給 はん ずらめ と咍り あへ り。 權大夫 此の 事傳閗 きて、 何條 さる 事の 有 

るべき とて、 討 手 を 遣 はし 伊豆 駿 河の 勢 を 以て 攻められ けり。 身に 誤る 事な けれども、 陳 ずるに 及 

ばねば、 散々 に戥 ひて 自害して 失せぬ。 都に は 又 源 三位 輯 政が 孫 左 馬權頭 持と て、 大内 守護に 候 

ひける を. 是も多 田^ 仲が 末 なれば とて、 ー院 より 西 表 C 面 ED の や 輩 を 差遣し 攻められ しかば、 是も 

遁れ 難しと て * 腹搔 切って ぞ 失せに ける。 院の關 F 、を 亡さん と 思 召されけ る 事 は^ 前な り、 故大ぉ 

殿の 官位、 除； ni ごとに 望み も 過. きて 成されけ り、 是は官 打に せん 爲と ぞ。 三條白 川の 端に 關束 調!^ 

の 堂 を 建て、 最勝 四天王 院と 名付けら る。 されば 大臣 殿 程なく 打 たれ 給 ひし かば、 白 川の 水の 恐 も 

JH りと て 急ぎ 壤 たれに けり。 さても 鎌 倉 殿に 誰 を か 成し 奉るべき と 云 ふに、 都に は 冷泉 宮、 六 條宮、 


此 間にて おはします べきと 云へば、 京 田 や：： に 御兄弟の 御門に て 雙び給 はん 事、 如何が 有る ベ からん と 

て 留められぬ C 其 比 一條 二位 入道と 申す は、 故 右 大將^ 朝の 妹婿、 世の 覺ぇ 時の ま 1、 肩 を 雙ぶ人 

もな し 0 是れは 〔以上 三 字！ ：£- 其 御 娘-一作 ル〕 巴の 大將 の御臺 所の 〔其 E〕 御 娘九條 の 北の gg, にて 

おはします。 其 御腹の 三男の 若君 二 歳に 成らせ 給 ふ、 是ぞ 母方の 源氏 なれば とて、 の 草の i ひ 

さに や 關東 のい W 軍に 備り給 ふ。 則 鎌 倉 殿と ぞ 申しけ る C さる 程に 關 東より 御 迎に參 る 三 浦 太 

郞兵衞 尉、 同 平 九 郎左衞 門 尉、 大河 津オ. 郞. 佐 原 次 郞左衞 門 尉、 同 三 郞左衞 門 尉. 天 野 左衞門 尉. 子息 大嫁 

太郞、 筑後太 郞左衞 門 尉、 結 城 七郞， 長 沼 五郞、 魏兵衞 太郞， 千 葉 介、 以上 十二 人ぞ參 りけ る C 先陣 三 浦 

太郞兵 gl 友 村、 後陣 千 葉 介 網と ぞ聞 えし、」 忽に 一 の 人の 家 を 出で て、 武士の 大將と 成り 給ふぞ 珍ら 

しき； かくて 承久 元年 六月 廿 六日、 都 を 立せ 給 ひて 御 下向 あり e 路 次の間、 旅 宿の 有樣 珍ら しく、 我 劣 

ら じと ぞ 色めきけ る。 相 摸國. 國 〔田 s〕：s: に 五日 御 逗留、 七月 十九 日 鎌 倉へ 下着 ある。 又 近く 御 ei に 

參る 輩、 1  パ津左 街 門 尉、 伊藤 〔東 s〕 左 衞門尉 * 小 笠 原 六郞、 是 等を始 として、 十 人の 隨兵 なり、 時の 

花 何れの 世に 劣るべし とも 見え 給 はず。 其 比 鎌 倉に 右京 權大夫 兼 陸 奥 守平義 時と 云 ふ 人め り、 上野 介 

直 方に 五代の 孫、 北 條遠江 守 時 政が 二 男な り-、 權威 貢く して 國 中に 仰. かれ、 政道 正しう して 王位 を Ml 

しめ 奉らず、 然 りと 雖も 計らざる に 勅命に 货き 朝敵と なる、 其 起を尋 ぬれば、 信^！^ー國の住人仁科ニ 
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郎平盛 遠と 云 ふ 男の あり-" 十四 十五の 子 も 未だ 元服 もさせず、 宿願 有る に 依りて 熊 へ參 りけ る。 折 

節 一 院 御熊 野詣 ありけ るに、 道に て 參り合 ひぬ るに， 一 誰 そ」 と御尋 有りし かば 然々 と 申す つ 淸げ なる 

^ なれば、 召 仕 はれん とて、 西 面に ぞ 成されけ る。 子 共が 召さる. -間、 面目の 思 をな して， 盛 遠 も 

同じう t^K ンけ r も 櫂大夫 此事傳 承りて、 關東御 恩の 者の 免され も 無くて.. 院 中の 奉 <ム 心 ST すと て、 關 

東 御 恩 二箇所？.^ 收 せられぬ _」 盛 遠 歎き 申す 間、 院 中に 此事聞 召さ わて， 盛 遠が 所領 を 返し 付けら るべ 

き 由、. 院宣 を 下さる と雖 も、. 權大夫 更に 用ゐ 奉らず C 又 攝津國 長江、 倉 梧の 兩庄 は、 院 中に 近く 召 仕 

しら ひ やうし 

はれけ る 白拍ー 7^ 龜 菊に 給 はりけ る を 其 庄の地 頭領 家 を 勿 緒し ければ、 龜菊 憤り 折々 に 付けて 是 しけ 

れば， 兩庄の 地頭 〔以上 十七 字 E を 含て 歎き 申しければ、 一 院安からず思はれて地頭を-ー作ル〕^3„^す 

べき^ 仰 T さわければ、 權大夫 申しけ る は、 地頭 職の 事 は 上古 は 無 かりし を， 故 右大將 平家 を 追討 

1 ん じょ- フ  ！  ら 

の， 良に 日本 國の惣 地頭に 補せられ、 平家 追討 六箇 年が 間、 國々 の 地頭 人 等、 或は 子 を 討た せ、 或は 

親 を 討 たれ 或は 郞從を 損ず. 加 樣の動 功に 隨 ひて 分ち 給 ふ 物 を， させる 罪過 もな く、 義 時が 計ら 

ひとして すべき 樣 無しと て、 是 も用ゐ 奉らず. - 1 院 m 安から ず 思 召しければ、 關 を 亡ぼさる 

べき 由 定めて、 國々 の 兵 ども、 事に 寄せて 召されけ る" 關 ja- に 志 深き 輩 も 力及ばず、 召に 隨 ひて 伺 

候し けり」 其比關 東の 武士 下 總前司 盛 綱 も 伺候して けり。 平九郞 判官 風 義大番 の 次で 在京して 候 ひけ 


れば、 II  IdHyMUP 

義を招 f て、 門 指 固めて タ人 をし If^it. 內 ii り 候へ と御氣 色に て 嫁、 

S 別の 濃 は-す、 當 時暴カ キ S して f こ I く 失 はれて、 憂き 者に gl を 見 

する 事よ と、 餘 りに 泣 歎 I 間 さて 力 及し 力 ま I べきと 申し ナれ *ま、 I* 一  夭の 

君の I し 立た I はんに て f の S て 候へば、 in 

き 進ら！ べき、 中に も 兄 さるへ く  候 はんとて！^ 

成されん と 仰せ 候は气 よも 辭し 申し r し J^iL と 申し ナれ ば、 ー院 ■ に 入らせ 給 ひて、 

秀髮 I 殿の 御所へ f て、 BhHhIII 今 はかくと 思 召さ 

II して 御菅 り。 秀康 が 申しつ るに 少しも f す n  ，ナ 。 山.，、 近 江、 丹 波、 

て、 i 擎の if 披露して、 謹の 兵 11 けり 大和 " 
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1 . 尾 張， 伊賀、 伊勢、 攝津、 河內、 和 泉、 紀伊、 丹 後、 但馬， 十四 筒國是 等の 兵參. りけ り。 

内 藏權頭 淸範 承って 清 到 をつ く。 宗徒の 兵 一千 七 百 人と ぞ註 したる。 ー院彌 御心武 (tiK. 、く 成，. りせ 

給 ひて、 先づ 巴の 大將を 討た ば やと 仰せられければ、 公鄉 殿上人 閉口して 物 も 申されず C 德大 寺の 大 

臣 申されけ る は、 大將討 たれて 候 は V* 思 召 立た せ 給 ふ 御大 事 く、 若 討 たれ 候 はず は、 御大^！-の^^ 

くなら せ 給 ふべき にて 候、 させる 弓矢 取 者 にても 候 はず、 子細 候 は ヒ閉に 御 計ら ひ 候へ かしと. 覺 

え 候ノ字 ァリ： J 大形 今度の 御 謀叛、 公繼に 於て 然るべ くと も 覺ぇ候 はず * 其 故 は、 故 法 の 御 時、 木 

曾義仲 勅命 を 背いて 11^ 舞 ひける を、 頼 朝に 仰 付ら れては 亡ぼさるべき を、 壹岐 判官 知康 と. 5. すいく ぢ 

〔以上 三 ま K 臆智ニ 作ル〕 なしが 勸 めに 付かせ 給 ひて、 院 中に 兵 を 召され、 合戰候 ひし かば、 ®: ましき 

事共 出来たり き、 大方 日本 國を置 原の 國と 申す は、 葦の 葉に 似た る 故にて 候、 其 袋 は 15^ 國に相 常り、 

ふぢ 

武士 本より 多くして、 隨 へさせ 給 はん 事 不定の 次第に 候、 御 方の 兵 十が 一 にも 及び難く 候、 能々 御 思 

惟 有るべく 候 はんと 申されければ、 ー院 以ての外の 御氣 色な り けれども、 後に 定めて 思 召 合 はれ けん 

とぞ覺 えし。 巴の 大將 忽ちに 失 はるべ かりし を、 德大 寺の 申され 候に 依りて、 思 召 宥められて、 さら 

ば 召 籠め よと て 召されけ る、 大將 賀陽院 殿へ 參られ ける、 主稅頭 長衡を 使に て 伊賀 判官の 許へ 仰せら 

れ ける は 賀陽院 殿へ 召さる. t 程に 參り 候、 城 南 寺の 流鎮 US 汰と 聞え しが、 其 儀 無くて、 寺の 大衆 靜め 


らる べしと も 聞 ゆ、 如何 樣 にも 世 中穩 しかるべ しと も覺 えず 候、 御邊 召さる 、とも、 左右な く 參り給 

ふべ からず。 子細 を贯 ねて 仰せられ 候 はんず らんと て、 賀陽院 殿へ 參られ たれば、 小 の 二位 法 印 尊 

長， 大將の 直 衣の 袖 を 引きて、 馬場 殿に 押 籠め 奉り、 子息の 新 中納言 同じく 召 籠め られ ぬ。 平 九郎判 

ちかひろ 

官 3^ 義を 召されて、 親 鹿 法師、 伊賀 判官 是等 をば 如何が すべきと 仰せられければ、 胤義 申しけ る は、 親 §3 

は 召さ るれば 參り候 はんず、 光季 は權大 夫に 緣者 にて 候へば， 召さる とも 參り候 はじ、 如何様に も先づ 

もつ. f  P 

兩人を 召されて 候て. 參り候 はず は、 其 時 こそ 討 手 を も 差遣され 候へ と 計ら ひ 申せば、 尤 然るべ しと 

て、 少輔 人道の 許へ 御 使 を 遣され、 卽ち 五十 騎 計の 勢 を 相 具して 參 りけ るが、 伊賀 判 {に の 許へ 使 を 

遣す。 賀陽院 殿へ 召され 候 間參り 候、 其へ は 御 使 は 候 はぬ かと 云 ひければ、 是 へ は未だ御使も：：：i^ん候 

はず、 縱ひ御 使 候と も、 承る 旨 候 程に、 左右な く 參り候 まじと 答へ けり。 少輔 入道 是を 覺ら ず、 賀陽院 殿 

べ參 りたれば TK 則ち 二字 ァリ〕 殿上 口 へ 召されて、 院 直に 仰 下されけ る は、 義 時が 方に 有らん ずる か、 

又 御 方に 候べき か、 只今 申 切れと ぞ 仰せけ る。 直の 勅定 にて は 有り、 兎角 申すべし とも 覺 えず。 御 方に こ 

,  US- し P フ 

そ 候 はん ずれと 申しければ、 さ 有らば 只今 起請 を 書きて 進ら せよ と 仰せら る。 遁れ難 かりければ、 se な 

がら 起請 を 書いて 進ら せけ り。 さて こそ 御所 中には 候 ひけれ。 やがて 伊賀 判官 召され たれば、 畏 つて 

りぬ ， 左右な く參 るべ く 候 へ ども、 京 中に 何と やらん 訇る 事の 候、 光- は 未だ 〔m- 樣子 二字 ァリ〕 承り 候 
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はず、 形の 樣に 候へ ども、 關 東の 御 代官と して かくて 候に、 如何なる 御 事に て 候と も、 先づ 承り^ はんと 

こそ 存じ 候に、 今 始めて 勅 定に預 り 候へば、 參る まじき にて 候と ぞ 申しけ る。 押 返し 別の 儀に 非ず、 直 

に 仰 下さるべき 皆 あり、 急ぎ 參れと 仰せられければ、 子細 を 承って 一方へ も罷向 はん， ハ  1 所へ は 左右 

. なく 參り 難う 候と 申せば、 さて は此事 はや 知りて けり。 胤義が 申す 狀違 はず， - さ 有らば 討てと て 討 手 

を 向けら る。 承久 三年 五月 十四日の 事な り。 今日は 日〔 巳に E 暮れぬ とて 留められぬ。 更 行く に、 

いくさ せん ター 

判官の 郞從等 一所に 寄 合うて、 軍の 議 評定 申しけ る は、 御身に 誤 無くして 大勢に 龍め られて 討た 

む おん  、^^ち 

れ させ 給 ひ 候 はん は、 無念の 事に て 候 はず や、 夜の 中に 都 を 出で させ 給 ひて、 美 濃 ilT 張 迄 馳箭候 は 

ば、 鎌 倉へ は 三 四日に は 着かせ 給 ふべ し、 さなく は 北陸 道へ 懸り、 御舟に 召して 越後の 府中に 着き、 

信 濃へ 打 越させ 給 ひて、 其より 鎌 倉へ おはし 候 か、 是 等の 儀 を 御 計ら ひ あるべし とぞ ゆしけ る 判 

. 官、 其 こそ 心得ね、 鎌 倉 殿 も 思召樣 有りて こそ、 都の 守護に も 差 置かせ 45 ひつら め、 一 天の！ ^の：： ：！ 本 

あ； ぐ. t^JJW  %1 

一 の 御大 事 を 思 召 立た せ 給 ふ にて は、 白地の 御 計ら ひ にゃあるべき、 今 は 定めて 道々 も關々 も 支へ 

、 -  ^が  か；！. す ラし ろ 

て そ 有る らんに、 一 まど も 遁れぬ 物故に、 敵に 背 を 見せたり なんど 鎌 倉へ 聞えん 事 こそ しかるべ 

けれ、 能く こそ あれ、 一天の 君 を 敵に 受け 進ら せて- 我 身に 誤なくて、 ゃ；：；^-に尸ゲ-^し、 名を萬代 

の 雲に 揚げん 事、 願 ふ 祈の 幸な り- 1 足 も 引く まじき 物 をと い へば、 其 後 郞從等 見に も 及ばず C 深 


4t く 儘に、 一 人 落ち 二人 落ち、 次第 次第に 落 行きて、 殘る には！^田三郞、 同 四郞、 贄田 右近、 武 

志 (者 s〕 次郞、 is 藤 三郞、 片切 〔桐 s〕 源太大 助、 又 太郞、 園 平 次郞、 子息 翻 次 〔二 ED 郞、 政所 太 

郎、 治 部 次郞、 • 能 王 丸を始 として、 一人 當 千の 輩 廿七 人ぞ殘 りけ る。 判官の 嫡子 壽： 土 冠者と て 今年 

十四に 成りけ る。 元服して 光 網と ぞ 申しけ る。 判官 是を 招きて、 汝 今年 十四 程に して 椎 なし、 軍に 逢 

はん 事 も 如何が 有る ベ からん、 幼に 紛れて、 案内 者の 冠者 原 七 八 人相 具して 落ちよ かし、 光季 は 鎌 倉 

殿の 聞 召さる >. 事 も 有り、 都に て 尸 を 爆さん と 思 定ダ： たり、 を さなからん 程 は、 千 紫の 肺が 許に お 

るべ し、 幼くて は 出仕な せ そ、 十七 八廿 にも 成りて、 人の 熏代、 我 古 を 思 知る 程に て 出仕 もせよ、 

疾落 ちょと 申せば、 壽王袖 を" 刷 退いて、 父が 顔 を 向上げ て 申しけ る は、 子 共の 十四 五 計に 成らん ずる 

が、 敵に 値 ひ 親の 討 たれ 候 はんず る 所に て、 死なず して 落ちて 候 は 幼稚 なれば とてよ も 人 は 免し 候 

はじ、 親 を 捨て げたる 不覺 人と て、 朝夕 人に 見られ 候べき は耻 しく 覺ぇ 候、 千 紫 介 も 親しく は 候 

へど も， rr フ矢联 る 者に て 候へば、 定めて 未練に 思 はれ 候べき、 只 御 伴に こそ 如何にも 成らん と存 候へ 

とぞ 申しけ る。 但 〔以上 六 字 a 其に 付けても-一作 ル〕 今度 鎌 倉を罷 立ち 候 ひしに、 母に て 候 者. 簾の 際 

まで 立 出で て、 壽 王に 又 何時 かと 申し 〔以上 二字 a 仰せ 二 作ル， 3 候 ひし 時に、 御供に て 急ぎ^ 下り 候 

はんず るぞと 申して 出で し は、 今 思 ひ 候へば、 其が 最後に て 候 ひける ぞ やと 申して、 淚を はら/、 と 落 
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しければ、 判官 壽王| をつ くそと 守り、 f 流して、 能く 云うたり、 汝幼 なけれ I ちて 命 を も 助か 

り 光季が f も？. 世に も 値へ とて こそ 落ちよ と S へど も、 §ん と S 上 は、 其 こそ 願 ふ 所 こ C 

有れ. さらば ii. あ J 王に けよ と 云 ひければ、 やがて 鎖 ん の產： ^ぎ .gl§ の ト| 

に 、千 i したる 染 羽の 矢. きの 弓をぞ 持ちた る 。伊賀 判官 は. tslis 垂小 袴に， 鎧 一 領 ほに、 ま 

張り S 上 二字 i 張 ま f さ、 矢 二 ^1 巧へ 立て ヶ P やと 待 懸けたり。 判官 年 比 ar ひける 好色 白 

拍子、 其 外 謹き 男女の 類 招 寄せて， I  一 #」 びけ る。 判官 云 ひ 出す 言 i  、うち 振舞 氣 色た.^ fit 

とぞ殘 しける 。来れる r 以上 三 字 S 席に 臨む-一作 此 I 中に， 事 なれば、 皆 存知したり ナム， 

赛を霧 ぞと思 やひければ、 袖 I さぬ は 無 かりけ り。 判官 I の 有る だし、 置 t 覺 えて. 

®- J50 漸 g く 成れば * き纱 近付く とて、 皆々. 鍵して、 思 切った る 主從 セ： S りナ る. 

心中 こそ 無慚 な 4^ ゝ官 S 所 は， 高 辻 子 .is 子より は 北. 京 極より は 西、 S 面 は, や こ r、 

大門な り、 S 子 面 は . 土 門に て 小 門な り。 贊田塑ー 郞ー 一 字ァ リ〕 申しけ る は 、大門 開い て 、敲 I 

樣に フォて I せんと ぞ 申しけ る。 同 四郞が 申しけ る は、 恐 入り たる I に 五ず リ〕 候へ ども、 * 

儀 こそ 然るべ くと も 存じ 候 はね 、大勢 思樣に 入れて は、 是 程の 小勢、 弓 を も 引き 太刀 を拔 合 はせ 候べき 

力 手取 に 取られ 候 ひなん、 大門 を 閉ぢ， 小 門 一方 を 開いて、 &ん 敵の 或は 物 具の 毛に 付き， 又よ 名 


面に 付いて、 弓矢 打 物、 思 ひ/、 に 取 持って 討死して、 名 を 後代に 揚げん とこ そ存 候へ」 とぞ 申しけ 

おもて 

る。 此儀尤 然るべ しとて， 京 極 面 二つの 門 をば さ. - せて、 高 辻 面の 土 門 計 を 開いて ぞ相 待ちけ る」 院 

の 御所より 討 手の 大將に は 能 登 守 秀康、 平九郞 判官 胤義、 少輔 入道 親廣、 山城 守廣 綱、 佐々 木 彌太郞 

あり c り  あり .£  Ai キ r- ら 

判官 高贯、 筑後 入道 有 則， 下 總前司 盛 綱， 肥 後 前 司 有 俊、 筑後太 郞左衞 門 尉 有 長、 間^ 左 衞門尉 時 _^、 

此 等を始 として 八 百餘騎 にて ぞ向 ひける。 高 辻 面に は燒 亡と て 呼 はりけ る。 判官 是を 聞きつ. た よも 

燒亡 にて は あら じ. 敵の 寄す る馬熥 にて ぞ 有る らんと 云 ひも 果てねば、 押 寄せて 時 を 咄と揚 る。 一番 

に黑皮 威の 鎧 着て 葦毛なる 馬に 乘 つたる 武者 一騎、 平九郞 判官の 手 者， 信 濃國の 住人 志眞 「賀 S 一五郎 

とて、 眞先 かけて ぞ 寄せたり ける。 贄田 三郞が 放つ 矢に、 馬の 腹 射させて 返き にけ り。 二番に 同じ 手 

め 者、 岩 崎 右馬允 押 寄せ， 贄田 右近が 放つ 矢に、 馬の 股 を 射られて 退きに けり。 三番に 同じ 手の者、 岩 

崎^ 淸太 「以上 四 字 S 宕崎 彌衞 太-一作 ル〕 とて 推 寄せたり。 少腕 射られて 引退く。 四番に 一 門な りけ る 

高 井 兵 衞太郞 とて 寄せたり ける が， 餘 りに 繁，、 射られて、 馬 を 離れ 太刀 を拔 いて 額に 當て、 只 一 人 打つ 

て 入る。 伊賀 判官， 郞從等 十四 五人緣 より 下 立ちて、 矢先 を汰 へて 散々 に 射る。 餘 りに 强 〔きぶ SM  く 射ら 

れて级 と 引いて ぞ返 きに ける。 緣の 上より 支へ て 射る： B 矢ノ字 ァリ〕 に、 弓手の 股 馬 手の 小 腕 射られ 

て 、郎等が 肩に 懸 りて ぞ 引きに ける。 京 極 面に 扣 へたる 寄 手の 中に 申しけ る は、 k 時 迄 かくは 守らん ず 

承 久記上  、  二三 七 


承 久記上  二三 八 

るぞ、 大門 を 打破れ と 訇る聲 のしけ る を、 判官 是れを 聞きて、 敵に.^ ら れん 事 こそ 口惜し けれ、；^ も 叶 は 

ぬ 物故に. 治 部 郎次郞 門 開けと 云 ひければ， 承る とて 二の 門 を 開き たれば、 京 極 面に 數百騎 1 へたる 兵 

共. 〔K  二つの 門より 六 字 ァリ， 一馬の 鼻を雙 ベて， 我先にと 亂 入る。 r:, 火 威の 鎧に 白盧 毛なる Hi? に乘 つたる 

武者， 間 野 左 衞門尉 時 連と 名乘 つて 相 近く。  r&j 馳 寄り 三 字 ァリ： 一如 何に 伊賀 判官， k 場 >へ は ぬぞ 

と 呼 はる 四 字ァリ V 光季 爱 にあり、 近寄って 問 はぬ か、 夜 は 敵と も 御 方と も 知れぬ とて、 〔 以上 十四 宇 E 

よる は 敵 かとて 相 近に - 一作 か〕 指 寄りた る 。判官よ つ 引いて 放つ 矢に、 時 連が 引合 篦 深に 射させて 返き 

にけ り。 其 次に 三 浦 平九郞 判官 2^ 義 とて 推 寄せて、 如何に 伊賀 判官、 面に は 見えぬ ぞ、 朝敵と 成り 進ら す 

る は 面目に てこ そ 有る に * 何まで 籠らん ぞ。 出で て宣 旨の 趣 を 承 はれ かし、 ー據 C きたな a、l き 者 かなと； 石 

へば， 伊賀 判官 • 何と 云 ふやらん、 己れ C れら か 君 を勸め 奉りて、 世 を E- 亂 a〕 らんと 仕る 事 は、 光季 

存知した る 物 を， 「£ 近く 寄って 問 はぬ か、 寄る は 敵 かとて、 相 近に 推 寄せたり 二十 四 字ァリ ：lo 判 {R 、敵 

冬 けれども、 联 分け 九平郞 判官 こそ 光季が 存 ずる 旨の 敵に て あれ、 相搆 へて 射 落せと て、 弓联 つてよ き 

や さ き  しび 

程の 者 ども、 5< 前を汰 へ て 射る。 餘 りに 繁く 射られて、 車 宿りに 打 入て ぞ扣 へ たる。 伊賀 判官よ つ 引いて 

放しけ るに， 平九郞 判官が 持ちたり ける 弓の 鳥 打 所 を はたと 射 切 〔削 sj つて、 弓手の 方に 1^ んで扣 へ 

たる 播磨國 住人 原 田 右馬允が 頸の 骨に 中り て 落ちぬ。 〔以上 七 字 S あたる 馬より 逆にお ちて 死ぬ に 作 


ル〕 志 〔支 s〕 て 射る 矢 〔其 仁 ® 二字 ァリ〕 に は當ら ず、 傍なる 者に 中り て 死す る。 定業 力及ばずと ぞ 見え 

し。 爱に C£ 寄 手の 中に 五 字ァリ ：1 佐々 木 彌太郞 判官 高 重と て 寄せたり。 壽王緣 に 立 出で て 申しけ る は、 

人 は 幾千 萬 も 寄せさせ 給 ひ 候へ ども、 見知らねば 耻 かしくて 物 も 申されず、 彌太郞 判官 殿と 承る 程に、 

壽王 こそ 是に 候へ、、 て は 子に せん 親に 成らん と 御 約束 候 ひし、 よも 御 忘れ 候 はじ、 我等 忘れ 進ら せ f、 

給って 候 ひし 矢 を こそ 未だ 持ちて 候へ、 〔&- 恐れ 候へ 四 字 ァリ〕 ども、 親の 只今 討死 仕り 候 最後の 供 を 仕 

つる ぼしり 

候 時. 矢 一筋 進ら せんと 存 ずると て， よ 能つ 引いて 放しければ、 鎧 (：戎 ffij の 弦 走の 三の 板に て 射 走ら か 

したる。 十二 三の 小 冠者 なれば- 志の 行く 程 は 引いて 放っと 云へ ども. さすが 裏 かくまで はな かりけ 

*^ づ 

り。 §s へ郞 判官 是を 見て、 はげた る 矢 を 差 外して 引返く 一.： き S) 。人々 是 れ御覽 候へ 1: や E〕 、壽 王に 射ら 

れて 候ぞ、 現に 子に せん 親に 成らん と 約束して、 親し からん 爲に烏 精子 着せ、 ^に 取らん までが 諾 仕り 

たりし ぞ かし。 云 ひつる 言葉の 長な しさ、 心中の 耻か しさよ、 一 ：® 地/字 ァリ： ー體は 王土に 住む 身 Si 悲 

しかりけ る 物 あら じと て淚を 流し、 其 日 は 軍 もせ ざり けり。 見る 人情 有りと 感じつ \  、皆 淚をぞ 流しけ 

る。 寄 手は亂 入る、 城の 中 は 小勢な り、 〔团 担ぎ 二字 ァリ； J 戰 ふと は 云へ ども、 伊賀 判官が 郞從等 七 八 入 

有 "殘 ss&i」 り ける 者 ども， 働ら く C 以上 三 字 S かりそめなる - 一作 ル， 1 漾 にて、 乾の 方の はた 板 以ヒ三 字 

K 坂-一作 ル J を 登り 越えて ぞ落 行きけ る。 今 は贄田 三郞， 同四郞 計： 二人ば かり Si ぞ殘 りけ るし 贊田； II. 
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郞三 箇所に 痛手 負うて 太刀 を 杖に 突き、 よろ ぼひく 判官の 前に 參 りて、 今 はかく 罷 成り 候 程に、 弓 も 

引かれず 太刀 も 持 たれ 〔以上 三 字 おもたげられ 二 作ル〕 候 はねば、 御供 仕らん とこ そ 存じ 候へ ども、 敵に 

られて 犬 死 仕 候 はんより は、 先立ち 奉りて、 死 出の 山に て 待ち 進ら せ 候べ しとて、 突 〔さび EJ たる 太 

刀を联 直し 、き^ £ に 含み、 i 本まで 貫いて ぞ 臥しに ける。 宿所に S 上 三 字 S はや 館に も-一作 ル」 火 は 

懸 りぬ。 贄田四 郞計ぞ 防 矢 をば 射け る。 判官が 摘 子 壽王を 招いて、， 時 こそ 能く 成り たれ、 自害せ よ、 と 〔〇 

衍カ〕 云 ひつる 言に 似搆 へて 能く 振舞へ 壽 王と 云 ひければ、 自害 は 如何 樣に仕 候 やらん、 只 腹 を 切れと 

ぞ言 ひければ、 則ち 腹 卷の高 紐 切って 推 除け、 直 垂の紐 解き くつろげて、 赤 木の 柄の 刀 指したり ける を 

拔 きて、 柄を联 直し. きらんく としけ るが、 さすが を さなき 故に や、 左右な く 切り得ず。 父 光季 あは 

れ 自害 や 仕 損 ぜんず らんと 思 ひて、 如何に 壽王、 火 こそよ けれ、 火へ 人れ かしと 云へば、 つい 立ち 刀持ち 

ほ C ほ 

ながら、 火に 飛 入らん としけ るが、 度々 を 顏に吹 懸けられ、 幾程 遁 れんと て、 走歸 りく、 二三 度 計し 

たりけ る。 光季 是を 見る に 目 も 昏れぬ C 壽王 さらば 爰へ 寄れと て、 左の 方に 居 ゑて、 片手 をば 取組み、 片 

手 をば 膝に 置き、 壽 王が 貌を 熟々 と 守り、 親と なり子と なる も、 先 世の 盟ぞと 云 ひながら、 是程 光季に 契 

かりけ る 子 は あら じ。 稚 なければ 落ち て^を も訪 はれ、 世に も あれ かしと 思へ ども、 供 せんと 云 ふ 上 

ひう あ う 

は、 其 こそ 願 ふ 所の 幸 なれ、 生きて 如何なる 孝養 報恩 を 管む とも、 是に 過ぐべし とも 覺 えず、 死 出の 山 を 


連 L5 えん 事 こそ 嬉し けれ、 人手に 懸け じと g  ，、擎 に 係け ネ るぞ、 我 うらめしと 思 ふなよ 

とて、 暫く 守りて. 敵 は 手痛く 寄る、 さりと て はと 思 ひければ、 階んで |」、首極 切？、 首と むくろ を 

き 11 中へ 投 人れ て、 一 百と も 見ず、 東へ 向って 囊伏拜 み 奉り、 南菌命 頂 i 倉 八瞎套 

L;? 權大 塞が ノ字ァ it 霍 II と |、.〇誓カ 〕し て 、又 西に 向 

拜み、 環 西方 I 敎蠢陀 1、 本 観り 給 はずば 、必ず 迎へ給 へと、 念 観ら か i 十 str 

が、蜃5^、壽王が燒けける&加はり、8ってぞ燒けにける。贄田四|矢射し〔闭ける〕か 是を 

見て. I 切り、 主と 同じく 伏 5 てぞ燒 けにけ る。 其 霧ぐ 者 はなし。 章 思 雙亂れ 人り、 烟 S より 

燒 首少焱 つて ぞ歸 りけ る。 光季 昨 Is 倉 殿の 御 代官と して 都 を S して 有りし かば  一 S ばノ 字 

ァリ〕 世の 覺ぇ 時の 重、 肩 I ぶる 人 もな し。 宿所 も 11 と 見、 t かど も、 今 曰は燒 野と 見え わた 

り 一. 以上 八き 片時の 灰 f なり-一作 5tl をのみ？ ける、 行方 I  く  It なれ、 討 手の. t 

賀議御 所 へ歸參 して、 事の 由 申入れ ければ、 ー菌 感斜 ならず、 sslfr ベ 

せられ ナるは 〔l,r*t ける は、 I 囊の 事に 雲， し、 御大 事 I げられ て 後に こそと 申 

しナ i 、いしく も 申したり と 感じ 仰せら る、 さても 伊賀 判官 朝敵と 成りし は I なれ ども、 r も.' 

か i 討死す。 あはれ 1^; しかりけ る T 哉と、 さゲ りし 下も資 まで、 譽惜 まぬ 者 ぞ無 かりけ る。 抑 一 

二 四 1 

承 久記上 


承 久記上  二 四 二 

院 尋ね 下されけ る は、 當時關 東に 義 時と 一 所に て 死すべき 者 は 何程 か 有る 「0 べき 二字 ァリ〕 ^義 申し 

ける は 、朝敵と なり 候て は > 誰か は 一 人 も 相隨ひ 候べき、 推量 仕 候に、 千 人 計に は過ぞ 候け じと 申し けれ 

は 兒 王の 庄 四 郞兵衞 尉， あはれ 判官 殿 は 僻事 を 申され 候 もの 哉 • 只 千 入し も 候べき^、 平家：； ？a 討； 11^ 權 

大 夫の 重恩 を 蒙り、 如何なる 事 も 有らば、 奉公 をせば やと 思 ふ 者 こそ 多く 候へ、 只 千 入 候べき か- 如何 

に 少しと 申す とも、 萬 入に はよ も 劣り 候 はじ、 かく 申す l^ls の 者 も • 關東 にだに 候 は t、 義 時が 方 

にこ そ 候 はん ずれと 申し けれ は、. 一 院眞に 御 氣色惡 しげなる 體 にて、 奇怪に 申す もの 哉と 思 召されけ 

る。 後に そ. 能く 申したり ける と 思 召 合せられ ける。 京 中には、 山々 寺々 の 傲 侶， 國々 の 住人 等 參り. 

ける。 熊 野 法師に は、 法 印， 十^法 橋，， 王法 橋、 葸刼 禪師、 山 法師に は 潘磨堅 者. 小魄^ 性坊， 

せ， レて 

丹 後 ，淸 水 法師に は， 鏡 月坊、 歸性坊 たど ぞ 召されて 參り ける。 奈良 法師 を 召されければ • 僉議 して 申 

しける は， 平家れ 寺 を燒拂 つて 驗方も 無 かりし を、 鎌 倉 右 大將カ を 合せて、 當國の 守護 人 を 除け. 東 

大寺與 福 寺 を 再興し • 供養の 時 は 仰に 隨ひ 上洛して 守護 を 加へ 隨分志 深 かりし 事 なれば， 只今 も 源平 

爭ふ事 有らば， 何度も 白旗の 方 人し、 命を捨 つべき なれ ども、 是れは 一 天の 君の 仰 なれば、 王土に 住 

みながら 爭か隨 ひ 奉らで も 有るべき なれば * 少々 進ら せよ とて、 學 生に は、 土 護の 覺心、 堂 衆に は圆 

ほくろく 

音， 是等 二人 を始 として、 事を好む 惡僧少 々ぞ參 りけ る。 北陸 〔E 道ノ字 ァリ〕 へ は 討 手 を 向けら るべ 


きとて、 仁 科 次郞， 宮崎左 衞門尉 親 式， 糟尾 左衞門 尉， 伊 王 左衞門 尉、 是 等を始 として、 官軍 少々 下 

されけ る。 東 國へも 〔は EU 院宣 を 下さるべき とて、 按察使 前 中納言 光親 卿 奉りて 七通ぞ 書かれけ る。 

左 京權大 夫義時 朝敵たり • 早ぐ 追討 orrsj せらるべし。 勸賞請 ふに よるべき 〔s 趣ノ字 ァリ〕 なり。 武 

を  かさい 

田、 小 笠 原、 千 葉， 小山， 宇都 宮， 三 浦、 葛 西に ぞ 下されけ る。 院宣の 御 使に は、 推 松と て 究めて 足早き 者 有 

りけ る. 是を 撰びて ぞ 下されけ る。 平九郞 判官、 私の 使 を 相 添へ て. 承久 n 一年 五月 十五 日の 酉の 刻に 都 を 

出で て、 劣ら じ 負け じと 下りけ る 程に、 同 十九 日の 午の 刻に、 鎌 倉 近う 片瀨と 云 ふ 所に 走 付きたり。 平 九 

郞 判官の 使 は案內 者に て、 先に 鎌 倉へ 走 人って、 験 河 守に 文 を 付け たれば、 披見して 返事 申す ベ けれ 

ども、 道の 程 も 如何し き 間、 態と 申さぬな りと て 追 出しぬ。 駿河守 此文を かい 卷 いて、 權大 夫の 許へ 

もち  すで 

持 向 ひ、 巳に 世 中 こそ 亂れて 候へ- 去 十五 日 光季 打 たれぬ、 胤義が 私の 文御覽 候へ とて、 擢大 夫義時 

折節 諸人 對 面の 前に 引披 いて 置きたり。 權大 夫、 さて は 御邊の 手に こそ 懸り 進ら せ 候 はん ずらめ、 三 

浦 駭河守 打 返いて、 是れ こそ 恐 存じ 候へ ども 〔 以上 六 字 E 御詞 とも 覺 えぬ 仰に て 候へ 二 作ル〕 、平家 追 

この ご-  そりゃく 

討より 以來、 度々 の戰に 忠節 を 致し、 一度 も 不忠の 儀 候 はず、 自今 以後 L:® とて 二字 ァリ〕 も乂 疎略 を 

存 ずべ からず、 若 偽り 申す 事 候 は^、 遠く は 熊 野の 嶽、 近く は 伊豆、 笞根、 別して は 若宮 三 所、 足 柄、 

松 童、 殊更 願 ひ C 以上 二字 み -1 作ル 〕 奉る 三 浦 十二 天、 栗濱、 森 山、 惣 じて は 曰 本國中 大小の 神祇 
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み f 「だラ ちけん  お ムラし ろ 

冥 道 知見 〔以上 二字 E 示現-一作 ル〕 し 給へ、 t 後め たなき 事 候 はずと ぞ 申しけ る。 權大夫 打 笑 ひて * さ 

て は 心安く 候、 今迄 此 事の 出來候 はぬ こそ 不思議に 候へ、 是は 兼て より 存じ ー.，£- 儲け 二字 ァリ〕 たる 事 

なり、 今 は 推 松 も L、K 定て 二字 ァリ〕 鎌 倉へ 入らん ずらん、 尋ねよ とて 尋ねられ けり。 推 松 人の 氣色替 

り、 何とな く^ぎ C 以上 二字 £- さわがし-一作 ル 〕 ければ、 或 者の 許に 隱 居たり ける を、 一 々に 鎌 < ^，中 を搜 

しければ、 笠 井の谷より 尋 出し、 引 はり 先に 立て- -ぞ參 りけ る。 院宣 ども r 以上 二字 s^- 一作 ル〕 恋 取 

るが 如くして、 大 暨計讀 ませて 〈逸に 燒捨 てられぬ。 かくて 權大 夫、 駿河守 を 相 具して 二位 殿に 參り、 世 

中 こそ 巳に 亂れて 候へ、 去 十五 日に 光季 討 たれて 候な り、 世上 如何 御 計ら ひ 候べき と 申されければ、 

つま、 ど  み 广  めで ii キ. 

二位 殿 妻戸の 間へ 出で 給 ひ、 御簾 牛 計擧げ させ、 御覽じ 出して 宣 ひける は、 日本 國に 女房の E 出た め 

しに 尼 を こそ 申す け c な s〕 れ ども、 尼 程 物 思 ひたる 者 世に 〔® はノ字 ァリ〕 あら じ。 故 殿に 逢初め 继ら 

せし 時 は、 世に なき 振舞 するとて、 親に も 疎かに 惡み猜 まる、 其 後平 家の 軍 Is りし かば、 手 を 握り 心 

を碎 き、 淸 進潔齋 して 佛 神に 祈 精 〔〇 誓 力〕 を 致し、 安から ぬ 思に て 六 年が 程 は 明し 暮し 候に、 平家 程 

なく 亡びし かば、 さて 世中豐 かにと 〔以上 四 字 E 穩 しくと こそ 二 作ル〕 思 ひしに、 幾程な く大姬 おに 

後れ 進ら せて、 何事 も覺 えず， 同じ 道に と 悲しみし を、 故 殿 一 人 無ければ とて さの み 思 沈む 事 や は 有 

る、 無き 者の 爲 にも 罪深き 事に こそなん と 仰せられ しかば、 必ず 其に 慰む とし も は 無 けれども、 明け 


ぬ 暮れぬ とせし 程に、 故 殿 失せさせ 給 ひし か は、 此時 こそ 限な り けれと 思 ひ L を r. 以上 十四 字 S 今 は 

誰が 爲 にか 命も惜 からめと 有りし に-一作 ル〕、 左 衞門督 殿、 未だ 稚く おはせ しかば、 故 殿に 後れ 進ら せ 

せ V か； I 

て、 如何 かせんと 存じ 候 だに も、 爲方も 候 はぬ に、 一度に 二人 〔以上 四 字 S 御 事に さへ - 一作 ル〕 に 後れ 

A> 事よ と、 餘 りに 仰せられ しかば、 現 又 見捨て 難く 思 ひ 進ら せて C 以上 二十 字 S 御歎苻 りし 程に つれな 

く 存生て- 1 作 ル：〕 有りし 程に、 又督殿 失せ 〔s られ 二字 ァリ〕 給 ひし かば、 誰 を 憑むべき 方 も 無く 成り 

果て、、 鎌 倉 中に 怖 d 恨めし E 一から ぬ 者 もな く、 思 沈みし かど も 故 大臣 殿の 今は賴 もしき 方 もな く、 

孤-. 獨子 ffi 一と 成りて 候 を、 爭 でか 御覽じ 捨てられ 候べき、 何れ か 御子に て 候 はぬ と、 ！^しく嘆き仰せ 

らしれ かば、 現に 痛 はしくて { や-しく 明し 暮し 候に、 大臣 殿 失せさせ 給 ひし かば、 是 C 今 s>」 そ つ &- 身 

ノ字 ァリ〕 の 限 なれ、 何に 命の 存 へて、 か >t る 浮 身の 報いに、 重ねて 物 を 歎く らん。 如何なる 淵 河に 

身 を，、 Q もノ字 ァリ〕 投げ、 空しく 成らん と 思 立ちし に、 權大夫 後れ 〔かくし s〕 て しくなら せ 給 ひな 

ば、 鎌 倉 は 鹿の 栖 かと 成り果て 亡びなん ず、 三代 將 軍の 後生 を も 誰か 訪ひ 進ら せ 候べき、 眞に思 召 立 

たせ 給 ひて 〔候 は^ a. 一、 先 づ義時 御前に て 自害 をし、 御供 仕るべき かと、 夜晝 立ち も 去らず 樣々 に 歎 

かせ r 以上 二字き 承り -I 作ル〕 給 ひし 間、 實に代々將軍の後生3上ニ^}13咅提-ー作ル：〕をも、 誰か 訪ひ 

奉るべき と 思 ふ 程に、 今日まで つれな く存 へて、 か る 憂事 を 見聞く 事 こそ 悲し けれ、 日本 國の侍 共、 
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昔 さ 二 年の， Kf て、 一 きの 大事と 出立ち、 I 露に 至る まで、 是を i とて 上りし かど も、 力盡 きて 下 

る 時、 手. つからみ に 謹 を 首に 掛け vli にて 下りし を、 故 殿の 哀 ませ 給 ひて、 毒 を 六月に 縮め、 

分々 に， て 謹 や b れ 、諸人 助かる S 御 計ら ひ 有りて、 是襲標 く  fs ひし SI れ進 ら 

せて、 京方へ 參 らんと も、 i りて 御 方に 候て 奮 仕らん とも、 只今た しかに 申 切れと ぞ宣 ひける 是 

れを奉0?^^、】りて、有るとぁる大名小名、 皆 袖を掩 ひ、 淚を琉 して 申しけ る は、 心無き 鳥類 獸ま でも、 ゾ 

I ある 事 を 忘れず とこ そ 承れ、 滑して 申し 候 はんや、 代々 御 恩 を 霞り ぬる 上 は.、 はれ 候リ、 所 

ま 1 相 向 ひ、 &何 ならん 野の 末 道 s まで も、 都 をば 枕と し、 關 東をば跡 にして 尸 IJ とこ そ 

0fn. ま" でかい r を 申すべき とて I りぬ。 明くる 廿日の 早天に、 櫂大 夫の 許へ 又 犬 

小 g りて、 軍の <&| 有りけ るに、 g 守 申されけ る は、 是 程の 御大 I 勢に て は 如何が 有る ベ 

からん、 兩三曰 もまん せられ 候 ひて、 片 I の 若 is を も 召 具し 候 は" やと 申されければ、 權大 

夫 大いに If て ボ蠢の 男 SS1 の 串し 議. 灣 i の 霞 £ おみ 有りて 不義な し、 人の 響に 

依って 朝敵の 由 を 仰 下さる 上 は、 百 千 藝の勢 を 相 具したり とも、 天命に 背き 奉 • にて は に 勝 

ち 進ら すべき か、 只果報に^^^るにてこそぁれ、 一天の 君 を 敵 i け 進ら せて 時 曰 lj:;xr にや 

a. 上れ f 打 立てと 宣 ひければ、 其 上 はと かう 申す に 及ばず、 I 所 宿所に 妾り. 終夜 用意し 


て、 I 力く る 五月 廿ー 日に 由 井の 濱に 有りけ る 藤 澤左衞 門尉淸 親が 許へ 門出して、 同廿 二日に ぞ立 たれ 

ける。 一陣 は 相 摸 守 時 房、 ニ陣武 藏守泰 時、 三 陣は足 利武藏 前司義 氏、 四陣 三浦駭 河守義 村、 五陣 

千 薬 介 胤 綱と ぞ聞 えし。 此人々 に 相 具 せらる. 1 兵に は、 城 入道、 毛 利藏人 入道、 少輔 判官 代、 駿河 ク、 

郞、 左 〔佐 s」 原 次 郎左衞 門 尉、 同 三 郞左衞 門 尉、 同 又 太郞、 天 野 左衞門 尉、 狩 野 介入 道、 後藤 左衞門 

尉、 小山 新 左衞門 尉、 中 沼 五郎、 伊吹 七郞、 宇都 宫四 郞、 筑後太 郞左衞 門 尉、 葛 西 五郎 兵衞 尉、 角 田 

太郞、 同彌平 次、 相 馬三郞 父子 三人、 國分三 〔二 s 郞、 大須 賀兵衞 尉、 佐^^小次コー0」郞入道、 同 

七郞 太郞、 同 八郞、 伊佐 大進 太郞、 江戶 八郞、 足 立 三郞、 佐々 目 太郞、 階 見 太郞、 早 川 平 三 c 次 En 郞、 

さて は 奥の 岳の 嶋橘 左衞門 尉、 丹、 兒 玉より 以上 C 下 猪 侯、 相 摸 國には 本 間、 ^谷、 波 多姆、 松 

田、 河 村、 飯 田、 成 田、 士肥、 土屋、 伊豆 國には 伊藤 左衞門 尉、 宇佐美 五郎 兵衞、 同 與ー、 駭河國 

かんばら 

に は、 奥 津左衞 門 尉、 蒲 原 五郎、 屋氣 九郞、 宿屋 次郞、 是 等を始 として 十 萬餘騎 にて 上りけ り。 東 山 

道の 大將 軍に は武田 五郎 父子 八 人、 小 笠 原次郞 父子 七 人、 遠山 左衞門 尉、 調訪小 太郞、 伊具 右馬尤 

入道 軍の 拾 見に 指 添 へられたり。 其 勢五蓖 餘騎。 式部 丞朝時 四 萬 餘騎相 具して、 北陸 道へ ぞ向 ひけ 

る。 東海道 十葸 餘騎、 束 山道 五 萬 餘騎、 北陸 道四蓠 餘騎、 共に 三つの 道より 十九 萬 餘騎ぞ 上せられけ 

る。 鎌 倉に 留まる 人々 に は、 大膳大 夫 入道、 宇都 宮 入道、 一 葛 西壹枝 入道、 隼 人 入道、 信 濃 民部大 
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輔 入道、 隱岐次 郞左衞 門尉是 等な り。 親 上れば 子 は 留まり、 子 上れば 親 留まる つ 父- ナ 兄弟 引分け 

上せ 留めら る&謀 こそ 恐し けれ。 討 手のお 11、 -, 几月廿 二日 方々 へ 向 ふ C 同廿 七日 院宣 御 使 推 松 を 

辛う 戒められて 人に 預けられし を、 權大 夫の 前に 召 出して、 汝 歸り參 つて 申さん ずる 樣は、 義時昔 

より 君の 御爲に 忠義 有りて 不義な し、 然る を讒 奏する 者 候て、 勒 勘の 身と 罷 成り 候 上 は、 とかう 申 

すに 及ばず。 軍 御 好 なれば、 舎弟 時 房、 子に て候泰 時、 朝 時、 是等を 始めて、 海道 十 萬 餘騎、 

東 山道 五 萬 餘騎、 北陸 道四茛 餘騎、 十九 蓖餘騎 を 進ら せ 候、 是 等に 軍 能く させて、 御 見物 有る ベ 

く 候、 錄飽 足らず 思 召し 候 はヒ、 三郎重 時、 四 郎政村 是等を 先と して、 廿萬騎 を 相 具して、 義時も 

急ぎ 參 らんず るに て 候と 申せと て 追 出されぬ。 推 松 院宣の 御 使と て關 東へ 下りな ば、 大名 共に 赏 5^ せ 

られ て、 馬 鞍 引かれ 德 付きて 上らん とこ そ 思 ひしに、 德ま では 無く、 か X る 辛き 目に 逢 ひつる 事の 悲 

しさよ、 され ども 命の 生きた るぞ 不思議な ると 思 ひて、 泣々 上りけ るが、 抑 我 首 は 本の 如く 付き K る 

さぐ 

やらん、 現 C けに s」 我 さ兀の 身に て 行く やらん、 現と も覺 えずして、 常に 首 を 探り足 を 探り、 夢路 を 

行く 心地 をし けれども >  一 兩日 過ぎて こそ 夜の 明くる 心地して、 眞に頸 も 手足 も 恙な かりけ り 〔s と 

ノ字 ァリ〕 不思議に 覺 えて、 憂 かりし 鎌 倉 怖し く、 いと^ 後 を 遠ざか らんと、 夜 を 日に 蹈 いで 急ぎ 上 

りけ る 程に、 五月 廿 七日の 午の 刻に 鎌 倉 を 出で て、 六月 18 午の 刻に 都 賀陽院 へぞ走 藩く。 么卿 殿上 


入 推松參 りたり、 如何に 義時か 首 をば 誰か 取りて 進ら する ぞ、 關 東に は合戰 する か 立 合 ふか、 如何に 

如何にと 口々 聲々 に 問 はれ けれども、 俯伏し 涙に 咽んで 物 も 申さず。 餘 りに 道の 苦し さに 哭と こそ 〔以 

上 四 字 E 啼げに 候と-一作 ル〕 人々 笑 合へ り。 良久し く 有りて、 推 松 淚を拭 ひ 心を靜 めて 申しけ る は、 

五月 都 を 出で て罷 下り 候、 同 十九 日の 午の 刻に 鎌 倉 近き 片瀨と 申す 所に 着きて 候 ひしに、 平九郞 判官 

め 使 は 案内 者に て、 先様に 鎌 倉へ 入りて、 駿河 守に 文 を 付けて 候へば、 返事 をば せず、 やがて 權大夫 

の 見參に 入れて 候 ひける 程に、 鎌 倉 中以の 外に 馳 騒ぎ 候 事 申す 計 も 候 はず、 是も鎌 倉へ やがて 罷 入り 

候 ひし かど も、 .< の 足 も 早く 聞え、 忿々 しく 候 間、 如何 樣 にも 子細の 有る にこ そご ざん なれと 存候ひ 

て、 と ある 所に 立 入りて、 さし も 出で ず 候 ひし 程 一:處0」 に、 鎌 倉 中 委しく 「以上 三 字 S せば しと -I 作ル」 

尋ねられ 候 間、 葛 西の 谷より 渡し 出され、 引 はり 先に 立て &、 權大 夫の 御前へ 參りて 候 ひし かば、 院 

宣^ 联られ 候 ひぬ、 やがて 推 松 は 人に 預けられて 候 間、 只今 や 切らる >- と 心の 隙な く 思 ひしに、 同廿 

七日に 父 權大 夫の 前に 召 出して，：： 申せと 候 ひつる は、 海道 十 萬 餘騎、 東 山道 五 萬 餘騎、 北陸 道 四菓餘 

騎、 三つの 道より 十九 菓餘騎 を 進ら せ 候、 東 山道 北陸 道 は 見 候 はず、 海道 十 萬 餘騎、 鎌 倉 を 出で 候 ひ 

し 日より、 一段 も 馬の足の 雙 はずと 云 ふ 所な く、 一町と も 旗の 手の 靡かぬ 所 は 候 はず、 ひしと 續 きて 

さ i 

候が、 何樣 百萬餘 〔騎 SJ も 候 やらん と 申しければ、 公卿 殿上人 笑 はれつる も、 皆 青ざめて 與を失 ひ、 
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如何なる ぺし とも 覺 えぬ 樣 なり。 一 院 へらぬ 體に、 よしく 物な 云 ひそ、 武士 共 上 らん^に、 義 時が 

首 をば 取って 進ら する 者の 有らん ずる ぞと 仰せけ る。 先 づ討手 を 向けら るべ しとて、 宇治 势 多の 橘 を 

や 引かるべき、 尾 張 河へ や 向 はるべき、 尾 張 河 破れた らん 時 こそ、 宇治^ 多 にても 防がれめ、 尾 張 河 

に は九瀨 有る なれば とて、 各 分ち 遣され、 大 炊の 渡へ は、 駭河大 夫 判官、 糟屋四 郞左衞 門 尉、 筑後太 

郞左衞 門 尉、 同 六 郞左衞 門 尉、 是 等を始 として、 西 面の 者 ども 二 千 餘騎を 差 添 へられ、^ 沼の 渡へ は、 

美 濃 目 代帶刀 左衞門 尉、 川灝 〔以上 二字 E 神 土  - 一作 ル〕 蔵人 入道 親子 三人、 是等を 始めて 一 千 餘騎ぞ 向 

けられけ る。 板 橋へ は 朝日 判官 代、 海 泉 太郞、 其 勢 一千 餘騎ぞ 向 はれけ る C 氣瀨へ は 富 來次郎 判お 代、 

關左衞 門 尉、 一 千餘騎 にて ぞ向 ひける。 大豆 渡へ は 能 登 守 秀康、 平九郞 胤義、 下 總前司 盛 綱、 安藝 宗 

內左衞 門 尉、 藤 左衞門 尉、 是 等を始 として、 I 萬餘騎 にて ぞ向 ひける。 食の 渡りへ は 阿波 太郞 人道、 

山 田 左衞門 尉， A 百餘騎 にて 向 ふ。 稗 鳴へ は、 矢 野次 n 一 En 郞左衞 門、 長瀨判 {G 代、 五 百餘騎 にて 向 

ひで すみ 

ひけり。 墨 侯へ は 河内 判官 秀澄、 山 田次郞 重忠、 一千 餘騎 にて 向 ふ。 币河 前へ は賀 c〇 加 力， 藤 伊勢 前 

司 光定、 五 JE^S 騎 にて 向 ひける。 以上 一 蓠七千 五 百 餘騎、 六月 二日の 曉各都 を 出で、 ：S 張 ：S 河ノ 字 

ァリ， - の瀕々 へと ぞ 急ぎけ る。 東海道の 先陣 相 摸 守、 遠 江の 橋 本に 着きけ るに、 十九 騎 速れ たる 勢の 

高 志 山へ 入りぬ と 申し けれ は、 相模守 如何なる 者 なれば、 先陣 を 越えて 先樣に 通る やらん、 遠 汀闕住 


人內田 四郞が 申しけ る は、 駭河守 殿 已に敵 大勢に 紛れて 如何 樣 にも 通る 事 も 有らん ずる ぞと宣 ひつる 

なり、 相 摸 守 さる こと もや 有らん、 さらば 各 追 懸けて 敵 か 味方 か 尋ね 聞き、 敵なら ば 討って 進ら せよ 

とぞ 仰せけ る C 内 田 四郞、 同 六郞、 新 野 右馬允、 是 等を始 として 六十 餘騎追 懸けたり。 十九 騎續ぃ 一 S 

W 上；； {I^E! 連-一作 ル； J たる 勢、 高 志 山 をも馳 過ぎて、 宫路 山へ 打懸 り、 音 羽 河の 端に 下 立ちて、 今 はさ 

りと も續く 敵よ も 有ら じと て、 馬の足 冷 させて、 片 LE 々ノ字 ァリ」 なる 岳に 扇 開き 使うて 休みけ る處 

に、 内 田の 者 共馳來 て、 谷 を 隔て 控 へつ、 使者 を 以て 申广 いは &」 せけ る は、 如何なる 人 なれば 先陣 を 

越えて 通り 給 ふぞ、 敵 か 味方 か 承れと て、 相 摸 守 殿の 御 使に、 近 江國の 住人 内 田の 者 共が 參 りて 候な り 

と 云 はすれば、 實と 候下總 守の 緣者 〔以上 二字 S 族 - 一作 ル しに 三 浦 筑井四 郞太郞 と 申す 者に て 候、 坂 東に 

用事の々 りて 下り 候 ひつる が、 都に 事 出来た ると 承って、 大勢に 交りて 上り 候 ひつる に、 見付けられ 

き はま  しに 

進ら せ 候 ひけり、 蓮の 究る所 力及ばず、 只 一 人 もき たなき 死 はす まじき 物 を、 各 相 近に 寄れよ と 申さ 

れ ければ、 内 田の 者 共、 六十 餘騎 にて 押 寄せたり。 筑 井と ある 小 家に 走 入りて、 四方の li^j 切って 押 立 

.UC こも  ii ほお  さしせ 

て、 六 人栃释 りて 矢朿 といて 推し くつろげ、 指 攻めく 是を 射る。 內 田の 者 共 谷 を 隔て、 扣 へたる 

が、 射 落さる V 者 も 有り。 目の前に^ を 蒙り 命 を 失 ふ 者數多 あり。 筑井 矢種 少なく 射 成して、 今 は 如 

iJ ん  5 しろ 

何に せん、 打 勝つべき 軍に も 非ず、 さの み 罪 造りても sss なし、 いざや 思 切らん とて、 後見 安房 郡 司と 
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差違 へて ぞ 臥しに ける。 殘四人 も 同じく 差違 へて けり。 十三 ：！^ の郞等 共、 と ある 姐 を 打 下りて 大道に 清 

かんとし ける を、 敵に 落つ るかと 言葉 を 懸られ て、、 王の 死ぬ る 所に て 死なで 落つ る樣か ある、 軍 せんず 

る爲 にこ そとて 引立てた る 馬 なれば、 ひたく と打乘 りて、 土 一 一騎 轡 を雙 ベて 大勢の 中へ 喚いて 際 

入り、 一 騎に 一， S 二三 騎三 字ァ リー 四 五 騎推雙 ベく 組みければ、 la 心猛く 思へ ども 七字ァ リ，」 、無^ 多 

勢に 勝つべき やう 無くして、 皆々 討 Is- られ ぬ。 十九 世 騎が首 を 本 野が 原に ぞ 懸けたり ける。 次 は 相 摸 守 

通られけ ろが、 是を 見て、 十九 騎と 聞え つるが、 一 人 も 落ち ざり ける や、 哀 よかり ける 1 以丄五 字 E 剛の 

二 作 ル」 者 共 哉、 -E 御ノ字 ァリ〕 大事に も 値 ひぬ ベ かりけ ろ 物 を、 惜しい 者 共 をと て 各 歎き 惜しみ、 阿 

竊陀佛 と 申して 通りけ り C 六月 五日 辰の 時に 尾 張の 一宮に 着きて、 軍の 手 分 をせられ けり。 大 炊の 疲 

へ は 東 山道の 手 定めて 向 はん ずれば とて、 鸛 沼の 渡 へ は 毛 利藏人 入道、 板 橋へ は 狩 野 介入 道、 氣が 

邇 へに 足 利 武藏前 IT 大豆の 渡へ は 相 摸 守 時 房、 へは武 iE 寸、 駭河 守駿向 はれけ る C 柬 山道に 

懸 つて 上りけ る 大將、 武田 五郎 父子 八 人、 小 笠 原次郞 親子 七 人、 f お 山 左衞門 尉.、 識訪小 太郞、 伊：： 1|； 右 

馬 人造、 南 具 太郞、 淺利 太郞、 平 井 三郞、 同 五郞、 秋 山太郞 兄弟 三人、 二宮 太郞、 星 名 次郞 親子 三人、 

筒 I 突 BJ 井 次郎、 河 野 源 次郞、 小 柳 三郞、 西 寺 三郞、 有 賀四郞 親子 四 人、 太郞、 1^ 見入 道、 商 木 

ふ せ  もちづき  V  ，まだ 

次郞、 布：^ f  f 丞、 sp.」一;、  §5i.,i*、 き ヒ鄱、 欏律 feffij.nl 郎、 矢 原 太郞、 接 川 さ 郞、 小山 S 太 


郎、 千 野 六郞、 黑田刑 部丞、 大籬 六郞、 海 野 左衞門 尉、 是 等を始 として 五葸 餘騎、 各關の 太郎： 良 51〕 

を馳 越えて 陣を 取る。 其 中に 武田 五郎、 國を 立ち 家 を 出 づる日 〔&ほ ノ字 ァリ： 1、 十 死 一 生と； ムふ惡 日 

なり。 跡に 留る 妻子 を始 として、 有る と 有る 者、 今日 計 は 留らせ 給 ひて、 明日 立た せ 給へ かしと 申し 

けれども、 武田 五郞、 何條 さる 事の 有るべき ぞ、 喩 へば 十 死 一 生と は、 多く出で少しく歸ると；}^か事 

なり、 軍に 出づ るより して 再び 歸る べしと は覺 えず、 是 こそ 吉日 なれと て、 やがて 打 立ちけ り。 市 原 

に 陣を联 る 時に、 武田小 笠原兩 人が 許へ 院宣の 御 使 三人まで 下されたり けり。 京方へ 參れ となり。 小 

笠 原 次 郞、 武 田が 方へ 使者 を 立て、 如何が 御 計ら ひ 候ぞ、 長淸 L:s はノ字 ァリ〕 此 L 、& 御ノ字 ァリ： 一 使 切 

らんと こそ 存じ 候へ、 信 光 も左樣 存じ 候へ とて、 三人が 中二 人 は 切って、 一人 は 此樣を 申せと て 追 出 

しけり。 武田 五郎 子 共の 中に 憑み たりけ，^ 小 五郎 を 招いて、 軍の 習 親子 を も 顧みず、 滑して 一 門 他人 

は 申す に 及ばず、 j 人拔 出で て 前を甌 け、 我 高名 せんと 思 ふが 習な り、 汝小笠 原の 人 共に 知られず し 

て拔 出で て、 大 炊の 渡の 先陣 をせ よと 思 ふ は 如何に、 誰も さ こそ 存じ 候へ とて、 一 ニ町拔 出で て、 野 

を 分る c: 以上 二字 S 踏む-一作 ル：： ；樣 にて、 其 勢 廿騎計 河 緣へぞ 進みけ る。 武田小 五郎が 郞等武 藤 新五郞 

わら は  二つし や 

と 云 ふ 者 あり。 童 名 荒武者と ぞ 申しけ る。 勝れた る 水練の 達者な り。 是れを 呼んで、 大 炊の 渡 の 

ノ字 ァリし 瀨 踏して、 敵の 有樣 能く 見よ とて 差遣す。 新 五郎 瀨 踏し を ほせて 歸來 りて、 瀕踏 こそ 仕り 
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て 候へ、 但し 河の 西方 岸 高く して、 輙く馬 を 扱 ひ 難し、 向の 岸 〔ほに ノ字 ァリ〕 渡 瀨七八 段が SK、 を 

種 流し、 河 中に 亂杭 打ち、 IS 綱 はへ 三 字 ァリ〕 逆茂木 引いて 流し 懸け、 四 五段が 程 〔©^ ひし を 四 字 

ァリ〕 菱拔 捨て 、流しぬ。 綱 切り 逆茂木 切って、 馬の. ^"恥ろ に は 1 し を 立て 〔ffi 候 ノ字ァ リ〕、 其 を 守つ 

て 渡させ 給へ とぞ 申しけ る。 武田小 五 郞先樣 に 存知した りければ 河の 緣へ 進む。 武 田が 手の者 國 

住人 千 野 五 〔〇 六 力〕 郞、 河 上 左 近 二人 打 入って 渡りけ るが、 向の 岸に 黑皮 〔革 K〕 威の 錯 に：：：；； 毛なる 馬 

に乘 つて、 くろつ は 〔以上 四 字 S 黑 羽-一作 ル〕 の 矢 負うて、 塗 の 弓 持ちたり ける が、 河の 緣 al£i〕 

の. トの段 〔壤 s〕 に 打 下って、 向 ひの 岸 を 渡す は 何者 ぞ、 是は武田小五郞殿の御手に信濃國住人千：^：六 

郎、 川上 左 近と 申す 者と 名乘り けれ 〔& ばノ字 ァリ， 一、 同國の 住人 大妻 太郞兼 澄な り。 勵；：！ 千 野 六郞な 

らば、 我等 一門 ぞ かし、 六 郞は譚 訪大明 神に 免し 奉る、 河 上 殿に 於て は 申 承ら じと てよ つ 引いて ち 

やうと 射る。 左 近が 引合 を 挺 に 射させて、 倒に 落ちて 流れけ るに、 千 野 六郞是 にも 隐 せず。 やがて 續 

いて 渡しければ、 千 野 六郞は 元来 C 以上 二字 S 本より- 1 作ル： 天明 神に 免し 奉る、 馬に 於て は 申 受けん と 

て、 よつ 引いて ちゃうと 射る。 六郞が 弓手の 切 付の S ろの 餘を Isil に 射させて、 馬 さき キに i びければ、 

太刀 を拔 いて 逆茂木の 上へ 飛 立ち、 步行 武者 六 人 寄 合って、 千 野 六 郞は討 取りに けり。 同 手の者 

六郞、 其 も大妻 太郎に 鎧の 草摺の 餘を 射させ、 舟の 中に 落ちたり ける を、 先の 六 人 寄 合って 討ちに ナ 


り。 我 c. 吾 0J 妻 太郞、 内 藤 八、 其 も 射られて 流れに けり。 内 藤 八は眞 甲の 外れ 射させて、 血 目へ 流入 

くつき やう 

りければ、 後 も 前 も 見えず。 馬の 頭 をトり 樣に惡 しく 向って、 やがて 卷 沈められけ るが、 究竟の 水練 

なりければ、 、Bf 茂 木の 根に 联 付けて 心 を 沈め 思 ひける は、 是 程の 手に てよ も 死な じ、 物 具して は 助か 

らじ、 此鎧雷 代の 物な り、 命 生きたら ば 其 時 取れ かしと 思 ひて、 物 具 解き、 上帶を 以て 逆茂木の 极を 

岩の 立 添うた るに 纏 ひ 付けて、 向 ひたる 方へ 這 ひける 程に、 然るべき 事に や、 渡瀨 より 下人 もな き 所 

に 〔E1 這 ひあがりたり 七 字ァリ T 腰より 上は揚 りて 後絕 入りぬ、 程經て 後生き 出で たり。 京方の 者 共 

見付けたり けれども、 死人 流 寄りたり と 思 ひて 目 も 懸けず。 其後緣 者尋來 りて 助けけ る。 後に 水練 を 

人れ て 河底なる 鏜を 1^ りたり けり。 〔B さる 程に 四 字 ァリ〕 武田小 五郎 やがて 打 入りて 渡りけ り。 伴が 

ともがら  や，， 

輩 は 誰々 ぞ、 兄の 惡三 郞、 弟の 六郞、 同 七郞、 武藤 五郞、 新 五郎、 內藤 七、 黑河內 次郞、 岩 崎 五郎、 

以上 九 人、 是 等を始 として、 百騎に 足らぬ 勢に てぞ 渡しけ る。 京 勢 放ちけ る 矢 雨の 足の 如く なれば、 

或は 馬 を 射させ、 或は 物 具の 間 を 射させて 河へ 入る、 是をも 顧みす、 乘 越えく 渡しけ る。 武田 五郎 

やがて 續 いて 河 端に 打 望んで、 小 五郎 能く こそ 見 ゆれ、 日 来の 言葉に CS 似せ 二字 ァリ〕 て 能く 振舞 

へ、 敵に 後 を 見せて 此方へ 歸 らば、 人手に 〔£1 はノ字 ァリ〕 掛く まじき ぞ、 只 渡せ 其に て 死ねと ぞ 下知し 

ま 一より 

ける" 小 五 郞元來 〔以上 二字 ® 本より-一作 ル〕 敵に 目 を 懸けて 思 切ったり ける 上、 父が 目の前にて かく 
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下知し ければ、 面 も 振らず 戰 ひける。 小 笠 原 次 郞出拔 かれけ るぞと 安から ず 思 ひて、 打 立って ぞ 渡し 

ける。 京方 各 河 端に 步 r 馳 01 向って 散々 に戰 ひけれ ども、 東 山道の 大勢 雲霞の如く 打 入れ/、 渡しけ 

れば、 力及ばず 引退いて 上の 段へ 打 上る。 下の 手に 向 ひたる 者 共 手 負 一、 E ひたる 三 字 ァリ」 馬 共 〔或は 

®〕 射^1-てたる矢ー：：£-などニ字ァリ〕、 西の 岸に 臨み 添うて 流れければ、 御 方の 軍 能くな り 破れに けれ 

ば C. 以上 十字 E 弱して 二 作 ル〕、 東の 大勢 西の 岸に 着きて けり。 さあれば こそ 手 負 共ノ字 ァリ〕 西の 

岸に 臨み 添 ひて 流る らんと 思 ふ C. 以上 字 S あやしみ ける-一作 ル〕 所に、 大 炊の 渡の 京方 砂れ、 大勢 巳に 

打 入ろ と 申しければ、 鵜 沼の 渡に 向 ひたりけ る」 美 濃の 0 代 帶刀左 衞門尉 口惜しき 事と 思 ひて、 五十 

騎計 にて 馳來る 中に 隔たり、 七 八 度が 程 取って返しく 戰 ひけれ ども、 其 も 終に は 叶 ふべ くも 無 けれ 

ば 引退く。 美濃國 住人 蜂屋の 冠者 も 引退き ける が、 信濃國 住人 伊豆 次 郞に組 落されて 討 たれけ り。 筑 

後 六 郞左衞 門 尉、 黑皮咸 の 鏜に赤 母 衣 懸けて、 白 月 毛なる 馬に 乘 つて 落 行きけ る を、 武 田七郞 きたな 

し、 餘す まじき ぞ とて 追 懸けたり。 六 郞左衞 門 取って返す。 御所 燒と云 ふ 聞 ゆる 太刀 を帶 いたりけ 

り。 御所 燒と は、 次 家 次延に 作らせて、 君 御手 づ から 燒 かせ 給 ひけり。 公卿、 殿上人、 北面、 西 の 

榮、 御氣色 好き 程の 者 は、 皆 給 はって 帶 けり。 筑後六 郞左衞 門 尉 都 を 出で ける 時、 今度 帶け とて 給 ひ 

± わ 0- 只今 其 太刀 をぞ帶 きたりけ る。 武田七 郞押雙 びた る 所 を、 拔 打に 馬の 首 手 II 添へ て ふっと 切つ 


て 1 したる。 I0l!!fl 此 間に 筑後六 郞蠢門 M^Mq 

^ 延び ニナり。 0H  8 はなし、 如何せんと 五 字て〕 四方 見廻し けれ は、 

合 t て靈 ill。 又 f り 大竹小 太義と s いて i り S 

わ 殿よ 元よ 武 霞の 住人 ぞ かし、 今 こそ 京方へ も 參り給 ひたれ、 Ifiiu 

草の I こそ よれ、 III 

と， V. 、キ &メー もと や 思 ひけん、 扣 へて 案ずる 所 を、 岩 手, 拳 柙雙1 ま 1 取？ I 

、へ. 11、 刺殺して 首 を！ 此大 竹， i と 申す は、 

Hiill しかば、 霍 I 奮 I  一  |_ 一作 一  1:: 

,-ュ ヒ rs^sr ま L て參 りナり 二. ^二 作ル. g とも 有りなん 3 上 四 字 S した" 力？，  r/ 

^UMEll  In 西 『さ u、、 

ri さ 14 り。 11 1 U  :y  P 

大卖郞 が 申し ナる は、 我 は i 手 負 ひたり、 敵に 姿 を 見え じと f 程に 山へ 人って S をせ- 

二 五 七 
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なり、 わ 殿原 は 手 も 負 ひ 給 はず、 大豆 渡に 行 向って、 軍の 樣をも 披露し 給へ、 君 軍に 勝た せ 給 は i -、 

京に 二つになる 男子 を 持ちたり、 是に勳 功 申 宛て 給へ とて、 山の 方へ 馳 せけ るが、 死に もやし けん、 

後に は 行末 も 知らず、 中 三郞、 小嶋 四郞、 大豆 渡に 行 向って 此由 申し けれ は、 人々 あざみ 合 ひ 色 を 

失 ふ。 平九郞 判官、 巳に 「以上 二字 S さても-一作 ル〕 大炊渡 破る、 事 こそ 安から ね、 ^義龍 向って 一軍 

せんとて、 下總前 司、 安藝 宗内 左衞門 尉、 伊藤 「東 0〕 左衞門 尉を始 として 五 百 餘騎、 大炊 渡へ とて 打 

、r. しろ 

向 ふ， - 能 登 守 申されけ る は、 已に大 炊 破れて、 東 山道の 大勢 打 入りたり。 後 を 推 隔てられ、 中に 1^ 

籠め られ 〔si て は 二字 ァリ〕 ゆ、 しき 大事な り、 平九郞 判官 殿宣ふ は、 事 〔以上 四 字 a の 仰 こそ-一作 ル〕 

然るべ しと も覺 えず、 君 も 尾 張 河.^ れ -0 なノ字 ァリ」 ば 引退いて 宇治 勢 多 を 防げと こそ 仰 下され 胶ひ 

しが、 秀康に 於て は罷 上るな りと て 引返く。 平九郞 判官 口惜しく は 思へ ども. 1:1^ 徒の 者 共 かく 云 ふ 間， 

力及ばず 引かれて 落 行きけ り。 大豆の 渡へ は 相 摸 守 足 利 武蔵前 司 向 はれたり ける に、 足 利 小太郞 兵愆、 

阿曾沼 小 次郞近 辆を始 として、 各 河 を 度す、 京方 宵に 皆 落ちたり ければ、 屋形は 〔計 0〕 殘 りて 主 も 無 

し、 敵 無くして C 以上 九 字 5 "りけ り 勇み 進んだ る 寄 手 共-一作 ル〕 軍 をせ ぬ 事 を 無念に 思 ひて、 敵の 香 

に 逢 はんと 向 ふ 輩 誰々 ぞ。 伊具 六郎有 時、 善 左衞門 太郞、 奥岳嶋 橘左衞 門、 山 田 五 郞兵衞 人 f;r 紀伊 

五 郞兵衞 入道、 阿保 刑 部丞、 由 良 左 近、 靑木 兵饈： S 尉 ノ字ァ リ〕、 新開 兵衞小 次郞、 目黑 太郞、 佐賀 


鑲 n 一郎、 加 地 丹內、 同中務 〔©丞 ノ字ァ リ〕、 是 等を始 として， 敵の 香に 合 は C 以上 二字 a 近着-一作 ル〕 

んと道 をば 除け て 進行く。 美 濃國筵 田と 云 ふ 所に て、 京方 少々 返 合せ 戰 ひけり。 坂 東の 兵 共、 願 ふ 所 

にて は 有り、 悅 をな して 攻戰 ふ。 京方 落 武者に て は 有り、 組 落しく 討 たれに けり。 されば 11 して 

頸の 二つ 三つ 取らぬ は 無 かりけ り。 討殘 されて 落 行きけ る 勢の 中に、 山 田次郞 申しけ る は、 打 手に 向 

はれた る 者 共の 尾 張 川 にても 耻 有る 矢の 一 つも 射ず、 道の 程 も かひん \ しき 軍 もせで 落 行き 三 字 

ァリ〕 、君の 御尋 有らん に は、 何とか 答へ 申すべき、 されば 重忠は 一 軍 せんと 思 ふなり とて、 杭瀨 河の 

西の 端に て 九十 餘騎 にて 扣 へたり。 奥 岳嶋橘 左衞門 三十 騎餘 りの 勢に て 馳來れ ば、 御 方 を 待つ かと 覺- 

しくて、 河 も 渡らず， ボ もせず。 さる 程に 御 方の 勢少々 馳 着きたり、 河の 端に 打 立ちて、 向 ひの 岸なる 

は 何 ぞ>  敵 か 御 方 か 一 Si と 問 ふ 三 字 ァリ、 一、 山 田 次郞御 方ぞ、 〔ro 又ノ字 ァリ： 御 方 は 誰 そ 〔と 問 ふ 三 字 

ァリ〕 、誠に は 敵ぞ、 敵 は 誰 そ、 尾 張 國住入 山 田 次 郞重忠 也、 さて は oil よき 敵な り 五 字ァリ ：1 とて、 矢 

合せす る 程 こそ あれ、 打 清け て 渡しけ り。 山 田 次 郞が郞 等 共 水 野 左 近 丞ノ 字ァリ T 大金 太郞， 大 

太 ls」 田 五郎兵衛、 S 尉 ノ字ァ リ〕、 藤兵衞 ；i 尉 ノ字ァ リ〕、 伊 預坊、 荒 左 近、 兵 部坊、 是 等を始 として 

九十 餘騎、 河の 端に 打 下りて 散々 に戰 ふ。 其 中に 大弓 精兵 數多 有りし かば、 河 中に 浸らる. -者も 有り。 

痛手 負 ひて 引退く 者 も あり。 〔s 左右な く 渡し 得 ざり けり 十字 ァリ 〕o 其 中に 加 地 丹 内 〔ffi と 名 乘て四 

承 久記上  二 五 九 
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字 ァリ〕 渡しけ るが、 鞍の 前輸鏜 こめ 尻 〈後^〕 稳に射 付けられて、 暫しは 保ちて 見えけ るが、 後に は 

IK つ さかさ *4 

眞 倒 に 落ちて ぞ 流れけ る。 佐賀羅 三郞： S もノ字 ァリ： 眞甲 C 向 &.1 の餘を 射させ 〔以上 二字 Ei られ -1 

作ル ：1 て 引退く。 波 多 野 五郎 と 名乘て 渡しけ る も 九 字 ァリ」 尻 もな き 矢に て、 其れ も眞 a.c 向 ®:J の 

餘りを 射させて 引返く。  f® か \ る 所に 五 字 ァリ〕 大將軍 武藏守 河 端に 打 C 馳 立ちて 軍の 下知せられ 

けり 。手 負 共、^ 參 つて 見參に 入る。 誠に ゆ、 しく ぞ 見えけ る。 薄手 負うた る 者 共、 矢 折 懸けて 隨 たる 

氣色も 無く 渡しけ り。 討た る、 を も 顧みず、 乘 越えく 渡す。 東 國の兵 共 雲霞の如く 績 きければ、 

く戰 うて 「、以上 五 宇 IS 爱を せんどと 防ぎ けれども 叶 はずして - 一作 ル J 、山 田 次 郎諷と 引いて ぞ落 行きけ 

る。 武藏國 住人 高 枝 次郞河 瀨を设 して 只 一 騎細繩 手に 懸り、 敵に 向 ひて 追 懸けて 行く。 七八騎 おりけ 

る勢联 つて 返し、 高 枝 を 中に 取 籠め て C&- 散々 に 三 字 ァリ〕 戰ふ。 高 枝 次郞 片足 を 田へ 踏 人れ、 片足 を 

ば繩 手に 跪いて 切 伏せられぬ。 甲 も 打 落されて、 痛手 負うて 潢樣に 臥したり けり。 敵 一人 寄 合って Is- 

つて 押へ 首联 らんと しける 所に、 東 國の兵 缀と續 いたりければ、 首； id も 奴らず、 打 捨て 落； 仃 きぬ。 

御 方 勢 近づきて 見れば、 鎧 物 具 面 も 朱に 成って、 誰ともa^ぇず。 大 將軍武 守、 あら 無慚 やな、 此者 

痛手 負うたり、 誰 そと 問 ひ 給へば、 未^に やらで 片 息したり ける が、 是れは 武蔵國 住人 高 枝 次 郞と申 

す 者に て 候 (ro と 申す 三字ァ =0、 武藏？ S 打簡 きて 四 字 ァリ〕 不便の 事 や、 手 を 能くく 見よ、 甲 打^ 


されて 頭の 摘より 物 具の 裙 まで 大小の 摘廿三 箇所 ぞ 負うたり ける。 如何に 「以上 三十 五字& 一と ありけ 

れば 人々 走 寄りて 見る に 痛手 蒲 手册三 箇所 切られぬ-一作 ル〕、 此手 にて は 死すべき か、 よも 〔以上 十二 字 

&〕 助かるべき か 心地 は 何と 問 ふ 二 作ル〕 此手 にて は 死に 候 はじと 申す。 如何すべき、 道まで は 叶 ふま じ 

とて、 御文 遊ばされ 御 使 一人 添へ て、 其れより 鎌 倉へ ぞ 下されけ る。 是れは 武藏國 住人 高 枝 次郞と 申す 

者に て 候、 六月 六日、 杭 P 河の 軍に 手 あまた 負うて 候、 道に て は 如何にも 療治 叶 ひ 難き 間 進ら せ 候へば、 

隨分忠 を 致せし 者に て 候へば、 相搆 へて/、 助かり 候 樣に御 計ら ひ 有るべき 由、 權大夫 殿へ ぞ 申されけ 

る。 さる 程に 京方 落 行きけ る を 各 追 懸けく 行く 程に、 伊具 六郞有 時が 手の者 伊佐三 郞行 正、 山 田次郞 

を： ：！： に 懸けて 行く 程に、 彼方の 端 も 此方の 岸 も 草 は 生 ひ 茂り、 河の 底 も 見えざる に、 馬の 尻 踏み はづし 

て さ i まに 返りければ、 山 田 次 郞 堀の 底に ぞ下 立った る。 伊佐三郞馳寄せて、如何なる者ぞ、山田次郞^^忠 

ぞ かし。 わ 君 は 誰 そ、 伊佐三 郞行 正と 名乘 る。 霜 を 越えて 落 合 ひて、 底の 堀に て 引 組む 間、 敵 御方是 を 

知らず 山 田 次 郞乘替 下人 も 無し、 伊佐三 郎雜色 一人 具したり。 主が 軍せば 寄って 手傳 もせず. 打 合 ふ 

時 は 立 5^ き 見物し、 戰ひ 疲れて 休む 時 は 寄りて 傍に 居る、 かくする 事 三度に 及べり。 〔s か- - りけ る處 

に 七 字 ァリ〕 山 田が 郞從藤 兵 衞尉落 行きけ るが、 さても 我 主 は 何と 成り 給 ひけんと 思うて 取って返し 

見ければ、 底の 堀に 太刀 打の 音し けり。 打 寄って 窺へば 我 主な り。 是に 御座し ける 物 をと 思 ひて 〔f^ 
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以上 六 字 や 藤兵衞 こそ 參 つて 候へ とて- 1 作 ル〕、 馬より 飛 下り、 主 を 己れ が 馬に 搔乘 せて 落ち 〔以上 in 

しころ  だいちから 

字 堀より 上ら -I 作ル〕 ん とす。 伊佐、 山 田が 甲の 錢を 階んで 引きたり けれども、 大力な りければ、 甲 

の 緒 を ふっと 引 切って、 山 田 は 延び 〔以上 三 字 S 落 行き-一作 ル〕 ぬ。 伊佐 〔山 田 を 三 字 ァリ〕 打取られ 

ぬ は 遺恨 なれ ども、 甲 03 の錢 二字 ァリ」 馬 鞍 を 奪 留め たれば、 伊佐が 高名と ぞ 申しけ る。 山 田 次郞落 

行きけ るに、 美 濃の 小關 にて 高き 梢に 摸 を 結 付けて ぞ落 行きけ り。 是は爱 に 敵 ありと 思 はせん 爲 なり 

と覺 えたり。 東 山柬海 ca 兩ノ字 ァリ〕 道の 大勢 一つに 成って 上りければ、 野 も 山 も 兵 共 充満して 幾 

ts ね  いくさ 

千 と 云 ふ數を 知らず。 野上垂 井に 〔，s_lli く 二字 ァリ〕 陣を 1^ つて、 駿河守 軍の 手 分 をせられ ける は、 

相 模守殿 は 勢 多へ 向 はせ 給 ひ 候へ かし、 , 御の 瀬へ は武田 五郎 向 はれ 候へ、 宇治へ は 武藏守 殿 向 はせ 

給 ひ 候へ かし、 芋洗べ は 毛 利藏人 入道 殿 向 はれ 候べ し) 義村は 淀へ 罷向ひ 候 はんと 申せば、 相 摸 守 

殿の 手の者 本 間 兵 衞尉忠 家 進出で て 申しけ る は、 哀れ 駿河守 殿は惡 しう 申さる &物 哉、 相 摸 守 ノ 

字 ァリ〕 殿の 若 11 に は、 軍な せ そと 存じて 申され 候 か、 駿河守 〔以上 三 字義 村 聞て-一作 ル〕 此^ こそ 

心得 候 は.； r 義村 昔より 御大 事に は 度々 逢うて 多くの 事共 見 置きて 候、 平家 追討の 時、 關 東の 兵 共 

差 上せられ 候 ひしに、 勢 多へ は CS 大手 なれば とて 七 字ァリ ：〕 三 河 守 殿 向 はせ 御座し ませ、 宇治へ は 

〔s 搦手 なれば 五 字 ァリ〕 九郞 判官 殿 向 はせ 給 ひ、 上下の 手 同じと 雖も、 三 河 守 殿 $ ^多な 渡して 平家 


の 都 を 追 落し、 輙 く 軍に 打 勝た せ 給 ふ、 是れは 先 規も御 吉例に て 候へば と 存じて こそ 加 樣には 申し 

候へ.、 爭 でか 軍な せ そと 思 ひて かくは 申し 候べき、 加 様に 申さる >-條 存外の 次第に 候、 勢 多へ は 敵 

の 向 ふま じきにて 候 敷、 軍 は 何く もよ も 嫌 ひ 候 はじ、 只 兵の 心に ぞ 依るべき と 申しければ、 本 間兵衞 

尉 始の申 狀には ゆ しく 聞え つれ ども、 兎角 申し やりた る 方 もな し、 武藏 守泰時 は駭河 守の 議に同 

せられ、 其 時に 申さる. -は、 宇治へ 向 はんず る 人々 は 向 はれ 候べ し 〔以上 十三 字 ぼせ 給 ふ 義村又 申 

ほくろく 

しける は-一作 ル」、 但し 式部 丞 北陸 道へ 向 ひ 〔以上 三字& 一より 罷 上り-一作 ル〕 候 ひしが、 道 遠く 極めた 

る 難所に て、 未だ 着きたり とも 聞え 候 はず、 都へ 攻 入らん 日、 一 方 透いて は惡 しかりなん、 小 笠 原 次 

郞殿 北陸 道へ 向 はせ 給へ、 長淸は 〔以上 九 字 S 路 より 罷 上られ 候へ と 仰 遣 はされ 尤 にと 申しければ 

尤 然るべ しとて 小 笠 原 承て 今度-一、 作ル〕 山道の 惡 所に 懸 つて 馳 上り 候 ひつる 間、 殊更 二字 ァ リ〕、 

關太 is{ にて 馬共乘 痰ら かし、 肩 背 膝 かけ 爪 を か- 1 せて 候、 又大炊 渡りに て 若 黨共手 負うて 候へば、 

i:e 無勢 旁 以て 五 字 ァリ〕 叶 はじと 申しければ 〔以上 五 字 ffi こそ 存じ 候へ とぞ答 へられけ る-一作 ル〕、 

武藏守 只 向 はせ 給へ 〔以 h 六 字 S さらば-一作 ル〕、 勢 を 付け 進ら せん 〔以上 六 字 m 一 添 へらるべし-一作 ル〕 

とて、 千 葉 介 殿、 筑後太 郞左衞 門 尉、 中 沼 五郎、 伊吹 七郞、 是等を 始めと して、 一 萬餘騎 添へ ければ 

〔以上 五 字&, 付けら る 小 笠 原此上 はとて- 1 作ル： r 小 關に懸 りて、 伊吹山の 腰 を 過ぎ、 湖の 頭を經 て、 
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西 近 江 北陸 道へ ぞ向 ひける。 一、 &ー さる 程に 四 字 ァリ， 式部 丞朝時 は、 五 k: 晦日 越後 國 府中に 着いて is- 汰 

あり。 枝七郞 武者、 加 地 人道 父子 三人、 大胡太 郞左衞 門 尉、 小 出 四 郎左衞 門 尉， 五十， k 黨を具 して ぞ 

向 ひける。 中越 後の 界に蒲 原と 云 ふ rsi 難 ノ字ァ リー 所 あり。 一方 は 岸 高く して 人馬 に 通り 難く、 

わらい. て  4 

一方 は 荒 機に て、 風 烈しき 時 は 船路 心に 任 せず， 岸に 添 ひたる 岩間の 道 「以上 四 字 細道 岩間-一作 ル〕 

を傳 うてと め 行けば 「以上 五 字 通る に-一作 ル： r 馬の 鼻五騎 十騎雙 ベて 通る に 能 はず、 使に 一騎 計 通 

リ f  .フ へ 

る 道な り。 市降淨 土と 云 ふ 所に 逆茂木 を 引きて、 宮崎 左衞門 堅めたり。 上の 山に は 石弓 張り 立て、 

はづ  *M っノ、 

敵 寄せば 弛し かけんと 用意したり。 人々 如何 かすべき とて、 各 區の議 を 申しけ る 所に、 式部 丞の謀 

に、 演 にいく らも 有りけ る 牛 を 捕へ て、 角 先に 續松を 結 付けて、 七 八十 匹追績 けたり" 牛續 松に 

恐れて 走り 突 通 r 曜 りけ る を、 上の 山より 是を兑 て、 あは や 敵の 寄 l、s 來ノ 字ァリ J る はとて、 

の 有る限り 弛し 懸け たれば、 多くの 牛 討 たれて 死にぬ。 さる 程 C. 以上 三 字 s 其^-一作 ル〕 に 石弓の 所 は 

事故な く 打 過ぎて、 夜 も 曙に 成りけ るに、 逆茂木 近く 押 寄せて 見れば、 折節 海面 1^ ぎたり ければ、 Q 出 

賤木尻 吹 五 字 ァリ： J の 早 雄の 若者 共 汀に 添うて、 &1 强 なる 者 は 海 を 渡して 向 ひけり。 又 足輕共 手々 に 

逆茂木 取へ  1 けさせて 通る 人 も あり、 逆茂木の 內には 人の 郞從 と覺 しき 者 二三 十 人 i 燒ぃて 有りけ るが、 

矢少々 射 M くると といへ ども、 大勢， £i ^ふや 見て、 皆 打 捨て. "山へ 逃. 上る、 其鬪に 事故な く 通りぬ。 


• 


LIS 又 ノ字ァ リ：〕 越 中と 加 賀の堺 に砥竝 山と 云 ふ 所有. =。 黑 坂、 志 保と て 二つの 道 あり。 砥^^山へは仁 

科 次 郞>  宮崎 左衞門 「&」 尉ノ字 ァリ〕 向 ひけり _ 志 保へ は 糟展々 名左衞 門、 伊 王 左 衞門向 ひけり. 加賀 

國の 住人、 林、 il^GI し、 井上、 律 旗、 越中國 住人、 鮮尻、 河 上、 石 黑の者 共、 少々 都の 御 方 人と 申して 

防ぎ 戰ふ、 志 保の：.^^ れ ければ、 京方 皆 落 行きけ り。 其 中に 手 負の 法師 武者 一入 傍に 臥したり ける が I 

大勢の 通る を て、 是 は九郎 判官 義經の 一 腹の 弟、 糟屋 有名 左衞門 尉が 兄弟、 刑 喜 〔： 部 E〕 坊現覺 と 申 

す 者な り、 能き 敵ぞ 打って 高名せば やと 名乘 りければ、 誰と は 知らず、 敵 一 人 寄 合 ひ、 刑 部 「喜 s〕 坊 

が 首 を 取る。 式部.. が、 腿！ 5^ 山、 黑坂、 志 保 打破って、 加賀國 に亂れ 入り、 次第に 攻め上る 程に、 山 法 

師卖澄 堅者觀 賢、 水 尾 坂 を 掘 切って、 逆茂木 引きて 待 懸けたり 〔以上 五 字 有りと ぞ 聞え し-一作 ル。〕 
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^^7ク.-!ー1ロて 

さる に 山 田 次 郞贯忠 は、 杭澦 川の 軍.^ れて 後、 都へ 歸參 して 事の 由 を 申しけ る は、 海逍 所々 打 落さ 

れ、 北陸 道の 勢 も 都 近く 攻め 寄す と 聞え しかば、 ー院 何と 思 召 分けた る 御 事 ともなく、 丄ハ月 九日 酉 刻 

に、 一 £r 新院、 冷泉 宫引 具し 進ら せて、 日吉へ 御幸なる。 二位 法 印 尊長 は 巴の 大將の 御供 せられた 

りけ る を、 組 落して 打た ば やと、 頻に目 を かけ 支度せられ ける を、 子息 新中納 言の 申す やう、 長が 

君に 目 を 懸け 進ら せ 候ぞ、 但し 實氏 死に 候て 後 こそ 如何にも 成らせ 給 ひ 候 はめと て、 中に 押 隔てく 

せられければ、 知れたり と 思 ひて、 左右な くも 組まず。 かくて 君 は 五 字 ァリ〕 東 坂本梶 井の 御所へ 

ざ す  よ もす がら 

入らせ 給 ふ。 天台 座主 參らせ 給 ひて、 終夜 御物 語 申させ 給 ひ、 君 を 守護し 奉り 候 はんず る 大衆 は、 皆 

水 尾畴、 勢 多へ とて 馳向ひ 候 ひぬ、 是は 如何にも 惡 しく 候 ひなんと 申され けれども、 今日は^も 宇 

治 勢 多^め られ てこ そ御覽 せられよ と、 謀叛 結構の 公卿、 殿上人 武士 共 各 進め 中 h ぐる。 然る 間； 日 

御 逗留 有りて、 f 明くる 卯 刻に 都へ 還 御、 四： W 宮へ 人ら せ 給 ひて 後 は、 四方の 門 を閉ぢ られ、 角の 

儀 も 仰せられず。 月 卿 雲 客 • さる にても 〔以上 五 字 E 僉 翳して-作 ル〕 打 手 を 向けら るべ しとて、 宇治 


勢 多 方々 へ 分ち 遣 はさる。 山 田 次 〔二 S,J 郞 重忠， 山 法師 播磨堅 者、 小 朥助智 性坊、 丹 後、 是 等を始 

として、 二 千 餘騎を 相 具して 勢 多へ 向 ふ。 能 登 守 秀康、 平九郞 判官 胤義、 少輔 入道 親廣、 佐々 木彌太 

郞判 {02 高黨、 中 條下總 守 盛 綱、 安藝 宗內 左衞門 尉、 伊藤 左衞門 尉、 是 すを始 として 一 蓠餘騎 供御 瀬へ 

向 ふ。 佐々 木 前中納 言有雅 卿， 甲斐 宰相 中將範 茂、 右 衞門尉 朝 俊， 武士に は 山^ 前司廣 綱、 子息 太郞 

右衞門 尉、 筑後六 郞左衞 門 尉、 中 條彌ニ 郞左衞 門 尉 九 字ァリ r 熊 野 法 印に は 田， 部 法 印、 十蓠法 橋、 

萬刼 禪師、 奈良 法師 は 土護覺 心、 圓昔、 是 等を始 として 一 萬餘騎 宇治橋へ 相 向 ふ。 長 瀬 判官 代、 足 立 

源 左衞門 尉， 五 百餘騎 にて 牧 〔眞 木 嶋へ向 ふ。 一條 宰相 中將信 能、 二位 法 印 尊長、 一千 餘騎 にて！? 

洗 ひへ 向 ふ。 坊門 大納言 忠信、 . 一 千餘騎 にて 淀へ 向 ふ。 河 野四郞 入道 通信、 子息 太郞五 百餘騎 にて 廣瀨 

へと ぞ向 ひける 〔〇 諸 本 以上 ヲ上卷 二 入 ル〕。 海道の 先陣 相 摸 守 時 房、 同 六月 十二 日、 勢 多の 橋 近く 野 

i^6v    かいだて 

路に陣 を 取る。 や， 雄の 者 共 河 端に 押 寄せて 見れば， 撟 中二 間引 落して 搔栀搔 き、 山 田 次 〔二 s〕 郞を始 

はしみ 

として、 山 法師 大勢 陣を 取る。 相 摸 守の 手の者 共 階 見 太郞、 佐々 目 03 太郞 二字 ァリ： r 早 川 重 C 平 〔.？ し 

三郞， 三人 橋 爪に 押 寄せて 戰 ひける が， 射しら まされて 引いての く。  二番に 江戸 八郞， 足 立 三郞、 讚岐 

太郞. 三人 析を % り ける が、 餘 りに 强く 射られて 「以上 十字 E を 指 詰め 引 詰め 射け る 問-一作 ル〕 二人 引 

退く。 足 立 三郞鏜 はよ し、 橋 析に鎧 打 羽ぶ きて 居たり ける が、 向 ふより 支へ て 射ければ、 こらへ 兼ねて 
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引返く。 三番に 村 山 黨八人 桁 を 渡りけ るが、 それ も餘 りに 强く 射られて 引返く。 四 香に 二十 人 計述れ 

たる 兵、 揺析を 渡りて か 搔楣の 斬 端 L, 以上 二字 K 際 -1 作ル〕 へ攻 寄せたり ける が、 餘 りに 强く射 ける 問少々 

引退く。 其 中に 熊 谷 平 內左衞 門 尉、 久 E 左 近、 岩瀨 L、s 佐 渡 二字 ァリ 〕 左 近、 同 五郎 兵衞、 k 塚 か 「&平 

ノ字 ァリ〕 太郞， 吉見 十郎、 子息 小 次郞， 廣田小 次 CS 太し 郞、 太刀 を拔 いて 三つの 搔桐を 切 破って、 

しころ か. U ぶ  ら. & う 

錢を 傾け 攻寄 する) 山 法師 観と 引いての きに ける。 山 田 次 郞是れ を 見て、 郞從等 荒 左 近 を 使者に て、 

5 しろ  りっし や 

如何に 大衆 は あれ 程の 小勢に は 引かせ 給 ふぞ、 返させ 給へ、 後 をば 籠 めんと 申しければ、 播磨堅 者、 

引く 議 にて は 候 はず、 誘く にて こそ 候へ とて、 返 合せて 戰 ひけり。 山 法師 は 徒 立の 達者な り、 其 上大 

太刀， r&K ノ字 ァリし 長刀 を 持って 重く 打ちければ、 武士 は 〔以上 一 二字 E_ 寄 手-一作 ル：) 心 こそ 剛 なれ ど 

も、 小 太刀に て あ ひしら ひ戰ふ 程に、 九 人が 中 六 人 は 搔榍の 際に 切 伏せら る。 平 內左衞 門 尉是を 見て、 

キは 如何にも 叶 ふま じと 思 ひて、 其 中に 宗徒の 者と 見えけ る 播磨堅 者と 組んで 臥す。 平 内 左衞門 1^ つ 

て 押へ て 首を搔 かんとし ける 所に、 堅 者が 下人の 法師 寄 合 ひて、 長刀 を 持って 平； 2： 左衞門 尉が 押 付 を 

ちゃう；， \ と 二 打 三 打した  >- かに 打 たれて、 傾く 樣に しける 所 を、 山 田 次 郎が郞 從荒左 近 落 合 ひて、 

平 內左衞 門が 頸 を 取る。 吉見 十郞、 子息 小 次 〔一 一 &〕 郞が切 伏せられ ける を、 屑に 引 懸けて 河 端 迄 延びた 

りけ る.^  ijs より 餘 りに 强く射 ける 間、 子 をば 河へ 投入れ、 我 身 も 河に 飛 入り、 水練な りければ、 水の 


底に て 物具脫 捨て、 裸に 成って 我方へ 泳ぎ 鼸 りて 助かりけ り" 今 は 久米左 近 一 人殘 りて， 身命 を 捨て 

お. 0 て 

> -戰 ひける 處に、 ならの 橘 四郞. 平 五郎、 橋 を 渡って 續 きたりけ る を 乘 越え. 面に 立って ぞ戰 ひけ 

も。 爱に 宇都 宮四 郞赖菜 親の 入道 を 待つ とて、 大勢に は 三日 後れたり ける が、 勢 待 付け、 少々 の 者 を 

ば 打 捨て 上る 程に * 勢 多の 橋の 戰第 二番の 時に、 五十六 騎 にて 馳 蒲いた る。 橋の 上の 軍 をば せず、 

擦より 上 一 町餘り 引上げて 陣を联 る" k ふより 敵の 射る 矢の 繁き事 雨の 足の 如し。 宇都 宫四郞 河 端に 

jf;: 立ちて の 矢 を 射る 所に、 熊ハ介 og 小ノ 字ァリ n 次 邵兵衞 尉 直 ぼ、 OS 家： r 高 田 武者 所 馳來り 加 はり 戰 

ふに 〔一め 但 J 小 次 郞兵衞 は 遠矢 射ず、 何とて 射ぬ ぞと 人に 云 はれて、 皆 知し めす 様に 一 谷の 軍に 弓手の 

小 腕 を 射させて 候 間、 遠矢 は 仕り 得ず 候と て、 敵の 矢 長の 屈かぬ 程に、 馬 共 引 除け/ \扣 へさせて、 

ST  ，でしき ,  ひ， あつ 

雜色舍 人 共に 敵の 射 捨てた る 矢 ども 拾聚 めさせ， 主々の前に打：^^=てく射させけり" 熊 谷 次 郞兵衞 申 

しける は、 一時に 事 限るべき にも 非ず、 各 休み 給へ とて、 河 端近く 打 臥す 様に 鎧 打^ぶ ぎて 皆 臥した 

り。 され ども 膀敵は 射 止む ことなし。 宇都 宮四郞 が 臥したり ける 甲の 鉢 を 射つ け C, 縫 ざまに 鉢 付 

しろ 力  X  X  *  二 

の 板に した  >- かに 射 立てたり。 白 掠に 山鳥の 羽に て矧 ぎた る 矢 誌し したりけ るが、 眞に大 なりけ る。 

宇都 宮四郞 甲の 鉢 を 射られて 安から ず 思 ひ、 起ち 揚 つて 見れば， 信 濃國 住人 福 地 十郞俊 政と 矢 誌し 有 

Z 十三束ー1ー〔11图：〕$ぞ有りける。 宇都 宫四 郞賴 成と 矢 誌した る. 是れも 十三 朿ニ伏 有りけ る を 以て、 
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河 端に 立って、 よつ 引いて ちゃうと 放つ C 川 を 筋 違 ひさ まに 三 町 餘りを 射 渡して、 山 田 次郞が 川端に 

唐 笠 さ X せて、 軍の 下知して 居たり ける に， 危き 程に ぞ射 懸けた る U 急ぎ I： 以上 二字 S 山 W- 一作 ルー 笠 

を联. りせ て壤 にね る (〕 水 尾 崎 を 堅めた る 美 濃の 竪者觀 源 舟に て 漕. き來 り、 河 中に て是を 射け り。 其 中 

に赤絲 威の 鎧 着た る 男 殊に 進みけ る を、 宇都 宮四郞 例の 中 差 瑕って 番ひ 支へ て 射ければ、 頸の 骨 を 射 

られ- 立ち もた まらず まろびに けり C 次に 黑革 威の 鎧 着た る 法師 武者、 少 とも まず 懸る所 を 二の矢 

番 ひて 射け るに、 引合 篦 t に 射られて、 河 中へ 倒に 入りに けり。 其 後 美 の 堅 者 も 引返く。 相 摸 守 刑 

六 兵 衞を 召して、 此 軍の 有漾を 見る に、 一 nz 二日に 事 行くべき とも 見えず、 されば 矢種 を盡 し、 さ 

のみ 兵 共 も 討た すべきに も 非ず、 且く靜 めばやと 思 ふ は 如何にと 宣 へば、 刑 六 兵 衞河端 橋 爪に 馳向ひ 

て、 大將 軍の 仰に て 候、 暫く 軍を靜 めんと 呼ば はり けれども、 仰に も隨 はず- 齒 も名乘 懸け/ \戰 

ひける が、 御 使 度々 に 及び、 高らかに 訇 りければ、 番 ひたる 矢 を 弛し、 河 端 橋 上の 軍 は 留まりけ り" 

爱に 供御 濯へ 武田 五郎 入道 OS 城 入道〕 奉って 向 ひける に、 何く より 来る とも 覺 えず、 上の 山より 

大妻鹿 一つ 落ちて 来れり 敵 御 方 あれ や/、、 と 騒ぐ 所に、 甲斐 國 住人 平 井 五郎 高 行が 陣の前 を 走 通 

る。 高 行 元来 鹿の 上手に 問えて はあり、 引立てた る 馬 なれば、 ひたと 乘る镫 に 弓手に 相 付いて、 上 矢 

の鎮 を打番 ひ、 且し 引いて 走ら かし、 三 段 計に 攻 寄せて、 思 白 毛の 本 を錶は 此方へ 拔 けよ とひ やうと 


射る。 鹿 矢の 下にて まろびけ る、 弓勢 ゆ しく ぞ 見えし。 武藏守 供御 瀨を 下りに 宇治橋へ 向 はれけ る 

が、 其 夜 は 岩 橋に 陣を联 る。 足 利武藏 前司義 氏、 三浦駿 河守義 村、 是等は 遠く 向き 候へば とて、 

して 打 通る" 義氏は 宇治の 手に 向 はん ずれ ども C 以上 二字 £ ばと て-作 ル〕、 栗 籠 山に 陣を 取る。 駿河 

次郞 同じく 陣 を^べ て 取りたり ける が、 父驗河 守に 申しけ る は、 御供 仕る ベう 候へ ども、 權大夫 殿の 

御前に て、 武藏守 殿御 供 仕り 候 はんと 申して 候へば、 暇 給 はりて 留まらん ずると 申す。 駿河 守. g 何に 

親の 供 をせ じと 云 ふぞ、 ISS 河 次 C 一一 S.1 郞 さん 候、 尤泰村 もさ こそ 存じ 候へ ども、 大夫 殿の 御前に て 申 

して 候 事の {4.; 事に 成り 候 はんず る は、 家の爲身の爲惡しく1!^ひなん、 御供に は三郞 光村 も 候へば、 

心安く 存じ 候と 申しければ、 さて は 力及ばず とて、 高き 所に 打 上げて、 駿河次 C 二 fflj を 招いで、 軍 

に はと こそ あれ かく こそ すれ、 若 黨共餘 り はやりて 過 すな、 河 端へ はと 向へ かく 向へ など 能く/、 

敎 へて • 郎等 五十人：!^ 付けて 通られけ り。 留" まる 家 子に は 佐野與 一、 郎等に は a 母子の 小 河 太！ s-、 

同 五郎、 阿曾 f:〇 沼字脫 力〕 太郞、 同 ftC 郞- 山 崎 三 郞* 那 波！ ^八， 是等 なり) 其 中に 十四 進んで 

申しけ る は、 未 案內も 知らせ 給 はず、 我等 も 存知せ ず 候. されば 先 ぶに^ 向 ひ 候て、 事の^ を も竊 

ひ 見、 川の 有 樣をも 存じ 仕り 候 はん。 又 .Rm にて 候へば 御宿 をも联 儲け 候 はんとて 進行く。 是れは 

海道 尾 張 河より 始め、 所々 の戰 に、 我等 も 若黨も かひ-. しく 軍せ ぬ 事 を 口惜しく 思 ひて、 今日 相 

承夂 K 下  二 七 一 


承 久記下  二 七 二 

構へ て合戰 をせ よと て、 內々 心 を 合せ 指導 t 遣 ED しけり。 其 後錢河 郞 雨に 餘 りに 滴れたり けれ 

ば、 馬より 卜り、 物 具 脫ぎ替 へ、 腹卷 締め 直しな どし ける 所に、 徒歩人少々，^k^il^て、 御前に 進まれ 

候 ひつる 殿原、 はや 橋の 際へ 馳 寄り、 御手の 者名乘 つて 矢 合せし、 軍 始めて 候、 某々 手 負うて 候と 申 

しければ、 小 河 太 郞足利 殿に 此由を 申さば やと 申す-〕 駿河次 郞暫し 申しな とて、 物 具の 緒 を 締め、 

馬に ひたと 乘り、 戀联 つて 行く 時、 はや 申せと 云 ひ 捨て、 急ぎ 験 河次郞 宇治橋 近く 押 寄せて けれ 

ば、 實に 軍は眞 盛りな り。 馬より 下り 撟 爪に 立って、 桓武 天皇より 十三 代の 苗裔、 相投國 住人 三 浦 

きしつ  ひきつ 

験 河 次郞泰 村、 生年 十八 歳と 名乘 つて、 甲 をば 脫 いで 投げの け、 指 詰め 引 詰め 射け り。 乳 lil^r レノ小 

河 太 郞甲を 取って 着せければ、 脫ぃ では 捨てく、  二度まで ぞ したりけ る。 是れは 矢强く 射ん ため 

なり。 小 河太郞 主と 同じ 矢朿 なりけ るが、 始 は大將 あながち 手 る 軍す る樣 候ばず と 諫めけ るが、 

泰 村に 射られて 敵 © ぎ、 各氣色 〔以上 三 字 をの 》  く- 1 作ル J を 見て、 さ 候 は r 經景は 射 候 はで、 矢種 

つくさで 射させ 進ら せんとて、 雙 んでぞ 立ちたり ける。 向 ひの 岸へ は 普通の 矢 長 屈くべし とも 見え 

ぬ 所に、 宗徒の. < 欺と 覺し きを、 よつ 引いて ぞ 射たり ける。 駿河次 〔二 支へ て 射る 矢 二つ 三つ 射 

感 けられ、 幕の 中骚 合へ り。 急ぎ 幕 を 取って、 向 ひの 堂の 前へ ぞ のきに ける」 後に 聞え し は 甲斐 宰 

相中將 なり。 向 ひの 岸に 奈良 法師、 熊 野 法師 數千騎 向 ひたる 其 中に、 不動 金 伽 i> 勢 多： t の 二 窻子を 


&i 符に 藩け たる 旗 ども 打 立て. - 有りけ るが、 河 風に 吹かれて 靡きけ る は、 實に 恐し くぞ 見えな りけ る。 

武蔵前 司 義氏馳 来り 相 加 はって ぞ戰 ひける。 駿河 次郞が 手の者 共 散々 に戰 ひ、 少々 は 手 負うて ぞ 引返 

く。 日 も 暮れ行けば、 武藏前 司 平等 院に 陣を單 る。 駿河次 〔二 郞も 同じく 陣をぞ 1^ りたり ける。 

甲斐 國住人 室 伏 六郞を 使者と して、 武藏 守へ 申されけ る は、 駿河次 a ls〕 が 手の者 共 早 軍 を 始めて 

少々 手 負 ひ 候、 義 氏が 若 黨共數 多 手 負 ひ 候、 H 暮れ 候 間 平等 院に陣 を 取り 候、 京方 向 ひの 岸に 少々 

舟 を 浮べて 候、 橋 を 渡って 一 定今 夜夜 討に せられぬ と覺ぇ 候、 小勢に 候へば、 御 勢 を 添 へられ 候へ と 

申されけ る。 武藏守 こ は 如何に、. 明日の 朝と 方々 軍の 相圔を 定めけ るに、 定めて は 人々 油斷 すべき、 

fi; し 夜 討に せられて は 口惜し かるべし、 急ぎ 者 共 向へ と宣 ひければ、 平 三 郞兵衞 尉 盛 綱 奉って 馳參 〔廻 

s〕 り、 相觸れ けれども、 武藏守 殿 打 立た せ 給 ふ 時 こそと て、 進む 者 こそ 無 かり けれ" され ども 佐々 木 

お ほ あめ 

三 郞左衞 門 尉 信 綱 計 ぞ罷向 ふべき 由 申したり ける。 六月 中旬の 事 なれば、 極熱の 最中な り、 大雨の S 

る 事 只 軸の 如し、 鎧 甲に 瀧 を 落し、 馬 も 立ち こらへ ず、 萬 人目 を 見 あげられねば、 我等 を賤 しき 民 

として、 忝くも 十 善の 帝王に 向 ひ 進ら せ、 弓 を 引き 矢 を 放たん とすれば こそ、 兼て 冥加 を盡 きぬれ と 

て 進む 者 こそ 無 かり けれ。 され ども 武藏守 計 ぞ少も 臆せず、 さらば 打 立て 者 共と て、 やがて 甲の 緒 を 

締め 打 立ち 給 ひけり。 大將軍 加樣に 進まれければ、 殘 留まる 人 は 無し。 又 夜中に 宇治橋 近く 押 寄せて 
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見，；： ば、 駿 河次郞 昨日の 薄手 負 ひたる 若黨 共、 矢 合 始めて 戰 ひけり、 武藏前 司が 手の者 共. 同じく 押 

察せて 戥 ふとい へ ども、 暫し支 へ て 引返く。 一 ー番に相馬五郞兵衞、土肥.？^^郞左衞門尉、苗8ゅ：」田兵衝、 

〔mj 平 兵 衞三字 ァリ： r 內田 〔 嶋& 一〕 四郞、 吉河小 次郞押 寄せで 散々 に戰 ふ、 少々 手 負 ひて 引返く」 三 

番に 兵衞、 町 野次 aisj 郞， 長 沼 小 四郎， 各其國 住人 某々 と名乘 つて、 橋析を 渡り i 搏の際 迄攻寄 

せたり ける を、 敵 數多寄 合せて、 三人 三 所に てぞ討 たれけ る。 四 番に梶 小 次 〔二 £n 郞， 岩 崎 七 郞押寄 

せて 散々 に戰 つて 引退く。 五番に 波 多 野 五郎 信 政、 引いた る 橋の 際 迄 押 寄せたり。 是れは 去 六月 杭觀 

川の 合戰に 3^ もな き 矢に て 額 を 射られたり。 さ 有れば とて 只 有るべき に 非され ば 「以上 ト丄ハ 字 &蜜树 

計 腫れたり-一作 ル〕、 進出で て名乘 る。 相 摸國住 人波 多 野 五郞信 政と て 橋析を 渡し、 向 ひより 敵の 射る 

t な こ 

矢 雨の 如くなる に、 向 ひの 岸 を 見ん と 振 仰のきた る 右の 眼 をした X かに 射られて 河へ 巳に 落ちん と 

す-橋桁に 取 付いて、 心地 を靜 めて 向 はんと すれば 先 も 見えず、 歸 らんと すれば 敵に _ 後 を 見せん 事 

口惜し かるべし と 思 ひければ、 後 様に そし ざり ける、 橋の 上へ しさり 上がり 取りて 返しけ る 所に、 郞 

等則久 〔以上 二字 E の 乘替ニ 作ル〕 つと より、 肩に 引 懸け 返りけ る」 河 端の 芝の 上に 伏せて、 二人 左右 

より 寄って 膝 を 以て 押へ て 矢を拔 いてけ り。 〔w 眼より 三字ァ リー 血の 出 づる事 鎧に 紅 を 流して、 誠に 

おびた しく ぞ 見えけ る。 武 藏 國 住人 鹽谷左 衞門尉 家 友 押 寄せて 戰 ひける が、 射 倒されぬ。 子息 六郞 


左 衞門尉 家 氏、 親を乘 越えて 矢： e に 立って 戰 ひける が、 是れも 薄手 負うて、 父 を 肩に 引 懸けて ぞ のき 

にけ る I 其 後 各 押 寄せ/ \戰 ひけり。 宫寺 三郞. 須黑右 馬尤、 飯 高 小 次郞、 高 田 武者 所、 大高小 太 郞- 

息 津左衞 門 尉、 高 橋 九郞、 宿屋 fjo: 一  1®〕 郞、 高 井 小 次 ms」 郞押 寄せて、 劣ら じ 負け じ 三 字 ァリ〕 と 

戰 ひて、 是等も 手 負うて 引返く。 京方より 奈良 法師 土護覺 心、 圓音、 二人 橋析を 渡って 出で 來り、 八 

は 這 ふ 渡る 橋桁 を、 是等 二人 は大 長刀 を 打 振って 跳り く 曲 を 捩 舞って ぞ來 りけ る。 坂 東の 者 共 

是れを 見て、 惡ぃ 者の 振舞 かな、 相 溝へ て 射 落せと て、 各々 是れを 支へ て 射る。 立ちた る圓 音が 左 

の 足 ハ，. 大指を 橋 析に射 付けられ、 躍りつ る も 動かず、 如何が すべし とも 覺ぇ ざり ける 所に、 續 いたる 

覺心刀 を拔 いで 射 付けられ たる 指 を ふっと 切捨て、 肩に 掛けて ぞ 引きに ける。 武 藏守此 軍の 有 樣を見 

るに、 吃と 勝 i;:!^?- ると も 見えず、 存 ずる 旨 有り、 暫く 軍 を 留めん と 思 ふなり と宣 ひければ、 安東 兵衞 

尉 橋の 爪に 走 寄り 靜め けれども 靜 まらず。 一 一番に 足 利 武藏前 司馳寄 つ て、 靜 めら れ けれども 靜 まら 

ず。 三 赞に平 三 郞兵衞 盛 綱、 鎧 ca をノ字 ァリ〕 は脫 いで、 4 具 くに 太刀 計帶 いて、 ，M&% を 懸け、 

橋の 際 迄 進んで、 各 軍 をば 仕って は、 誰より 勸賞を 取らん とて cer そ ノ字ァ リ〕、 大將 軍の 思 召す 樣 

し 6  、つす. I- ま i  二  "か 

有って 靜 めさせ 給 ふに、 誰々 進んで 1^ けられ 候ぞ、 註し 申せと て 盛 綱 奉 つて 候な りと^に 申しけ 

れば. ^時 侍 所 司に て はあり、 人に 多く 見知られ 「s ければ 三字ァ リ〕、 一 二人 聞く 程 こそ あれ、 次第 
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5 しゃ はづ 

に 呼 はりければ、 河 端、 橋の 上、 太刀、 指 矢 を 弛して 靜 まりに けり" 武藏守 芝 田 橘 六 を 召して、 河 

を 渡さん と 思 ふが、 此水 夜の 程に は 一尺 計 もま さりた るな、 此 下に 渡る 瀨ゃ ある、 瀨 踏して 參れと 

宣 ひければ、 承り 候と て、 一町 計 打 出で たりけ るが 取って返し、 檢見を 給 はり 候 は どやと 申す。 尤 

さるべし とて、 南 條七郞 を 召して 指 添 へられ、 ニ騎 連れて 下樣に 打ちけ るが、 攛嶋の 二 なる 瀨を見 

渡しけ るに、 あやしの 下疆 の白髮 なる 翁 一 人出 來れ り。 是を 捕へ て、 汝は此 所の 住人 案内 者に てぞ有 

るらん、 何の 程に か 溜の 有 る^に 申せ、 勸賞 申し 行 ふべ し、 申さず ばしゃ 首 切らん ずる ぞ とて、 太 

刀を拔 懸けて 問 ひければ、 此翁 わな、 きて、 獺 は 爰は淺 く候ぞ かし、 彼 は 深く 候と 敎 へければ、 能 

く 申したり とて、 後に は 首を切って ぞ 捨てに ける。 又 人に 言 はせ じと なり。 其 後 馬より 下りて 裸に 

なり、 刀を銜 へて 渡る。 撿 見の 見る 前にて は、 淺き所 も 深き 樣 にもて なし、 早き 所 を も 長閑なる 樣 

に 振舞 ひて、 中 嶋に游 ぎ 着いて 見れば、 向 ひに は 敵 大勢 扣 へたり。 さて 此の 河 は さぞ 有る らんと 見 

渡して、 返し、 瀨踏を こそしお ほせて 候へ と 申しければ、 佐々 木 四 郞左衞 門 尉 御前に 候が、 芝 田が 

ラっ  しもざま 

申す 詞 を^き も敢 へず、 打 立ち 馬に ひたと 乘 つて 下 樣に馳 せて 行く。 芝 田 橘 六、 あな 口惜し、 是れ 

に 前 をせられ なんず と 思 ひて、 同じく 馳 せて 行く。 佐々 木 前に 立って、 爱が灝 かくと 云 ひければ、 

未だ 遙か遙 かとて、 棋嶋の 二 俣なる 所の 我瀨 踏した る 所へ 馬の 鼻 を 引 向け、 かばと 落さん とす" 芝 


田が 馬 は 鹿 毛なる が、 手 飼に て 未だ 乘 人れ ず。 されば 河 面 大雨 降って、 洪水 漲り 落ち、 白浪の 立ち 

ける に 驚いて、 11? 吹いて 奴って 返す。 引 向けて、 鞭 をした X かに 打って 落さん とす。 佐々 木是 

L を 見て、 こ は 如何に、 一は 瀨 にて 無き 物 をと 思 ひて 引返し、 芝 田 を 傍よりか ばと 打 入れて 渡しけ 

りし 左々 木が 馬 は 權大夫 殿より 給 はりたり ける 甲斐 國の白 〔向 齒立、 黑架 毛なる 駄の下 尾 白 かり 

けり。 八寸の 馬、 其 名 を 御 局と ぞ 申しけ る。 駄の 落つ る を 見て、 芝 田が 馬 も續 いで 落る" 河 中まで 

は、 佐々 木が 馬の 鞭 〔以上 三 字 ffi 絡-一作 ル〕 に 鼻 を さす 程な りけ るが、 元來馬 劣り たれば、 次第に 捨 

てられて、 二 段計ぞ 下りた る S 上 四 字 E 隔てけ る-一作 ル〕。 佐々 木 未だ 向 ひの 岸へ も 襄らず 〔以上 

三 字 m 止らず-一作 ル〕 して、 近江國 住人 佐々 木 四 郎左衞 門 尉 源 信 綱、 今日の 宇治 河の 先陣な りと、 高 

ら かに ぞ名乘 りけ る。 同じく 續 いて、 奥州 住人 芝 田 橘 六 兼 能、 今日の 宇治川の 先陣と、 同一 暂に 高ら 

かにぞl^^^ける」 佐々 木 向 ひの 中 嶋に打 上げ たれば、 子息 左 〔右 0〕衞 門太郞 とて、 十五に なりけ：^ 

が、 棹の 先 〔以上 三 字 £2*- 一作 ル〕 に 白き か 1  らを 着、 腰刀 計 指して 太刀 I に 懸け、 父が 馬の ^ 

の g に^ 付いて 來 たり。 父 見返して 向 ひの まで は 有り つれ ども、 是れ まで 渡すべし とは覺 えず、 

如何なる 子 共有り とも、 お Ife る 子 有る まじと、 ？が戰 つて、 敵の 矢に 中て じと 馬 I に 折り If 

子 を 陰に ぞ 立てたり ける。 され ども 素肌 なれば なほ 痛 はしく、 かくて は 如何が 有るべき なれば、 己い 
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しう も 渡りたり、 此後 如何なる 愛子 を 儲く ると も、 汝 に思替 ふべ からず。 急ぎ 武蔵守 殿に 參 りて、 頻 

踏 を こそし を ほせて 候へ と 申せと 云 ひければ、 左 〔右 ^〕衞 門太郞 只 御供 仕り 候 はんと 申しければ、 信 

綱柔 かに 云 は t よも 歸ら じと 思 ひて、 如何で 參ら では 有るべき ぞ、 さて は 親の 命, 2;!^ く かと 云 はれ 

て、 力及ばず 联 つて 返して 游ぎ 渡り、 武藏守 殿 へ 參 りて 此由を 申して、 又 取って返し、 親の 跡 を 尋ねて ぞ 

俊り ける〕 されば 大河 を 渡す 事 三度な り、 洪水 漲り 出で たる 事 なれば、 さすがに 身 も 疲れて、 押入れら 

れ押 入れられ しければ、 重代の 太刀 を 首に 懸けたり ける が、 重 かりけ る 間、 惜しく は 思へ ども 联 つて 

河に 投入れ て、 身ば かり 游ぎ 上りて ぞ 助かりけ る。 佐々 木に 續 いて 渡す 者に は 中 山 五郎次 郞、 佐s^與 

1 、 浦舒 太郞、 橫搆 五郎、 臼 井 小 太郞、 多胡宫 〔宗 s〕 內是 等な り。 秋 庭 三 郞も同 手に 渡し けれども、 

御 尋ね 有りけ るに は、 佐々 木存 ず^ 旨 や 有り けん、 我等 は 見ず とぞ 申しけ る。 後に 七騎 渡す に は 小 笠 

て し が はら 

原 四郞、 内海 九郞、 河 野 九郞、 四宮 右馬允、 勅使 河原 小 三郞、 長江 與 一 平 六是れ なり。 やがて 緩いて 

渡しけ る 若 狭 兵 部 入道、 關左衞 門 尉 CS 入道 二字 ァ リ〕、 小 野 寺 中 務丞、 佐嶋 四郞、 四騎打 入れて 渡し 

ける が、 若き 者 共の 馬强 なる は、 河 を 守らへ て 能く 渡し 間 子細な し、 關左衞 門 尉 入道 身は老 者な り、 

馬 は 弱し、 押 落され 下り 頭に 成りければ、 iR の 佐 嶋四郞 見捨てが たく 思 ひて 取って返 L、 押し 雙 ベて 馬 

の 口に 付けたり ける が、 押入れ ちれ、 二目と も 見ず、 共に 流れて 失せに けり。 是れは 鳩 四 郞國を 立ち 


ける 時、 isl 至 云 ひける は、 我 親 は 頼もしき 子 一人 も 無し、 我に 年 比 情 を 懸け 給 ふ 事 誠なら ば此 言葉の 

あし； i 

末 を 違へ ずして、 我 父相搆 へて 見放し 給 ふなと、 軍と 聞きし 日より 打 出づる 朝まで、 鎧の 袖を扣 へて 

云 ひける 事 を や 思 出 だしたり けん、 同じく 流れけ る こそ 哀 なれ。 故 鄕の者 共此事 を傳へ 聞きて、 さ 

云 は ざり せば、 一 度に 二人に は 後れ まじき 物 をと 歎きけ る こそ 甲斐な けれ。 安 柬兵衞 同 一 門な りけ 

る 彌藤内 左衞門 十四 騎、 大勢の 渡より 下 狭 かりけ る 所の 實に 深く 見えけ る を、 爱を 渡さば 大勢よりも 

前に 向へば 〔以上 二字 S 岸に-一作 ル〕 着くべし とて、 かばと 落す。 殊に 深き 所に て 一騎 も 見えず 沈みけ 

り。 武藏國 住人 阿保 刑 部丞實 光、 鹽谷民 部 丞家經 同國の 者と して、 所領 も 境を雙 ベて、 朝夕 申し 通ず 

る 中に て、 今日 も 一 所に 打 逑れ云 合せて、 同心に 川端に 進んで 渡さん としけ るが、 我等が 子 共 數多有 

り、 我 こそ {1^, しからめ、 子 共 さへ 失 はん 事 悲しく や 思 ひけん、 武藏守 殿へ 使に 進ら せければ、 是等も 

心得て 御供に こそ 候 はめと 申す。 小賢しき 奴 原 哉と て 追 遣 〔返 ED す。 我等 巳に 八 旬に 及んで、 病に て 

ぞ 死なん ずらん と 思 ひつる に、 今 か. -る 御大 事 出来て、 人數 一分 C 以上 三 字 S 人の つら- 1 作ル〕 に 成り 

て、 此河 にて 命 を 失 はん 事尤 本望な り、 民 部丞殿 もさ 承り 候、 刑部丞 殿と て、 かばと 落す。 二目と も 

えず 流れけ り。 其 後 cm はノ字 ァリ〕 馬 次第に ぞ 渡しけ る。 久瀬左 衞門次 C 二 E0 郞， 大山 彌 藤 太， 

善 右衞門 太郞、 安藝 庄四 郞、 片穗 〔德？ 5〕 民 部 四郞、 山内爾 五郎、 高 田 小 太郞、 成 田 兵窗、 女 陰 四 
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郎、 神澤 八郞、 奈良 八郞、 科 河六郞 太郞、 志村爾 三郞、 豐鳴彌 太郞、 伊佐 大進 太郞、 相 馬 五郎 子 共 三 

人、 物 射次郎 太郞、 下 妻 小 次郞、 佐 野八郞 入道、 同. i^c 二 S1 郞 太郞、 ^！谷平三郞、 木戶刑 部丞、 平 「手 

塚少輔 太郞、 春 日 刑 部 三郞、 足 濯 平 内、 長江 小 四郎、 板 田 左 近、 甕 谷 四郞、 土 肥 三郞、 仲 藤 八、 成 

田 f5C 郞、 嶋平 三郞、 同 平 四 「五 &D 郎、 同 平四郞 太郞、 平 三 五郎、 覺嶋小 次 〔二 SD 郞、 大河 津小 四郞、 

5 左 衞門次 〔、ニ&(〕 郞、 湯 原 六郞、 岡 部 六郞、 飯 高 六郞、 金子 與 一 小 「&ナ シ J 太郞、 大食 六郎、 讚 K 

左衞門 六郞， 大鹽 太郞、 浦 「碌£{」 野 四郞， 布施 左衞門 f?:〔Ils〕 郞、 懸左衞 門 四郎、 片 切六彌 太、 彌ー膝 

太 左衞門 尉、 飯 鳴 太郞、 備前 房、 大高 六郞、 岡 部介庄 三郞、 石 田 左 近、 钣沼 三郞、 櫻 井 次郞、 嶋津次 

郞パ- 川 三郎、 齋 藤 左 近、 今 泉 七郎、 M 谷權次 SSD 郞太郞 、是 等を始 として、 宗徒の 者 共 九十 六 人、 打迪 

れ打 連れ 渡しけ るが、 助かる 者な く 流る、 者 多 かりけ り。 上下 八 百餘騎 流れて 死たり とぞ 聞え し。 武 

錢守 あたら 侍 共 失うて、 泰時 一 人殘止 りても 何 かすべき、 運盡 きたり、 共々 に 相 向って こそ 死なめ と 

て、 河 端へ 進まれけ る を、 信濃國 住人 春 日 刑 部 三 郞と云 ふ 者、 親子 打 入って 渡しけ るが、 子 は 流れて 

^ぬ、 親 も 押 入れられたり ける を、 郎等 未だ 岳に 有りけ るが、 弓の 箬 を 入れて 捜しけ る 程に、 左右な く 

联 付いて 引上げられ たる を 見れば、 春 日 刑 部三郞 なり、 〔s 暫ノ字 ァリ〕 河 端に 大息つ きて 休みけ る 所 

に、 武藏守 河 端へ 進まれけ る を 立上り 鞍に 强く le- 付いて、 如何に かく 口惜しき 御 計ら ひ i 候ぞ、 軍の 


曾、 千騎が 百騎、 百騎が 十騎、 十騎が 一 騎 に 成る まで も、 大將 軍の 謀 に隨ふ 習に てこ そ 候へ、 增し 

て 申し 候 はんや、 御 方の 御 勢 百 分が 一 だに 亡び 候 はぬ 事に てこ そ 候へ、 如何に 御 命 を 失 はんと はせ さ 

せ 給 ひ 候ぞと 申しければ f 武藏守 思ふ樣 あり 放せと て、 軟 にて 腕 を 打 たれ けれども 放さず、 さる 程 

に 御 方 ra 勢ノ字 ァリ： 一 百騎計 河の 端へ 進み 前 を 塞ぎけ る 間、 力 及び 給 はず。 此事鎌 倉に 傳聞 えて、 刑 部 

三郞が 高名 先 をした らんに も 滑りたり とぞ宣 ひける。 駭 河次郞 同じく 渡さん とす。 武藏 守、 如何に 泰 

時と 一 所に てこ そと 契り 給 ひしに、 渡さん と はし 給 ふ ぞと宣 ひける 上、^ 母子の 小 河 太郞、 守 殿の 御供 

申さん とて、 父の 供 を もせ させ 給 はぬ に、 ともかくも ならせお はし まさん 樣に こそ 隨ひ候 はめと 申しけ 

れば、 -ST に 伏し 扣 へて 渡されず。 旗 差 手の者 共、 少々 打 人れ て 渡しけ るが、 流る、 者 も 多 かりけ り。 

武藏太 郞殿は 其れ も 渡さん とて 河 端へ 進まれけ る を、 如何に 泰時を 捨てん と は せらる. - やらん、 一所 

にて こそ ともかくも 成り 給 はめと 宣 ひければ、 力及ばずして 留り けり。 され ども 齒 渡さん とて 河 端へ 

進まれけ る を、 小 熊 太郎联 付いて、 殿 は 曰 本 一の 不覺仁 や、 大將 軍の 身と して 如何なる 謀 を も 運ら 

し、 兵に 軍 を させ、 打 勝たん とこ そ せらる べきに、 是程人 毎に 流れ 死ぬ る 河水に 向って 御 命 を 失せ 給 

みづ つ. hi  v^c 

ひて は、 何の 高名 か 候べき とて、 七寸 r 以上 二字 K 水 付-一作 ル〕 に联 付きけ るに、 只 放せと て 策に て臂 

をした、 かに 打 たれければ、 さ 有らば とて 放しけ る。 其時武 藏太郞 斑と 落す、 關 判官 代實忠 同じく 駿 

承 久記下  二八 一 


IT  二八 二 

しけり、 小 熊 太郞も 渡す、 三 騎煩ひ 無く 向 ひの 岸に 着きに けり。 爱に萬 年九郞 IT^f  、 眞 先に. ぱ した 

る ぞと覺 しくて、 向 樣にぞ 出で 来る。 武藏 太郞是 を御覽 じて、 汝が 只今 參 りたる こそ H 比の 千 騎^ 

騎が心地すれと£^^ひける0 さる 程に 相摸國 住人 挖尾 三郞景 高、 京方より 宗徒の 者 Jjj 見 ゆるが 敵の 呼び 

て 出で 来け るに 押雙 ベて 組んで 落つ。 樫 尾、 未だ 十六 歳になる 小 冠者な り、 敵 は大の 男な り- 取って 

伏せられ けり 一 以上 七 字 L ゆ 押へ 首 を 取らん とす-一作 ル，〕 。武藏 太 郞是を 見て、 あな 無 慚ゃ樫 尾 打た すなと 

て、 少し 隙の ありけ る 所 なれば- 馬 を はたと 出 だして、 小^: i 射る 樣に折 C 落 つて、 敵が 鎧の 草 

摺餘り 白く 見えけ る 所 を 指して 射 給 ふ。 射られて よわる 所 を 下人 寄 合って お fc. を 嵋んで 引返す。 主從 

して 首 を 取る。 駿河次 〔一 h 不 J 郞の 手の者 共、 先様に 渡しけ るに、 勤 源 八 出で 来て、 如何に， ヌ郞殿 は 

と 云 ふ。 見えさせ 給 はずと 申しければ、 あな 口惜し、 さて は 流れさせ 給 ひける にこ そ、 一所に てと 

も かく も 見 成し 進ら せ 見え 進ら せんと こそ 思 ひつる に、 何と 成らせ 給 ひぬ らんと 思うて、 向 ひの 河 

端 を 見渡 「返 L タ： J しければ， 駭河次 〔二 s-  l 郞、 先樣に 渡した る 者 共 さぞ 思 ふらん、 旗 差 向 ひに 渡りた 

る 三 浦の 笠符を 弓の 箬 に 付けて 指擧 げたり。 先に 渡る 輩是を 見て、 あは や 次郎殿 渡させ 給 ひける を 

とて、 跳擧 りて ぞ悅 びけ る、」 小 河 太 郞武藏 太郞の 手に 付きに けり。 先様に 渡した る 勢 「以上 七 字^ 陣 

の 勢と-一作 ル」、 今續 いて 渡す 〔したる 勢 EJ。 五百餘 騎にぞ 成りに ける。 敵 御 方 をば 如 < して 存知 


べきと 申せば、 坂 東 勢 〔以上 二十 二字 S 武 藏太郞 下知して いはく 御 方-一作 ル〕 は 只今 河瞥 渡し たれ 

しり かひむな け 

ば、 鞦胷 懸馬も 濡れたり 〔以上 九 字 ffl 物 具 馬具 以下 濕 りたる らん ぞ -1 作 ル〕。 それ を 誌し として 討て 

や 者 共と て、 擇拔き .：\是 を 討つ。 京方より 赤地の 錦の 直垂 に、 萠黃 匂の 鏜裾 金物 打ちた るに、 白星の 

甲の 緒 をし め、 切符 c 羽 raj の 矢 負うて、 赤の 母 衣 懸け、 白 葦毛なる 馬に 乘 つたる 上竊、 宗徒の 人と 見 

る 所に、 是れは 右衛門佐 朝 俊な り。 御所 を罷出 でられけ る 時、 君 勝た せお はし まさば、 如何なる 有^ 

をしても 參る べし、 御 方 負 色に 見え 候 は^ 討死すべく 候な りと て懸 出で たり 〔以上 六 字 5； し-申し 切て 向 

うたり 我と 思 はれん 人々 朝 俊 とれ やと 噫び て 馳來る -1 作ル〕 0 駿 河次郞 手の者 小 河太郞 能き 敵と E を 

懸けて 寄せ 合す 處に、 是れ は駿河 殿の 手の者と 押よ けて 通りければ、 此 手に は 加樣の 人は覺 えずと 思 

ひけれ ども、 御 方と 名乘 りければ 透して 通しけ り。 其 後 右 衞門佐 rs あつ はれ 能き 敵と 組まん と 十二 

字 ァリ〕 、大勢の 中に 驟 入り 【、m 切って 廻り けれども 大 將と覺 しき 者 もなかり ければ 又馳 通りけ る 所に 

三十 一 字ァ リ〕、 組 落されて 〔以上 五 字 S 大勢 餘 さじと 取 籠め 終に -I 作ル〕 討 たれぬ C 又 京方より 火 威 

の 鍵に S 月 毛なる 馬に 長 覆輪の 太刀 帶 いて 呼びて 出で 來 たり、 打 咲み たる を 見れば.! 黑 なり。 小 河 太 

郞 C& 組まん と 四 字ァリ 〕 押雙 ベけ る 所を拔 打ちに 小 河が 甲の 眞 3- を 打 たれ、 目昏 みけれ ども、 耿 つて 

付いて 二 匹が 間に ぞ 落ちたり ける。 〔s か&る 所に 武藏 太郞殿 手の者 伊豆 國 住人 平 馬 太郞落 重って 頸 を 
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联る 小川 三十 二字 ァリ〕 心を靜 めて 見ければ、 我 餌んだ る 敵の 首 無 かりけ り。 如何なる 者 なれば、 

人の 組んだ る 敵の 首 をば 联 りたる ぞと呼 はりければ、 武 蔵太郞 殿の 手の者、 伊豆 國 住人 平 馬 太 郞ぞか 

し、 和 殿 は 誰 そ、 験 河 次 〔二 印〕 郞の 手の者、 小 河 太郞經 村と 云 ひければ、 さらばと て 首 を 返す。 小； S 是 

ひが こ-. I 

を 請 取らず、 後に 此由 申しければ、 平 馬 太郞が 僻事な り、 小 河 高名に ぞ 成りに r 以上 五 字 ffi とぞ 仰せ 

-I 作ル〕 けな。 又 京方より 佐々 木 太 郞左衞 門 尉 氏 綱と 名乘 つて！^ 出で たり。 叔 〔伯 s」 父の 四 郞左衞 門 

尉 是を兑 て、 太 郞左衞 門 能き 敵ぞ、 中に 取 籠め 討て や 者 共と 下知し ければ、 太 郞左衞 門 〔CE 尉ノ字 ァリ〕 

何とか 思 ひけん >  かいふいて 引く 所 を 三 浦 秋 庭三郞 寄せ 合せて、 押雙 ベて 組んで 落つ， - 秋 庭 三 郞は十 

七に 成り けれども， 大力な りければ 、取って 押へ て 首を联 る。 又 京方より 荻 野次 a isj 郞 C® と 名乘っ 

て 五 字 ァリ： - 1^ 出で たり。 是れも 組 落されて 討 たれに けり。 中條 f{-nls〕 郞左衞 門 尉 は 奥州の 住人 

宮城 小 四 郎と河 端に て 寄 合って、 押雙 ベて 組んで 落つ。 何れも 大力な りけ 〔&れ ば 暫しは 押しつ 返し 

つし け 十三 字 ァリ〕 るが、 御 方の 運に や 引かれ けん、 次 郞左衞 門、 組 伏せられて 討 たれけ り。 奈 良法 

肺 土 護覺心 散々 に戰 ひて、 今 は 叶 ふま じきと や 思 ひけん 落 行きけ る を、 敵 三十 騎 計に て追賠 けたり。 

も. M よりかち だち  、3 しろ 

養 心 元來步 立の 達者な りければ、 馬 乘をも 後に 着けず、 三 室 堂 〔 戶 s」 の ある 僭 房へ 走 入って 見れば、 

はくはつ 

48 まかと 覺 しくて 白髮 なる 僭 あり。 彼が 前に 物 具 股ぎ 奮いて、 髮 剃の 有りけ るに、 水瓶 を S; して 錄 


に 出で 自 して 〔， 以上 四 字^ 頭 を 剃らせて-一作 ル〕 居たり。 敵續 いて 来りければ、 坊主 何 心なく 物 具の 

傍に 居たり ける を、 是が敵 ぞと心 て、 联 つて 押へ て 首 を 取る、 無慚 なりし 事な り。 其 後覺心 は奈良 

の 方へ ぞ落 行きけ る。 熊 野 法師 田 部 法 印が 子息 千 王禪師 とて 十六 歳に なりけ るが、 親子 返し 合せ 散々 

に戰 ひける が、 千 王 禪 師取籠 めら れて討 たれぬ。 法 印 は 落 行きけ るが、 馬 を 捨て X ある 畠の 中に〕 ひ 

隱れ たり。 敵 數多續 いて 上 を 越え けれども 是を 知らざる は、 偏に 權 現の 御 助けに こそと 賴 もしく 覺ぇ 

て哀 なり C さる に 京方の 軍 破れければ、 皆々 落 行く 所を橫 〔梭0〕 河の 橋、、 木幡 山、 伏 見、 岡の： 1£|、 

B^、 勸修 寺に 至る まで、 所々 にて 組 落しく 是を 討つ。 されば 坂 柬勢共 一 入して 首の 七つ 八つ 联ら 

ぬ 者 も 無し。 想 判官 代 宇治の 北の 在家に 火 を 懸けたり ければ、 是を て、 "お 御の 瀕、 鵜 飼 瀬， 麼；！ ？、 

i» 所々 に 向 ひたる 勢 共 CIS す はや 宇治川 破れぬ る はとて 十三 字 ァリ： r 皆 落 行きて 留る者 一 人 も 無 

かりけ る。 少輔 入道 親廣、 近江關 寺より 引 分れて 行きけ るが、 四百 餘騎に 成りに ける。 其れ も 次第 次第 

に 落 散りて、 三條 河原に て は百騎 計に 成りに けり。 爰 にて 夜 を 明かす。 武藏守 其 子の 太郞、 伊具 次郞、 

駭河^ 郞 做に 五十 騎 計の 勢に て、 ； If 草 河原に 陣を 取る。 人是を 知らず。 駿河守 は 淀 近所に 堂を毁 ち、 

に 糾んで 河 を 渡し、 高 畠に 陣を联 る。 武藏守 泰村爱 に 候、 小勢に て 打 寄らせ 給へ、 申 合すべき 事 あ 

b と宣 ひければ、 駿河守 三十 騎計 にて 来り 加 はりけ る。 さる 程に 京方の 勢の 中に 能 登 守 秀康、 平九郎 
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： 判 {R 風義、 山 田次郎 重忠、 四 ：W 殿へ 參 りて、 某々 歸參 して 候 由訇り 申しければ、 武士 共は是 より 何方 

へ も 落 行けと て、 門 を も 開かで 入れられ ざり ければ、 山 田 ft- 郞 門を敲 いて 高聲 に、 大@ ^の 君に 語ら 

はされ て、 憂き に 死 せんず る は 事 口惜しく 候と 訇り ける。 平九郞 判官い ざ 同じく は坂柬 勢に 向 ひ 討死 

せん、 但し 宇治 は 大勢に て あんなり、 大將 軍の 目に 懸 らん 事 も 不定な り、 淀へ 向 ひ 死なん とて 馳 行き 

ける が、 東^に 引 籠る。 駿河 守の 手の者に 佐 原 次 ニー  & 一.〕 郎、 天 左衞門 尉馳向 ふ。 次郞兵 衞、 敵 こそ 

いく  5, 

多 けれ、 あの 殿原と 軍して 何 かせんと て 進まず、 され ども 甥の 又 太 一： 七 ®: 一郎、 二十 騎 計に て馳向 ふ。 平 

九郞 判官 是を 見て、 わ 君 は 同 一 家と 云 ひながら、 M 義には 芳志 有るべし とこ そと 覺 えしに、 進み 寄る こ 

そうた て けれ、 惡 しあれ 討ち とれ 者 共と 下知し ければ、 判官の 子息 太 郞兵衞 、次 一、 二 s〕 郞兵衞 、高 井 兵 

衞太郞 追 懸けて 行く。 佐 原 又太郞 一方 を 1^ 破りて、 東 寺の 東の 裏 を 南へ 向って 落 行きけ り。 相 近に 追 魅 

けて 攻めければ、 是れは 又 太 郞には 非ず、 藤內 行成 ぞと 名乘 りければ、 何れ 「にても あれ SU 只 討て や 

くと ぞ 攻めけ る。 堀の 際に 追 攻められて、 少した めら ふ 所 を 太 郞兵衞 甲の 鉢 を はたと 打 落す。 又 太 

郞 早業の 者に て， 馬 をば 打 捨て X 堀 を ひらりと 飛越え、 向の 深 田に ぞ 立ちたり ける" 太郞 兵衝、 如何 

ぽナ らば  かげよ し 

に 狐の 化 は 顧れ たりと 云へば、 又 太郞、 殿原 を 見 養て たり： 景吉を 打ちたり とも 勝つ まじき 事な り、 

和 K 原 を 打っても 無用の 事な りと 云へば、 判官 子共鼸 つて 父に 此由 申しければ、 各 笑 ひて 興に 入る。 


又 一 叫い ¥i が 進みし かば、 能 登 守 山 田 次郞も 落ちに けり。 角 田 太郎. 同彌 平す、 殊に 進みけ り。 彌平次 

判官に 組まん と 心 懸けて 相 近に つと 寄 合する 所に、 判官 馬よ かりければ つと 通る" 彌平次 联ダ. r 所 

を、 判な の 郎等 三 一； 源 八 組んで 落つ。 互にした V か 者に て、 きと 勝負 も 無 かりけ る 〔以上 十二 字& 成. 

りければ 暫し 組合 ひける が-一作 ル〕。 彌平 次が 乘替 〔以上 二字 &郞 等-一作 ル」 落 合うて、 三戶源 八が 首 

を！^^る。 判官 子总 郞 兵衞、 高 井兵衞 太郞、 敵に 組 隔てられて 東 山へ 落 行きけ るが、 地藏 堂の 奥な 

る 竹の 中へ 引 籠りて、 馬 切 殺し 物 具 切捨て、 次 郞兵衞 云 ひける は、 高 井 殿、 御邊は 同一 門と 云 ひな 

がら、 稚 きょり 兄弟の IT をな し、 馴 遊んで、 御邊 十七 蒹義 十六 r& 迄疏 なし 四 字ァリ 、一、 只今 〔さ 所 

に 三 字ァリ J 死なん 事 こそ 嬉し けれ、 搆 へて 強く 指し 給へ、 我 も 能く 指さん ずると て、 手 を 取り 指 

違へ て、 12 じ 枕に ぞ 臥しに ける。 山 田 次郞は 峨の 奥なる 山へ 落 行きけ るが、 谷 河の 端に て、 子息 

伊豆守 伊預 「與 &n 房- トり 居て、 水 を 吸：^ んで、 疲れに 臨みた る氣 にて 休み 居たり。 山 田次郞 あはれ 

世に ある 時功德 善！ をせ ざり ける 事 をと 云 ひければ、 伊預 C 與 si..s 五部 二字 ァリ」 大乘 ggs せ 

らる、 如法 經行 はせ てお はします、 是れに 過ぎた る 功 德は候 はじと 申せば、 山 田ニ郎 され どもと 云 

所に、 天， 針左衞 門が 手の者 共、 勢に て 押 寄せたり。 伊豆守、 暫く 打拂ひ C 以上 三 字 a 防ぎ 二 作ル〕 候 

はん、 御. y 害 候へ とて、 太刀 を拔 いて 立揚 り打拂 ふ。 其 問に 山 田 次郞. S 害す。 伊豆守 右の 股 を 射させ 
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て、 生 捕に 成って 3Nb れに けり。 平九郞 判官 「&」 "所々 にて 四 字 ァリ. r 散 力に 戰ふ 程に， 郎等 乘 違へ 

は 落ち 或は 討 たれて、 子息 太郞と 父子 二 に 成って 「&今 はかな はずと て 八字ァ リ〕、 柬 山なる 所、 

故 畠 山六郎 最後に 入 丸と 云 ふ 者の 許へ 行きて、 馬より 下りて 入りたり。 疲れて 見えければ- M^.^^ 

はせ、 酒联 出で て 進めたり。 暫く 爱に 休息して、 鬓の髮 切って、 九つに 裹み 分けて、 一 つ をば： 部の 11^ 

h に 奉る、 一つ をば 太秦の 女房に 傳へ 給へ、 六つ をば 六 人の子 共に 一つ宛て 联ら すべし、 今一つ を 

ば わ 御前 置きて 見ん 度に 念佛 申して 訪ひ 給へ とて lef- ら すれば、 人 丸 泣々 是れを る、 心の中 こそ 哀な 

れ」 さて 胤義、 太秦に 在る 幼， ほの 者 共 今一度 見ん とて、 父子 二人と 人 丸 三人、 ド簾 f ち r たる 女 に 

i-Hl; して 太秦へ 行きけ るが、 子の 嶋と云 ふ 社の 前 を 過ぎけ るに、 敵充滿 ちたり と； K ひければ、 日を暮 

さんと て、 社の 中に 親子 隱れ 居たり。 人 丸 をば 車に 乘 せて 置きぬ。 さる 程に 古-判官の 郞從 なりし 藤 

H 郞賴 信と て 有りし が、 事の 緣 有りて 家 を 出で 高 野に 有りけ るが、 都に 軍 有りと 問いて、 判官 討 たれ 

て かお はすらん。 尸 を も 取りて 孝養 せんとて、 京へ 出で て 東 山 を 尋ねけ るに、 太秦の 方へ と 聞きて 尋 

行く5^に、 子の 嶋の社 を 過ぎけ るに、 あれ 如何にと 云 ふ聲を 聞けば 我 主な り" 是れは 如何に 「以上 六 

字 a 不港 に- 1 作ル〕 と 思 ひて 入って 見れば、 判官 父子 居 iji へり。 如何にと 申せば、 軍.^ れて落 行く が、 

太秦 にある 幼稚の 者 共 を 今一度 見ん かと 思うて 行く 程に、 敵充滿 ちた る 由 聞 ゆる 間、 日の 暮る  >, を 待つ 


ぞと； K へば、 藤 四 郞賴信 入道、 日暮れても よも 叶 ひ 候 はじ、 天 野左衞 門が 手の者 充滿 ちて 候へば と申レ 

ければ、 太 郞兵衞 今 はかく ぞ 自害 をすべき なり、 賴信 人道よ、 汝太 秦に參 りて 七 字 ァリ〕 母に 申さん 

ずる 樣は、 今一度 見 進ら せ 候 はんとて 參り 候が、 rs 敵路 次に 滿 ちて 七 字ァリ ：】 卟ふ まじく 候 程に、 

御供に 先立ち 自害 仕り 候、 次 郎兵衞 ^ 連 は 高 井 太 郞時義 と 懸隔 てられて、 山の 方へ 落 行き 候 ひつる 

が、 討 たれて 候 やらん、 自害 仕って 候 やらん、 行方 も 知れず 候、 去年 春の 除 H に 兄弟 一度に 兵衞 尉に 

成って 候 ひし かば、 世に 嬉しげ に 思 召されて、 あはれ 命存 へて、 是 等が 受領 檢 非違 使に も 成りたら 

ん を：： IT はやと 仰せ 候 ひしに 、今一度 悅 ばせ 進ら せ 候 はで、 先立ち 進ら せ 候 こそ 口惜しく 覺ぇ 候へ と 中せ 

とて、 念佛 申し 胆搔 切って 臥しぬ。 未だ 足の 動ら きければ、 父 判官 是を 押へ て靜に 終らせて、 宵 をば 太 

秦の 人に 今一度 見せて、 後に は 駿河守 殿に 奉り！ K はん 樣は、 一家 をば 皆 失うて、 一人 世に おはさん こ 

そ！ n! 出度 候へ と 申すべし とて、 西に 向 ひ 十念唱 へ腹搔 切って 臥しぬ。 藤四郞 入道 此首を つて 社に 火 

かけ、 二つの 首 を 持って 泣く く 太秦へ 行きて、 女房に 見せ 奉りければ、 ノ 抱き 拘 へて 人 n を も 包ま 

ず、 耻をも 顧みず、 泣悲 む事譬 へん 方 も 無し。 藤四郞 入道 申しけ る は、 只今 敵亂れ 入って^ 取り 候 ひ 

なんず、 後に は 駿河守 殿に 進ら せよ と 仰 はかれ 候 ひつる、 今 は 給 はり 候 はんと 申し けれども、 拘へ惜 

しみて 放 し^は ざり ける を、 とかう して 乞 取って、 駿河守 殿に 奉る。 一. 腹 1 生の 兄 IS として 思 合 ひたり 
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し 中 なれば、 實に 哀に覺 えて 淚を 流し、 そ r ろに 袖をぞ 絞られけ る。 首 をば 武蔵守 殿に 進ら せよ とて 

经 られ、 其外散り..^に落行きぬ。 或は 又 所々 にて 生联り 切られけ る。 京方 軍^れ て、 さても 1-;^ 

はさり ともと こそ 思 召されし かど も、 忽に 王法 盡 きさせ ましくて、 {<^>しく軍^^れければ、 如何なる 

事 を か E5 召さるべき r& 淺ま しかりし 事共な 4- 十字 ァリ； r 天 野 四 郞左衞 門尉苢 を 延べて 降 人に 出で た 

やける を、 相 摸 守、 武藏 守へ 申されければ、 切らるべき とて 切られけ り。 後藤大夫判官^^淸降人に成 

け， r -，.  ノ 

りたり し を、 子息 左 衞門尉 基 綱 申 受けて 切って けり。 他人に 切らせて 死骸 を 申請け、 孝養した らん 

に は 頗る 劣りな りと ぞ人々 私 言き 「以上 三 字 S 傾け 二 作ル〕 申しけ る。 験 河大夫 判官 惟宣 C 信 &D は、 行 

くへ も 知らず 落 失せぬ。 二位 法 印 尊長 は十津 河に^ 籠りて 有り けれども る 事 を 得ず。 淸水 法師、 

いさ-か  こし. *A 

鏡 月坊、 弟子 常 陸 房、 美 濃 三人 搦 取られて 己に 切られん とする 所に、 聊 助け 給へ、 媵折 一首 仕 

り 候 を 見參に 入れ 度き 由 申しければ、 さらばと て 見せ 奉る に、 

勅 なれば 身 をば 寄せて き武 I？ の 八十 宇治 河の 瀨には 立た ね ど 

武蔵守 此歌を 感じて、 助けよ とて 免 さる、 纔の 一首に めで 給 ひて、 師弟 三人の 命を續 一港 s」 がる、 こ 

めで たかし マ 

そ iz 出かり ける 事な り けれ。 佐々 木 山城 守廣 網、 同 彌太郞 判官 Inssr 搦め出 だされて 舍弟信 網に 預け 

られ、 後六條 河原に て 切られに けり。 熊鮮 法師 田 邊法印 も 落 行きけ るを攝 取られて 切られぬ。 さる 35- 


に武 一 ^守 駿河守 は、 院の 御所へ 參 らんと て、 巳に 打 出 でんず る 由、 一 院 聞し 召されて、 下家 司 を 以て 仰 下 

されな ば參 り、 張 本に 於て は 名 G 父 か &J を 註し 出 ださんず る ぞと仰 下されけ る。 上の 者 を 以て 重ねて 

此樣を 仰せられければ、 御所に 武士 や ある、 見て 參れ とて、 力 者 を 一 人 進ら せければ、 Si か I て 一 人 

も 候 はずと 申しければ、 さ 有らば とて 參ら ず" 公卿 六 人の 交お を 誌し 下さる" 坊門 大納言 忠信 卿、 中 

御門 前ノ字 ァリ、 一中 納言宗 行、 佐々 木 前 中納言 有雅、 按察使 前 中納言 光親、 甲斐 宰相 中將範 茂、 一 

條 宰相. 中 將信氏 等な り e 何れも 六 波羅へ 渡されければ、 坊門 大納言 を 千 葉 介 3^ 綱に 預けられ、 中 御門 

前 中納言 は 小山 新 左 衞門尉 朝 長に 預けられ、 按察使 前 中^ 言 は武田 五郎 信 光に 預けられ、 佐々 木 前 中 

納言は 小； _ 々^原 次 郎長淸 に 預けられ、 甲斐 宰相 中 將憲村 範茂 力〕 は 式部 丞朝 時に 預けられ、 一條 次 

郞 〔以上 二字 E ナシ〕 宰相 中 將信能 は 遠山 左衞 門尉景 村に 預けられ けり。 此人々 の 鉢の^ 譬 へん 方 も 無 

かりけ り。 座を雙べ袖を述ねし月鄉雲客にも遠ざかり、枕を交はし衾を5^ねし妻妾子弟にも分れっ &、 

©ill 有れ ども 人 も 無く、 宿所 宿所 は燒拂 はれぬ、 徒 に 山野の 嵐に 身 を 任せ、 心ならぬ 月 を 詠めて、 故鄉 

の i や， に 遠ざかり、 切らる &事は 近く なれば、 只悲 みの 淚を 流して ぞ 下られけ る。 其 比 西 八 條の尼 御前と 

申す は、 坊門 大納言 忠信 鄉の 妹、 鎌 倉の 故 〔、£ 右ノ 字ァリ し大臣 殿の 後室な り。 是れに 依って 二位 殿へ も. 

武藏 守に も 申されけ る は、 尼が 身に て 京 鎌 倉 何れ を 分き て 思 ひ r£. ふに は J 侍らね ども、 二つに れば 

承 久記ド  二 九 一 


承 久記下  二 九 二 

かくて 侍る も、 i 一が の 御  1^. みに てこ そ 候へ、 其 上 故つ か右ノ 字ァリ J+< 臣の御 事 を S ひ 進ら すれば、 ^ 

倉の かん 事 をば 一 人の lif と覺 えて、 光季が 討 たれし 朝より 宇治の 落ちし 夕まで、 袖の 下にて^ を 

つき、 神佛 に祈耩 〔〇 誓 力： J 申し、 其れに はより 候 は ざれ ども、 鎌 倉の 穩 しき 事 を 承れば、 身 ig りの 悅び 

にて こそ 候へ、 其れに 付けて 彼 大納言、 一 方の 大將 なれば、 其 罪遁れ 難く 覺 え」 おへ ども、 させる！.，.. 矢 

る 身 にても 候 はず、 故大 ほの 聖 靈 の 爲に肴 めら， れて、 此 度の 命 助けさせ 給 はるべく 候らん と 申され 

ければ、 二位 殿憐 みて、 さらば 坊門 大納言 をば 助け 奉れと 云へば， 御使近江の舞^^にて參り合ふ，" 忠信 

卿 其れより 都へ 歸り給 ふ。 同様に 下らる \按 察 使 中納言 曰 ひける は そこに は 九 字 ァリ〕 御 使に て^ 

る浪 こそうら やまし けれと 申されければ、 忠信 卿、 是も 夢に て やらん と 計 答へ て、 冗に 分れ 給 ひける" 

さて 都へ 上りて 後、 一 且の誡 めに 越後へ 流されけ り。 中 御門 前 中 納言宗 行 は 小山 新 左 衞門尉 し^り 

て 下りけ るが、 遠 江の 菊 河に 着き 給 ふ。 爱 をば 何と 云 ふ ぞと問 ひ 給へば、 菊 河と 申す、 前に 流る. -河 

の 事 か、 さん 候と 申しければ、 硯乞ひ 出で 宿の 柱に 書付け 給 ふ。 

昔 南 陽 縣之菊 水、 酌 5s〕n 下流 - 延 fe 

今 束 海道 之 菊 河、 宿-西岸-失 レ命 

と 書きて 過ぎ 給へば、 行 合 ふ 旅人 i 昼し き 筆の 驗を つ、、 淚を琉 さぬ は 無 かりけ り。 次の 日浮嶋 原な 


通らせ 給 ふに、 御供なる 侍、 最後の 御 事 今 曰の 夕 部 〔方 を s〕 は 過ぎさせ 給 はじと 申しければ、 打. g づき、 

殊に 心細き 計に て、 木 瀬 河の 宿に 御手 水の 爲に立 寄り 給ふ樣 にて、 かく ぞ 書付け 給 ひける。 

今 曰まで は S 上 四 字 a 過ぐ る 二 作ル〕 身 を 浮嶋が 原に 来て 3 上 二字^て ぞ- 一作 ル〕 露の命の 消 

えんと ぞ思ふ 1： 以上 八 字 は 捨て 定めけ る 二 作ル」 

其 日の 暮方 にあ ふ 〔以上 二字 作ル〕 澤 にて 切られ 給 ひぬ。 又 按察使 中納言 光親 卿は武 田；.^; 郞信光 

相 ほバし 奉りて 下りけ るが、 富士 の据、 I 胡 ％ と 云 ふ 所に P し 奉り、 鎌 倉よりの 狀に 住せて、 最後の 御 事 

只今 候と 中し ければ、 兼て より 思 儲けられ けれども、 期に 臨んで は、 さすが 今生のお 殘 只今 計と 思 ひ 

ければ、 如何 計 心細く も 思 はれ けん、 出家せば やと 有れば、 子細 有る まじく 候と て、 ^一  人 尋ね 出 だ 

して、 髮 剃り 落し 奉る。 其 後 暫く 暇 乞 ひ、 年 比 信じ 給へ る 法華經 一部 取 出 だし、 一部まで は 運 かりなん 

とて、 ： の 卷を披 き、 眞讚维 りて C 以上 五 字 一見し 渡して- 1 作ル〕 後、 一向し ilT に 住し 候へば 「以上 

三 字 S 給 ひつ >Mi 作ル： r 他念 も 無 かりけ り。 太刀 联は武 田 五郎が 郎等に 内 藤 「&〕 と 云 ふ 者 四 字 ァリ〕 

なり。 usi ふ 所、 山の 蛆 にて 片 さがりなる， 智識の 僧の 衣を脫 いで 着せ 奉る- 數 多の^ 共 首の iL5 

覆 ひ、 座敷 も片 下りに 物 打ち 折惡く 見えければ、 太刀 後に 近付いて、 かくて は 御身 〔宮 sr つか ひ惡し 

く 候 ひぬ と 中し ければ、 念佛を 留め 見返って、 汝思 ふべ し、 幼少より 君に 仕へ、 死罪 流罪 を も 多く 奉 


. 承 久記下  二 九 四 

行せ しぞ かし、 され ども 今 か k るべ しと は、 爭 でか 兼て 辩 ふべき、 されば 存知の 旨に 任せて 申せと み 

りければ、 太刀 联も 目. i みて 覺ぇ けれども、 とこ そ 能く 候へ と 申しければ、 其 言葉に 隨 つて、 髮 〔僧 網 

を. も 押 除き、 膝 を 立て直し * 首 を 延べ、 念 佛の聲 怠らず、 殊勝に 切られ 給 ひに けり。 見る 人 感嘆 

せぬ 者 無 かりけ り。 佐々 木 前 中 納言有 雅は小 笠 原次郞 具し 奉りて、 H. 國板 m- 庄の 内、 古瀬 村と 云 ふ 

所に て 切らん と 〔以上 五 字 E 下着す こ X にて 御 最後と 申 〕 す" 中納言 C レ  =： 曰 ひける は 五 字 ァリ， r  二位 殿 

へ 申す 「： 入れた る 旨 有り。 其 使 今日 歸り候 はんず らん、 暫く 待た るべ うや 候と 宣ひ けれども、 只 切 

れ とて 切られに けり.〕 其 後半 時計 有りて、 鎌 倉より 助け 奉れと 云 ふ 左右 有りし かど も 〔以上 十字^の 

使 有り けれども 二 作 ル：： 一、 力及ばず、 定業と 云 ひながら、 情なく ぞ覺 えし • 一條 宰相 中 將信氏 は、 遠山 

左衞 門尉蚩 村 具足し、 si 國 遠山へ 下りて L、 以上 二字 着し こ- - にて-一作 ル 〕 切り 奉らん とすつ 此 宰相 

中 將元來 西方に 心 を 懸けた る 人に てまし くければ、 都 を 出で し 日より 〔以上 二十 九 字 B 無二の ぼ 土 

宗 にて 有りし が- i 作ル； r 殊に 念佛 怠らず。 付， Ji. る 靑侍も 潜々 稱名を 進め 奉る。 中に も 此文を 誦し 聞 

かす 〔以上 三 字 K 給 ふ -1 作 ル〕。 

種々 法 門 皆 解脫， 無 過 念佛往 西方、 上盡 一 形 至 十 念、 一 一一 念 五念佛 来迎、 乃至 一 念 無 疑心、 

心得た る體 にて >  三度 誦して 念怫し 給へば 〔s 今 はの 時に 臨んで 八 字 ァリ/ 紫雲た なびき、 異香廣 じ、 


普樂 {1^; に 奏すと 人々 も 聞きけ る 程に 切られ 給 ふ。 諸人 感淚 押へ 難し、 心有る 心無き も 袖 を 絞らぬ は 無 

かりけ り。 甲斐 宰相 中 將範茂 をば 式部 丞朝 時相 具して 下りけ るに 「& 宰相 曰 ひける は 七字ァ リ〕、 五嫿 

不具の 者に 往生に 障り あんなり L\E£ 願く は 三 字ァリ ：〕、 自ら 入水せば やと 宣ひ ければ、 何れ にても 御 

計ら ひに てと 申す。 足 柄 山越えて、 關の元 〔本 m 一： J 南の 宿に 至りぬ。 彼 宿の 後の 面に 細 谷 河琉れ たり。 

らひ  ね ；i ナ 

名 づけて 瞋 〔唷 © 河と 云 ふ。 爱 かしこ 深き 淵 を 尋ね けれども、 山河の 習淺 ければ、 責めて 水 居 長の 程 

あらば よかり なん、 石を聚 めて 堤 を 築き、 流る. - 永を埴 懸けければ、 程なく 淵 を 成す。 さて 出家せば 

やと 宣 ひければ、 安う 候と て、 宿より 僧 二人 尋ね 出す。 丹 後坊、 式部 坊と ぞ； K ひける。 丹 後髮を 刺り、 

式部 戒を授 く。  〔B 其 後 二字 ァリ ：3 籠 を 組み 石を疊 みて、 其 上に 据ゑ 奉り、 左右の 膝 を 編み 付けて 沈め 

窣 らんと す。 聊 念佛を 留めて かく ぞ詠 ぜられ ける。 

思 ひき や 苔の 下水せ き 留めて 月なら ぬ 身の 宿る ベ しと は 

とて 水に 入り 給 ひぬ。 夕日に 過ぎて rs 水底 見えければ 七 字ァリ 1 念 怫 する かと、 口の きて 見えし が、 

うんと 云 ひて、 築きた る 堤を蹈 破って、 淺き 所に 至り 給へば、 左右の 足、 i 付けた る差櫬 切れたり。 

大 つぎ、 え 死なぬ ぞと宣 へば、 又 堤 を 築 直し、 此度は 指辘ニ 筋に て 膝 を 結 付けて、 又 暫く 念佛 して、 

七 八 人頭 を 押へ て 終らせ 奉る。 さても 六 人の 公鄉 の^の 嘆 ども、 申す も 中々 I- なり。 身 を 萬 里の 外に 

, . . 承久記 .  ：  ,  ,  ；  Ir  l  .,  ,  二 丸 玉 , .[  
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-,. 宿し、 詞 千年の 間傳 へずと も、 同じ 批に栖 むなら ば、 足る よし もな どか 無 からん、 冥途 如何なる 境ぞ 

や， 使 も 通ず る 事 叶 はず、 黄泉 如何なる 旅 なれば、 歸る事 を 得ざる らん、 ほのかに 殘る 者と て は、 主 

を 放れし Ira 影、 見ても 彌 悲しき は、 すさみし 筆の^ 計な り" さる 程に 同 七月 六日， 武藏 太郞、 錢 河 次 

郎、 武藏前 司、 數萬騎 の 勢 を 相 具して、 院の 御所 四 辻 殿へ 參 りて、 鳥 羽 殿へ 移し 奉るべき 由 iiKs 、聞し け 

れば、 ー院 兼て 思 召し 儲けさせ 給 ひたる 御 事 なれ ども、 指當 りて は 御 心 惑 はせ おはしまして、 先づ女 

房 達 出 でら るべ しとて、 出 車に 联乘 つて 遣 出す。 謀叛の 者ゃ乘 具した るらん とて >  武 藏太郞 近く 參り 

て、 弓の にて 御 車の 簾 掲げて 見 奉る こそ 理 ながら 情なく ぞ覺 えし か。 やがて 一 ^御幸なる。 淸凉 

紫 宸〔， 以上 四 字 &- 射 山仙宮 ュ 作ル〕 の 玉の 床 を 下り C 以上 二字 遠ざかり 二 作 ル〕、 九 菜の 5： 今 H を 限と 

の. Ti 

思 召す、^ 慮の 程 こそ 恐ろし けれ。 東 洞院を 下りに 御幸なる。 朝夕な りし 七條 殿の 軒端 も、 今 は^ 所に 

8? ぜら る。 作 まで は 武士 共 老いた る 直 II、 若き は 物 具にて 供奉す、 烏 羽 殿へ 人ら せ 給へば、 武士 

共 四方 を 籠め て 守護し 奉る C 玉 席 〔：砌囚〕 に 近付き 奉る 臣下 一 人 も 見え 給 はず。 錦 帳に 隔 なかり し 女御 

更衣 もまし まさず C 只 御 一 所お はします 御 心の 程 こそ 哀 なる。 同 八日 六波羅 より 御 出家 有るべき 由 申 

人れ ければ、 則ち 御 戒師を 召されて、 御ぐ しおろ させお はします。 忽に 花の 御 姿の 替らせ 給 ひたる 

• も、 信實を 召して 似せ 1  曰に 寫 させられて、 七 條院へ 奉らせ 給 ひければ、 御覧 じも敢 へず 御 目も昏 させ 


絡 ふ 御 心地して、 修明 門院 誘 ひ 進ら せられて、 一 つ 御 車に て 鳥 羽 殿へ 御幸なる。 御 享を指 寄せて 事の 

由 を 申させ 給 ひければ.， 御簾 を 引き 破 〔遣 ら せまし/、 て、 龍 顏を指 出させ 給 ひて、 見え 參ら れ、 

-疾く 御 返り あれと 御手に て 招かせ 給 ふ 〔以上 五 字 御沙汰 有りければ-一作 ル〕 樣 なり。 兩女院 御 = も昏 

ことわり 

れ、 絕ぇ 入らせ 給 ふ も 理 なり。 同 十三 日 隱岐國 へ 移し 奉るべき と 聞え しかば、 御文 あそばして 九條殿 

へ 奉らせ 給 ふ。 君し がらみ と 成りて 留めさせ 給 ひなん やとて、 御 歌 を 遊ばされ ける。 

墨染の 袖に 情 を 懸けよ かし 淚 計に 〔も くち もこ そ すれ 

加樣に 遊ばされ ける となん。 御5|^母の卿のニ位殿ぁゎて參って見進らするに、譬へん方ぞ無かりける。 

七 條院修 明 門院 も 御幸なる。 互の 御 心の中、 申す も 中々 疎かな り。 御供に は 殿上人 出 羽 前 司 房、 內 

藏權頭 淸範、 女房 一人、 伊賀 局、 聖 一人、 醫師ー 人參 りけ り。 已に都 を 出で させ 給 ふ。 水 無 湖^ を？ i 

らせ給 ふとて、 爱 にて 有らば やと 思 召されけ る こそせ めての 御 事 なれと て 御 歌 あり リ 

たち 籠む る關と はなさで 水 無 瀬 河 霧な ほ 晴れぬ 行末の 空 

- さて 播磨國 明 石に 着かせ 給 ひて、 爱は 何く ぞと 御尋 有り、 明 石の 浦と 申しければ、 

くら み 

都 をば 暗圈 にこ そ 出で しか ど 月 は あかしの 浦に 來に けり 

又 白拍子の 龜菊 殿、 
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月影 は さ こそ あかしの 浦 なれ ど 雲居 の 秋ぞ鎗 もこ ひし き 

-美 作と 伯耆 との 中 山 を 越えさせ 給 ふとて、 向 ひの 岸 一： 峯 S, 一に 細道 有り、 何く へ 通 ふ道ぞ と御尋 有りけ 

れば、 都へ 通 ふ 古き 道に てと 申しければ、 法皇、 

都人た れ蹈 みそめて 通 ひけん 昔 C 向 ひ m」 の路 のな つかしき かな 

出 雲 國大八 浦と 云 ふ 所に 着かせ 給 ふ。 見 尾 崎と 云 ふ 所な り。 其れょり修明門院へ御書を進らせ^；！ふ。 

知 るら め や 浮 身 を 崎の 濱 千鳥 泣く く 絞る 袖の けしき を 

是 より 御舟に 召して 雲の 波 煙の 波 を 漕 過ぎて、 隱岐國 あま 「以上 二字 B 海士  - 一作 ル」 の郡 ^田の 鄉と云 

ふ 所に 御所と て； 53 儲けたり ければ、 其れへ 入らせ 給 ふ。 海水 岸 を 洗 ひ、 大風 木 を 渡る- Mf 尤烈 しかりけ 

れば、 

我 こそ は 新 鳴 もりよ おきの 海の あらき 波風 心して 吹け  . 

都に は 家 隆卿傳 へ 承りて、 後の 便宜に、 

寐覺 して； *u かぬ を 聞きて 悲しき は あら 黷浪の 陰の 聲 

同廿 二日、 新院佐 渡國へ 移され させ 給 ふ。 御供に は 冷 $ 將爲家 朝臣、 花山院 少將義 氏、 甲斐 兵 佐 

お if 上 北 に は 藤 左 衞 門大夫 安光！： 元 女房 右衛門佐 局、 以下 女房 三人 參り給 ふ。 かくは 聞 えし 


かど も、 冷泉 中將爲 家の 朝臣、 一 まどの 御 经りを も 申されず、 都に 留り給 ふ。 花 山院少 將は路 より 勞 

はる 1^ おりと て歸り 上られければ、 いと 御 心細く ぞ思 召しけ る。 越後 國寺 泊に 着かせ 給 ひて、 御船 

に 召されけ るに、 甲斐 兵 衞佐敎 .1 病 大事に おはしければ、 御船に も乘せ 入れられず 留められけ るが、 や 

がて て 失せ 給 ひに けり。 新院佐 渡へ 渡らせ 給へば、 都より 御 经の者 共、 御輿 13; まで も 御名 殘惜ま 

せ 給 ひて、 今日 計 明日 計と 留めさせ 給 ふ。 長歌 遊ばして、 九條 殿へ 進ら せ 給 ふ。 奥に 又、 

. ながらへ てた とへば 末に 歸る とも 憂き は此 世の みやこな りけ り 

九 條駿、 長歌の 御 返事 有り。 是れも 又 奥に、 

いと ふと もながら へて ふる 世 中の 憂き に はいかで 春 を 侍つべき 

向廿 四日、 六 條宮但 馬國、 同廿 五日、 冷泉 宫備前 兒嶋へ 移され 給 ふ。 か丄る 御^の 御 嘆 ども、 巾す も 

等閑な り。 中に も修明 門院の 御 嘆 類 少なき 御 事な り。 實も ー院は 隱岐へ 移され させ 給 ひぬ。 新 院佐渡 

こ とづ r 

へ 流され させ 給 ふ。 月日の 西へ 傾けば、 fi 肢の 御所へ 御事傳 せま ほしく 思 召し、 初 鳴が 音の 音信 は、 

佐. 汲の 御所の 御 事 ども 問 はま ほしく、 人家 を 照す^ は 1 思と 共に 焦れ、 山に 満ちた る 霧 は 御 嘆と 共に 

晴れ やらず。 東 一 條院 先帝 まし ませば、 佐 渡の 院の御 形見と は 思 召せ ども、 慰む 方 も 無 かりけ り。 ヒ 

條 の女院 老いた る 御身に は 何とも 期せぬ 都 返り、 今日 や 明日 やと 思 召し、 御 嘆の 色 日に 隨 ひて 折らせ 
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承 久記下 

き、 ,  三 〇〇 

^乙つ i 思 召し 沈ませ 給 ふ 由 蘭 召し 及びて、 隱岐の 御所より、 

たらち めの 擎らで 侍つ 露の 身 を 風より 先にい かで 問 ままし 

七 條院御 ^事、  < 

なかく に§§ 吹く 風の 絕 えよ 一.、 ね ® かし 音信 くれば 露ぞこ J ご 

下樣に も！ 事 多！ り。 fiif 

に H セ御 iif  。 鎌！ て 切られぬ。 其子勢 害て し 候 はじ 

け U 武士 i りて、 攻 進ら せ 候 はんず らん、 さならぬ 先に 出で させ ましく 候まん ま， 

に f なんと、 人々 口々 に 〔以上 五き 申しけ れ  い 广 

さ e ふ、 y と 二 JUJ^Gr ら FT-  -.^ 一. t ノ」 昨し にわ は 御室 我れ. 

せられ ナ ut.?^ き：：、 纖 II 尊、 善 参 ii して 仰 

十 Eg  f 心變付 裕の 着 I こ 超え たれ. ま、 卸テ， も？、  5. .  P  S 做 今年 は 

. I^f^ 御所 rt. も 整 ひ 無 かりけ り。 若此入 切られ 給 は，. 如何 


にと 見る 人 袖 を 絞りけ る。 すみれ 付けた る 淺黃の 直垂を 着たり ける が、 最後の 時 は是を 着； へよ とて、 

朽葉の 綾の 直 證を給 ふ。 勢 多 倣 切られん 事と 聞けば 〔以上 九 字 S 思 儲けし 事 なれ ども-一作 ル〕、 さ こそ 

〔以上 三 字 S さすが- 1 作ル〕 心細く も 思 ひけめ、 淚の 進みけ る を も、 さる 者の 子 なれば にや、 さりげな 

く 〔以上 五 字 K さらぬ 鉢に 二 作ル〕 もてなし ける ぞ哀 なる。 日來馴 遊びけ る兒達 にノ字 ァリ〕 出合 ひ 

て、 名残 を. 浩み ，逢らん とす。 此 程祕藏 せし 手本 を も 〔 以上 二字 E もて - 一作 ル〕 遊び 物ノ字 ァリ〕 など 

} ^り與 へて， 各 思 出し 給 はん 時 は、 念佛 申し 弔 ひ 給へ と 云って 出で にけ り、 御所 中の 上下 是を HI- るに、 

目 も 昏れ心 迷 ひ 袖 を 絞らぬ は 無 かりけ り。 大蔵 卿 法 印 覺寬を 召して 仰せられ ける は、 六 波羅へ 行き 〔g 

向ノ字 ァリ〕 て 云 はん 樣は、 山城 守廣 綱が 子、 七 歳より 召使 はれて 不便に 思 召せ ども、 父 罪 うして 

切られ ぬれば、 其 子 遠れ 難」 く 思 召し SJ けれども、 是が稚 きに は 何事 を か 仕り 出 だすべき なれば、 法師 

になして 親の 後世 を も 吊 はせんと 思 召せ ども、 定めて 近 仕の 人々 取沙汰 申さん ずらん と覺 ゆる 間、 先づ 

出 だし 造 はさる X なり。 餘 りに 不便 なれば 我に 預けなん や、 大事 有らば かけよと 云って 兑 よと 仰せら 

れて、 又 勢 多 伽！， I 仰せけ る は、 汝 不便 さ 限りな けれども 力及ばず。 恨めしく 思 ふなよ、 雙 の！： をば 死 

出の 山と 思 ひ、 鴨 河 をば 三途の 河と 思 ふべ しと 仰 含められ、 〔m 其 後 二字 ァリ ：1 我 御身 を 遊ばさる- -と 

1- しくて 〔以上 十二 字の 上の 事に や-一作 ル〕、 
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承 久記下  三 〇 二 

埋 木の 朽ち はつべき はと まりて 若木の 花の 散る ぞ 悲しき 

さて 大藏卿 法 印 勢 多 伽 一 つ 車に 乘 具して 遣 出 だせば、 母 跡に 步 にて、 泣く ともなく 倒る、 ともなく 

慕 ひ 行く を 法 印 一. &御痛 はしく 思して 八 字 ァリ， /  . 車の 後に 乘り 給へ と 云へ ども 乘ら ず、 r&- 六^ 緩に 

て 聞え をば しける 御 心の中 さ こそと あはれ なりかくて 法 印 三十 字ァリ 〕 六 波 羅へ行 着きて、 勢 多 伽 を 

先に 立て、 よりの 御 使 候と 云 ひ 入れぬ。 武藏守 出合 ひたり。 法 印、 令旨の 趣 を 申 聞かせければ、 

つくん、 と 打 守りて 「以上 九 字 R 暫く 案じて 申しけ る は-一作 ル J、 誠に 能き 兒 にて 候 ひけり、 1?;; の 不便 

ことわり 

に 思 召さる > "も 御 理 に 候、 さ 候 は ど、， 暫く 預け 進ら せ 候 はん、 此由を 申され 候へ と 申されければ、 

勢 多 伽が 母 庭に 臥轉 びて 泣悲 みける が、 此御返 事 を 聞き 起ち 上り、 武 ii 守 を 〔は 上 八字& 有難の 御 

事 やと 伏-一作 ル〕 拜み、 七 代まで 冥加お はし まし 候へ とて 車に 乘せ ける も 理とぞ 見えし かくて 十二 

字 ァリ〕 て 返る 程に、 叔父の 佐々 木 四 郎左衞 門 尉 信綱參 りたり。 廣網は 〔と &〕 兄弟 中 C ながら S1 惡し 

く 候 ひし 事、 年 比 知 召されて 候、 勢 多 伽 童 だに 助け 置かれ 候 は ど、 信 網 誓 切って 如何にも 罷成り 候 

はんと 申しければ、 是れは 奉公， 他に 異なる 者な り、 彼 は 敵 なれば 力及ばず とて、 ？ g 口 富 小路より 刀：： 返 

して、 信稱に 預けら る • やがて 郎等 金 田 七 郞 請 取って、 六倏 河原に て 切らん とす 〔以上 四 字 a るべ し 

とて 川原 を さして 行く-一作 ル〕。 勢 多 伽 御所より 給 ひつる 朽葉の 直垂着 li へて、 車より 下り、 敷 皮に 


^ わん 

移り、 1! に 向 ひて 手 を 合せ、 念 佛百返 計 申し、 父の 爲に 回向し、 我 後生 を 祈念し つ 》-、 首 を 延べて 

討 たれけ り。 母 空しき 骸に抱 付き、 絕 入りく 呼 〔瞳 a〕 き 叫ぶ 有樣、 目も當 てられず、 上下 淚を 流さ 

ぬ は 無 かりけ り。 御室 は しき 形な りと も、 今一度 見せよ と 仰せられ ける 間、 車に かき 入れて 歸り參 

る。 是 を御覽 ぜられ ける 御 心の中、 譬/ ん方も 無 かりけ り 〔以上 十字 &ー さ こそと 推 はからる 二 作 

ル〕。 其 外 iB^ 國 にも 哀 なる 事 多き 中に、 平九郞 判官 義が子 共 五 人 あり。 十一、 九つ、 七つ、 五つ、 

三つな り。 うば 〔以上 二字 K 祖母-一作 ル〕 の 尼の 萎 ひて、 三 浦の 屋 部と 云 ふ 所に ぞ 有りけ る。 胤義 其 罪 

雷； しとて、 彼 子 共 皆 切らる べきに 定めら る。 叔父 駿河守 義村是 を 牵 つて、 郎等 小 河 十郞に 申しけ る 

は、 屋 部へ 參 りて 申さん ずる 樣は、 力及ばず、 鹿義御 敵に 成り 候 ひし 間、 其 子孫 一人 も 助かり 難く 候、 

其に 候 者 共 出 ださせ 給 ふべき 由 申せと て 遣す。 十郞屋 部に 參 りて 此由を 申しければ、 力及ばず、 十 一 

になる 孫 一 人 をば 留め >  ，九つ、 七つ、 三つになる 子 共 を 出 だしけ り。 小 河 十郞、 如何にお となし くお 

はします 豐王殿 をば 出 だし 給 はぬ やらん と 申しければ、 尼 上、 餘 りに 無慙 なれば 助けん と 思 ふぞ、 其 

然 は 尼が 首 を れと宣 ひければ、 ^g-には奉公の駭河守にも母なり. 御 敵撒義 にも 母な り、 惡ぅも 

いと をし う も 有る 問 〔K 十郞 二字 ァ リ」、 力及ばず、 四 人 計 を 輿に 乘 せて 返りに けり。 鎌 倉 中へ は 入る 

ベから ずと て、 手 越の 河 端に でし 遣 〔置 s〕 たれば、 九つ 七つ 五つ は 乳母 乳 S に联 付きて、 切らん とす 
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承 久記ー r  三 〇四 

ると 心得て 泣悲 む〕 三つ子 は 何 心 もな く、 乳母の 乳房に 1^ 付き、 手ず さみして ぞ 居たり ける。 何れ 

も 目も當 てられぬ 4；? 樣 なり。 日 巳に 暮れ行けば、 さて 有るべき 事なら ねば、 腰の 刀を拔 いて 搔 切り 摄 

切り 四つの 首 を 取って 參 りぬ〕 四 人の 母 共 空しき から を 抱へ て、 聲 々に 呼き 叫ぶ 有 樣、 aic へて； K は 

ん方 もな し、 むくろ 共 輿に 乘 せて、 屋 部へ 歸 りて 孝 ii しけり。 祖母の 尼此 年月 育 L 立て 馴昵 みぬる 

事 なれば、 各 一 K ひし 言の 紫の 末 も 忘られず、 今 はとて 出で にし 面影 も 身に 添 ふ 心地して、 m 人り 給 ふ 

ぞ理 なろ" 抑 隱岐の 法皇 第一 の 御子、 中の 院 とも 申し、 又は 土 御 門院と も 申しけ る。 承 元三 〔〇 四 力〕 

年 三 〔〇 十 一 力〕 月、 御 心ならず 御 位 を すべらせ 給 ひし かば、 御 恨 深く してお はしける 。されば 〔& 御： 小 孝 

の 如くに て 八 字ァリ T 關 東よりも とかくの 沙汰に も 及ばず 【gi 都に おはしけ るが 仰せられ ける は 承 

元の 古へ 二十 字 ァリ： r 其 恨 深し といへ ども. - 人界に 生を受 くる 事、 是れ 父母の 恩な り、 然るに ー院配 

所に まし/,、 ながら、 我 身 都に 安堵して 居る 事、 彌、 不孝の 罪深 かるべし、 同じ 【朕 も SU 遠國 にこ そ 

栖 まめと、 九 倏禪定 殿下 幷に 右大將 公經に 仰せられければ、 此 11 曰を關 1^ へ 仰 造 はされ る- 左 京 權大夫 

義時 以下の 人々 憐み 率りながら、 此上は 力及ばず とて、 閏 十月 十日、 土 佐國と 定めら る- 騰司^2?©.小 

の 御所より 御 出立 あり。 外戚 土 御門 大納言 定 通鄉參 りて、 泣く く 出 だし 奉る〕 御供に は 少將定 

平. 侍從^3:〔定&-」元、 女房 三人、 醫師ー 人參 りつ  > -、 御 道す がら も哀 なる 御 事 ども 多 かりけ り C  , め 磨 


胡 石の 夜の 波の音、 沙尾 上の の 鹿の 神無月 十日 餘 りの 事 なれば、 木.々 の 梢、 野 邊の草 村枯行 

く氣 色なる に、 御 袖の 上に は 秋を殘 して 露 深し" 讃岐 の八嶋 を御覽 ずれば、 安德 天皇の 御 事 を 思 召し出 

だされ、 松 山 を御覽 じて は、 崇德院 御 事 押 計ら はせ 給 ひて、 何事に 付けても、 今 は 御身 一 つの 御 事に 思 

だし、 沈ませ 給 ふぞ哀 なる。 かくて 土 佐國に 着かせ 給 ふに、 御 栖居賤 し L 、以上 二.： lis 小さ-一作 ル J き. 5 申 

せば、 やがて 阿波 國へ 移らせ 給 ふ 程に、 阿波と 土 佐と 兩國の 中 山に て、 ^に 大雪 降りつ. -前 ほの 路も 

分き 難く、  i 輿 i も 歩み 兼ね、 上下の 楚行 きゃら ざり ければ、 御輿 き据 ゑて 如何なる べしと も覺ぇ 

ザ。 院御淚 に 咽ば せお はしまして、 

浮世に はか &れ とて こそ 生れけ め ことわり 知らぬ 我淚 かな 

召 仕 は 丄オる l^il 人 有り。 形よ かりければ、 侍 次郞と 名付けられたり。 御氣 C 仕らん と 頻に望 

ざう さく  6 なが 

み 申しけ る を、 田舍 にて 造作 を もせば こそ 番匠 はいらめ、 只 罷留れ と 仰せ けれども、 强 ちに 進みて 

參 りけ るが、 具足 持ちて 木に 上りて、 枯れた る 枝 ども 切 下し、 御輿の 前に 取 積んで 燒く。 供奉の 武 

士 共の 前に も燒 きければ、 1^ 藤 皆 安堵す" おも 少し 御 心 延びさせお はしまして、 番匠 只今 大切な りと 

ぞ 仰せられ ける。 降る-£^^物ならずして夜も明けにければ、 御经の 人 も參り 重なり、 御迎の sst も 加 は 

り けれ は、 逍 踏み分けさせて、 阿波 國へ 成らせ 給 ふとて、 

承 久記下  ち 〇 五 


久記下  三 〇 六 

浦々 によす る 白浪 事 問 はんお きの ことこ そ 聞か まほし けれ 

|?^元 三年 如何なる 年 なれば、 三院 二宮 遠 鳴へ 赴かせ ましく、 公卿 官軍 死 ffig 刑に 逢 ひぬ らん、 本朝 

如何なる 所 なれば、 恩 を 知る 臣も なく、 耻を思 ふ 兵 も 無 かるらん。 日本 國の 帝位 は、 伊勢： 大照 太祌、 

八幡 大 菩薩の 御 計ら ひと 申しながら、 賢 王 逆臣 を 用 ゐても 保ち 難し、 賢ぉ惡 王に 仕 へても 治しが た 

し、 一 人 怒る 時 は 罪な き 者 を も 罰し 給 ふ、 一 人 喜ぶ 時は忠 なき 者 を も 赏し給 ふに や。 されば 天是 にく 

みし 給 はず、 四海に 宣旨を 下され、 諸國へ 勅使 を 遣せ ども 隨ひ 奉る 者 もな し。 か. -り しかば、 關 の 

大勢 時 房、 泰時、 〔Ei 朝 時 二字 ァ リ〕、 義村、 信 光、 長淸等 を大將 として、 數^£^の£^兵、 le^ 海 近、 東 山 

道、 北陸 道 三つの 道より 攻 上りければ、 靡かぬ 草木 も 無 かりけ り。 

右兵 亂之記 行-, 于世， 年 尙矣。 故 本 有- -廣 略？ 條 有- 脫！^ ？ 今 也 集-於 多 本？ 以 一校 *。 
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